
    
      
        
      
    

  







































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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　ひっそりと帝国東部国境の空を翔るは双発輸送機。帝国軍空輸部隊のワーキングホースたる同機は、珍しく夜間飛行の最中にあった。

　本来であれば、事故防止のため友軍支配空域で灯される翼端灯すら消して──。

　迷彩仕様の機体は、かすかなエンジン音を除けば夜の帳とばりに身を潜め、悠々と目的地へと飛行を続けていく。ちらり、と空を見上げた人間の百人に九十九人は何かが飛んでいることすら気づきようがないだろう。

　国籍標識さえも暈ぼかされた機体の用途は敵地侵攻を前提としての塗装だ。

　極力視認性を低下させるべく、ありとあらゆる工夫が施された同機は、端的に言えば、国境侵犯すら辞さない特殊作戦群の航空コマンドに属する作戦機。

　帝国の東部方面軍司令部直轄の東方防空戦闘指揮所の管制官が、レーダーの捉える奇妙な存在について気付いて上申したとしても、公式報告書に記載されることはないだろう。なんとなれば、管制官が報告書を上げようとした瞬間、『貴官はたった今、何も見ていない』と戦闘指揮所に来ている参謀将校に念押しをされる類の代物なのだ。

　そんな物騒極まりない代物に搭乗している人員もまた、相応に帝国軍の機密といいえるだろう。なにしろ、場合によってはウェットワークすら辞さない帝国軍参謀本部の虎の子らである。

　もっとも、この手の特殊作戦群となれば帝国軍の誇る最精鋭と同義。将兵らの大半は、半ば伝説的となっている勇気と技量に対して畏敬の念を惜しまない。

　……当事者としてみれば、畏敬の念など不要なので誰か代わりに仕事をしてほしいと願うばかりなのだが。

　埒のあかない不毛な思考にとらわれていることを自覚しつつも、特殊作戦群として長距離浸透偵察任務を割り当てられた指揮官であるターニャ・フォン・デグレチャフ少佐はままならぬ現状に対して心中、ひそかに溜息を零こぼす。

　視線を落とせば小さな自分の両手。とかく、女児の脆弱な骨格で担うには余りにも重責が過ぎるというものだった。幼女としての要件を満たすのであれば、権利として保護を望みたいほどだ。もっとも、ターニャとて今更子供だから戦いたくありませんというだけで戦線離脱が叶うとは夢想していない。

　帝国軍参謀本部直属の第二〇三航空魔導大隊とは、参謀本部直轄として独立行動権すら与えられる稀有な部隊だ。それ相応の実績も積み重ねてしまっている。つまるところ、有用な部隊であると示してしまった。元より、本国参謀本部の肝いりで設立された部隊であることも不味まずい。とにかく上にしてみれば便利使いできるのだ。

　それを良いことに全戦線に放り込まれ、実戦によって揉まれに揉まれたベテランぞろいでもある。指揮官であるターニャ・フォン・デグレチャフ魔導少佐以下、練達の将校らがそろい精鋭の名を恣ほしいままにしたのだ。

　だからこそターニャは頭を抱えて嘆く羽目になっている。戦いを欲するわけではないが、戦いから逃れることが現状では難しいのだろうな、と。

　そこまで考えたところで、ターニャはつい数時間前の出来事を苦渋に満ちた内心と共に思い出すのだ。

　帝都に降り立った瞬間の喜びがぬか喜びであったという事実を、だ。




　それは、今から数時間前にさかのぼる。

　久しぶりの帝都上空は、いつになく濃密な迎撃ラインが設定された狭い空だった。幾重にも張り巡らされた対空防御ゾーンを通過するたびに、地上から誰すい何かされるのは辟へき易えきもの。

　哨しょう戒かい要員を兼ねているのだろうが、遊ゆう弋よくしている教導隊の同僚らに挨拶を交わすのも度が過ぎれば面倒になってくる。

　第一、友軍の任務だとはいえ、銃を突きつけられて誰何されるのを楽しめる感性など人間の持ち物ではない。

　それでも数時間前、帝都上空にて規定の飛行経路をたどっていたターニャは煩雑な手続きを些さ事じと気にも留めない心の余裕に恵まれていた。

　何しろ帝都に戻ってこられたのだ。懐かしの帝都を遠望した際に、部隊全体に漂ったのは喜び。茫漠たる不毛な砂だらけの南方戦線から本国に召還された将兵の歓喜はごまかしようがなかった。

　まさしく、有頂天だったというほかにない。今となっては、ターニャは自身の楽観思考を底抜けに愚かだったと文字通り、痛つう罵ばしたいほどだ。

　とはいえ、あの瞬間ばかりは無理もないと弁解できなくもない。

　ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐にとってみれば、いい加減、うんざりしていた戦場日和だった。前線からの解放であればなんであろうとも素直に言こと祝ほぐ。本国への召還というのは朗報でこそあれ、疑う理由など考えられない命令だったのだ。

　実際、参謀本部に指定された宿営地へ降下しおえるまで、ターニャ自身、暢のん気きに信じていた。休暇のための本国帰還命令という建前を。適切な人事ローテーションで帰還命令を発してくれた本国の大盤振る舞いに感じ入りかけたほどだ。

　挙句、帰任の報告を受け取るのは顔見知りのレルゲン大佐殿と、ウーガ少佐殿。懐かしい顔が並んでいるというのは、帰ってくる部隊にとってそれだけで安堵に値する。事細かに上層部が気を利かしてくれたのだろうと人事の妙を見る思いですらあった。

　部隊員に休めの姿勢を取らせると、ターニャは部下の面倒を見るように各士官に言い残し、待ち構えていたレルゲン大佐へ帰任の報告を述べるべく口を開いたのだ。

「参謀本部直属第二〇三航空魔導大隊は、ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐以下、総員がただ今、南方戦線より脱落なく帰任いたしました」

「ご苦労、デグレチャフ少佐。貴官とその部隊は見事な武勲を挙げたと南方派遣軍より聞いている。随分と暴れたと聞いていたが戦闘詳報を見てさもありなんと感動したほどだ」

「ありがとうございます、レルゲン大佐殿！」

「貴官から提出されている将兵らの叙勲推薦も、心配は無用だ。デグレチャフ少佐、南方で貴官とその部隊が積み上げた戦功に対する私なりの敬意と思ってくれ。私の責任で、何としても通してみせる」

　敬礼を交わし、双方がプロとしての誇りと自覚を持ったやり取り。レルゲン大佐の請け負ってみせるという断言はこの上なく頼もしい。

　職業軍人、それも……参謀本部の将校が断言するのだ。リップサービスや空手形ではないだろう。言葉に乗せられている実績と信頼の重みは、言葉が文字通り契約書と同じ程度に信頼できることを雄弁に物語る。

「すまんな。本来であれば、諸君の帰還時に労ねぎらいと共に渡せればよかったのだが。何分にも、貴官らの叙勲に関する推薦文を参謀本部が受け取ったのは数日前だ。私自身が、個人的にも急がせたのだが……事務の連中が書類と手続きに手間取っているらしい」

「こちらこそご無沙汰してしまい申し訳ありませんでした。何分にも、戦地の軍事郵便事情は制約が多く御挨拶一つ送ることに難渋しておりまして……」

　教科書通りの模範的な敬礼の交換と、近況が途絶えがちだったことへの謝罪。

　ターニャとしてみれば、なるべく本国の事情も知っておきたかったが……流石に船便でお手紙を届けるのだ。電信やメールのように簡単にはいかない。だからこそ、直接対面しての対話というコミュニケーションが欠かせぬものである。

　だから、非言語コミュニケーションの感性を磨いておくべきだった。警戒心を強めておくべきなのだ。それがあろうことか。あの瞬間、ターニャは帰還する自分たちへ参謀本部からの心遣いが行き届いたことに素直な気持ちで感動してしまっていたのだ。

　……もう少し、慎重であるべきだったと迂う闊かつさを悔やんでも悔やみきれないと輸送機の中でターニャは苦々しく回想する。

　瞼まぶたを閉じて、思い起こせば、妙に理解のあるレルゲン大佐殿が、これまた実に尤もっともらしく頷いているのだ。

『構わん。貴官の境遇は理解しているつもりだ』、と。

　そこへ、自分がなんと言ったか思い起こせばうんざりする。ぺこり、と頭を下げて謝意を示しつつ、後で帝都情勢と本国の雰囲気を把握したいと口に出しての希望表明。

　本来であれば、そこから何がしかの反応があるだろうと見積もっていたほどだ。辛うじて何か齟齬があると違和感を見出したのは、ちらり、視界の端に映りこむウーガ少佐が浮かべる戸惑いの表情ゆえ。

「では、実務について話を進めよう。この点については、担当したウーガ少佐より説明させよう。輸送部門について、デグレチャフ少佐に説明を」

「了解いたしました、レルゲン大佐殿。……必要な情報は後ほど、ブリーフィング資料と共に説明を私が行う」

「ウーガ少佐殿、ご好意に感謝いたします」

　などと暢のん気きに言い交わしていた自分の感覚は、どれほど南方大陸で鈍麻したのかとターニャは今になって臍ほぞを嚙かむばかり。

　敵を殺す感性に磨きを掛けすぎた結果として、実社会でコミュニケーション障害に陥っているとすればなんという皮肉だろうか。

　話の流れで部隊の充足率は相変わらず定数を満たすのか？　とレルゲン大佐殿に問われたとき渋っておけば違ったのだろうか？　とターニャは今でも自問自答する。

『はっ、南方大陸でも軽微な損耗に留とどまりました。ロメール閣下の指揮に助けられ、部隊は深刻な損害を被こうむることなく戻ってまいりました』などと神妙な姿勢で損害が少ないことを申告などするものではなかった。

　結果論であるが、避けられるかもしれなかった任務を避けられなくしたのだ。お陰で、無理難題を押し付ける相手を見つけたという素敵な笑顔を浮かべたレルゲン大佐殿に、まんまと厄介ごとを押し付けられたのだから。

　そこからは、すべてがとんとん拍子におかしな方向へ進んでいく。

　僅か一時間ほどだろうか？

　気が付けば、参謀本部作戦局戦略偵察部の将校が、レルゲン大佐殿の手招きにどこからともなく笑顔で駆けつけてきた。その瞬間に決定的な違和感を覚えたがもう後の祭り。

　参謀本部には、『疲労困憊してとても戦闘行動はとれません』と告げておくべきだったのだ。何しろ、第二〇三航空魔導大隊は参謀本部直属の大隊。大抵の方面軍からは指揮系統上、独立して自由に任務を選べる特権的な地位にあるとはいえ……必然的に参謀本部の命令は一切拒否ができないということでもある。

　哀しいかな、通常であれば無謀すぎると指揮系統の中で誰かが反対してくれるであろう命令も、参謀本部内部では秘匿原則の都合上、自分と、命令者のやり取りだけだ。

　止める第三者が介在する余地がない。

　お陰で、というべきだろう。

　ターニャは今や秘密裏に国境侵犯する謎の軍事集団の指揮を引き受ける羽目になっていた。

　正確に言えば、現時点ではまだ違う。

　帝国東部国境上空をゆっくりと飛んでいる輸送機にターニャらが乗っているのも表向きは演習命令によるもの。

　建前だけにせよ、そういうことになってはいる。

　与えられた命令は名目上、演習なのだ。上からの指示通りに部下の士官らへも『参謀本部からの急な演習命令』というお題目を伝えてはいる。

　だが、誰だって信じないだろう。

　帰還するや否や、用意されていた胡う散さん臭くさいことこの上ない『演習命令』とやらで参謀本部の用意した機体へ搭乗し、目的地も告げられずに離陸だ。

　おまけに、輸送機が夜間特殊作戦機仕様？

　曰くつきの命令だと、誰にだって察しがつく。お人よしと言っていいであろうグランツ／セレブリャコーフの両中尉ですら分かる簡単な話だ。

　搭乗までのわずかな合間で、古参将校らは一分一秒が惜しいとばかりに手当たり次第、航空基地で手に入れられるものを抱え込んでいた。

　武器弾薬を担当することになったらしいグランツ中尉は予備の演算宝珠と弾薬装備一式を輸送機にとにかく投げ込むように詰め、セレブリャコーフ中尉は何処どこからか手際よくギンバイしてきたらしい通信機材の点検に余念がない。

　散々、ターニャと参謀本部に酷使されているヴァイス大尉に至っては長距離浸透偵察任務ベテランの嗜たしなみとばかりにチョコレートバーを部隊員の行こう李りにどんどん突っ込んでいた。

　そうして、慌ただしく離陸した機体の行き先について……表向きは秘密とされているが、第二〇三航空魔導大隊の将兵らは航法を理解できる。

　それこそ、天測だけでの夜間飛行も経験している連中だ。自分達が東部国境線へ移動中ということを自おのずと理解してそわそわとしているのだ。さすがに軍人として、言われるまで黙するという節制は利いているが……東部方面の軍が使う演習地域とはベクトルが違いませんかと目で問うてくるのは、うっとうしいことこの上ない。

　特殊作戦群に属するような輸送機の搭乗員らが航法ミスを犯し、何故か演習地域と別の方角へ飛んでいるのだと体のいい勘違いをするアホもいないのだろう。

　たとえ、『上層部の将校らも、演習内容にひねりを加えるという創造性を生み出したに違いない』とターニャが聞こえよがしに嘯うそぶいたところで、参謀本部作戦局戦略偵察部からの連絡将校と〝個人的な用事〟で自分が出発前に話し込んでいたという事実を部下らは知っている。

　こうなると、部下にも表向きの説明で礼儀正しく騙されたふりをしてくれるのを期待するのが関の山だ。……興味津々な視線を向けられるだけですむことは、むしろ感謝すべきなのかもしれない。

　どちらにしても、こんな面倒なことになるならば南方大陸戦線で、時代遅れな植民地軍と広々とした砂漠で遊んでいたかったほどである。

　いうなれば、蘭領植民地防衛軍を零戦で圧倒していたかった気分。去年の九月頃は辟易とした思いで砂を眺めていたが、泥でい濘ねい混じりの東部方面に比べれば乾いた砂漠万歳、だ。

　ターニャ・デグレチャフ少佐はベテランであり、つまるところ……戦闘にロマンを感じるほど青臭くはない。そんな経験者にしてみれば、強い味方を助けて弱い敵軍を挫くじく方がよっぽど好みなのである。

　好き好んで、難敵のいる戦線や危険地帯へ自ら飛び込んでいく感性なぞ砲弾ときどき死体の戦場に持ち込めるものではない。軍人らしく、ターニャは平和主義を希こいねがう。可能であれば、安全な後方でインテリらしく平和的に働きたいと願うほどに。

　だからこそ、だ。

　繰り返しになるが、半年に満たない程度の南方大陸での軍務が終わると知らされたとき、ぬか喜びさせられてしまった。魔導部隊の定期ローテーション配置に基づき、本国に帰還せよといわれたときは跳び上がって喜んだのである。

　参謀本部の何とも見事な采配だと感激し、流石にゼートゥーア閣下は将兵の気持ちをよくご存知だと尊敬の念を改めたほどだ。

　唯一、惜しむべきといえばようやく、ようやく仲良くなれそうだったロメール将軍とのお別れだろう。

『ド・ルーゴの奴め、貴官がいなくなればきっと枕を高くして寝るだろうよ』

『ああ、では閣下が親愛なるド・ルーゴ氏の枕を蹴り飛ばす知らせを待つことにいたします』

　離任の報告に行った時も、お互いに軽口が叩けるほど理想的な上司。ゼートゥーア閣下相手では、流石に躊躇ためらわれる状況を揶や揄ゆする冗談。それさえも、許してくれる上司というのは中々に得難い。真にこちらの要望を理解し、自由に権限と裁量権を与えてくれる上官の下というのは、全く素晴らしく働き甲斐があった。

　この輸送機の中で思い出せば思い出すほど……南方大陸は実に楽な戦線だったと思い起こされてしかたがない。

　味方の司令官は素晴らしく優秀で、彼我の戦力差はほぼ均衡状態で、兵の錬度は圧倒的。なにより敵軍は一度大敗済みの負け犬ども。一度、大敗した兵士というのは存外に脆もろいものだ。それこそ、額面戦力以上に敵は衰すい微びしていた。獅子に率いられた子羊ならば、狼ぐらいには化けえるだろうが……獅子に率いられる前に「敗北」を叩きこんでやれば羊の再訓練というのははかどらないものである。

　砂漠特有の事情で水をはじめとする兵へい站たんに悩まされるという問題点を除けば、実に快適な戦場ですらあった。弱敵を適当に叩きつつ、勲章稼ぎや部下の訓練に時間を割ける戦場となれば、ほとんど模範的な空間。

　そんな南方大陸から、嬉々として離脱したのは、ひとえに後方勤務というバラ色の未来をターニャが信じて疑わなかったからだ。

　本国で、ゆっくりと休むなり、それこそ後方勤務の椅子を猟官するなり、色々とやりたいことを夢想して本国に降り立ったのは数時間前。

　本国で、戦力再編のためにひと月はゆっくりできるだろうと甘く考えていた。四月ぐらいまでは、本国の春を楽しもうと心待ちにしてしまっていた。

　最悪でも……旧共和国軍基地に駐屯で春を満喫できるだろうと高をくくっていたのだ。そうなれば、当分はお互いにらみ合って動かない連合王国とのフォニーウォー（＊）だろう、と。事実上の有給だとばかりに楽観的な未来予想を描いていた。

　……そう、描いていたのである。

　哀しいかな、軍人というのは、実に自由が乏しく、それに反比例して義務は多い。

　労働力を自由に市場に供給できるのならば、さっさと転職したいほどに。民間軍事会社などあれば、本気で検討したいところ。いや、いっそ自分で起業するべきかなどと、逃避思考にターニャ自身が一瞬でも浸りかけるほど現状は過酷であった。

　気がつけば、連邦相手に極秘の越境作戦。

　当然ながら、国際法に数多あまた違反すること間違いなし。……厳密にいうならば、国際法をいくつか批ひ准じゅんしていない連邦相手なのでグレーゾーンとも言い繕えるのが慰めだが。

　どちらにせよ、命令の正当性を争うことなどはできようがない。明確な違反行為でなければ、どうして、軍人が上官の命令に公然と反抗できようか。命令が下されたとあらば、唯い々い諾だく々だくと参謀本部の命令に従って行動しなければならぬ身なのは先刻承知。

　だが、あんまりといえばあんまりである。

　とはいえ、ターニャはそこで溜息も愚痴もすべてかなぐり捨てて自分の置かれた状況を再度思考し、選択の余地がないことを確認する。

　連邦相手に、作戦行動だ。

　失敗すれば……運が良くて共産主義者による『温かい人道的なコミュニケーション拷問』が待ち構えていることだろう。

　共産主義者ですら、生きながらえるのが難しい政体である連邦に忍び込むのだ。

　生きて帰ろうと思えば、ありとあらゆる努力を惜しんでいる場合ではない。

「ヴァイス大尉、少し良いかな？」

「はい、少佐殿！」

　意を決し、ターニャは信頼できる副長に声をかけながら、ちらりと手元の時計で時刻を確認。幸い、というべきだろう。

　頃合いとしても、悪くなかった。

「スマンが、少しこちらに来てくれ」

　低空侵入用の特殊機材や武器弾薬を山ほど積み、そこへ航空魔導師をこれでもかと詰め込んだ輸送機内部というのは恐ろしく手狭である。軍用の輸送機ともなれば、部下の将校を呼び出すだけでも幾人かの部下が押しのけられなければ呼び出せない。

　声も張り上げねば通じないのだ。

　なにしろ、旅客機のような快適性など軍用機には微み塵じんも考慮されていない。エンジン音が軍用機にしては静かといったところで、所詮は軍用機。機内の騒音にかき消されぬように声を張り上げることも、ターニャにとっては億劫極まりない。

　聞き耳を立てているであろう部下らへ、盗み聞きされぬように注意を払う必要が余りないことだけが救いだろう。

「副官！　グランツ中尉！　悪いが、貴官らは総員の装具を直ちに点検してくれたまえ！」

「「了解！」」

　セレブリャコーフ中尉とグランツ中尉に部下の装具確認を命じ、ほどほどに忙しくさせたターニャは足元のブリーフケースから分厚く梱包された封筒を取り出す。

　ちらり、とターニャの取り出した書類へ視線を向けたヴァイス大尉はそこで封ふう緘かんの施された参謀本部が使う封筒に気付いたのだろう。問うような目線を向けてきた彼に対し、ターニャは頷いて時計の時刻を尋ねていた。

「ヴァイス大尉。指定された封筒の記載時刻を確認してくれたまえ。貴官の時計で確認してほしいが、現時刻と一致するかね？」

「はい、少佐殿。自分の時計では、そのように」

「結構。私の時計でも同時刻だ。第二〇三航空魔導大隊の指揮官と、先任将校が確認したものとして、我々両名の立ち会いにより……開封といこう」

　ぶつり、と封筒を開くなりターニャはいくつかの書類を取り出す。さっと一枚目の概要書に目を走らせれば、予想通りの代物。

　ターニャは、眉を顰ひそめつつ、ひとまずコメントは差し控えて隣のヴァイス大尉へとそれらを差し渡す。

「……これは」

　目を通したヴァイス大尉がうめき声を漏らすのもむべなるかな。

「我々が急遽、こういう形で対連邦偵察任務に投入されるわけだ。事実であれば、手段を問わず確認する気に上の連中もなるだろう」

「はい、少佐殿。得心が行きました。ここまで不可解な形で命令が下される理由も、これほどの背景事情があるとなれば容易に理解できます」

　隣で頷くヴァイス大尉の顔色は、見ずとも想像がついた。きっとターニャ自身の優れない顔色と似通ったものだろう。

　事態は、深刻そのものである。

　……参謀本部の情勢分析が事実であれば、『連邦』が東部国境線全域で大規模な攻勢に向けた事前集積を始めている？

　読後焼却処分と記載された書類によれば、国境線のカナリアが複数鳴いているらしい。こうなると、誤報の確率は天文学的な低さだ。共産主義者に対する備えについていうならば、連邦の建国以来、帝国軍はただただ東部国境の防衛に心を砕いてきた。長期スリーパーを多数含むカナリアを配備したことも、その危機意識があればこそ。

　参謀本部の参謀将校どころか、帝国軍のありとあらゆる士官は明けても暮れても共産主義者に襲われるのではないかという危機感を抱いている。

　なればこそ、だ。

　協商連合との北方戦線であろうと、共和国の奇襲とそれに伴うライン戦線、大公国とのダキア戦線であろうと、帝国軍東部方面軍は絶対に東部国境線から微動だにせず配置され続けていたのだ。

　それこそ、共和国との挟撃もありえるという悪夢を覚悟し、帝国軍参謀本部は人知が及ぶ限りにおいて連邦軍の動向に神経を割いてきた。……帝国にしてみれば、連邦が背後から殴りかかってくるとすればその瞬間が一番危険だと信じたからである。

　あたりまえといえば、あたりまえ。

　帝国軍は、大陸軍を北方に投じた隙を共和国の戦略的奇襲に突かれたのだ。

　同じ失敗を繰り返すまいと、帝国軍がライン戦線で大攻勢に出ると同時に東部方面軍も厳戒態勢を保っていた。

　それとて、しかし帝国軍の主力が共和国軍を撃滅して以来は随分と緩んでいる。

　……小しょう康こう状態が続くようになった今、連邦が行動を起こし始める理由が想像できないのだ。だから、合理的に考えれば誤報も可能性の上ではありえる。

　だが連邦軍の動向が冗談であって欲しいと願うも、報告書を読めばその願望はおおよそ儚いものだと即座に修正を余儀なくされることだろう。

　問題は、確認。活性化しつつある連邦軍の状況を思えば、確認が必要だった。それこそ、国際法抵触すら辞さない上の意向にその決意がにじみ出ている。

「ありとあらゆるリスクを超越する緊急時、ということか。参謀本部がなりふり構わず我々に越境作戦を指示するとはな」

　そこで、一言、溜息交じりにターニャは続ける。

「やむを得ないとは思うが……大隊指揮官としては……諸君に、休暇を用意できなかったのは申し訳ないと思っている」

「軍務です。少佐殿、こういう事情とあらば……止やむを得ません」

「こればかりは、軍務にある我が身を嘆くしかないというわけだな」

　溜息を何度こぼせばよいのか、と心中で愚痴りつつ、ターニャは状況に思いを馳せる。

　東部国境線にて、連邦軍に不審な動向あり。

　たったそれだけで、参謀本部の弛緩していた戦勝ムードは飛散したのだろう。

　思えば、最前線の戦地から帰ったにもかかわらず、レルゲン大佐やウーガ少佐といった後方勤務組に緩みを感じられないのも道理なのだ。自分の非言語コミュニケーションに対する感性がマトモに動いていればそこで身構えるべきだったほどだ。

　大規模攻勢の前兆、すなわち連邦が開戦してくると本気で参謀本部は信じているのだろう。だとすれば、知らされていないだけで参謀本部は相当数の部隊を予備兵力として集結させているやもしれない。

「ヴァイス大尉、東部方面の情勢に関する参謀本部の分析をどう読む？」

「正直に申し上げれば、いささか疑わしいと首を傾げるものです。この状況下、連邦が帝国に対して攻勢を展開するという合理的な理由が小官には思い至りません」

「私もだよ、大尉。だが、だからこそ不思議なのだ」

「はっ？」

「参謀本部が、我々の思いつく疑念程度、予期していないとも思えん」

「仰おっしゃるとおりです。それが……」

　言葉を詰まらせ、少し思案した末にヴァイス大尉は得心したとばかりに頷き、一言、納得だとばかりに呟く。

「……ああ、なるほど」

　そういうことだ、とターニャは頷き言葉を続ける。

「だとすれば、だ。参謀本部がここまで確信を持って連邦の脅威を推定しているという事実こそが……危機の現実味を高めるものだな」

　伊達や酔狂で、国境侵犯などできるものではない。それは間違いなく相手に一枚のカードを与えるのだから。演習のミスによる越境と言い繕うにせよ、第二〇三航空魔導大隊からなる戦闘部隊を越境させるのだ。外交問題化した場合、帝国が被る損害は平時であれば莫大極まりないことだろう。

　そのリスクを飲み干し、実際に東部国境を越えて連邦領に忍び込ませるという決断を参謀本部が下すのは……確実というべき裏づけがあればこそ。

　生半可な情報では、とてもここまで思い切った確認方法を取ろうとはしないだろう。上の腹は、つまりは最後の確認であって、躊躇い交じりの偵察ではない。

　最悪に備えて、いくつかの部隊を動かしておくという開戦を前提としての行動だ。

「戦争だな」

「失礼ながら少佐殿。まだ、すべてが推測の段階に過ぎません。列挙された事実を考慮すれば、公算が大きいという仮定です。連邦の参戦が確定情報と決まったわけではありませんし、第一、理由がないではありませんか！」

　ターニャの呟きを拾って応じたヴァイス大尉が顔を顰しかめて指摘するように、理由は確かに謎だ。……いや、ターニャにだけはほんの少しよもやという想像がないわけではないのだが。

「連邦が殴りかかってくるつもりならば、そもそも『共和国』と連携して殴りかかってくるはずです。帝国軍主力が本国に戻っている状況下で、あえて開戦する理由が私は思いつきません。何らかの示じ威いや外交上のブラフという可能性はありえないのですか？」

　ブラフか、とヴァイス大尉の告げる言葉を考えたところでターニャは苦笑する。ヴァイス大尉の自分でも半分信じていないような表情を見咎めても良かったが、それ以上に自分の副長が優れた常識人であるが故の意見だと好意的に受け止めていた。

　……これまでに人類が経験した諸戦争が、如何いかにして開戦に至ったか？　それら経緯を歴史書で繙ひもとけば良い。戦争を始める理由と経緯のほとんど全てが、惰性とくだらない理由による理性の敗北によった愚行だ。

「最悪を想定する。実戦を前提に降下するぞ」

「少佐殿!?」

　押し殺した声で、器用に再考を求める部下へターニャは溜息と共に肩をたたき、やるしかないと続けていた。

「完全な敵地浸透任務だ。開戦を確認すると同時に攻撃を開始するぞ。本国の意図するところは、命令上では敵地浸透偵察だ。だが、我々の配置を考えれば事実上の攻撃準備命令の性質を帯びざるをえない。どのみち、開戦となれば我々には独自の判断で行動が求められる。覚悟を決めておくべきだな」

　苦々しげに呟いたところで、部下に説明しなければなとターニャは付け加える。

「さて、ヴァイス大尉。異論がなければ、部隊に事情を説明してもらいたい」

「自分が、でありますか？」

　きょとんとした表情の副長は、どうやらターニャがこんなことを頼む理由に思い至らないらしい。まぁ、彼ぐらいならばターニャが感じているコンプレックスというか忸じく怩じたる思いに無頓着でいられるのだろう。

　……全く、大きな声が出せることが羨ましいものである。

「残念だがね、大尉。私の声量はあまり大きくないのだ。……この騒がしい機内では、私の声は届かない」

　忌いま々いましい事実として、声を張り上げたところでエンジン音にかき消されかねなかった。だからこそ、内緒話という体で呼び寄せたヴァイス大尉相手にこうして一生懸命に声を張り上げる必要すら出ている。

　いや、ことさら自分に問題があるわけではない。成人男性でさえ、機内の後ろの方まで声を届かせるのは一苦労なのだから、自分のような子供の声量では喉を痛めるのが落ちという冷静な判断だ。

　哀しいかな、空戦の戦術教本どおり術式で声を轟かせようにも今は魔導封鎖中。敵地への潜入作戦だ。拡声術式を使えば魔導反応を高々度でばら撒まくに等しい。そうなれば、敵の警戒網に侵入者がいるぞとわざわざ知らせてやるに等しい。

　……少なくとも、越境するまで存在を感知されるわけにもいかないのだ。

「あ、その……失礼致しました、少佐殿」

「気にしないでもらいたい。ヴァイス大尉、貴官には面倒をかけると思うが、よろしく頼めれば幸いだ」

「勿論であります。本来であれば自分から、申し上げるべきでした。ご寛かん恕じょ願えればと思うばかりであります」

　無自覚なうちにターニャ自身が忌々しげな表情を浮かべていたのか、快諾してくれた部下の後ろめたそうな表情が気遣いの必要性をターニャに思い起こさせる。しかたないか、とばかりにターニャはヴァイス大尉の肩を再度ぽんと叩く。

　よろしく頼むぞと一言を添えると、ターニャは始めてくれたまえとヴァイス大尉を促す。

　そうして、促されたヴァイス大尉はきっちりと仕事を開始。狭い機内で、それなりに体格の良いヴァイス大尉は不便そうにしながらもブリーフィングを開始する。

「総員、傾注！」

　一声、彼が声を轟かせた瞬間にセレブリャコーフ中尉とグランツ中尉が機械仕掛けのスイッチが入ったかのように機敏な反応で傾注という言葉を復唱。つい先ほどまで、装具をガチャガチャと鳴らせていた将兵らの反応もまた完璧だった。命令と同時に、全作業を中断。

　微塵も私語を漏らさず、ターニャとヴァイスへ視線を向ける一糸乱れぬ統制は見事の一言に尽きた。

　規律訓練の模範とは、まさに言ったものである。

「諸君、大隊長より諸君に対する任務概要が公開された」

　一言たりとも聞き漏らすまいとする将兵らの視線を受け、なお身み動じろぎ一つせずにヴァイス大尉は平然とそれを口にする。

「我々は、ただ今より演習中の偶発的な事故により、連邦領へ越境偵察を行う運びとなる」

　矛盾する言葉であることこの上ないが、黙して拝聴する部下の中に、疑問を口にしてヴァイスの説明を遮るような無能はいない。こらえ性のないガキに限ったことではないが、勘違いした人間はこの点で存外やらかすものなのだ。

　気心が知れた将兵は、その点で物分かりが良くて素晴らしい。

「これらは、全て参謀本部の指示によるものだ。任務は我々十八番の長距離偵察任務だが、ＲＯＥは非常に特殊なものとなる。……戦友諸君、我が第二〇三航空魔導大隊に宛あてがわれる任務は重大だ」

　いつになく緊張した表情のヴァイス大尉は、しかし、それでも声量をキチンと機内に轟かせる地声の豊かさを示す。羨ましいな、とターニャが思うほどに。

　とはいえ、自分が持っていないものを彼が持っているというだけだ。

　アウトソーシングも使い方次第。安かろう悪かろうの劣悪な委託ばかりではないのだ。餅は餅屋という格言は、リカードの比較優位（＊）と同様に真理である。ターニャにしてみれば、声が小さいという悩みを外注する格好の口実でもあるのだ。

「任務の前に東部方面における一般状況を概説しよう。数日前から、帝国軍参謀本部へ東部方面における不審な情勢報告が複数の情報源より飛び込んでいる」

　手際よく背後事情を説明し始めるヴァイス大尉の言葉に含まれる意味を悟ったのだろう。早くも、勘のよい将兵らは連邦の方角へちらりと顔を動かしかけていた。

　東部国境に展開する東部方面軍は、ただ、連邦軍のみを仮想敵として伝統的に重点配備されて久しいのは誰もが知っての通り。

「……いよいよか？」

「この状況ではほかに……」

　ぼそぼそと、珍しく部下が動じた視線と言葉を零すのも無理のない話だろう。

　近年は北方、西方、南方で激しい戦闘に明け暮れる各方面から遊兵と批判されることも多いが、湧き上がる批判をものともせず最高統帥府は東部軍を貼り付けている。脅威度合いということであれば、かくまでも連邦は侮れないのだ。帝国軍においても連邦軍の存在に警戒を訴える見方は決して少数派ではない。

　帝国軍人であれば、連邦という外敵を忘れることなど到底できないのだ。東部で不穏な情勢といわれれば、誰でもピンと来る。

「本来であれば、我々はこの確認と調査の一部隊として動員されただろう。だが、状況が急変した。本日未明、帝国軍参謀本部は東部方面軍第四三七戦術特殊偵察小隊が発信した緊急報告を受信」

　ヴァイス大尉の一言で、機内の空気は凍りつく。まさかという疑念が、今では、やはりという確信に変わったのだろう。

　表情を強張らせた部下に、推測の通りだとばかりにターニャは頷いてみせる。

　状況は単純だ。

　東部の対連邦警戒要員からのアラート。それ以外に、戦術特殊偵察小隊（ようするに、不法越境して浸透偵察を行うイリーガルの連中）が鳴くことはない。

　わざわざ、シビリアンや外交官に偽装して侵入する極めて秘匿性の高い部隊──東部方面軍第四三七戦術特殊偵察小隊。『参謀本部作戦局戦略偵察部』が管轄しているということ以外は一切知らされていない。

「対連邦第一警戒線にて即応待機中の同部隊が鳴いた。同時に、彼らは暗号無線で規模不明の連邦軍部隊の活性化を報告しているとのことだ」

　ヴァイス大尉の状況説明に加えて飛行経路を加味すれば、任務とやらを察せない兵隊は新兵も新兵に違いない。

「なお、悪い知らせが続く。第一報を鳴らした第四三七部隊からは、報告直後から一切の通信が途絶している。不味いことに、複数の戦術特殊偵察小隊も音信を絶っている。意味するところは、鉱山のカナリアが一鳴きするなり鳴かなくなったという重大なものだ」

　現在の東部情勢を一言で言い表せば『不穏』。危機は、破裂寸前だ。積もり積もった状況証拠を一つ一つ整理して導き出される推論が誤解である可能性は希望的観測であってさえ、天文学的に極めて乏しい。

　何か連邦のアカどもに動きがあった。こちらの監視要員が鳴いて音信不通になっている。だから、今から、自分達で確認へ赴く。一応、中立国へ領空侵犯して。

　改めてそこまで考え、部下の将兵らにも理解が及んだであろうところでターニャは溜息交じりに覚悟を決めなければな、と腹をくくる。

　具体的には、アカの捕虜にだけはならないように、だ。

　これが、ステイツなみに人権とかに配慮する国家ならば……前線部隊はさておき後方地域での投降くらいはオプションたりえる。

　血の気の多いヤンキー連中が相手だろうとも、文明国だ。憲兵連中でもいれば、流石にその場で即決処刑される不安は少ない。

　ところが、相手はアカ。

　投降したところで碌ろくでもない未来が待っているということは、大戦末期のドイツ軍捕虜（＊）の運命が議論の余地なく証明済み。自身で再現実験を行いたいと思うほど、ターニャは戦場心理学に貢献する自己犠牲精神に充ちているわけでもない。

　つまり、生きて帰るためには最低でもアカの脅威に抗あらがうことが不可欠である。辛つらいことこの上ないが、生き残る為の生存闘争に否応はないのだ。

　唯一の幸いがあるとすれば、とターニャは手札が悪くないことを信じてもいない神にふんぞり返って自慢してみせる。

「任務は、従って諸君の推察とほぼ同じだろう」

　暗に、戦争だぞ、と告げるヴァイス大尉の口調は妙に抑制的ですらあった。

　眼前で落ち着き払った態度を保っているヴァイス大尉、セレブリャコーフ中尉、グランツ中尉らの各中隊指揮官と、指揮下の部隊員ら。

　彼らは、精鋭だ。帝国軍の中でも、おそらくは五指にはいる最精鋭。

「我々は、越境し、最悪に備える。連邦軍の動向を監視し、必要とあれば警報を発することになる。当然ながら、宣戦布告が発されるまで我々の越境作戦は形式の上では中立侵犯だ。行動には、細心の注意を払うように」

　淡々と事実を説明するという姿勢に徹するヴァイス大尉は、プロだが、プロであるからこそ抑制しなければ声が乱れる程度には感情を整理し切れていないのだろう。

　だが、表面上とはいえ内心を完璧に制御してみせる資質には惚れ惚れとせざるを得ない。実に人間らしく、それでいて専門家としての自制心も持ち合わせているとは完璧だった。

　急な命令で、こんな無理難題を押し付けられるヴァイス大尉とて上に言いたいことはいくらでもあるだろう。他ならぬターニャ自身、参謀本部が秘密主義であることへ思うところがないわけでもないのだ。

　機密保持が重要であることを論争するつもりはない。だが、必要な情報を与えられるかどうかということと、機密保持は峻しゅん厳げんに分けて考えられるべきなのだ。

　よもや、第二〇三航空魔導大隊にアカなどいようはずもないが……と考えたところでターニャは臍を嚙む。ヒューミントの観点（＊）で言えば……相手は、どこにでもシンパを獲得してみせる浸透力にかけては定評があるアカだ。

　逆に言えば気心の知れた大隊以外は信頼しきれないのが厳しい。

　疑心暗鬼に駆られるのはパラノイアへの立派な一里塚だが、大隊の運用スケジュールを見ることができる連中にアカがいない保証は皆無。こればかりは、性根の腐った狐と狸の化かし合いに近い。

「従って、我々は開戦に備えての敵地浸透を行うことになる。万が一、何かの幸運によって戦争が避けられた場合は直ちに離脱することになるだろう。だが、我々実戦部隊は最悪に備えるべきだ。すなわち、諸君は連邦との戦争をも覚悟して行動するものと信じる。私からは以上だ！」

「ご苦労、ヴァイス大尉」

　口頭で状況の説明を終えたヴァイス大尉。彼がこちらに向かって終了報告を寄越したところで、ターニャは思考を切り替える。ややもすれば直前に迫っている作戦とは無縁のやや迂う遠えんな領域へ飛びがちであった思考は後回し。今は、前線指揮官として為すべきをなそう。

　先を見据えることはとても大事だ。だが、明日を迎えられなければ深謀遠慮だろうとも絵にかいた餅ではないか。

「大隊戦友諸君、聞いての通りだ！　ライン戦線で学習した我らが参謀本部というべきだな！　さすがに二度も奇襲されないようには注意したいらしい！　機密保持が最優先となった為、土壇場で我々へ任務通達となったのはいただけないがね。参謀本部も随分と慎重なことだと笑い飛ばしたいところだ」

　共和国相手にしてやられた帝国軍上層部の失態を思い出したのだろう。ライン戦線経験者らが、あれは酷かったですなぁとばかりにしみじみと頷く。その傍らで、古参らはグランツ中尉も一人前になってと仲間内でふざけ始めていた。その中でセレブリャコーフ中尉が先輩風を吹かせている光景は、なんとも感慨深くある。

　かくして緊張感が適度にほぐれたころを見計らいターニャは言葉を続けて放つ。

「とはいえ、今回は有能な上層部が悪知恵を働かせてくれたのだ。有能であれば、細かいことは気にせずに悪魔か神に感謝したい。各人、各々が信じる対象に感謝したまえ。個人的には、参謀本部に住む参謀将校というサタンをお薦めしよう」

「少佐殿、少佐殿にも悪魔の尻尾が生えているとは、本当でありますか？」

「良い質問だが、無意味な質問でもある。私の尻尾は共和国軍の砲やら塹ざん壕ごうの劣悪な環境にやられてしまっていてね。安楽椅子でふんぞり返っていれば、まだ残っていたのかもしれないと惜しんでいるところだ」

　戯れに戯れで返し、馬鹿笑いを浮かべることも時と場合によっては有益だ。ジョークは、緊張をほぐし、人間の高度な能力である批評、悪態という言語的な才能を発揮するツールたり得るのだ。

「さて、ヴァイス大尉から聞いての通りで……アカども相手だ。警戒しすぎてし過ぎということもないだろう」

　精一杯の声をはりあげても、ヴァイス大尉には及ばない。見渡せば少し、耳を澄まそうと聞き取りづらそうな部下らの表情。声を何とか増すようにターニャは意識的に努めつつ、上司としての体面を守るべくそ知らぬ顔を保つという離れ業を何とか成し遂げていた。

「……我々が搭乗した第二二輸送飛行隊所属の当機は現在全力で作戦地域へ飛行中だ。魔導師の温存と隠蔽の為、魔導封鎖は降下後も徹底せよ。言うまでもないが、隠匿性を最優先とする」

　名目では、演習参加中の輸送機が航法機材のトラブルで誤って連邦領空を侵犯。関係者の誰もが航法機材が壊れていることに気が付かず、演習空域と誤認して部隊を投下してしまう、ということになっている。

　当然ながら、当時者すら誰一人として信じていないカバーストーリーだ。信じるふりも難しい。だが、帝国軍から先制攻撃したという厄介な外交上の懸案を招きたくはないのだろう。政治か、と考えたところでターニャは一言添えていた。

「ああ、まあ、七面倒な指示はすべて政治の要請というやつだ。私には、尻尾がないのでよくわからんがね」

　軽い笑い声がどっと後ろの方から上がるのは、エンジン音に負けず自分の軽口が届いている証左だろう。逆に言えば、きょとんとされないということで自身の声量のなさを部下が不便に思っているという裏づけでもあるのだが。

「予定降下エリアまであとおおよそ、三十分だ。降下後の集結も魔導封鎖環境で行う。とどのつまりは、いつも通りだ。いつも通りの結果を期待する」

　視認性を極限まで低減するための夜間迷彩仕様機。そして、低空侵入用の特殊機材を搭載した特殊作戦機の行動には夜の帳が一番。されど夜は味方状況把握もまた困難とする。

　もとより空挺降下というのは、統制がどうしても乱れるのだ。降下直後の迅速な部隊の集結には相応の錬度が求められる。

　無線抜きでやれ、といわれれば並大抵の指揮官では匙さじを投げるに違いない。

　が、その点では悩むだけ杞憂だとターニャは知っている。

　目印一つない砂漠で推測航法すら経験した第二〇三航空魔導大隊なのだ。航法を含めた技量に対し、ターニャは自信を持ってなんの問題もないと信頼してやまない。

　能力主義で選抜された部隊が示した実績はことのほか素晴らしく、ダキアで、ノルデンで、ラインで、そして南方大陸で力量を存分に示してくれている。卓抜した成果と言い換えてもよい。第二〇三航空魔導大隊の部隊員は、今や素敵に頼もしいベテラン揃いだ。

　グランツ中尉らのようにライン戦線で加わった補充要員の質も向上著しい。すでに、編成当初の要員並みだろう。肝心の大隊の戦力もほぼ完ぺきな定数の充足を保ったまま。

　参謀本部直轄として充実した予算と権限で部隊の戦力発揮ができたのはやはり大きい。

　訓練計画こそ随分と時間に余裕がないものであったが……いささか戦闘狂の嫌いがあるにせよ優れた資質を持つ選良に、短期間で叩き込める事を濃密に注入したのである。

　効率的な人的資本投資とは、ようするにそういうものだ。

　もちろん、大学における長期間にわたる理論の教育や実習、基礎実験の類も有意義ではある。この辺は、実践とアカデミズムの違いだろう。兵隊にアカデミズム的教育が必要とまでは思わないが。

　そこまで考え、ターニャは余念だなと笑う。とはいえ、案外、冗長性というのは馬鹿にしたものでもないのだ……今回の任務に直接は関係のないことであるにせよ、人間、いつもの思考というやつが精神の安定には重要なのだろう。

　自由、公正、市場を信じるのだ。人間とは、本質的に政治的動物。

　で、あるならば。政治的に振る舞い、市場において公正な競争を自由に行うべきなのだ。

「なお、本作戦は連邦主権領域下での活動だ。作戦地域到着後、最悪の場合は我々の軍籍は存在しなかったこととなる」

　逆に言えば、市場のない環境下においてこちらが公正である必要性は皆無。

　むしろ、政治的に正しい行いこそ推奨される。相手が自由を侵害するのであるならば、我々は自由の戦士、フリーダムファイターとして戦わねばなるまい。

　平和国家の平和憲法の規定にもあることだ。自由とは、不断の戦いによって獲得するものだと。つまるところ、自由の為の闘争は平和への貢献だ。共産主義者という恐るべき全体主義者相手に、自由と正義と人権の為に戦わなければならぬということだろう。

「毎度のことだが、我々は楽をさせてはもらえないらしい」

　ターニャは、そこでエンジンの奏でる重低音に負けぬよう重々しい口調ながら、なるべく大きな声で部下らに告げていた。

　なにしろ、不正規任務だ。

　中立侵犯というのは、えてして現場に責任が転嫁されるものなのだ。将兵が歓迎する類の任務とはなかなか言いがたい。理屈で言えば、会社のために泥をかぶれと言われて喜ぶ労働者がいないのと同じ。

　リターンが相応でなければ、誰だってインサイダー取引や厄介な献金に関わりたいとは思わない。だから、企業には法務部というコンプライアンスという名目のもとで抜け穴を模索する部署があるのだ。

　……いえ、もちろん、我が社の法務部は順法精神に満ち溢れ社会的な役割を果たすことに極めて熱心でありますが。ええ、一般論として申し上げただけであり、我が社や軍は法の精神を体現していると申し上げてもよいでしょうと言い訳しかけたところで、ターニャは自分が転生前の条件反射から逃れられていないのだなと苦笑する。

　三つ子の魂なんとやら。……あるいは国家というのも、持ち合わせた性質を変えられないのだろうか？

「もし、四三七が正しければ祖国は一刻を争う事態に陥る」

　国家の利益は、全てに優先するという大陸的な国家理性主義。

　お隣に戦争狂じみた国家やアカがうようよしていればおフランスならずとも同じような発想になるとは思う。とはいえ、国家理性というのは人間の理性だ。理性の有限性に思いを馳せれば、これほど脆弱で信頼に値しない概念もまた人類史上において珍しいだろう。

　ついでにいえば、国家のためにといえば大抵の悪事は国家が責任を取らされるのも事実。実行部隊が尻尾切りに遭わないという保証もない。国家当局の人間とは、えてして保身のために自己の権威を国益と一体化させるものなのだから実に厄介だ。

　だからこそ、命令者と実行者の間に信頼関係は欠かせない。レルゲン大佐にしても、参謀本部のゼートゥーア／ルーデルドルフ両中将閣下にしても、人柄を知れているというのはこの上ない安心材料だ。

「逆を言えば、童心に帰って国際社会に秘密で行う内緒の冒険旅行だ。秘密の国を覗き見るワクワクする探検が嫌いな無粋な人間はいるかね？　剣林弾雨を潜くぐり抜けてきた我が大隊にはいないだろうと私は信じる次第である！」

　知っていればこそ、安心してターニャはふざけた口を利ける。上司がふざけて戯おどける程度には、上を信頼していると示すことで下も安心できるのだろう。

　ターニャが口にする文言を聞いた瞬間、一斉に口笛を吹いて笑い出す部下の表情は屈託がない。誰もが、顔にやってやるぞという笑みを浮かべて陽気である。

　まあ出撃前の虚勢だとしても虚勢を張れるだけ余裕があるというのは喜ばしい。同時に、部下らが私の前で不平不満を漏らさない程度に信頼してくれているのもだ。

　部下から信頼されない上司など、マネジメント能力欠如で更迭されても不思議ではないのだからこれは大切だろう。

　うむ、満足である。

「四三七担当地域は、事前情報では連邦軍集積拠点と推測されています。これまでのところ情報部では、集結を確認しておりません」

　そこへ水を差さないように注意しつつヴァイス大尉がタイミングをとらえて口を開いた。盛り上がっているところに、それとなく補足する形で興奮をなだめこむのは見事な手腕だろう。

　戦闘意欲は保持しつつも統制を保つことができるのは、ひとえに彼らのような有能な士官らがいればこそ。

　やはり、武田信玄は正しい。ヒトは石垣である（＊）。……ある意味で、むかつくことにスターリンは字句通りこれを実践していた。奴の場合、畑からとった人壁を石垣の代用にしたと正しく形容すべきなのだろうが。

　これこそ、資本主義の石垣は比喩であり共産主義の石垣は文字通りということだろう。資本主義の椅子と共産主義の椅子の違いのようなものだ。せいぜい、木製の椅子と電気椅子ぐらいの違いということになる。座るならば木製を選びたいものだ。

「質問をよろしいでしょうか？」

「もちろんだ、セレブリャコーフ中尉。続けたまえ」

「仮に四三七の担当地域が活発化していれば、連邦軍の行動が意図するところは明らかです。連邦軍による帝国への先制攻撃の意図が明らかな場合、開戦に先立ち予防攻撃は許可されるのでしょうか？」

　良い質問だ、とターニャはセレブリャコーフ中尉の言葉に頷く。その点は、ターニャ自身も誘惑されるところがないでもないのだから。事故防止のためにも、部隊としての対応方針をはっきりとさせておく方が望ましかった。

「コミュニスト相手だ。遠慮はいらん……と言いたいが、今回ばかりは駄目だ。明言しておくが、偶発的な誤射も見逃せん」

　人々を苦しめるコミーが相手だ。市場原理に従ってすっきりと淘汰してやらねばならないだろうが、市場原理の大前提である取引と契約には忠実でなければならない。

「開戦の第一撃は、連邦に撃ってもらう。具体的には、東部国境へ敵が攻撃を開始するその瞬間まで、連邦軍将兵に対する如何なる発砲も許可できない」

「……また、何とも嫌な立場に置かれていますね」

「グランツ中尉の言葉に同意します」

「両中尉の気持ち、わからんでもないが軍令だ。ほかにあるかね？」

　どうやら、これまでのようだなと頷きターニャは話題を意図的にずらし始める。

「以上のようであれば、最後に一つ。機長の御好意により、当該機は我々の降下後も領空侵犯によって我々のデコイを引き受けてくださる」

　まったく申し訳ないことに、この〝輸送機〟は領空侵犯を継続する予定だ。我々を落とした後も、降下地点を悟られないように高度と針路を保ってくれるという。

「仮に連邦軍の迎撃があれば、当機の安全は全く保証されていない」

　戦闘機なり魔導師なり迎撃部隊に襲われればどうなることか。まあ、赤の広場を国際空港とする連中だから案外見落としてくれるやもしれないが。

　しかし、発見されれば民間機すら撃墜するコミーだ。民主主義と自由と博愛が頭から抜け落ちたような官僚主義的な対応になるだろう。無事を期待したいが、そもそもコミーを相手にして道理が通じるかどうか。

「御好意を忘れるな。戦列に並ぶ人々に敬意を。戦友の挺てい身しんに対し、感謝を。我々に託される期待を義務と心得よ」

　私は、戦争なんて大嫌いだ。人間同士の殺し合いなんて、人類史上最悪の営みだとすら思う。合理的に考えて、それは許されざる資源と人的資本の浪費に他ならない。

　それでも、私はこの戦いに関してならば言いたい。

　フリーダムファイターに栄光あれと！

「つまるところ、いつも通りに諸君が任務を果たすことを期待する。祖国と皇帝陛下に尽くせ。帝国に栄光を！」

「帝国に栄光を！」

　素人目には無謀な作戦だろう。魔導部隊が、一個大隊で以もってわざわざ降下猟兵の真似ごとだ。潜入は空挺降下専門の連中にやらせるのが正しいといえば正しい。

　魔法使いに魔法でなく、拳で戦えというようなものなのだ。しかも、事前の用意をほとんど欠いた状況で、だ。

　無謀極まりない。

　だが、相手がアカなのだ。無茶でもやらねばならない。

　なんとなれば、無抵抗主義の流儀とは文明国の相手にしか有用ではないのである。抵抗しない相手に銃を向けることを躊躇う人間には、なるほど無抵抗主義も選択肢の一つだろう。

　悲しいかな、共産主義者は嬉々として銃を撃ってくる。

　抵抗しない相手を嬉々として排除し、虐げようとする全体主義国家相手に蹂じゅう躙りんされることを善よしとしない自由人としては、選択の余地なく抗うほかないのだ。

　決意をターニャが将兵に告げ、数分後。ついにその瞬間は訪れた。

「少佐殿、作戦地点です」

　機長から目的地への到着を告げる声。これから、彼らはエスコートなしで連邦空域の侵犯をやってくれるのだ。

　彼らの献身に応えなければ、フリーダムファイターとして面目ない。

　自由を。しからずんば、死を。

　自由を獲得し、自由を擁護し、自由を守るための聖戦だ。断じて引く訳にはいかない義務があるとすれば、相対的自由主義世界防衛の為、全体主義者と戦うことだろう。戦争は望むところではない。だが、隣人をぶち殺そうとする凶悪無比な全体主義国家の良き隣人であり続けるのは難しいということだ。

　世界の邪悪と共存するのは難しい。とりわけ、自分のような善良な市民にとっては言うまでもなく。

「大隊長より、大隊各位へ！　降下！　降下！」

　暗闇を前に、怯ひるむことは許されない。

　輸送機の扉を解き放つなり、ターニャは大声を張り上げると、降下しろと隣に立つセレブリャコーフ中尉を促す。

「お先に失礼します！」

「部隊を取りまとめておけ。目撃者を黙らせるためのナイフまでは見なかったことにするぞ。大隊各位、行動開始。繰り返す、行動開始！」

　降下作戦用のパラシュートを背負って、機外へ飛び出すことを躊躇する者は我が大隊には不在。降下中が一番危険と承知しているために、ごちゃごちゃ言わずに迅速かつ手際よく降下を開始する部隊の錬度は惚れ惚れするにふさわしい。

　ターニャ自身、頭を下げて機体から飛び降りると同時に適切な間隔を他の連中と保ったまま降下。闇夜の静かな夜空でのスカイダイビングを楽しむ暇もなく、降り立った大地は適度な荒野。人ひと気けがなく、それでいて地面がぬかるんでもいない広漠な大地だ。

　素早くパラシュートを回収したところで先に降下していた最寄りの連中と合流し、隠蔽の支度を任せてターニャは部隊の掌握を開始。

　幸いにして分散して迷子になるという間抜けは出さずに済んだ。元々が精鋭であるだけにトラブルらしいトラブルもなく、想定通りに事が運ぶ。一連の段取りだけみれば、降下からの部隊再集結までは実に順調であった。

　自画自賛になってしまうがこの点では、各級将校の手際がよいことも特筆に値するだろう。先に降下させたセレブリャコーフ中尉に至っては、グランツ中尉と手分けして小隊規模で即席の円周防御態勢まで構築していた。

　鍛えに鍛え、実戦の洗礼を潜り抜けてきただけのことはあるというものだ。手早く、夜間にもかかわらず、大隊はほとんど混乱も出さずに集結に成功し、即応の態勢を整えていた。

　指揮官である自分と、次席指揮官たるヴァイス大尉の考えるべきことは状況の判断と、戦術方針の決定だけだ。上がきちんと考え、下が自分で命じられたことをしっかりと実行できる組織は効率の見本として賞賛されるべきだろう。

「セレブリャコーフ中尉、状況報告」

「はい、少佐殿。降下後の集結を完了いたしました。脱落はなし。現在、グランツ中尉の中隊が周囲を警戒中です。現時点において、周囲において民間人を含め連邦関係者は確認されておりません」

「ご苦労。人家などは？」

「光源をいくつか確認しましたが、いずれも事前集積拠点と推定されるエリアに集中しています。周囲数キロにおいて、民間人などの存在を示唆する兆候は現在のところ確認されておりません」

　よろしい、と頷いたターニャ。そこへ駆け寄ってきたヴァイス大尉が、待ち望んでいた報告をつけたしてくれる。

「失礼いたします、少佐殿。長距離無線機の組み立て、完了しました。傍受に関しては、機能に異常なしとのこと」

「了解。ああ、大尉……開戦を告げる兆候は感じられないのだな？」

「現時点においては、確報はありません。連邦軍の通信が増加している兆候のみです」

「……本国からは？」

「まだであります、少佐殿。帝国本土より、開戦を告げる状況は発されておりません。なお、電波状況は良好で電波妨害を受けている可能性もないかと」

　ヴァイス大尉から寄せられる報告へ、まだ始まっていないのだなとターニャは頷く。

「万が一、これらの連邦軍将兵動員がブラフである場合、我々には即時離脱の備えが必要だ。セレブリャコーフ中尉、パラシュートや降下した際の装具紛失がないかを徹底して再確認しておけ」

　念のためだ、と離脱支度を確認するようにセレブリャコーフ中尉へと告げたのは万が一の幸運を祈っての手配。

　了解しました、と一言残すなり駆け足で装具確認へ向かう副官。幸運の女神は、逃がす口実を与えないようにつかんでおかねばならないが、セレブリャコーフ中尉は手配りに余念がないだろう。

「ヴィーシャを指揮官として随分と信頼されるようになりましたね、少佐殿」

　セレブリャコーフ中尉を見送るターニャの背にヴァイス大尉からの言葉がかけられる。ターニャは当たり前だろうと頷いてみせる。

「信頼の積み上げという点で、セレブリャコーフ中尉は本物だと私に示してくれている。信ずべきを信じる。それ以上でも、それ以下でもない話だと思わないかね」

「おっしゃる通りです。……少佐殿、僭せん越えつではありますが敵集積拠点へのアプローチは私にお任せ願えませんか？」

「やれやれ、そういうことか」

　貴官を信じないわけではないが、と言い含めながら、ターニャはヴァイス大尉の申し出をやんわりと押し返す。

「ヴァイス大尉、指揮官先頭だ。なにより、今はまだ敵ではないぞ」

「少佐殿。重ねて僭越ながら、ご再考を」

「何が問題だというのかね？」

「非魔導依存行軍状況での体力は、自分の方が負荷に耐えうるかと。よろしければ、でありますが」

　ああ、とターニャはそこでヴァイス大尉の進言が何に由来するのかを理解する。

　つまるところ、先ほどの出来事がきっかけなのだろう。声が小さいと自分が嘆き、説明を任せたところでヴァイス大尉はようやく体格差という要素を思い出したらしい。

　で、魔法を抜きにした純然たる体力勝負となると、ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐は体格的に非常に脆弱なガキであるということに思い至ったのだろう。

「……いい部下を持ったことを喜ぶべきだろうな。だが、それ以上は、無用だ」

　そんな心配を今更されても困るのだ。これでも手た弱おや女めですからと……自分が後方にて勤務できるならばいざ知らず。

　軍に徴兵されるか、士官学校を選ぶしかない魔導師にしてみればこんなところで、指揮官としての適性に疑義を呈されるわけにはいかない。たとえ、百パーセント善意の申し出だとしても、その先に何があるかは想像にたやすいだろう。

　地獄への道は、善意によって舗装されているという格言の真実味は並大抵ではない。

「過ぎたことを申し上げました」

　いや、感謝していると返しつつ、ターニャはことさら自身の力量を示す必要があるのかと算盤そろばんをはじく。

　理屈から言えば、指揮官が匹ひっ夫ぷの勇ゆうを示すのは愚行である。だが、こと魔導大隊に関していうならば全人員が増強大隊でも四十八人。将校斥せっ候こうに際し、大隊長が出てはいけないという法もない。

　実際、なまじ運用方法を模索している段階であることを踏まえればターニャが指揮官先頭の精神を発揮することは『帝国軍の軍事的伝統に適かなう』として賞賛されることですらある。

「さて、任務の話に戻りたい。連邦軍への偵察だが、私としては通常の夜間偵察と同じ手順でやろうと思う」

「斥候班はどのように？」

「貴様を残し、私とセレブリャコーフ、あと二人程を適当に連れていきたいが」

　悩ましい人選ではあるが……と口にしつつもターニャの腹は決まっている。対連邦の開戦前という微妙な時期であることを考えれば、やはり自分で行くしかない。

　早まった部下が戦端をひらけば、間違いなく自分が責任を取らされるのだ。指揮官の責任といえばそれまで。であるならば、この際、自分が行くのは絶対であった。

「通常の部隊であればともかく、です。我々の大隊はお守りが必要な子供ではありません。将校斥候として我々で……」

　が、ヴァイス大尉が随伴したいと申し出て列挙する指摘もまた考慮に値した。南方戦線で、各分隊でそれぞれ分散進撃を行ったこともある第二〇三航空魔導大隊の兵員らだ。指揮官がいなくなったからといって、右往左往する新兵集団でもない。

　故に、ターニャは腹をくくる。

　この際、異例ずくめではあるが将校だけで斥候をおこなう、と。

　そして決断を下したターニャの行動は迅速であった。

「諸君、お仕事の時間だ。静かに、手際良く行うことにしよう」

　即座に、斥候役としてターニャ以下第二〇三航空魔導大隊の将校らは非魔導依存で前進を開始。つまるところ、歩いて近寄れるだけ近寄る。

　が、さほどリスクを冒して近づくまでもなく、状況の把握は容易であった。

　ちらり、と双眼鏡をのぞけば大量の物資に兵員の群れ。演習にしては、実弾の量が多すぎた。

「状況伝達、四三七は正しかった。そして、我々はどうやら遅すぎたらしい」

　無数の兵営が夜間にもかかわらず慌ただしく活動しているのが遠距離からでも視認できている。

　おまけに、というべきだろうか。

　本来は、条約によってこの地域に配置されていないはずの戦車師団が複数集結済み。止とどめとばかりに、列車砲が前進配置されている。

　射程から考えるまでもなく、この地域に列車砲とはほとんど宣戦布告に等しい暴挙。

　いや、よく見れば夜間にもかかわらず砲口がゆっくりと調整されている。列車砲の角度調整に時間を要することを勘案すれば、あれはもう攻勢の用意だろう。

　寿命が短い列車砲の砲身を、あのように酷使する理由はほとんど他に見当たらない。よしんば実弾演習だとしても、どこで演習する気かと聞きたいものだ。

「少佐殿、あれを！」

　そして、グランツ中尉が押し殺した声で指摘するようにスコープ越しに観察してみれば大量の燃料と砲弾が積み上げられているのも明白。見ればバラックから出てきた歩兵らが、士官らに指示されたのか、多数のトラックに搭乗し始めてもいた。
















　これがブラフだとすれば、連邦はほとんど信じられない綱渡りをやってのけているに違いない。

「……無線封鎖をぎりぎりまで保つ。連邦軍列車砲による帝国領方面への発砲あり次第、状況を即時報告せよ」

「了解いたしました。ただちに」

　長距離暗号通信機を担いでいたヴァイス大尉が即座に無線機へ取りつく。

　出すのは、一度きりの使い捨て符牒だ。傍受されても解読され得ない上に、こちらの位置露呈の可能性もやや低い。

　これで、わずかなりとも偵察義務を完遂できるだろう。

　問題は、これからどう行動するべきか。大前提として考えるべきは、まだ、交戦状態にないという事実だ。現時点において開戦したとの報告は入っていない。

　時間の問題であるにせよ、だ。開戦していない以上、先制攻撃を行うことは許されないだろう。さらに言えば、敵が砲火を開いた際に殴り掛かることの是非も問題となる。

　国境線付近とはいえ、明確な連邦領での作戦行動だ。

　敵が先に攻撃してきたとはいえ、そこで即座に反撃にでれば、なぜそこにいたのかを説明する必要が出てくる。

　自由を守るためには先制するのも権利だろうが、如何いかんせん政治的に正しい行いが国家には求められてしまう。

　国家の手先である身分としては、いかんせん組織に従わねばならないのだ。

　たとえ、山積みにされた砲弾と燃料を吹き飛ばせば味方を助けコミーを大量にやっつけられるとしてもだ。

　ここは我慢せねばならないところだろうか？

「副官、各中隊に通達。こちらから戦端を開くことなかれ」

「りょ、了解です」

　自制せよと指向性光学通信で後方に通知するセレブリャコーフ中尉の手際を信じて任せつつ、ターニャはいよいよ現実味を帯びてきた対連邦戦という事態に思いを馳せる。

　敵は一方的に帝国へ攻め込むことを夢想しているだろう。つまり、横合いから殴り掛かるには最良のタイミング。

　一方で、殴り掛かる場合には『なぜ開戦と同時に連邦領土に我々がいるのか』という問題に対応しなければならない。なにしろ、公式には現状は『非戦闘状態』。そして、共産主義者のプロパガンダというのはタフなのだ。

　驚くべきことだが、先に手を出したのは韓国だと北朝鮮が喧伝し、しばらくはある程度の人間をだますことすら成功している事例もある。いや、騙される方が「どうしようもない容共主義者」という可能性もないわけではないのだが。

　一つの方策としては、数十分我慢してからの反撃があるが……時間を浪費すれば敵の動きに対応できなくなることにもつながる。

　だが、敵が一発撃てば即座に殴り掛かるのもまた前述の通りだ。

　さて、と頭を悩ませていたターニャだが、それらの思考は眼前の光景によって遮られることとなる。

　ゆっくりと微調整を繰り返していた列車砲。

　その砲身が一斉に動きを止め、同時に連邦の陣地が一瞬のうちにして静まり返る。

　何事か、と双眼鏡に手を伸ばすのとほとんど同時の出来事であった。

「撃ちやがった……」

　轟きと共に、グランツ中尉が零した一言がすべてを形容している。

　火を噴く列車砲の衝撃と、急に騒がしくなり始める眼前の集積拠点。

　一発だけならば、あるいは誤射と強弁もできよう。だが……これは違う。次弾を早くも装塡し始めている連邦軍将兵の動きをみれば意図的な行動であることは明白そのもの。国境線付近で、列車砲を帝国領へ向けて放つことの意味を誤解しようもない。

「少佐殿！　連邦軍が全戦線にて攻撃を……」

　無線を傍受していたヴァイス大尉が血相を変えて口にする一言。

「宣戦布告です。たった今、帝国に対して連邦が宣戦を布告しました!!」

「本国は？」

「た、たった今、直ちに『所属を問わず全部隊は戦闘を開始せよ』との命令が！」

　つまり、やれということか。

　命令の意図を了解し、ターニャはやむなしかと頷く。

「状況を戦時即応プランへと移行！」

　通信を拾っていたヴァイス大尉が、顔色を変じつつ叫ぶような声で寄越した報告を受け入れながらターニャは眼前で繰り広げられる光景に目を奪われていた。

　ここから、敵列車砲がゆっくりと次弾を装塡しているのがよく見える。そして装塡されたその砲弾は、轟音と同時に帝国へ向かって放たれた。

　アカとの戦争。

　アカとの闘争。

　アカとの生存競争だ。

　直ちに、といってよい速度でターニャは後方で待機させていた部隊の主力と合流。

「総員、襲撃戦用意!!」

　ほとんど、一呼吸というわずかな合間に、自然な流れのごとく部隊を動かす手筈を整えていた。何をすべきかも、嫌というほど理解できている。

「国境線では、連邦軍が既に我が方の東部軍と交戦中と思われる。従って我々は、撤収計画を放棄！　直ちに、戦闘行動へ移行する！」

　帰りたいが、帰るためには課題をやっつけないと自由になれない。最低でも、敵を混乱させて我々の退路を確保しなければならないだろう。なにしろ、我々は任務のために敵地に奥深く入り込んでしまっている。撤退するということは帝国に侵攻するアカ多数と否いやでも戦わざるを得ないということ。

「敵後続部隊への遊撃に入る。状況を把握する為にもやれることからやろう。まずは、物資集積場を吹き飛ばすぞ。突撃隊列形成!!」

　それを回避するためには、単に撤退するのではなく、ある程度搔き乱す必要があるのだ。まあ、コミーを吹き飛ばす機会をお預けされていたことがややターニャを好戦的にしたのは否定できないが。

　だが、そこでターニャはふと自分の思考を分析し、自分が悪いわけではないなと思い直す。

　……なにしろ自分は平和主義者である。単にコミーと共に天を仰げないだけなのだ。ただ一度も工場という生産現場に入ったことがない奴があれこれと経済を論じるのは耐えがたい。ああ、陶器工場に遊んだことがあるとは聞いたことがあるが。

　まあ、工場視察団の報告書すら読めないコミーの理論家などそんなものだろう。

　そんな連中相手だ。資本主義の信徒にして、愛すべき自由を愛する健全な市民として。銃をとるのは、全米ライフル協会だけではないのだ。

「「「はっ！」」」

「各中隊長は、それぞれの進撃路を掌握せよ。各位、襲撃後は各中隊長指揮下での遊撃戦を展開」

　さしあたり、作戦は浸透襲撃。ライン戦線以来、南方大陸の砂塵に塗まみれつつ散々大隊が使い古した手段である。中隊指揮官らもこれらに熟達済み。

　イデオロギーで勝利できるという不愉快な幻想を物理と摂理で粉砕してやろう。

「一つ良い知らせがある。現時点で、連邦軍魔導師の反応はない」

　ついでというべきだろうか。連邦軍の魔導師反応がこれほどの大規模攻勢の兆候にもかかわらず感知されていないことをターニャは告げていた。この点、魔導師が戦場に居ることに慣れすぎているターニャからしてみれば少し奇妙なほどだ。だが、敵にまわすと厄介な兵科が敵に居ないだけ朗報であることには違いがない。

　連邦の魔導師運用ドクトリンに何か特異なことでもない限り、それは不在を意味するものと考えてよいだろう。

「だが、油断するな。常に敵増援の可能性へ留意せよ」

　畑で兵士が採れる国家だ。どこからわいてくるか、しれたものではないのだ。まったく、自国国民をあれほど酷使するコミー共の感情が理解できない。

　正直なところ、ターニャとて別に理解したくもないわけだが。

「大隊総員傾注。見ての通り、誤解の余地なく連中は我らが祖国を狙っている。ふざけた連中だ。実に、馬鹿馬鹿しい」

　さて、ここは誠心からアンチコミーのフリーダムファイターらに語りかけるべき瞬間。

「我らがライヒは何をしたか？　答えは単純だ。我らがライヒは何もしていない。戦友諸君、なにも、だ」

　侵略戦争など、帝国の望むところではなかった。連邦相手に、戦争を仕掛ける意図など本国に微塵もなかっただろう。その平和な帝国に、襲い掛かる時代遅れの反知性主義者がいるのであれば……共存は無理だ。

　人間の安全保障という観点からも排除されてしかるべき脅威であろう。

「よしんば連邦のクズ共に何もしなかったが故に、共産主義者の跳ちょう梁りょう跋ばっ扈こを許したというならば我々の責任だろう。諸君、我々はここでケリをつけねばならない」

　ゴミ処理を怠った代価を払わねばならないのだとすればやむをえない。帝国の相対的自由と、人道的な世界の為にコミーを叩き返す。それだけで、戦うには十分すぎる理由だ。

「我々は、祖国の為に戦う。否、我らが祖国のみならず世界の存亡がこの一戦にかかっている！　奮起せよ！　奮起せよ！」

　我々がやらねば、人類は世紀の人体実験に付き合わされてしまう。共産主義という青酸カリ並みの劇薬は、マトモな人間には生理的に受け入れ難い。無胃酸症でもなければ、明日には人類の大量死だ。避けられる悲劇は、避けたい。

「奮起せよ、総員、奮起せよ！」

　自由主義世界の未来がかかっているのだ。

「銃を執れ！　宝ほう珠じゅを握りしめろ！」

　銃は人を撃たない。

　人が銃を撃つ。

　人が、銃でコミーを撃つ。

「行動開始！」

　自由を守るのだとばかりに促すターニャと、それに応じて駆け出す将兵ら。

　デグレチャフ少佐率いる第二〇三航空魔導大隊は、その時点で当初の予定である偵察から強襲へと任務を変更していた。

　当然ながら、装備は偵察を前提としたものであり拠点攻略用兵装は皆無。汎用性の高い魔導師といえども、本来ならば集積拠点を襲撃するのは困難が伴う。

　本来ならば。

「……いやはや。列車砲は良い的だな」

　ぼそり、とターニャがほくそ笑んだように……砲兵陣地というのは可燃物に事欠かない。それこそ火薬庫や弾薬庫に次ぐといってもいいだろう。

　そして連邦軍の砲兵陣地は弾薬を露出させて積み上げるなど、安全管理がなっていない。大方、規則を無視する共産主義者らしい失態だ。おかげで、高価な列車砲が雁首ならべたところを誘爆であっさりふき飛ばせる。

　喜ばしい、という微笑みと共にターニャは叫ぶ。

「突撃用意！　一撃離脱を前提に突っ込むぞ！」

「了解！」

「爆裂術式用意！　術式発現後、突入！」

　たった一度の爆裂式。

　本来ならば、トーチカの一つも潰せれば御の字。ところが、誘爆してくれれば話は違う。燃やすだけでも一手間な程、膨大な物資とて一瞬で吹き飛ぶ。

「でかい、もろい、良く燃える。まさに、完璧な標的ですね」

「違いない。ダキアで地上襲撃訓練に協力してくれた大公国軍を思い出すな」

「……あの折は、お恥ずかしいことを」

「気にするな、ヴァイス大尉。教本通りに動いた貴様を笑うのは、そこのセレブリャコーフ中尉ぐらいだ」

　阿鼻叫喚が眼下で繰り広げられるのを余所よそに、ターニャとその副長のヴァイス大尉はご満悦といった表情で悠々飛んでいく。

　時折、散発的に飛んでくる流れ弾以外はほとんど迎撃すらない空。

　彼らもすっかり、対地襲撃任務になれたのだろう。セレブリャコーフ中尉が見事な手際で、あっさりと地上部隊を蹴散らしていく傍ら、グランツ中尉は手際よく纏まとまりを保っている敵の部隊を狙い撃っていた。

　役割分担も、襲撃の手際も見事と形容できるありようだ。もとより厳しい選抜と訓練を行ってきた部隊ではある。だが、実戦経験の洗礼は第二〇三航空魔導大隊をより精鋭へと至らしめている。ダキア戦線のころとは、もはや格段に錬度と効率が違う。

　もっとも、今回も前回のダキア戦線の時と同様にこちらの手際よりも相手の不手際に助けられる部分も多いのだが。

　対地襲撃任務用の爆薬やらなんやら手持ちはなし。にもかかわらず、適当に撃っていれば並べられている列車砲用の砲弾が誘爆するのだ。そして攻撃対象は脆弱な列車砲。ヴァイス大尉の言うように、まさしく標的としては簡単に過ぎる代物だ。

「まったくだ。しかも、敵増援が歩兵だけとは」

　そして、てっきり集積拠点の防衛についていた連邦の魔導師が上がってくるとの予想は肩すかしだった。どれほど暴れまわろうと、迎撃に駆けつけてくるのは歩兵ばかり。猛烈な反撃を覚悟していただけに、ターニャにしてみれば肩すかしも良いところだ。

　春闘の時期にリストラ勧告するつもりで踏み込んでみたら、無抵抗だったというところだろう。想定外にもほどがある。

「グランツ中尉らから上申です。少佐殿、彼らは戦果拡張のため再度の対地攻撃を希望していますが」

　いざ敵増援部隊が出てくれば、殿軍を押し付け後退することも視野に、部隊へは、あまり分散しないようにとくぎを刺してあった。

　しかし、この状況下では戦果拡大に投入したほうが効率的。戦況を俯ふ瞰かんしてみれば、ぽつぽつと取りこぼしが出始めているところでもある。

「そうしよう。どうにも、この調子では伏撃よりも機動戦の方がよさそうだ」

「はっ、直ちに」

　組織的抵抗を復活されてはたまらない。そういう意味では、叩けるときに徹底して叩くべきだと判断。ヴァイス大尉の言を入れて、即座に戦果拡張のため再攻撃への移行を決断する。

「それにしても、いったい敵魔導師はどこだ？」

　空中待機していた魔導師らが離脱に備えた隊列を解除し、掃そう討とう戦せんに加わるのを見つつターニャは疑問を口に出す。常識的に考えて、兵站設備のデポが襲われているのだ。

　無能だろうと有能だろうと、取りあえず防衛を考えてしかるべき事態。対応の良し悪あしはあろうとも、魔導師らからなる増援部隊が派遣されてくるのが当然だろう。

　地上を軽く叩き、敵増援がのこのことやってきたところを迎撃させよう。そう考えて、手ぐすね引いて待ちかまえさせていたのは間違いではないはずだ。

　ところが、一向に敵の魔導師どころか航空部隊すら出てこない。敵の司令部はこの状況で何をやっているのだろうか？

　いくら共産主義の非効率性といえどもさすがに限度があるはずだ。むしろ効率無視の戦力逐次投入を延々やり続けられることを覚悟していたのだが、一体どうしたことか。

　ほとほと、世の中のことが理解しにくい時代である。

「大隊長殿、司令部より至急電であります」

「繫がったか。読みあげろ」

　さしあたり、気持ちを切り替えるとようやく連絡が取れた司令部からの指示に思考を向ける。

「はっ、東部軍への支援命令であります。詳細は一任とのこと」

　渡された通信文に記載されているのは、いつものごとく遊撃命令と自由行動への認可。部下のマネジメントを大変すばらしくやってくれるのはありがたい。これで上司がつじーんとか無茶口（＊）とかだったら戦意喪失して脱走するところだった。

　そうでなければ、うっかり上官に名誉の戦死でも遂げてもらわねばならないところ。

　いやはや。上官たるゼートゥーア閣下のありがたいこと、ありがたいこと。この人についていけば、社内派閥の力学上、出世は間違いないという素晴らしい縁故である。社会的関係資本でいうところの、有益な関係だ。

「状況は？　前線の状況が知りたい」

　そんな素晴らしいステークホルダーのためである。こちらとしても、誠実かつ丁寧な仕事を心がけるのが合理的近代人としての明白な天命。信頼と誠実さこそが近代以降の商慣習の基本である。情実と馴れ合いになれば、それは唾だ棄きすべき動脈硬化を組織にもたらすが。

　……いずれにしても、効率を勘案しないコミーどもには理解できない発想だろう。

　奴らのコミー脳では、生産要素とやらの内、流通に関する見解がすっぽ抜けていた。大量に価値のない製品とやらを積み上げて腐らせればよろしい。

　こっちはこっちで、市場の導きに従うまでのことだ。アダム・スミスは宗教を信じていたらしいが、どうにも神の見えざる手という表現は面おも映はゆい。やはり、ここは市場の見えざる手というべきだろう。

　いやはや。思考の楽しいことよ。もっとも、それに浸ることができるのは学者くらいだ。仕事が待っている。ああ、無粋なコミー共め。

「良く持ちこたえているものの、少々戦力不足とのこと」

「では、遅延戦闘で大陸軍の来援待ちか」

　友軍の支援任務。何をするべきかは、彼らのおかれた状況による。当然、この場合は遅延戦闘の支援となるだろう。

　つまり、時間稼ぎのためのお手伝い。ようするに、コミーへの嫌がらせをすればよいということだ。嫌がらせならば、私が危険なことを冒す必要もない。

　その一方で、コミーを叩くこともできるという私的な充実感も伴う。仕事のやりがいというものがあるわけだ。

「いかがされますか？　我々ならば、遊撃戦は得手でありますが」

　みれば、いつの間にかグランツ中尉らに追撃戦へ移行するとの指示を出したヴァイス大尉も会話に加わってくる。彼の提案が、魅力的なのは間違いない。

　広大な連邦領である。おまけに、相手は非効率的なことで悪名高いコミー共。当然、硬直した組織相手に戦うならば遊撃戦は一つの有効な選択肢だろう。

　なにより、ライン戦線時代に比べれば広大な領域で敵の分布はおそらく薄い。完璧すぎる状況である。こんな状況である以上、下手に主戦線に接近して友軍部隊に編入される方が面倒だ。

　コミーを叩くのは大好きだが、コミーに叩かれるのはちっとも好きではない。

「どちらにしても、敵主戦線を突破するリスクに比較すれば迂回機動の方がベターではあるか」

　東部軍の援護は行うが、それはこちらの安全あってのこと。我が身よりも優先されることなぞ、ありうるはずもない。

　自由なのだ。自由こそが、全てに優先されるのはあまりにも自明。

　つまり、なにも危険なドンパチをやっているに違いない戦線に加わる義理もない。幸い、大義名分もあるのでせいぜい安全を追い求めることにする。

「では、飛行で？」

「もちろん。ここにいたっては、隠匿よりも陽動を優先しよう」

　陽動ということにすれば、当然本国の命じてきた遅延戦闘の支援とやらにも十分。なにより、派手にコミーを叩くことは痛快だ。ＲＯＥについても、状況は制限なしだ。

　当然、都市部への攻撃も致しかたないだろう。なにしろ、コミーとやらは〝全国民による総攻撃〟とやらをいつも言っているのだ。

　きっと、国民皆兵どころか本当に兵隊しかいないに違いない。なにしろ農作業に大攻勢とやらをかける連中だ。どこの農民が農作業に攻撃を加えるというのだろう。

　当然、自国の農業基盤を吹き飛ばすために国民総出で非効率なことをやっているに違いない。食糧総監とやらは、要するに略奪部隊の指揮官だと物の本で読んだ。そして、調達部隊とやらには都市と農村から加わっているということも知っている。

　つまり、これはゲリラ部隊を相手にするようなものではないか。

　ロジック上は、コミーは全て戦闘員。うん、よし、一つ派手にやってみるべきかもしれない。エレニウム九五式は断じて使いたくないが、コミーを吹き飛ばす能力が卓越していることを勘案すれば我慢の範囲に入るかもしれない。

　……そうするならば、コミー共の象徴でも打ち壊してやりたいところ。

　偶像崇拝とか個人崇拝とか、コミーの愛する銅像を吹き飛ばして非効率性を笑ってやろう。どこがいいだろうか？　やはり、ヨセフグラードとかだろうか。

　いや、やるからには首都の方が効果的に違いない。当たり前のことだが交戦国家の首都だ。どう考えても防備厳重に違いないと考えるのは、実は素人。

　コミーの防空能力はザルだ。はっきり言うと、ザルどころか機能不全も同然だ。パイロットが酔っ払って迎撃に上がれないことなぞ日常茶飯事。いや、むしろ迎撃に上がったところで見当違いのゴーストを追いかけまわす毎日だ。

　連中が珍しく戦果をあげるとすれば、民間機か不注意な偵察機程度。……陽動ならば、ある程度迎撃があれば引き返せばいい話だ。

「目標を敵首都に定めるふりでもしようではないか」

「首都強襲でありますか？　流石にダキアと異なり……連邦軍の防御陣地は堅固かと。警戒網とて整備されているかと思われます。この状況で事前情報もなく進撃するにはいささか、懸念材料が多すぎるかと思われますが」

　目標を口にした瞬間、居並ぶ部隊員の表情が引き攣つったのはいささか心外だった。まさかとは思うが、ターニャにしてみれば自分が実現可能性の検討もできないと思われるようで不快。

　一方で、ヴァイス大尉が口にする懸念材料とやらが常識的な誤解に基づくものだとも理解はできる。まあ、彼らは合理的な近代人なのだから仕方ないと結論。

　確かに、常識的な人間ならば首都の防備をきっちり固めているに違いないと判断することだろう。誰だってそうするに違いない。

　ところがどっこい。相手は、コミー。

「案ずるな。コミーの防空能力のなさは折り紙つきだよ」

「事前情報では、相応に強固と推定されていますが」

　赤軍といえば、それこそ伝説的な防空能力で名高い。赤の広場国際空港に悠々と民間セスナ機に着陸されたことまである。

「ははは、ヴァイス大尉も冗談が上手いな」

　一国の首都が、国境警備隊御自慢の何重もの防空網をあっさりと乗り越えられたのだ。それも、低空侵入や特殊訓練を碌に受けていない民間人のティーンエージャーの操縦によってである。時折民間機を誤射で撃墜するおっちょこちょいぶりも特筆に値するだろう。

　そんな強固極まる防空網とやらを相手に心配するのは、まったくの無駄というものだ。別の世界のコミーが犯した失態だがコミーの構造的欠陥である。そうである以上、きっとこの世界でもありうると考えても蓋然性は高いに違いない。

「共産主義者の防空力だと？　それこそ、そこらのティーンエージャーでも突破できるに違いない代物だよ。心配するだけ、杞憂というやつだ」

「まさか！　さすがに、そこまでではないでしょう」

「どうだろうな。まあ、陽動とはいえ示威行動としても悪くない」

　実際、半々だろうがまあ機会があるのだ。アメリカ様の東京空襲に倣ならうのは、どうにも癪しゃくだが意義は大きい。それこそ、陽動としてならば完璧に過ぎる。

　本国に対しては、戦意をアピールしつつ功績を示す。ついでに、わりと安全策を採用。

「では、本気で行われるおつもりですか？」

「もちろんだ。いや、一つ忘れていた。念のため本国に照会を取れ。一応、政治的配慮とやらを確認しておく」

　一応、敵国首都を襲撃する行動をとるのだ。政治的な要素を勘案すれば、お伺いを立てておいたという事実は大切だろう。

　止められたにしても、敵国首都襲撃を進言したという記録は残る。逆に、ゴーサインが出れば当分、主戦線を離れる口実もできるというものだ。

「了解いたしました。直ちに取りかかります」

　突然の指示にもかかわらず、テキパキと行動を開始する部下を見やりつつターニャは大変満足を覚えた。同時に、にんまりと我知らず微笑む。

　安全策を採用しつつ、一番おいしいところを持っていくことができるポジション。

　実にいい。大変、喜ばしいとすら思える。

「……本国の許可が待ち遠しいものだ」




　故に、思う。

　はやく許可がほしいなぁと。
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　双眼鏡で戦況を覗きこんでいた帝国軍ロメール将軍は、舌打ちしたげな表情を引っ込めると肩をすくめた。戦局は、やや帝国軍優勢と言える状況だが、どちらかというまでもなく消耗戦に近い。

　手持ちの戦力をすりつぶして得る勝利では、次がないのだ。当然、不本意だろうとも敵に打撃を与えられただけで良しとしなければ。

「……突破しきれないか。仕方ない、撤収だ」

　未練がましいとは思う。だが、突破できない以上、正面からのぶつかり合いを続けたところで泥仕合。

「ロメール閣下、よろしいのですか？　このままやれば……」

「水が持たない。なにより、こちらの損耗が増すだけだ」

　参謀らは、とりあえず勝てるということに拘こう泥でいしているがロメールに言わせれば勝利条件が違うのだ。損耗の抑制が南方大陸においては全てに優先される。

　なにより、兵站の水が限界に近い。今ならば、後退しても後方まで持つ。だが、長引かせれば撤退しようにも水がなくて、にっちもさっちもいかなくなるという可能性もあるのだ。

　引き際もここでは重要となる。限られたリソースの配分は全てを左右しかねないのだ。

「とりあえず、打撃を与えたことで良しとしよう。撤収を開始だ。いつかは、ド・ルーゴ氏の首を取りたいがね」

「はっ」

　しぶといことに、いまだに自由共和国軍の抵抗は粘り強く続いている。それどころか、日に日に敵戦力が増しつつあるのではないかというのがロメールの所見だ。悪いことに、ド・ルーゴの組織した反帝国組織のレジスタンス活動とやらも散見されつつあると聞いた。

　本国は、占領政策上もド・ルーゴの排除を切実に望み始めている。だが、相手もさるもの。徹底的に決戦を回避しようと試みつつ並行してこちらの損耗を拡大させようとしている。

　あまり、長引かせれば本当に叩き潰せなくなりかねない。とはいえ、末端までその意図が徹底しているかどうかはまた別の問題だろう。なにより共和国軍の植民地編成組にまで周知徹底できているかは疑問だ。

　仕掛けてみてもよい。だから、気がつけば、一つ仕掛けを思いついていた。

「そうだな、少しはいいだろう。伏撃の用意をしつつ撤収する。敵が釣れれば包囲せん滅だ。それ以外は速やかに撤収するぞ」

「は？　……仕掛けるおつもりですか」

　引かれるのではなかったのですか？　そんな参謀らの疑問を、少々もどかしく思う。アレならば、言わなくとも理解し呼応して対応してくれた。

「もちろんだ。連中に我々が慌てふためいているように見せかけろ」

　釣れるかどうかは微妙かもしれないが、やってみるだけの価値はある。一部の部隊でも突出し始めれば、後は戦局の流動性に釣られて穴からぞろぞろと連中も出てくるだろう。

　逆に、警戒されれば後退が安全にできるということでもある。要するに、やってみて損がある作戦ではない。

「了解です」

　とりあえず、眺めているロメールの前で帝国軍は後退を開始。最後尾の連中は、盛大に混乱する様子を偽装しながら後退中である。遺棄車両にはワザとトラップなし。ブービートラップ等すら仕掛ける余裕がない風を装えと指示済みであった。

　おかげで、敵は警戒行動を取らずに進軍できるので楽だろう。

「さて、どうしたものだろう。釣れれば楽なのだがなぁ」

　さて、どうなることかと考えていたロメール。もちろん、出て来てくれるに越したことはないのだがなぁと思いつつ冷めた珈琲を啜すする。

　状況次第だが、撤収が成功すればそれも悪くはない。

　自分の手筈に何か問題はなかっただろうか。最善を尽くしているつもりでも、やはり見落としがないだろうか。そんなことを考えながら、ロメールは自分の行動を振り返り一ひと先まずは納得する。

　少なくとも、自分にできる最善は尽くした。後は、結果が出るのを待つだけだ。

「……やりました！　閣下、連中のこのこと出てきています！」

「よし、軽く揉んでやろう。魔導師はまだ出すな。引き付けるぞ！」

　その結果は、吉とでる。

　軍事的浪漫に逸はやったのか、単純に理解できていないのか。どちらにしても哀れなことだが共和国軍部隊が防衛陣地からノコノコと姿を現し始める。

　少なくとも、勢いだけはあるようだ。帝国軍を撃退したという思い込みが、彼らの士気を高めている。

「中央の部隊で時間を稼ぐ。その間に、部隊を再編」

　もちろん、やる気のある連中とまともにぶつかりたいとは思わない。即座に、対応を検討しロメールは部隊の配置を動かさせる。ある程度後方に引き始めている部隊の指揮系統再編を行わせるための時間稼ぎ。

「撤退を装う。主力部隊は一度敵との距離を取らせろ」

　どちらにしても、遅延戦闘に努める以上できるだけ鋭気を逸らすに限るだろう。なにしろ、相手は頭に血が上った連中なのだ。

　まともにぶつかることは、無意味極まりない。だが、逆に言えば士気さえ挫けば鴨同然。自分達が包囲されているという事実を理解した瞬間に今度は浮足立つことだろう。

　連中が動揺したところで、包囲を締め上げて袋のねずみにしてやるつもりだ。

「迂回機動でありますか？」

「その通り。撤退するように偽装して包囲してやろう」

　視野狭窄中の連中だ。姿が見えなくなった部隊のことを逃げたと勝手に判じてくれることだろう。それゆえに、甘い脇を強襲するという戦術が通用する。

　やはり、共和国軍とやらはド・ルーゴのように経験豊富な指揮官は乏しいらしい。奴が直卒していない部隊ならば、ここまであっさりと小手先の戦術で釣りだせる。

　弱いところを徹底して叩くのは戦争のやり方に過ぎない。申し訳ないが、そこを徹底的に叩かせてもらうことにしよう。

「では、魔導師はどう動かしますか？」

「ああ、魔導師らは中央部隊が崩れかけた時の補強兼追撃用だ」

　そこで、魔導師部隊に指示を出していないことを思い出して命令を発令。自分では注意しているつもりでも随分と気を張っていたのだろう。いつの間にか、言わなくとも魔導師部隊が動くという前提で考えてしまっていた。

「かしこまりました。直ちに」

「……やれやれ、今にして思えばデグレチャフ少佐は扱いやすかったなぁ」

　いわずとも、こちらの意図を理解し最善の戦術的行動を取れる指揮官だった。慣れれば、これほど使い勝手の良い士官もいるものではない。

　ようやく、お互いに呼吸もつかめてきたので連携も上手くいき始めていたのだが。

「返してもらえれば、楽になるのだが」

　本国に召還されてしまうとは。つくづく、自分の手札は上の都合に搔き乱される。それが軍人の定めとはいえ、やはり歎きたくもなるというもの。

　特に、優秀な魔導師は喉から手がでるほどに欲しいのだ。

「まあ、連邦とのごたごたがありますからな。難しいでしょう」

　とはいえ、それはどこも同じなのだ。だからこそ、上はアレを引き抜いて本国に配置したに違いない。情勢の悪化を勘案すれば、まあ妥当と評するべきだろう。

　なにしろ第二〇三航空魔導大隊の本分は遊撃戦。ライン戦線と異なり戦線正面が広大となることが対連邦戦において予期される以上、動ける部隊は渇望されているに違いない。

　特にロメールをして感嘆せざるをえない単独行動能力は、火消し役としては完璧だ。加えて、魔導部隊というのは通常の歩兵部隊に比較すれば少数で広汎な戦域をカバーできる。兵站に頭を悩ませると仄そく聞ぶんする参謀本部では評価されるべき要素だろう。

「やれやれ。まあ、連邦にお悔やみ申し上げることにしよう」

「はっ？」

「私だって、あの大隊を相手にしたくはないからな」

　まあ、ここはせいぜいデグレチャフ少佐の武運を祈ることにしよう。祈るまでもない気がするのは、さすがに信頼しすぎか。まあいいさ、とロメールは気分を切り替えるべく飲みかけの珈琲を飲み干す。

　砂漠で飲む珈琲はよいものだと思う。気分が切り替わるし、何よりアルコールと違って常飲しても非難されない。まあ、アルコールはアルコールでよいものなのだが。

　ともあれ、仕事だ。

「なるほど、御尤もですな」

「さて、そろそろこっちも自分の仕事に取り組むか」

　さしあたり、こっちはこっちで共和国に止めを刺さねば。
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　みなさん、こんにちは。

　こちらはＷＴＮ特派員アンドリューです。

　今日、私達ＷＴＮのクルーは連邦の大祖国戦争記念日に合わせてモスコーにて開かれるセレモニーの取材を行っております。ご覧になれるでしょうか？

　かつての大戦に従軍した老兵士たちによるパレードです。

　彼らが戦った東部戦線。それは、ラインに並ぶ大戦の最激戦地でした。おそらくあの大戦において最大の死者を生んだのは東部なのです。

　……先の大戦における、彼らの献身に敬意を。




　さて、歴史のお勉強を少し。

　あの大戦において連邦と帝国の関係は開戦まで極めて微妙なものがありました。今日では笑い話ですが……開戦に至るまでの両国関係は「緊張を孕みつつも、基本的には傍観する」という関係が続いていたのです。

　特に、決定的と思われていたのは、ライン方面で激戦が続く最さ中なかに連邦が断固として中立を保ったことでした。これにより、共和国が渇望していた多方面からの同時飽和攻撃による帝国軍撃滅は実現しなかったのです。

　これにより、当時の連合王国情報機関は、連邦が帝国に対して好意的中立を保つものと推測。自由共和国軍を指揮したド・ルーゴ将軍に至っては、義勇軍程度は連邦から帝国軍に貸し出されるという前提で考えていた程です。

　事実、この大戦が始まって以来、連邦が行ったことは連邦外務省が大戦を非難する声明を出していた程度でした。

　一方で、連邦と帝国は短期間ながらもほとんど同盟寸前まで緊密な軍事関係を構築した時期すらあったのです。今日では部分的に公開されている〝ラッーパロ条約〟。対立していると思われた両国が、実は秘密裏に軍事交流と不戦協定を結んでいたのでした。

　このような状況下において、あの戦争に連邦が参加した日のことを振り返ってみようと思います。

　南方大陸にて、自由共和国軍と連合王国軍が苦戦していたあの年。突如として両国は耳を疑うような吉報に驚かされることとなりました。

　第一報を受け取った連合王国外務省の反応は今日でも語り草となるほどです。

『連邦が参戦』と聞いた瞬間に、連邦が帝国側に立って宣戦布告してきたと早とちりしたとまで言われています。

　連合王国軍の対外戦略局のハーバーグラム少将（当時）に至っては、三度も報告者を追い返したという伝説まであるほど。ちなみに、自由共和国軍のド・ルーゴ将軍は二度で信じたとか。

　……まあ我らがジョンブル魂（＊）は、いついかなる時も希望的観測に傾かずに油断がないという証明でしょう。

　当然、帝国の反応は対照的でした。

　鬼謀を以って同盟諸国を恐怖に突き落とすゼートゥーア将軍をして愕然とさせるものだったといいます。副官の記録によれば、連邦軍に参戦の兆候アリ、という報告を受け取ったゼートゥーア将軍の第一声は『ばかな？』。僚友のルーデルドルフ将軍共々、名将が揃って参戦の理由を理解できずに、ほとんど茫然自失寸前だったと記録されています。

　とはいえ、これはゼートゥーア将軍やルーデルドルフ将軍の過誤と今日ではみなされておりません。

　なにしろ……ほとんどの連邦軍将校にとってさえも参戦は唐突でありました。

　開戦の決断が下されたのは、行動を起こすわずか一ヶ月前。中枢のわずかな人間によって計画が立案されたというのが定説です。

　彼らは、定例となっていた大演習の予定に修正を施しました。わずかに、帝国寄りの地点を集結地とし、実弾演習を大量に想定させたのです。

　無論、演習を口実にした動員であったのは間違いありません。そして……当時、大戦の真っ只中であったために、各国はこの動員目的に敏感にならざるを得ませんでした。

　特に、隣国の帝国はその筆頭でしょう。

　彼らの勤勉な情報機関は、連邦に不穏な情勢ありとの報を摑んでいました。

　ですが、総力をあげ情報収集に勤いそしんだ末に帝国軍参謀本部は、連邦の演習は示威的行動の域を出ないと結論付けたのです。

　一度は至ったこの結論が完全な誤算でした。

　無論、ライン戦線で共和国に奇襲を受けた経験から学んだ帝国軍参謀本部は、防衛線にある程度の警戒はしていました。

　ですが、彼らは『大多数』の連邦軍将校に対する調査で確信していたのです。

　連邦軍に、大規模戦闘の意志は無し、と。

　肝心の連邦軍側ですら、集結の目的は演習であると大半の指揮官が信じ込んでいたのですから、この調査結果は当然です。

　連邦軍側の指揮官にすら、直前まで首脳陣の真の意図は徹底的に隠匿されていたのです。その証拠に当時の国防委員会ですら、集結の目的が帝国との戦争であると説明されたのは開戦の七十二時間前だったとされています。

　このため、帝国軍の対応は警戒していたにもかかわらず出し抜かれたと評される結果となっています。辛うじて、防衛線こそ構築しえたものの増援の展開は決して理想的といえなかったと。

　だからこそ、冒頭で紹介したようにゼートゥーア将軍も出し抜かれて嘆いたのでしょう。

『ばかな？』と。

　さて、ゼートゥーア／ルーデルドルフの両将軍すら訝いぶかしがった開戦への経緯。

　この点について、近年では飛躍的な学術研究の進歩がありました。

　本日は、当時の連邦中枢部が御専門のロンディニウム大学政治学科のシャーロック教授にお越しいただきました。

　シャーロック教授、本日はどうぞよろしくお願いします。

『こちらこそ、よろしくお願いします。それで、クレムリノロジーの最新の結果ですな？』

　ええ、そうです。教授の御専門は、クレムリノロジーと呼ばれる連邦首脳陣を対象とした分析と伺っていますが。

『ええ、その通りです。どうしても情報が限られているために推理小説じみた分析になっていましたが』

　確かに、連邦の秘密体質は筋金入りですからね。

　我々も取材のためにビザを申請するだけで、信じられないほど時間と労力を割かれました。信じられますか？　連邦外務省から記念日に合わせての入国ビザが発給されたにもかかわらず、まだ別の書類が必要だったのです！

　国境警備隊にはまた別の許可証を申請する他に、公衆衛生局の規定書を申請する必要までありました！　ほとんどうんざりして仕上げたと思ったら、国家宣伝省から取材許可証がないのでカメラを没収すると宣告されかけたんですよ。

『はっはっはっ、よくあることでしょうね。私達も、資料面での進歩は連邦以外によるところが大きいですからな』

　なるほど、秘密主義故に推測が多いということですね。しかし、さきほど教授が仰った資料面での改善とはどのようなことを仰っておられるのでしょうか？

　つまり連邦以外で機密文書等が公開された、ということになるのでしょうか？

『その通り。ようやく、当事者の片方である帝国側の資料が発見され始めているのです！』

　皆さま、お聞きになられましたか？　そうです、我々も調べている今次大戦の謎を解くカギ！　『帝国軍の機密文書』に、関連する記述がいくつかあったというのです。

　それで、教授。いったい連邦首脳陣が開戦を決断した理由とは一体何だったのでしょうか？

『集団パラノイアでしょうな』

　はっ？　すみませんが、教授。もう一度だけ、お願いできますか？

　今、なんと仰いました？

『ええ、構いませんよ、集団パラノイアです』

　……すみません。心理学について疎いので、ご説明願えないでしょうか？

　集団パラノイアの定義くらいは理解しているつもりなのですが……。どうにも私では理解しかねるお話です。視聴者の皆様の前でお恥ずかしい限りですがあまり、できの良い学生でなかったのかもしれません。

　では教授、解説をよろしくお願いします。

『そうですね。まぁ、端的に申し上げますと集団パラノイアとは妄想に集団がとらわれてしまうということです。この場合では、自分達は隣人に狙われている、とか、先に攻撃しないと……やられてしまう、という強い妄想を組織的に連邦首脳陣は抱いていたのですね』

　随分と、極端な仮説にも聞こえますが……一体、どういった調査でそのような推論を生み出すに至ったのでしょう？

『よい質問ですね。実は、そもそもは決断が下された歴史的文脈を理解しようという歴史学のアプローチがきっかけでした』

　同時代背景を調べるということですか？

『その通り。そして、いろいろな分析や調査の結果、二十年ほど前からでしょうか。連邦首脳陣の精神状態へと注目が集まり始めたのです』

　なるほど。なぜ彼らが、そのような決断をしたかという背景の分析ですね。しかし、ずいぶんと昔のことですね。

『仕方ありません。何分にも共産主義国家において指導層の健康・心理状態の情報は国家レベルで最高機密なのです』

　その点は、わが国の政治家とも同じですな。王室の方々に倣って、うちの政治家たちも開放するべきだと思うほどです。まあゴシップ誌の強引な取材を許容するべきとも言えないのですけどね。

　さてさて、話がそれてしまいますね。それで、指導層に関して連合王国なみに連邦の機密保持が頑強だったということでしょうか。

　それによって、分析が難しいことになってしまっていたと？

『いやいや、君。連合王国と連邦じゃ機密のベールは分厚さが違いますよ。ともあれ、資料が乏しかったのが実態なのは間違いないのですが』

　我らが連合王国の政治家もガードはそれなり以上に固いのですけどね。私達の取材チームはいつも歓迎されません。ともあれ、それ以上ということであればよほど資料が入手しづらかったというのも納得です。では、その状況に変化が起きた、と？

『その通り。全ては帝国軍参謀本部の資料に秘密がありました。戦後、同盟軍に押収されていた資料の機密指定が解除されて、漸ようやく我々が見つけたのです』

　帝国軍の秘密資料ということですね？　それで？　どのようなことが？

『ジュガシヴィリ人民委員会議議長は神懸かり。ロリヤ内務人民委員部長官は偏執狂と結論付けていました』

　ええと、それはまた随分と極端な結論でありますね。いったいどうして彼らはそのような結論に至ったのでしょうか？　交戦国の資料ということを考えれば、よほど好意的に解釈してもほとんどこじつけに近いようにも思うのですが。

『ごもっともな疑問。ですが、資料はかなり真面目かつ中立の観点から分析された専門家の仕事でした。今日的な視点から見ても、精神分析の原則に忠実であるとか。丁寧な仕事だというのが、私達の総評です』

　つまり、信頼できるということですか。たとえば、それはバイアスがかかっていないとしても正確ですか？　もし、信頼できるとすればそれはどの程度の確度なのでしょうか？

『少なくとも、連邦の公式見解よりは間違いなく信頼できるでしょう』

　とすれば、あの戦争に連邦が加わった原因は……パラノイアということになるわけです！　まさに驚きでしょう！

　……歴史を変えた集団パラノイアというわけですね。なんとも歴史とは、皮肉に充ちているというか、奇妙なものだと実感させられる思いです。




　ＷＴＮ特派員アンドリューが、ロンディニウム大学政治学科のシャーロック教授とお送りいたしました。
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　心優しいヨセフおじさんは悩んでいました。

　彼の双肩にはヨセフおじさんを信じる人々の期待がかかっているのです。

　おじさんとしては、人々の幸せを願いひたすら連邦国内の開発に勤しむべき時期だと考えていたようです。

　ところが。

　ヨセフおじさんの優しさに甘える国民は堕落する一方であったのです。

　なんということでしょう！

　大いに嘆き悲しんだヨセフおじさん。

　そこで、信頼できる同志のロリヤ同志に解決を求めることにしました。




　仕事のできる有能なロリヤ同志はただちに行動を開始。

　まず、仕事の重要さを人民に理解してもらうために率先して見回りを始めたのです。

　もちろんロリヤ同志がヨセフおじさんの指令を誤解することなくよく理解していたのはいうまでもないでしょう。

　決して高圧的になることなく、人々にこんこんと説き続けることを始めました。そんなにお仕事がきついのであれば、もう少し楽な仕事に移ってみませんか？　と。

　ヨセフおじさんの優しい心を理解していたロリヤ同志の行動は、人々に合わせた仕事のあり方を一緒に考えるというもの。

　当然、難しい仕事や厳しい仕事に挑戦しようという人民は積極的に応援してあげることにします。とはいえ、応援するだけでは無責任とロリヤ同志は気を使います。

　一人でさびしい思いをしないですむように、お手伝いのスタッフまでロリヤ同志のところから派遣してあげました。そして、厳しい仕事や難しい作業が合わない人民には難しくない仕事を探してあげることにしたのです。

　実のところ、これがロリヤ同志にとって最大の難問でした。人民は一人一人、個性が違います。例えば、足の速い同志もいれば、足が遅いけれども力の強い同志もいます。頭の回転が速い一方で責任感が低い同志もいます。

　こんなにも多様な一人一人を把握するのは非常に難しいのです。ロリヤ同志の前任者、エージョフ同志が失敗したのもまさにそこでした。

　ですが、人民すべてから尊敬されるヨセフおじさんから信頼されるという名誉を裏切るわけにはいきません。

　ロリヤ同志は、国内をほとんどくまなく調べさせることにしました。

　革命的な積極行動を好むロリヤ同志は、自分のスタッフ達に農村の麦わらの中まで調査させたという逸話をもつほど。涙を流す農民たちと共に、収穫物を運ぶお手伝いまでやりながら仕事探しが続きます。

　そして、東の果てでようやく数字を数えられる程度の学力があれば誰にでもできる簡単な仕事が見つかりました。ロリヤ同志は喜んで、そのことを発見した部下に問いかけます。

　それは、いったい何人の雇用を創出することができるのだろうか、と。これに対する答えは、正に理想的なものでした。

　なんと、すべての国民が従事してもなおまだ求人がありうるというのです！　驚いたロリヤ同志は再び問いかけます。

　いったい、それはどんな仕事なのでしょうか？

　答え。

　それは、シルドベリアで木を数えるという環境に優しい仕事でした。

　人々の日常で疲れた心を自然で癒しつつ、環境保護を行えるに違いない仕事です。森林浴を行いつつ、夜は澄んだ星空を眺め、日中は尊い労働に汗を流せる仕事。

　まさに、人民の人民による人民の為の労働であります。

　ロリヤ同志は嬉々としてこのことをヨセフおじさんへ報告することにしました。

　もちろん、報告を聞いたヨセフおじさんは跳びあがらんばかりに喜びます。自慢のグルジョアワインをロリヤ同志に振る舞いながら、信頼に応えてくれたことにお礼をいうことにします。

　目と目を見つめあって、真摯な雰囲気でヨセフおじさんはロリヤ同志の献身に深く感謝しました。そして、賞賛したのです。ロリヤのようなすばらしい同志をもてたことは、国にとっての喜びでもあると。

　もちろん、ロリヤ同志が喜び勇んだことはいうまでもありません。これまで以上に、ヨセフおじさんのために働くことを約束します。そして、ロリヤ同志は約束を忠実に実行したのです。

　人民の間では、ロリヤ同志の働きぶりが語られない日はないほどでした。そんな毎日が続くかと思っていたある日のこと。ロリヤ同志は、ふと天啓をえたような夢を見ました。気がつけば、まるでそれが現実の予知夢なのです。

　もちろん、合理主義的共産主義者であるロリヤ同志はそのように非科学的な要素には惑わされません。粛々と自らの職務を忠実に履行する毎日が続いていきます。

　ですが、ほとんど毎晩のように夢にうなされる日々が続くことになってしまいました。

　さすがのロリヤ同志も、自分が働き過ぎで疲れているのかもしれないと考え始めます。

　そこで、信頼し尊敬しているヨセフおじさんに相談してみることにしました。

　すると、なんということでしょう。ヨセフおじさんも同じような夢を見ていたというではありませんか！　これは、いったいどうしたことでしょう？

　すこし考えたヨセフおじさんは、二人とも同じ心配があるに違いないという合理的な分析を行いました。なにしろ、国の未来が二人の双肩にかかっている──その重さは程度の差があれども二人とも自覚しているのです。

　ひょっとすると、何か心配事があるから夢に見るのではないだろうか？

　つまり、自分達はなにかを行うべきではないのだろうか？

　そんなことをヨセフおじさんたちは真剣に考えてみたのです。ですが、国内でヨセフおじさんたちは特に誤りを犯してはいません。人民同志諸君は、誰もが幸せに過ごしています。

　それどころか、経済の成長は順調そのものであるとの報告でした。調べても、調べても、どこまで調べても人々が幸福になっていくとの報告ばかりが入ってきます。

　その勢いは留まるところを知りません。

　なんと過ちを犯した人間ですら、率先して国家の運河建設プロジェクトに先を争うように参加するほど。おじさんの優しさに甘えていた人民達もようやく勤労精神を身に付け始めています。

　一体、なにを心配することがあるのだろう？

　そんな疑念がヨセフおじさんの頭をよぎります。

　答えは、知的好奇心が強く勉強熱心でもあったヨセフおじさんが外国の新聞を読んでいた時に明らかになりました。なんと、世界は悲惨なことに大きな戦火に包まれていたのです。

　平和な国にいたために、ヨセフおじさんは戦争の当事者ではもちろんありませんでした。

　ですが、何かをしなくてはならないということ。

　そして、苦しんでいるであろう世界人民のための最終的解決が必要であるということは考えるまでもないことでした。

　ヨセフおじさんは、素晴らしい慈愛の心で何ができるかを考えることにします。きっと、どこかでおじさんの助けを必要としているに違いない人民がいるのです。人民の指導者として、親愛なるヨセフおじさんが躊躇することはできませんでした。

　躊躇する他の修正主義者（＊）たちをロリヤ同志が根気よく説得し、遂に何を為すべきかヨセフおじさんの決意が固まります。

　それでも、彼らは最初のうちは言葉を投げかけることを諦めませんでした。

　軍国主義的帝国主義者にも、言葉による対話を試みたのです。ですが、結果は非常に悲しいことに……言葉と誠意は通じませんでした。




　連合王国・共和国人民のため、そして帝国当局によって弾圧されている人民のためにヨセフおじさんは行動を決断せざるを得ませんでした。

　こうして、ヨセフおじさんと同志ロリヤの戦いは始まりました。

　もちろん平和を愛するヨセフおじさんの軍隊は、戦争のために血に飢えたような帝国軍と戦うにはあまりにも経験不足です。不幸にも、ヨセフおじさんの軍隊からはシルドベリアへ木を数えに行ってしまう人民も少なくなかったのです。

　人民の仕事を強制的に振り替えさせるのは、もちろんヨセフおじさんの本意とするところではありませんでした。選択肢は常に提示されていましたが、それでもおじさんの優しさに応じるべく多くの人民が自発的に軍に加わることになります。

　こうして、連邦軍は世界人民のために戦うことになったのです。

　（連邦教育省認定教科書：学童人民の教科書より）
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　彼はつまらない男だった。

　仲間達からは、議論を戦わせる価値のない男だと見なされ、事実そのとおりであったという。多くの仲間たちが栄達する中、彼はせいぜい組織の事務方を任される程度。

　軍事的栄光とも無縁。それどころか、彼は大きく失敗し味方の勝利を挫いたことすらある。軍人の中からは、彼が足を引っ張らなければ勝てたはずだとまで言われた。故に、彼は軽視されて誰からも警戒の対象とはならなかったほどだ。

　そうして彼は、誰もが敬遠したポジションである事務方で黙々と地位を築く。

　事務方の権利を押さえるということは、要するに人事権を握るに等しい。少し、また少しと彼は自分の息がかかった者をあまり目立たないが重要なポジションに送り込んだ。

　だが、彼を競争相手と見み做なさない人間からは使い勝手のいい属僚であると見做される。そうである故に決定的な台頭を誰にも阻害されることなくやってのけた。決定的な瞬間まで、誰もが彼を一人の事務屋以上とは見做さなかったのだから。

　だが、彼は文字通り全権を掌握していた。

　なるほど、名目上は彼よりも偉大な経歴と名声を誇る先達らが長を務めているだろう。だが、その下で肝心の実務を司るのは彼が派遣した人間だ。

　密かに。

　彼の野心にとって、それはささやかながら決定的なキーとなる。誰にも気づかれることなく彼は政権の実務を掌握していた。実務を掌握した彼は、自ずと政権において重きを成していく。政権の前任者がその死の直前でようやく彼の危険性に気が付いた時には全てが遅かったのだ。

　彼だけは、危険すぎるという警告も馬耳東風。政権の首班を狙う誰も真剣に検討しようともせずに聞き流されてしまう。その致命的ともいえるミスの代価として彼らは、自らと一族郎党の命と財産で償うことになるのだが。

　そうして、ヨセフという男は連邦という世界でも有数の国家を掠め取った。

　彼は、自分こそが連邦における唯一正統な指導者であり、歴史的な使命を、強大な連邦を復活させるという使命を負っていると信じて疑わない。

　その心は狡猾にして、全てが計算高い男。

　彼にしてみれば、帝国の存在は許容できる障害に過ぎないはずだった。仮に、連邦が単独で存在すれば共産主義に対するブルジョワどもの憎悪は同盟を生みかねないだろう。

　しかし、逆に帝国という利害を搔き乱す要素が存在すればブルジョワ共は近親憎悪に明け暮れるはず。しぶしぶながらも、この戦略的思考の正しさを連邦軍すら認めていたのだ。

　それが、突如として開戦に至った。

　帝国どころか、それは連邦にとってすらあまりにも唐突に過ぎたと言えよう。

　誰もが、誰もがその独裁者の真意を知りたがる数ヶ月前から、ヨセフは一人で思いつめていた。

　夢で魘うなされるのだ。

　最初は、ある晩のことだった。

　粛清に成功した忌々しい軍幹部らの悲鳴を思いながらグルジョアワインを堪能して、うたた寝した時、彼はハタと目覚める。

　誰かが自分に語りかける声。

　謳うように、誘うように誰かが自分に語りかけてくるという経験。優しげな、それでいてどこか聞く者におぞましさを感じさせるような声。

「……が……、問題……お……。……、……、……えて……」

　何かを訴えかけるような声。いまさらか、と彼は最初こそ笑い飛ばす。

　粛清に感傷を覚えることなど、とうの昔に止めたことだった。ヨセフに残っていたわずかな人間性は愛する妻の死と共に消え去っている。

　いまさら粛清で悩んだところで、止まるものではない。なにしろ、殺すか殺されるかだ。手を止めれば、自分が裏切り者の刃やいばにかかって死にかける。

「……、考え……、簡単……なの……」

　考えを改めよとでもいうのだろうか？

　自分を救ってもくれなかった聖書とやらは少年時代に放り投げている。迷信深い連中の教化は手間がかかるが、地上から一掃すればそれも解決するだろう。ロリヤはその点に関しては、実に優秀であり初めてヨセフを満足させてくれた。

「……は……解……」

　だが、頭に呼び掛けてくる声は留まるところを知らない。どうやら、懸念していたように魔導師絡みだろう。代替可能な、言い換えればいつでも首を斬れる兵隊とちがい、魔導師は管理が難しかった。個人で組織に抵抗できるような連中を残しておいては火種になる。

　なればこそ、不穏分子の未然阻止を図って先手をうった。にもかかわらず、自分には理解しがたい何かの干渉が行われているというのだろうか。苛立ちを込めつつ、警備主任を呼び出すための受話器に手を伸ばす。場合によっては、担当者を替えるべきかもしれないと思いながら。

　だが、受話器をとったことを彼は生涯後悔する。まるでそれまでノイズ交じりのようだった声が明瞭な声で受話器から飛び込んできたのだ。

「貴様らがいるから、問題が起こる。よろしい、ならば、考えてみよう。そう、考えてみれば、簡単なことなのだ。貴様らがいなければ、問題は起こらない」

　誰かが、こちらを凝視しているかのような冷たい恐怖。心臓を鷲摑みにされるとは、まさにあの瞬間だった。

「死は全てを解決する。故にアカの狗いぬ共へ私は次のごとく宣告する。汝、ジュガシヴィリ。背教者よ、汝に神罰あれかし、と。使徒が来たり。今や、西方より使徒が来たり。汝を、東方蛮族を一掃せん。使徒の神罰をおそれよ」

　使徒だと、と彼は思わず反はん駁ばくしていた。

　幼き日より常に聞いていた物語だ。神が、救済と裁断の為に使徒を遣わすと。だが……そんなことはただの一度もありえなかった。

　神は、妄想だ。

　神は、存在しない。

　当たり前だ、と彼は自分に言い聞かせる。だが、彼は……知らずの内に脳内で恐れている事態がありうるやもしれないと気が付く。

　……西方。

　そう、西だ。西にある帝国を無視することはできない。

　三方向から攻めかかられた帝国は、そのいずれにも勝利した。今、帝国を止めなければ神とやらが居ようと居まいと連邦は……単独で、あの、強大な帝国軍に相対することになる。

　考えたくはないが、万が一となると……と思考が踊ったところで惑わされていると彼は勘付く。誰が考えたのか、全く、ふざけた輩やからの仕業だろう。

「ふん、その手は食わんよ。ふざけるな！」

　その言葉と共に、受話器を叩きつけたつもりであった彼は、しかし困惑することになる。

　地面で何かが割れる音。我に返れば、いつの間にかグルジョアワインのグラスを地面に落としていた。警備用の受話器など、手を触れた痕跡すらない。

「閣下？　今の物音は!?」

「ああ、何でもない。グラスを落としただけだ」

　気にするな。暗に、何かあったのではないかとの質問を封じる目線を部下にやる。目線を合わせて睨みつけた先にある瞳には、飛ばされることへの恐怖。口をはさめば、身の破滅ということをよく理解している、訓練されたまなざしだ。

　この恐怖こそが、人を動かす根底だとヨセフは信じて止まない。

「すまないが、片付けておいてくれたまえ」

　この場を取り繕うことは、彼にとってみれば決して難事でも何でもない。そう、この場限りであれば。

　だが、そのような事態が幾夜とも続くのだ。鋼のごとき図太さを持つ彼ですら、悪夢に屈するのにはさほどの時間も必要ではなかった。

　排除せねばならない。

　断固、それを排除せねばならない。国外の危険因子に、ヨセフの神経はこれ以上耐えられなかったのだ。

　だから。

　粛清で将校の絶対数が不足し、農業政策の集団化で農民のルサンチマンが暴発寸前で魔導師の粛清を完了したばかりの軍隊であっても動かすしかない。

　帝国という戦争機械にヨセフは彼の不完全な軍隊を差し向けざるを得なかったのだ。

　まあ、ヨセフの国では兵隊が畑で採れるのだが。









解説



【フォニーウォー】　公式には戦争状態にあるものの、実際には両軍が国境線でただただ睨めっこをする、まやかし戦争。

一般には、第二次世界大戦当初、ドイツと英仏がにらみ合って地上戦が殆ど発生しなかった事例をいう。

酷いものになると、そもそも戦争をしているという事実を交戦国の双方が忘れる事例も。三百三十五年戦争と呼ばれる長大な戦争もありますが、なんと銃弾の一発も放たれていません！




【リカードの比較優位】　あるいは、比較生産費説とも。

貿易理論の基本。極端に簡略化して言えば、自分の得意なものを各々が作り、それぞれを交換するのが一番効率良いよ、ということ。




【大戦末期のドイツ軍捕虜】　第二次世界大戦末期、ドイツ軍の将兵はこぞって西へ向かいました。……ソビエト軍に降伏したら、何があるか分からないと知っていたので。




【ヒューミントの観点】　ヒューミントとは、早い話が人との対話やメディア情報による情報収集のこと。共産主義は、魅力的に輝いていた「時代」もあり、その時代、「共産主義者」はどこにでもうろうろしていました。リクルートは簡単ですね！

なお、カルロ・ゼンは『共産趣味者』へ人をリクルートしたいと願っています。ご注意を！




【ヒトは石垣である】　武田信玄曰く、『人は城、人は石垣、人は堀、情けは味方、あだは敵なり』。

いかほどに城や石垣、堀を堅固に作ったところで最後にそこへ籠るのは人です。団結できない防衛戦とか完全なフラグ。従って、人の心を得ることこそがなによりも大切。なお、スターリン風に実践すると、人を城の代わりに使い潰し、人を石垣の代わりに防壁にし、人を堀の代わりに足止めに使い、政治的な盟友だけを信頼し、少しでも仇を持ちそうな奴は敵として倒しました。




【無茶口】　説明しよう！　無茶口将軍とは、ある方面の才能に限って言うならば世界でも最も恐るべき将軍の一人である！　本名は牟田口廉也（むたぐち れんや）。たった一人で、日本軍のインパール戦線を崩壊に至らしめた手腕は、勇猛無比な日本軍将兵からさえも鬼畜牟田口と恐れられたほどだ！

なお、所属は大日本帝国陸軍の模様。




【ジョンブル魂】　由緒正しく戦争とスポーツへかけられるジェントルで怯むことのない精神。ただし、食事はあれげ。あえて言うならば、兵站に負荷を掛けない為の日々の修練。




【修正主義者】　完璧に科学的な共産主義に対し、『誤りがある』と称して『修正』という名目で『改竄』を行う反動のこと。なお、科学とは誤りを修正して進むことである模様。
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　帝国軍参謀本部第一会議室は、さながら台風に直面した帆船の甲板同然に泡を食った将兵らの怒号と、喧騒に包まれている。

　飛び込んできた東部方面における連邦軍との本格的な軍事的衝突という凶報。

　前兆を告げる第一報以来、恐るべき嵐がありえることを悟った船乗りのように参謀本部とて覚悟し、備えに怠りはなかった。

　かつては、ライン戦線で共和国軍に奇襲を許すという大失態をやらかした。無為無策に情勢が勃発するまで手をこまねいていた過去の失敗が許されざるものであるということは、関係者を一掃する荒療治によって軍は内外に示している。

　参謀本部に、二度目の失態はありえない。合言葉のように繰り返された言葉。それこそが参謀将校らの意気込みと、かつて先達が犯した失態に対する明確なまでの拒絶を如実に物語ることだろう。

　実際、意気込みに大言壮語の類に似た油断はない。非番の連中まで総動員し、状況の把握に適う限りの手配を行っていた。その酬むくいは、統制のとれた東部防衛戦闘という帝国軍前線部隊の活躍によって示されている。

　東部方面軍司令部と参謀本部の緊密な連携も調整の結果を見事に示す。

　流動的な機動戦が展開されているという状況で、ゼートゥーア戦務参謀次長以下の担当将校らは兵站線を完全に維持。前線への砲弾供給に限って言うならば、内線戦略の本領を此これでもかと発揮し、情勢に対して概おおむね即時性を保って対応することに成功していた。

　それでも、というべきだろう。

　流れ込んでくる情報は戦場の霧交じりで、神ならぬ身で全容を把握するにはあまりにも莫大であった。

　各哨戒施設からの緊急連絡、担当する方面軍からの情勢報告。同時に、各方面からの矛盾する問い合わせ。当然のことながら、人知の限りを尽くしたとしても参謀本部の処理能力にも限界がある。限界まで強化しようとも、上限はどこかにあるのだ。

　激流のごとき勢いで流れ込んでくる情勢報告は、演習の想定を容易たやすく突破。想定ケースに対して三倍の冗長性を持たせて配備したはずの分析担当官らですら予想よりも遙かに手前の段階で処理飽和に至る。

　だが、帝国の誇る参謀将校の本髄は想定外への対応能力に他ならない。参謀教育の真髄とまで讃えられる臨機応変さを示すべく、参謀本部は処理能力が追い付かなくなることが明らかになった瞬間に些事を切り捨てた。恐るべき明快さで、帝国軍の中枢部分派は割り切ったのだ。優先順位が、全てである、と。

　かくして、優先度の低い情報や問い合わせは脇に追いやられ、ともかく優先度の高い案件から参謀将校総出で処理されていく。

　即刻手が付けられたのは、待機中の大陸軍を東部へ派遣すること。速度こそが、戦争の規範たりえると信じる彼らは全てを兵力の迅速な展開につぎ込んだ。

　戦務と鉄道課が不眠不休でダイヤを調整し、ともかく送れる部隊から順次送り出しを早くも始めている。

　並行して、兵站担当官らは天を呪いながら物資の配送スケジュールをその場で弄いじるという離れ業を無理やりに成し遂げた。鉄道運行計画を土壇場で変更するという無茶振りに対し、鉄道課は課員一同揃って倒れながらも遣り遂げてみせる。

　内線戦略の肝である迅速な部隊と物資の展開は鉄道課にあり、と軍内部で長らく語られるほどの偉業であった。加えて、戦務が主導した兵站網整備の一環で予あらかじめ手配されているデポや確認のために現地へ参謀らを出すための航空便は手筈通り。

　ただ、それでも戦場の常ですべてが予想通りとはいかないものがあった。厄介なことに現地からの報告ではやはり混乱。

　とにもかくにも、鉄火場であるのだ。

　行動の結果が、吉と出るか凶と出るか。半ば賭けに近いところまであるのだ。誰もが血走った眼で、かけずり回っているのが各所で見える。

　その渦中の参謀本部にあって──。

「手短に行おう。では、諸君。第二〇三航空魔導大隊のターニャ・フォン・デグレチャフ少佐より送られてきた提案について審議したい」

　誰よりも、多忙を極めるはずのゼートゥーア中将自身が議事進行を司り、ターニャの提案した連邦首都への襲撃計画が討議にかけられていた。参謀本部直属とはいえ、たかが大隊規模の部隊からの要請が最優先で検討されるのは編制からしてみればほとんど異常だ。

「レルゲン大佐、貴官の意見を聞こう」

　一個大隊が、現地方面軍を飛び越して参謀本部に直接指示を仰ぐ。軍という組織の機構からしてみれば、本来は望ましくない事態だろう。

　だが、それを許すどころか参謀本部でも一分一秒を争う多忙な将校らが額を寄せ合って深刻そうに議論している。それほどの案件なのだ、敵国の首都へ……第二〇三航空魔導大隊を投じるとなれば。

「はっ、小官といたしましては成功の公算があるのならばやらせてみる価値はあるかと」

　曰く、首都直撃計画。

　呆れるべきは、デグレチャフ少佐の思考だろう。レルゲン大佐にとって、知らせを耳にした時の噓偽りない感情だ。

　東部戦線に投入され遅滞戦闘を命じられた回答が、敵の首都を襲撃し、後方に衝撃を及ぼす？　確かに、戦線後方の警戒に連邦軍を拘束できれば戦略的な効能は甚大といえるだろうが……常人では些いささか思考の飛躍についていくのが難しい。

　いや、とレルゲン大佐は胸中で自分も毒されているのだろうと少し修正する。

　たった一個魔導大隊で連邦の首都襲撃をやり遂げてご覧にいれます、と、ほかの人間がいえば大言壮語も過ぎると碌に審議もされないことだろう。

「率直に申し上げて、リスクはさておきリターンは莫大です。更に、成算そのものも、決して低くないでしょう」

　だが、でしゃばるなと[image: ]責するどころか参謀本部はその要請を速やかに稟議に回す。それも追い立てられるように働いている各部門の専門家らにわざわざ時間を割かせて、だ。

　他ならぬレルゲン大佐自身が、成算ありと信じられるのだ。

「……首都直撃。陽動としては、完璧であります」

　遅延戦闘を行う主戦線。その援護任務に従事するはずの第二〇三航空魔導大隊指揮官はどうやら順調に平常運転らしいなと胸中でぼやきつつ、レルゲン大佐はやらせましょう、と口にしていた。

「この通信からして政治的要素から、許可伺いとのこと」

　疲れた頭でレルゲン大佐は、何を考えているのかさっぱり理解できない魔導士官のことを頭に浮かべる。魔導士官とやらが、みんなあのように理解しがたいわけでもない。

　絶対に、この発案はデグレチャフ少佐のものに違いないのだ。

　あの少佐のことだ。部下の将兵らから突き上げられ、こちらに制止を求めてこのような迂遠なサインを送ってくるというような一般論的なことはありえない。

　大方は行きたがらない部下に配慮して、一応、上の許可を求めているのだ。加えていうならば、政治的配慮だろう。心憎いまでに、気配りが出来ている。未然に政治的いざこざを回避する能力を有するのは、連合王国潜水艦撃沈で十分に証明済み。

「成算はあるのでしょう。良い陽動になりますし、やらせてよいかと」

　政治的なインパクトを例外にすれば、しかし、首都を直撃するというのは陽動として完璧だ。首都防衛の為に戦力抽出を強要できる。それこそ、前線の兵力を引き抜かせることとて可能であろう。

「言うは易しの典型的な事例ではありませんか？　レルゲン大佐殿、首都直撃というのは容易くない。響きに威勢が良いのはさておき、実行に際しての難題は山ほどあるかと思われますが」

「ダキアでの首都襲撃成功という実績と、ライン戦線での共和国軍司令部襲撃、南方戦線における敵司令部襲撃。実績にこと欠かない専門家の提言と思えば、成算はかなり高いのでは？」

　列挙してみれば、見事なまでに首狩り戦術を成し遂げてきた経歴がデグレチャフ少佐と第二〇三航空魔導大隊にはある。

「仮に、です。襲撃そのものが失敗したとしても敵は対応に部隊を割かねばならなくなります。そうである以上、敵兵力の誘引が叶えば主戦線である東部で連邦軍から受ける圧力緩和という展望が期待できるかと」

　だが、同時にレルゲン大佐の頭をよぎるのはデグレチャフ少佐のガラスのような瞳である。あの虚無を覗きこむような人間離れしたまなざしを思い出すだけで十分に、通常の範疇では収まらないことは理解可能。

　外見だけならば、愛くるしい幼女だ。だが、あの眼は人間というよりも殺人人形じみた印象をレルゲン大佐に与えて止まない。

「……大佐、本気かね？」

「ゼートゥーア閣下、御考えください。あのデグレチャフなのですよ？」

　いぶかしむようなゼートゥーア中将の問いかけに逆に聞き返す。本来ならば、信じられないような無礼だろう。だが、あのデグレチャフ少佐だ。

　ラインでは笑って踊っていたらしい。あの共和国の防空網を強行突破して、司令部を落とすような規格外。

　それが、わざわざ許可を懇願してくる作戦である。

　此方こちらに実行の許可を求めてくる時点で、そもそも『成算』を問題にしているのではなく、『政治』がそれを許容するかどうかを確認しているようなものだ。

　まず、やれるにちがいない。

「だが、首都だぞ？」

「……首輪を嵌はめて飼い殺すよりも、嚙みつかせてやれば良いではないですか」

　成算があるにちがいないのだ。それに、よしんば失敗したところであの狂犬じみた攻撃精神が発露されれば陽動としては十分以上の戦果をあげることだろう。

　猟犬というには、凶悪に過ぎるがともかく獲物にかみつかせた方が良いというのは共通している。野に放てば、自分の嗅覚で戦機をつかめる指揮官なのは実証済みなのだ。

　許可を出したところで、問題になる政治的要素も乏しい以上、行かせるべき。理由もなく制止する方が、遙かに危険だろう。ド・ルーゴを取り逃がしたことも、今となっては高くついている。それを思えば、狂犬の嗅覚を信じるに越したこともない。

「嫌な見解ですな。大凡おおよそ、前線部隊に対する態度ではない」

「中佐、君は知らないから言えるのだ」

　良識的な意見でこちらを諫めるのは年嵩の中佐。

　確か、東部方面軍からの連絡官だったなと思い出したところで、レルゲン大佐はあっさりと反論を鼻で笑い飛ばす。

　一度、たった一度で良い。デグレチャフ少佐という異物の本質に触れてみれば、すぐに理解できる。役に立たないとなれば、訓練生に魔力刃を突きつける戦争の狂犬だ。あれは、邪魔になるとわかればきっと味方もそれとなく吹き飛ばすくらいはやるだろう。前線で無能な指揮官がそれとなく事故死するのは、決して珍しくない。

　だが、彼女は合理的な理由で以ってきっちりと吹き飛ばすのだろうと思う。

「デグレチャフ少佐は、有能な野戦将校だ。だが、少し視点を変えてみよう」

「は？」

「……有能すぎる野戦将校だよ、彼女は。南方大陸における機動戦の報告、一読をお勧めしよう。私の知る限り、演習ですらあんな動きができる部隊は帝国に五指もいないだろうし、実戦で披露できるのは彼女ぐらいだ」

　そういう意味では、ロメール将軍の統制は見事だったとレルゲン大佐は評価する。使いにくいと歎なげくのではなく、放置することで最大の戦果をあげさせていた。

　掣せい肘ちゅうされないということで、デグレチャフもよく働いていたという。……いや、過小評価すべきではないのだろう。

　デグレチャフ少佐は、実によく働いたらしい。

　らしい、と言わざるを得ないのはレルゲン大佐にとってデグレチャフ少佐の働きが、もはや想像の範疇を振り切ってしまっているからだ。

「ああ、その件について実は東部軍から質問が出ています。……さすがに、報告書が正確さを欠くのではありませんか？　無論、デグレチャフ少佐のように優秀な野戦将校の戦功に不当な疑念を提示するものではありませんが、戦果報告はえてして過大になりがちということをご考慮下さい」

「……失礼、今なんと？」

「東部方面軍としては、戦果報告書が適切に処理されているかどうかを疑問に思う声があるということです。本国が英雄を必要としているにしても、もう少し現実味のある数字を出す方がよろしいのでは？」

　一瞬、ぽかんとレルゲン大佐は言葉を失っていた。ええと、と上司のゼートゥーア中将へ視線を向ければ自分同様に困惑しきった表情。

　無理もないな、と苦笑交じりにレルゲン大佐は東部軍の連絡担当官が口にした一言を反芻していた。戦果報告書、という点では確かにデグレチャフ少佐以下、第二〇三航空魔導大隊のそれはいささか派手だ。共和国の植民地防衛軍と本土の残存部隊を相手に、デグレチャフ少佐は獅し子し奮ふん迅じんのごとき奮戦を示しました、という報告書に書き足された所見が問題視された、と理解できるだろう。

「そんなに疑問があるようであれば、東部方面軍から査察官をデグレチャフ少佐の大隊に派遣されればよろしいでしょう」

「……宜しいのですか？」

「無論ですとも。ただ僭越ながら、老婆心からご助言申し上げます。派遣される将校は長距離偵察部隊に所属したことのある魔導将校で、最低でも一週間は敵地浸透任務に従事したことがあるベテランの将校を選ばれることを強くお勧めしますが」

　だから、レルゲン大佐は思わず本心から忠告していた。

『獅子奮迅』とは、また随分と比喩的な表現だろう。報告に正確さを欠くものだと眉を顰めようにも、しかし、付記された戦果がこれまた異常なのだ。デグレチャフ少佐とその第二〇三航空魔導大隊はまるで鴨撃ちにでも出かけたかのようにあっさりと撃墜報告をぶら下げて帰還している。

　戦果報告の正確さを疑った査察官が一度同道したらしいが、結果は不幸な軍務官僚が悲惨な目に遭って終わったという。なんでも長距離行軍からの敵地浸透襲撃行程に一週間付き合ったところからのスクランブル出撃に引っ張られかけ、失神してしまったので邀よう撃げき戦の『スコアが認定されずに困る』というクレームを部隊からつけられたとか。かくして、査察官が満身創痍で本国へ逃げ帰るという顚末で終わったらしい。

　結局、水増しでもなんでもなく……本物の戦果なのだろう。英雄とでも評すべき活躍とはこのことに違いない。

　だが、少しよく考えてもみるべきなのだ。

　一歩間違えば全滅するような敵中への浸透襲撃を一週間にわたって平然とやってのけるというのは、どこか狂っているに違いない。それどころか、南方会戦と公式に命名された自由共和国軍との会戦で示された敵中突破と司令部襲撃のタイミングは人間業とは思えぬ完璧なものであった。

　届けられた会戦の報告書では、ほとんど理論上辛うじて可能かどうかという理想的な戦術機動のオンパレード。まるで、すべてを俯瞰して見渡していたかのようなタイミングで適切な機動を描いていた。

「あれは、ある種優秀な狂人だ。せいぜい優秀な査察担当官を宛がっておかねば、派遣した人員が足手まといとして撃たれかねないでしょうね。さすがに、そういう帰結は望ましくないと思いますな」

「まさか！　柏付銀翼突撃章保持者ですよ？」

「だからこそだ」

　生きて柏のついた銀翼突撃章をあの年齢の子供が保持している。

　この一文だけで、本来ならば可笑おかしいのだ。あり得ないと言ってもいい。仮に、戦前の自分が同じ一文をよめば出来の悪いフィクションか、軍内部の人事制度を知らない人間の戯ざれ言ごとと笑い飛ばして一顧だにしなかっただろう。

　考えてみれば、考えてみるほどにその異常さは際立つ。ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐は子供でありながら……既に軍人として、あまりにも完成しすぎている。

　ほとんど、なにか箍たがが外れているとしか思えない。

　軍に忠実なのは、まあこれまでの経緯で理解してはいる。だが、その忠誠はどのように向けられているものかは未知数だ。なんとも恐ろしい。

「……その辺にしておこう。今は議論の時間も惜しい。反論が感情論のみである以上、これ以上は我々にとって時間の無駄だ」

　ばっさりと、切り捨てるゼートゥーア中将の顔は苦笑まじりだった。きょとんとした参謀連中に、ゼートゥーア中将は言葉で爆撃してみせるのだ。この方も、相変わらずだなとレルゲン大佐は苦笑していた。

「私としても許可してよいと判断する」

「「閣下!?」」

　さすがに、見守っていた幾人かもゼートゥーア中将の言葉に思わず口を挟む光景。レルゲン大佐にしてみれば、噴飯ものだが……どうやら、心配しているのだろう。

　それはあまりにも、成算が乏しいのではないか？　と。

　貴重な精鋭魔導部隊を無為にすりつぶすことにつながるのではないか、と。

　あるいは、軍の士気にそれらが悪影響を及ぼすのではとも心配しているのだろうか？

　いずれも、言外にそれらが込められた制止の言葉。

「成算があるからこその言だろう。秘蔵のボトルを賭けても良い」

「本気ですか!?」

　だから、彼らはゼートゥーアがあっさりと懸念を一蹴したことに驚愕するのだろう。

　参謀という生き物は、あくまでも常識の範疇で物事を考える秀才だ。既存の概念から外れた発想へはあまりなじみがない。無理もないが、と思いつつレルゲン大佐は第二〇三航空魔導大隊がつくづく規格外だなと思い知らされる。

　あれとかかわっていると、常識が揺らいで仕方がない。

「ああ。本気だとも。さっさと許可を出してやろう」

　彼らに理解しろというのが無理なのだろうな、と思いつつレルゲン大佐は敬礼し退室。今か今かと、許可が下りるのを待ち望んでいるであろう彼女に電報を打つべく通信室へと足を向ける。

　……連邦に災いあれと思いながら。
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　モスコーの一角に位置する内務人民委員部とも聞けば、その名前を聞いただけで連邦市民であれば次は我が身かと覚悟を決めるほどだ。なにしろ、彼らは怠惰な連邦機関と異なり実績に事欠かない。

　世の中には、熱心であって欲しくない仕事を妙に熱心に推進する人間がいる。誰だって警察官や消防士には熱心であって欲しいと願うだろうが、『秘密警察』が熱心であって欲しいと願う人間は稀に違いない。

　まして、連邦が誇る『人民の友人』こと内務人民委員部の勤勉さなど、むしろ願い下げだろう。いや、連邦において特権階級である連邦の党官僚ですら、可能であれば内務人民委員部が怠惰であることを心底願っている。何しろ、内務人民委員部の悪名は連邦における党中央幹部の大一掃で決定的となっている。

　軍幹部だろうと、党幹部だろうと、彼らに睨まれて長生きできた人間はいない。……自分や、自分の友人親族を明日にでも破滅させうる存在として彼らは全連邦市民の恐怖の対象であり、憎悪の対象でもある。だが、そんな連邦市民の感情を内務人民委員部職員らは歯牙にかけることなく歯車としての役割を徹底して遂行し続けている。

　集団農業化、反動分子の粛清にサボタージュ摘発から対外通敵の取り締まりまで内務人民委員部は実に勤勉であった。彼らは、十人の冤罪を恐れて一人の犯人を逃がすよりも、百人の冤罪を恐れずに十人の真犯人を取り締まるという最悪の信条を公言して憚はばからない。

　さながら現代の魔女狩り担当とでもいうべき内務人民委員部職員ら。しかし、彼らも本質的には上司であり元締めである内務人民委員こと『同志ロリヤ』の前では恐怖を押し殺し、ただただ失態がないようにと震えるばかりだ。

　外見だけで言えば、四十代の平凡で冴えない小男。だが、その男の名前を聞くだけで、百戦錬磨の軍人ですら脂汗を流し、残虐無比な内務人民委員部職員らが借りてきた猫の様に大人しくなる。かくまでに恐れられ、同時に秘かながら嫌悪される対象である人間。

　しかし、ペンを執り淡々と職務に臨むロリヤ自身は、義務に励む能吏にすぎないと自らを定義している。

「ふむ、では適切に処理するように」

　シルドベリアの収容所に関する事務手続きに関し、収容した労働者を適切に運用するべくなるべく摩耗は緩やかに抑えるよう所長に訓告し、ゆっくりと受話器を下ろす。

　戦争が始まろうとしていると承知しているにもかかわらず、彼の執務スタイルは平時と何一つ変わらない。淡々と人間を数字と見做し、前線であろうと後方であろうと役割通りに数字を充たすべく彼は励む。

　彼にとって、開戦と決まった以上は己の職責を果たすのみであった。

　だが、そんなロリヤにしても対帝国宣戦布告という決定は、ここしばらく頭を占めていた悪夢を晴らす慶事であったのは間違いない。いつ横合いから帝国に殴られるかわからないという警戒感は、自分でも想像できない程の重圧だったらしいのだ。

　ストレスに苛さいなまれるなど、何時いつ以来だろうか？

　帝国に宣戦を布告し奇襲攻撃を計画して以来、彼の気分は頗すこぶる快調と化していた。おかげで、書類の決裁がはかどり、いつもよりも多くの案件を処理できたのは幸いだろう。

　リストの半数を粛清し終えたのだから、戦時体制に移行したところで国内の反動勢力には身動き一つ取らせない自信と自負が彼にはみなぎっている。

　当分、反体制派にせよサボタージュをたくらむ動揺階級にせよ誰一人として連邦の屋台骨に挑戦など許しはしない。いくらでも人手が必要なラーゲリの労働力にしたところで帝国軍将兵を強制的に送り込めば問題は解決するだろう。

「万事が順調、さて、私も……ああ、たまには悪くないだろう」

　前線で戦争が始まろうとしているこの瞬間、ロリヤはいつになく自分が滾たぎっていることを……ちょっとした武者震いと理解し、どこかに衝動をぶちまけたいという欲求を抑えることが出来かねたのだ。

　思いつけば、それを実行に移すことに特に躊躇いはない。

「私だ。そうだ、車を出してくれ」

　後は、前線の政治将校らから報告が上がるのを待つばかり。こればかりは、いくばくかの時間を要するだろう。待つというのは、実にもどかしくて辛抱がならないものなのだ。

　こらえられないとあれば、下半身にはちょっとした息抜きの必要性がある。

　今日は適当に市内を散策して、なにか新しい拾いモノを探してみるのも悪くはない。それに言うではないか、英雄、色を好むと。

「戻るまでに、きっちり処理を終えておくように。特に帝国関係者と接触があった人民は徹底的に洗ってくれたまえ」

　そうとも、英雄たる自分ならば色を好む性癖も致し方なし。ロリヤという人格は自分の趣味を優先することになんら躊躇いを覚えない。

　残務を部下に委ね、帝国との関係があったと思しき連中の処理を徹底するように言い残すと彼は早くも自分用の車両へと乗り込み、委細心得ている運転手へ簡潔に指示を出していた。

「市内を視察する。いつものやつだ」

　そして、彼の乗車した車はゆっくりとモスコー中心部をときおり、何ヶ所かの検問所と対空防御陣地に邪魔されながら進んでいく。お楽しみを少し妨げられる形となるロリヤだが、さすがに自分が手配した検問所や、軍に命じて構築させた対空防御陣地についてはあきらめもついている。

　幸いにして、さほど手間取ることもないのだ。何ヶ所かの検問所で足止めをわずかに食らうも、歩哨として交じっているのは内務人民委員部職員ら。内務人民委員部の公用車に、特定のナンバープレートがあることに気が付けば彼らが道をこじ開ける。

　学生らが多い市街の中ほどに車を進めさせたロリヤは、さてさてと獲物を漁あさる気持ちで行き交う学生らに視線を向け始める。

　何分にも最近は忙しくて、碌に楽しめていなかったのだ。

　堪こらえ性がなくなっているなぁと我ながら苦笑するが、だからこそ悦楽を求めて彼は自分の嗜好に適う理想を求めて行き交う女学生をねっとりと凝視する。

「あれはどうかな？　……んん、微妙か」

　良さげな後ろ姿の女学生に一瞬視線を引かれるも、よくみれば違うなとロリヤは嘆息する。塩あん梅ばいの問題だが、あれで幼ければ自分好みであった。だが、悲しいかな。彼女は自分の好みからすれば余りにも育ちすぎていた。

　あれでは、青い果実というよりは成熟した果実で、ちょっとばかり自分の趣味には合わない。良い線をいっているとは思う。そそられるものがないではないのだから。だが、完璧に近いだけに瑕か疵しもまた目立ってしまう。

「惜しいなぁ……。あと、少し早ければ食べごろだったのだが」

　思わず、彼は理不尽な運命を慨嘆してしまう。あの容貌といい、あの身長といい、数年前ならば、間違いなく食指が動いてもぎ取っていたに違いない。なまじ育ちかけのところですら食べられそうな容貌をしていることが却って、食欲を削ぐとは悲劇だった。

「どうされましたか？」

「いや、今一つだ。そのまま車を流してくれ」

　街を歩く少女らを眺めるロリヤにしてみれば、興が冷めるとはこのことであった。手折るべき花を探そうにも、理想が朽ちてしまう姿を見た後では今一つ食指を動かすに足らないものばかり。後ろ姿に魅かれても、実際近寄ってみた感じではどうにも物足りない。

　河岸を変えてみるべきだろうかと気分の転換を図ろうとした時だった。

　地上を凝視していた彼が、やれやれと空を見上げたところで、ぽつぽつと西方の空に浮かぶ影に気が付く。妙な影だな、と考えたところでロリヤはそれが鳥には似つかわしくない奇妙な迷彩模様の色彩を纏っていることに気が付く。

「ん？　どこの馬鹿だ？」

　モスコー全域は、既に飛行禁止区域として指定されているのだ。軍事パレードや、式典でもない限りモスコー上空に飛行機が入ることは許可されていない。

　当然のことながら、明確な規則違反だ。

　ならず者どもめ、とロリヤは視線だけで人を殺さんばかりに殺意をのせながら愚者に報いを与えてやると誓っていた。

　大方、規則違反の空軍や魔導師連中だろう。これだから、空軍や魔導師というのは信用ならないのだ。さんざん収容所送りにしてやったのに、まだ学習していないのだろうか。そこまで考えて、しかしふとロリヤの狡猾な頭脳はちょっとした疑念を覚えていた。

　魔導師？　と。

　このあたりに、魔導師なぞ残っていないはずなのだ。魔女狩りならぬ魔導師狩りを徹底して主導したのは他ならぬ自身である。こんなところに規則違反をやってのけられる魔導師などそもそも物理的に残ってはいない。

　残っているはずがないのだ。

「馬鹿な!?」

　気がつけば──。

　思わず、彼は外見を取り繕う余裕もなく叫んでいた。そんなバカな話がありうるのかと。

　一体何が起きているのか？

　そんな埒も明かない疑問すら頭に浮かぶロリヤ。だが疑問を抱いた直後に、それは眼前の魔導師と思しき影の示す動きによって解消されていた。

　悠々と対地襲撃隊形とおぼしき隊列を構築する魔導師ら。それは、地上から見ても見事だった。いっそ、悠然とでも評するべき一糸乱れぬ動き。

　そして、ロリヤは知っていた。

　連邦軍の魔導師にあれほど秩序だった行動ができるはずがないということを。

　当然である。他ならぬ自分が粛清し、ガタガタにしたのだ。

　魔導師という旧体制に味方していた階級の敵連中が、二度と党に立ち向かうだけの力を持つことがないように。反動連中は、今や連邦軍の数少ない冷や飯ぐらいにまで落ちぶれている。あんな見事な動きができる部隊は残ってなどいないし、そもそも残っていれば東部のシルドベリアにでも送り込んで国境紛争にかこつけて秋津洲皇国に殺させている。

　だから、連邦軍魔導師ではない。だから必然的に、答えは消去法で導き出せるだろう。敵だ。連邦に敵対する国家の軍だ。……そこまで考えが至った時、彼は今度こそ絶叫する。

「帝国軍!?　馬鹿な！　ありえん!?」
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　連邦が首都モスコー上空に至った瞬間、帝国軍第二〇三航空魔導大隊の指揮官、ターニャ・フォン・デグレチャフ魔導少佐は自身が賭けに完勝したことを悟っていた。

　してやったりとの思いで、微笑みすら浮かべながら、ターニャは帝国軍を代表して御挨拶申し上げることとなるモスコー市街地を愉快気に見渡していた。

　上空から、しっかりと御挨拶するようにと見渡せば夢にまで見た『世界で最も都心に近い国際空港』に、うっとうしいごてごての銅像ら。

　よくもまあ作ったものだと思わせんばかりに聳そびえ立つ連邦人民宮殿と、ちかちかと光る赤い星もまた実によろしからぬ趣味だ。

　まぁ、とそこでターニャは寛容にも微笑んでみせる。

　元よりセンスなど共産主義者へ期待してもいないし、別に標的の形に煩うるさく選り好みをいうタイプでもない。

　一言だけ拘こだわりを言うとしても『良いアカは、死んだアカだけ』だ。

　共産主義者の首都を、国際条約に縛られることなく空襲できるのであればそれだけでターニャとしては十分に満足できる。

『フェアリー01より、大隊各位』

　ただ悠々とお空を飛んでいくだけで、敵国首都上空まで一度も迎撃どころか防空部隊に接触もされないということは、本来はありえない。

　本来は、だ。……開戦したばかりで混乱がないとは言わない。

　そうであるにせよとターニャはほくそ笑む。自分たちは、準備も碌にせず長距離浸透襲撃に成功しているのだ。こうまでもあっさりと入り込めた時点で連邦の防空網はたかが知れている。

『賭けは私の勝ちだな。大学生でも突破できる防空網といっただろう？』

『02より、01。おっしゃったとおりでした』

　見給たまえ、言った通りだろうとターニャはモスコー襲撃に難色を示していたヴァイス大尉へ微笑む。上官のほらみろ、という愉快気な声に対し、ヴァイス大尉ならずともこれでは敵かないませんねと白旗を揚げてみせるほかにない。

『潔く事実を認める姿勢は結構だな。だが、容赦はせん。聞いての通りだ、大隊諸君。帰還後は、02秘蔵のボトルを遠慮なく干したまえ』

『副長のおごりとあれば、いや、楽しみでありますね！』

『折角ですし、私にもおごってください』

　こんな時に、軽口で続くグランツ中尉とセレブリャコーフ中尉は全く物もの怖おじしない性格になったものであった。敵地上空の和気藹々とした朗らかで、愉快な飛行。コミーの大地と違い、空は自由だと錯覚しかけるほどだ。

『両中尉がご馳走になるのであれば、副長、どうぞ我々の分もお忘れなく！』

『あたりまえですよね、大尉殿！　去年の夏に戦ったビーチ以来の大規模任務だ。我々は、アルコール相手に一歩たりとも引かないことを誓って御覧に入れますよ！』

『02より、大隊各位。いい度胸だ、貴様ら！』

　職場の雰囲気という点では実に頼もしい掛け合いである。棚ぼたで酒精に恵まれることになったグランツ中尉らが大いに意気を揚げているところをみるにつれ、大隊に一致団結して勤労に赴くチームワーク精神が発揚されているのは間違いない。

　これならば。

　徹底してやれるだろうとほくそ笑んだターニャは、適度に力を抜きつつも油断なく飛行する部下を頼もしく思い、号令を飛ばす。

『01より大隊各位、02のおごりを楽しみにするのも結構だが、レクリエーションの前には仕事を済ませなければならない。直ちに対地襲撃隊形へ移行せよ。繰り返す、直ちに対地襲撃隊形へ移行せよ』

　命令をターニャが発すると同時に部隊はコンバットボックスを形成。第二〇三航空魔導大隊の部隊員らが示す動きは、精彩に富んだそれ。部隊は適切な間隔を保ちつつ、順調にモスコー中心部上空へと侵入を開始していた。

　その瞬間、ターニャは予定よりももう一歩踏み込んでも悪くないだろうという感覚をつかんでいた。ここに至るまでに空で遭遇した障害は、鳥か雨雲程度。長距離進軍とはいえ、魔導師の消耗度合いは程度が限られることもあってかなり余力があった。

　最良の想定以上にまともな戦力を保ってのモスコー到達。一撃離脱に徹せず都市襲撃で散々暴れても、なお離脱する余力は期待できた。この調子ならば、北へ離脱し旧協商連合圏の友軍支配領域へ逃げ込めるだろう。

　ふむ、と呟きターニャは部隊へ手際よく破壊するぞと指示を飛ばし始める。

　当初計画ではせいぜい、パフォーマンスという示威飛行の計画だった。具体的には、ジョンブルに倣って敵国の首都上空をぐるぐると旋回してみる程度だ。

　相手はコミーなのでメンツを蹴っ飛ばしておくに限るというか、それぐらいできればいいなとターニャも考えていたに過ぎない。だが、現実にはパフォーマンス以上の選択肢がターニャには与えられていた。

『所定の計画を修正する。第一中隊は私の直卒。あの聳え立つ忌々しい連邦人民宮殿の赤い星を爆砕しよう。他は、目につく政府施設の強襲だ』

　迎撃がないならば、夢に見たモスコーの大掃除だ。

『第二中隊、貴様らはモスコーの広場で醜悪な銅像の解体。可能ならば、ミイラもだ』

　ヨセフの銅像を蹴っ飛ばすのもこれまた資本主義者の夢だ。

　おそらく、あの銅像ほど自分の世界で倒された銅像も少ないのではないかと思うが……それをこちらでやってはいけないという道理もない。むしろせっかくの機会だ。これをよい契機として我が大隊もこちらの世界で、共産主義モニュメントを破壊する歴史的偉業に先鞭をつけようじゃないかとターニャはほくそ笑んでいた。

　可能であれば、偶像崇拝の対象となっている廟のミイラもふっ飛ばしたいところであった。とはいえ、流石にそちらは可能であればで良い。

『第三中隊、シルドベリアを遠望できるモスコーで一番高い建物の制圧と破壊を任せる。秘密警察は全て排除だ』

　そして、秘密警察への嫌がらせ。全く、楽しくてたまらないことだ。

　地下からでもシルドベリアが見えるという旧保険事務所。ここの機密書類を焼いてやることは、実質的に一番連中が嫌がることであるに違いない。人の嫌がることを率先してやりましょうとはよく言ったものだ。

『第四中隊、クレムリン襲撃だ。遠慮無用。やれるだけやりたまえ』

　あと、米軍は皇居爆撃禁止だったらしいけど我々には特にそういう制約もない。ドイツ軍も英王室への攻撃には制限を設けた？　関係ない関係ない。

　我ら帝国軍。さあ、クレムリンの熊どもをぬっころして人間世界に奉仕しよう。

『大隊長より、大隊各位。全資本主義者が夢見たシチュエーションである。後世の資本主義者は、この瞬間の我々に羨望することだろう』

　筋金入りの反共主義者にしてみれば、感嘆し同時にぜひともその場に居合わせたいと願う光景であるに違いない。

『では、諸君。行動開始だ！』

『『『了解！』』』

　部隊が散開して襲撃態勢を整え始めたところで、しかし、漸ようやくというタイミングながらも地上から対空砲火がターニャらへと浴びせられ始める。

「っと、さすがに防空陣地はあるか」

　地上から打ち上げられてくる高角砲は流石に脅威だ。直撃すれば第二〇三航空魔導大隊の精鋭らでも大やけどではすまない。

　対地警戒を厳に、と警戒を促す声が瞬時に部隊を行き交うも、程なくして部隊内通信には拍子抜けだという感想が充ち溢れていた。

「……散発的な迎撃です。それに、ひどくお粗末な照準ですね。敵の防空陣地は、矢や鱈たらめったら砲弾を打ち上げているだけの様です。いっそのこと、防御陣地を叩きますか？」

　近寄ってきたセレブリャコーフ中尉が誘惑してくる言葉に惹かれないでもないが、とターニャは一瞬迷いつつも却下だろうと首をふる。

「いくらコミーの醜悪極まるお粗末な対空砲火とはいえ、対空砲火は対空砲火。無駄な損害を出す意味を私は考え付かんよ」

「失礼いたしました」

「あまり、はしゃぎすぎて帰る時間を忘れられては困る。……ああ、中尉。貴官は個人的な因果でコミーに含むところがあったな」

「はい、少佐殿。ですが、子供の頃の話であります」

　ターニャはそのことに思い当たり、一応部下に釘をさしておくことも忘れない。

「コミーに対する憎悪を無理に隠すことはないぞ、中尉」

「えっと、少佐殿？」

　きょとん、とする表情をつくる努力をセレブリャコーフ中尉が浮かべるがターニャは分かっているとばかりに頷く。

　元々連邦にいた経験のあるセレブリャコーフ中尉だ。マトモな人間である彼女ならば、間違いなくコミー相手に苦労したことだろう。当然、コミーを撃ち殺したくて撃ち殺したくてたまらないであろうということも容易に想像がつくというものだ。

「憎悪に支配されないようにするなとはいえんさ。だから軍務に忠実である限り、貴官の憎悪を私は肯定する。無論、自制してくれればそれに越したことはないが……交戦規定に貴官が忠実である限り、貴官の尻けつは私が持とう」

　何か言い募ろうとする副官に、気にするな、とターニャは続ける。部下の失態をフォローするのは趣味ではないが、部下が正しいにもかかわらず批判されるというのであれば擁護するのになんら躊躇いはない。

「貴官の経歴は多少知っている。土地勘に期待しているよ。上手くやってくれたまえ。本願を遂げられることを期待している」

　セレブリャコーフ中尉の肩をたたきながら、ターニャはさぁ戦争だと部隊の先陣に立つべく加速し、編隊に突入用意を下令。

『大隊各位。各中隊長の判断で暴れたまえ。撤収は信号弾及び広域通信にて私の判断で指示する』

『戦術目標のご指摘は？』

『適度に破壊し、適度に馬鹿にする。それ以上でも、それ以下でもない。せいぜい派手に暴れたまえ。諸君の創造的破壊に期待する』

　モスコー上空まで到着しておいてなんだが、自分達のやることはドゥーリットル（＊）の東京空襲と同様なのだ。米帝様のプロパガンダに倣ったようなものである。

　連邦という国家は虚飾塗まみれ。国家そのものが虚構であり、プロパガンダが国家性を支えている連邦には……党の全能性を揺さぶることこそが一番有効なのだ。言うならば、面子メンツに泥団子を投げつけるだけ。

　尤も、戦略的な効果は小さくないだけに最小限の労力で、最大限のインパクトがあるということでもある。この手の嫌がらせ攻撃でむきにならざるを得ない側面も期待できる。

　連中のことだ。主戦線に増援を送り込むよりも、再発防止と責任のなすりつけ合いで貴重な時間を浪費してくれることだろう。総括なり、自己批判なりしてくれれば幸いだ。

　そのためにも、とターニャは作戦目的を再度部下に周知徹底する。

『本作戦の目的は、連邦の面子を強したたかに蹴り飛ばすことである。腐りきった扉を蹴飛ばすようなものだ』

　帝国軍の首都上空侵入を許す？

　担当者連中のメンツは丸つぶれにちがいない。当然、隠匿や隠蔽を図るのだろうが……首都上空で暴れて威信のこめられた建造物や象徴をことごとく吹っ飛ばしてやれば取り繕うのにも苦労するだろう。

　無駄な隠ぺい努力で、連邦の戦争遂行努力を阻害できるのであれば、副次的ながらも悪くない効果として期待もできる。

『連中に、生まれてきたことを後悔させてやろう』

『『『はっ！』』』

『よろしい、抜かりなくやろう。攻撃開始！』

　コンバットボックスが綺麗に四つへ分かれていく中、ターニャはゆっくりとモスコー中心部へと中隊を進出させる。連邦の空で帝国軍が凱旋式の様に編隊飛行を繰り返す。

　わざわざ、手元の演算宝珠で広報用に画像を記録しながらである。モスコーとわかるように市街地と部下らをカメラに収めながら、ターニャはゆっくりと旋回を始めさせる。

　同時に、ふと思いつく。

『第一中隊の諸君、歌おうではないか。帝国の国歌を』

『はっはっはっはっはっ、素晴らしい。素晴らしいお考えです、少佐殿。ぜひ増幅してやりましょう！』

　部下からの反応も好評。

　大変、結構。集団行動で歌を歌うのは、あまり趣味ではないがコミーの頭上で奴らを馬鹿にする歌ならば大歓迎である。

　事態をよく理解できていないであろうモスコー諸君のために、わざわざ音量を増幅させる術式を展開。

　さながら、オーケストラを指揮するような気分だ。悪くないとばかりに高揚した感情のまま、響けとばかりに帝国国歌をターニャはモスコー上空に響かせる。

　愉快極まりないとはこのことだが、更に喜びを味わい深くするのは続々と飛び込んでくる朗報の存在だ。

『フェアリー06より、01。シルドベリアがよく見えます！』

『01より06。よく燃えているかね？』

『06より01。いやいや、子供の頃テスト用紙を燃やそうと思ったことを思い出します。書類がこれでもかと燃焼しておりますよ！』

　部下から景気の良い報告。空から見やれば、盛大に燃える一角からだ。

　コミー共、さぞかし泡を吹いていることだろう。それを考えただけで、気分爽快だ。勲章モノの功績に違いない。帰還すれば、間違いなく叙勲の申請をしてやらねばならないだろう。

『ははは、素晴らしい！』

『ところで、随分と愉快な戦音楽ですね！　我らもご一緒したいのですが』

『大変結構。文明のラッパを轟かせようじゃないか。シルドベリアまで届けとばかりに熱唱したまえ！』

　共産主義者に、破滅が訪れたというラッパを吹いて警告を鳴らしてやろうじゃないか。さながら、ジェリコのラッパ代わりだ。高笑いしながら歌いつつ、ターニャはゆっくりと自分達の目標に定めた連邦人民宮殿へとアプローチ。

『01より、各位。術式発現！　目標、糞の塊！』

『『目標、糞の塊！』』

　距離、高度共に十分というところでターニャは嬉々として術式を発現し、ゆっくりとぶっ放す。固定目標を相手に外すはずもなく放たれた爆裂術式は、鉄筋コンクリートのビルに直撃。

『はははは！　こいつは、愉快だ！』

　手抜き工事か、資材の欠陥かは知らないが、直撃と同時に大きく揺れる連邦人民宮殿こと高層ビルは一気に傾斜。てっきり、数度は斉射が必要かと考えていたターニャの前でビルがあっけなく崩壊し始めるところを見ると……突貫工事の無理が出たのだろう。

『共産主義者ご自慢のコンクリート建造物も、存外に脆いじゃないか』

　おやおやと嘲笑していたターニャだが、しかし、その微笑みは飛び込んでくる友軍第四中隊からの報告で水を差される形となる。

『場所によりけりかと。フェアリー09より、01。申し訳ありません、クレムリンの防御に、てこずっております。外壁が異常に強固です』

『陣地攻撃を想定したのか？』

『はい。試しましたが、あれは頭がおかしいです。爆裂術式どころか対拠点貫通攻撃用の鉄鋼術弾ですら弾はじかれてしまいました』

『やれやれ。コンクリートの配給とやらは、随分と偏っていたようだな。人民よりもクレムリンに重点配備されているわけだ』

　グランツ中尉の指揮する第四中隊の攻撃。それが弾かれるほどの分厚い鉄筋コンクリートとなれば、それこそ要塞砲でも持ってこない限りぶち抜くのは至難だろう。

　指向性爆薬を複数連ねるという方策も検討はできるが、手持ちに爆薬がそもそも殆どない。長距離偵察任務を前提としての装備なのだ。術弾にしたところで、拠点防壁貫通用の鉄鋼術弾は殆ど用意がない。

　突破に難渋する程度であれば、強いて襲い掛かるべきだろうか？　そこにスタ公の首があると確信できればグランツ中尉もろとも第四中隊を使い潰してもお釣りが来るが……あのスタ公だ。ヤバイとなれば、まず間違いなく逃走していることだろう。

　となれば、転進させて別方面に第四中隊を投入したほうが効果的。限られた時間内で最大限の戦果をあげるためには、ソフトターゲットを破壊させるほうが効果的だ。

『09、直ちに第四中隊を転進させたまえ』

『了解。直ちに』

　やれやれ、水を差されたなと苦笑するターニャに最大の朗報が飛び込んできたのは次の瞬間だった。

『04より、01。ヨセフおじさんを粉砕せり。繰り返す、ヨセフおじさんを粉砕せり』

『ご機嫌かね？　諸君』

『気分爽快ココニ極マル』

　ターニャは素早く計算し、嫌がらせを徹底するべく状況を整理しなおす。

　クレムリンを嫌がらせ程度ながら襲い、人民宮殿と秘密警察本部は炎上済み。そして、醜悪な個人崇拝用銅像爆破に向かわせた第二中隊もあっさりと目的を達成したらしい。

　気分爽快とは大変ご機嫌である。羨ましい限りだが、ヨセフ像を蹴っ飛ばせば確かに気分爽快になるに違いない。まあ、一番メンツにかけて警備が厳重かと思っていたがそうでないならばちょっとばかり冒険してみても良いだろう。例えば、広場ど真ん中に硫黄島らしく帝国旗を掲げてみるとか。

　マリーンに倣うのはちょっとどうかと思う？

　いやいや、良いものは良いもので……〝様式美〟というものは、要するに美しいものである。哲学者らの議論を待つまでもなく、打ち倒されるコミーというのは素晴らしいのだ。

　はためく帝国旗をコミーの心臓部に掲げる。政治的インパクトは絶大。冒すべき危険は、広場の制圧が完了した今ならばそれほども無し。

　なにより、連邦の首都に帝国の旗が翻るのだ。共産主義者の傲慢な顔とて、さぞかし青くなることだろう。彼らは、二度とこんな失態を犯さぬようにモスコーを要塞化してくれるに違いない。

　……可及的かつ緊急に前線で必要とされるであろう物資と人員を盛大に差っぴかれるとしてもだ。従って主戦線に対する掩えん護ごとしてみれば、これほどまでに完璧な陽動もない。きっと、ゼートゥーア閣下にもご満悦いただけるに違いないと確信できる。

『大変結構。では、広場に旗でもつっ刺して帰ることにしよう』

『旗でありますか？　折角ではありますが……我々には手持ちがありませんが』

　部下からの残念な回答にターニャは少し気を落としかける。だが、心配は全く無用だ。腹案もなく提案するほど、段取り力がないわけがない。

『心配ご無用。入手先に心当たりがある』

　コミーの習性を知ち悉しつしていれば、柔軟な対応が可能になるのである。知識こそ力なり。知っていると知らないとでは選択肢が違うのだ。

　さてこの場合は、コミーはプロパガンダが大好きで映画が大好きで、ついでに検閲が大好きであることを知っていれば話が簡単になる。当然ながら、コミーの映画は検閲されて政治的に正しい映画となるのだ。つまり、ここしばらくでいえば反帝国的なプロパガンダ。

　……邪悪な帝国軍の邪悪な国旗もなしに映画を撮影できるものではない。

　当然、山のように燃やすための国旗やらなんやらがあるだろう。連中のいうところの正義の軍隊としてのコミーの赤旗もたくさんあるはずだ。燃やす旗にも困らないのは最高というやつである。

　撮影用機材もそこから拝借できれば最高だ。

『一体どこから？』

『コミー御自慢の映画撮影所だ。連中、反帝国プロパガンダに使う国旗くらい持っているだろうよ』

『ああ！　仰るとおりです、少佐殿！』

　そして、わが意を得たりとターニャをほくそ笑ませるのはセレブリャコーフ中尉に心当たりがあるらしいことだった。

　無線で話すべきではないな、と解釈したターニャはこちらへと腕を回してセレブリャコーフ中尉を呼び寄せ、端的に質問を投げかける。

「副官、場所は分かるかね!?」

「昔と変わらないのであれば！　多少記憶は怪しいですが、事前配布されている地図どおりであれば、場所は分かります！」

「大変結構！　現地徴発を命じる。ああ、軍票と支払い証明書を忘れないように！」

「……了解しました。もちろん、略奪などせずにきちんと徴発いたします！」

　ターニャの悪趣味な冗談を汲んだのだろう。教本通りの敬礼で任務を請け負うなりセレブリャコーフ中尉は数人を引き連れてモスコー市内へと降下していく。

　コミーの代わりに、我々がプロパガンダ映像を用意してやろう。

　コミーの機材で。

　まあ、燃やされるのは帝国の国旗ではなく連邦の国旗に変更。コミーの赤旗だ。きっと、炎に映える筈だ。その光景を想像するだけでもう十二分以上にわくわくしてくる。

　愉快爽快というやつだろう。ついでに、コミーの広場に我々が国旗を掲揚してやるのだ。ああ、ジャーナリストを連れてこなかったことが実に悔やまれる。いくら急だったとはいえ、報道関係者をこの辺でつかまえるわけにもいかないし全く度し難い。

　次善の策は、やはり自前の機材を調達することだろう。

『……確かに。御尤もです』

『旗と撮影機材をデリバリーしに行く。それまで、適当に廟でも壊しておきたまえ』

『了解です！　お待ちしております！』

　さて。映画撮影所で文化交流としゃれこむことにしよう。

　コミーに文化があるかって？

　もっともな疑問ではあるが、安心したまえ。内陸国にも海軍が存在するのだ。理論上ではコミーにも文化が存在しても何らおかしくはない。
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　響き渡るのは、鈴の様な祈りの声。長らく、本当に長らくこの地で弾圧されていた信徒が歌うかのような祈りの声だ。連邦国民にその意が解されるように、敢えて連邦公用語で紡がれる祈りの声。

　穢れを祓い、天の王を讃え、魂の救済を謳う声。

　そして、襲撃されるモスコーだ。

　この世に煉獄が生まれたのかと信心深くない人間でも思わざるを得ないほどの惨劇。

　あまりといえば、あまりの光景だった。憲兵や秘密警察程度の反撃では軍隊、特に魔導師大隊相手には一蹴されるのがオチ。強勢を誇った大国の面子は、たった一瞬で完膚なきまでに粉砕された。

　つい先刻まで、ロリヤが執務を行っていた建物の前に広がる首都の広場には意気高らかに帝国の軍靴が突き立てられる始末。

　革命の指導者らが眠る廟は爆破され、同志書記長が閉じ込められているクレムリンも陥落寸前。子飼いの軍人らが、どうにか撃退を試みているものの反撃は悉ことごとく叩き潰される始末だ。対空防御陣地といえば、やたらに対空砲火を盲射するだけで敵に対してはなんら有効でない張り子の虎であったことを露呈している。

　先ほどまでロリヤが観察していた限り、敵は五十にも満たない少数だ。魔導部隊の編制からいえば大よそ大隊だろうか？　とはいえ、所詮魔導師からなる大隊であり人数で言えばたかがしれている。

　たった、たったそれだけ。

　それだけの連中に良いように暴れまわられているのが現状なのだ。大凡、連邦という国家において党統治機構の上部にいる人間ならば、我を失ってしまうのも仕方ないような状況だろう。

　まして、ここは連邦だ。並大抵の国家ですら、責任問題に発展するのは避けられないが……連邦では文字通りの粛清劇が幕を開けるに違いない。

「ああ！　なんということだ……」

　それだけに、まともな視点で物事をとらえるならば、ロリヤが空を呆然と見据えているのは事態の深刻さを何よりも雄弁に物語るものだろう。

　緩やかに降下しつつある帝国軍将兵。

　彼の視線の先にあるのは、帝国の国旗を手にする敵部隊。その先頭に立つ彼女をはじめとして彼らはふわりと地面に降り立っていく。凜々しい表情の敵指揮官は……しかし、遠望した限り子供にしか思えないほどだ。そんなお子様に、首都を蹂躙されている。
















　ロリヤの眼前で、これほどの失態。それも、ヨセフのいる首都が失態を繰り広げられた舞台ときている。粛清の実行人として恐怖を限りなく撒き散らしているのがロリヤならば、ヨセフはその処刑命令を書き下ろす張本人である。

　そんなヨセフとロリヤの前で、首都を直撃されたという一報を知ったとき、連邦軍の幹部らは一様に暗澹たる事態を覚悟した。

　軍人らの首がダース単位で物理的に飛ぶくらいならば、それは連邦においては平和的な解決。連邦軍の将校らが、一瞬だけにせよ前線よりも後方の政治情勢を恐れたのは彼らに叩き込まれた恐怖がいかほどに根深いものであったかを雄弁に物語ることだろう。

「……素晴らしい。なんと可憐なのだ」

　だが、連邦軍の将校らが恐れるロリヤの感情は……怒りとは無縁の喜びであった。空を見つめつつ、震える彼の口から零れ落ちた言葉は純粋な真情。

　共産主義的微笑とでもいうべき奇妙な偽善的微笑を常に浮かべていた彼の表情。それが第二の表情となっていた仮面を引きはがし、滅多に見せない純粋な恍惚の極みをまじまじと示すほど。

　その視線の先にあるのは、愛くるしい造作に信念を張りつめた顔。

　あれを屈服させることを想像するだけで、ロリヤの自制心は限界だった。

　見つめれば、見つめるほどに狂おしい。ロリヤは形容しがたい感情に駆られつつ、自分の精神が、形容しがたいほど変容するのをどこかで自覚していた。

　ああ、これが一目惚れなのか、と。

　あれが欲しかった。あの幼女を、自分の下に組み伏せたかった。ああ、知りたくて、知りたくて、たまらない。

　もはや、もはや、他のなど眼中に入らない。ロリヤにとってみれば、どうでも良い。

「……欲しい。ぜひとも欲しい。是が非でも欲しい」

　あれを見てしまったのだ。真実、恋い焦がれる対象を見つけてしまったのだ。

　これからは、他のモノなど木偶でくの坊に見えてならない。確信できた。きっと、他のでは代用品にもなりえないだろう。

　凜とした表情は一枚の絵の様に美しく整っていた。戦闘の続くモスコーにあってすら。それは輝きを放っていたのだ。飾らずとも、隠しようのない美がそこにある。

　そして、放たれた声もなんと魅力的なことか！　歌うような祈りの声は、心地よい鈴のような声だった。忌々しい帝国の国歌であってすら、その声は見事だった。

　ぜひとも、その麗しい声で喘あえがせたいではないか。

　ああ、いや、それもよいが。その前に端正なお顔を歪ませるのも悪くない。まてまて、愉悦を味わう上では品の良い顔を恥じらい赤面させるのも素敵じゃないか。

　いや、たまらない。たまらなく滾たぎる。

　是が非でもこの手に。なんとしてでも、手に入れたいと思った。権力への渇望もないとは言わない。だが、それすらもこの衝動に比べればなんと卑小かつ矮小なものか。

　これは、もはや〝愛〟だ。

「手に入れてみせよう。ああ、そうとも、手に入れてみせるとも」

　私の理想のお人形を。ああ、待ち遠しい。待ち遠しくてこちらから手を伸ばしたくなるほど。素晴らしい、これが恋だ。年甲斐もなく、ドキドキしてしまう。いや、そわそわだろうか？　ともかく、居ても立っても居られない気分とはこういう気分に違いない。今ならば、どんな困難でもやり遂げようという意欲と決意に満ち溢れているようだ。

「手段は選ばない。なんとしてでもだ。そう、なんとしてでも」

　目的のためには手段をえらばない。選ぶつもりもない。そのためならば、如何なる悪魔とでも手を結ぼう。

　如何なる政敵とでも妥協しよう。いかなる、不穏分子ですら活用してみせる。シルドベリアにぶち込んだ処分予定の魔導師達を助命してでもアレが欲しい。

　いや、むしろそうするべきだ。あれをひっ立てられるならば、誰だろうと構わない。それこそ、イデオロギー上の脅威であろうともだ。

　ああ、早く。早くあの花を手折りたい。
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　人の不幸は蜜の味。少なくとも、自分の不幸は砒ひ素その味だろう。だが、珍しく。本当に珍しいことだが。連合王国の首脳陣は他国の不幸に心底喜べないでいた。

　まあ、同情はしていないが。

「……間違いないのかね？」

　第一海軍卿が肺腑から絞りだす声には疲労がこれでもかと込められている。開戦から急ピッチで態勢を整えている海軍だが、早くも通商ラインで小競り合いが散発。

　通商ラインの維持は海軍卿の強靭な精神をも磨すり減らせている。

　そんなところに、こんな報せだ。ワインを抱えて寝込みたくなったとしても、それは個人の責任ではない程に悪い知らせだった。

「はっ、大使館を通じて届けられた最新の記録です」

　当然、この報告を持ち込む情報部は歓迎されざる報告者とならざるを得ない。誰だって悪い知らせよりは、良い知らせを持ち込む人間を歓迎するものだ。それだけに、下手におどおどするよりは超然とした態度の方がまだマシ。

　そう判断した対外戦略局のハーバーグラム少将はあえて表情を殺し淡々と報告した。

　モスコーに少数ながら魔導師部隊が浸透襲撃。最初の知らせは、大使館に配属されたばかりの情報将校からの緊急報告だった。

　曰く、『帝国軍魔導師がモスコー上空を旋回中』。その第一報を聞いた時は、戦略的なプロパガンダ作戦だろうと判じたものだ。旋回飛行ということは、示威行為。

　対連邦の戦果誇示と戦意高揚のプロパガンダだろうと誰もが驚嘆した。よくぞ、交戦国の首都にアプローチできたものだというのがその理由である。

「モスコーの主要政府機関は徹底的に襲撃されたと判断いたします」

　だが、そのうちに事態が少しずつ明らかになるにつれて驚愕は恐怖と畏怖にすり替わった。少数部隊のはずが連隊規模の魔導師に規模が変化。それも、複数が散開して同時に突入というモノに変化し示威行動よりは本格的な襲撃と判断される。

　決定的だったのは、その破壊規模だ。

　モスコーの大使館員によれば、少なくとも秘密警察と革命記念広場などが完膚なきまでに粉砕されているとのこと。真偽は定かでないが、広場には帝国の国旗まで突き刺されたという。並行して、クレムリンに対して大規模な攻勢が敢行され陥落寸前まで追い詰められたとの未確認情報まで飛び込んできている。

　市内は極度の混乱状態にあるというが、そのため詳細な被害状況すら不明なのだ。

　それを惹き起こしたのが帝国軍魔導部隊だというのは、確実だ。連隊規模といえども、せいぜい百名いるかいないか。相対的には少数部隊の浸透奇襲とも形容可能。とはいえ、報告書を読む限りその破壊力は抜群だった。

　厄介なことは此処ここから。防衛担当者らにとってまさに悪夢だが、連邦が喰らった損害を連合王国が受けずにすむという保証はどこにもない。

「防空体制を見直す必要があるな」

　今更ながら、閣僚らが認識したのはロンディニウム防衛の脆弱さ。海の防壁は今なお健在であり、海路からの侵略は許しなどしない。連合王国艦隊は、海を守り抜くだろう。

　しかし、空からの侵入者を追い返せなければ今の場合は意味がないのだ。

「最低でも、連隊規模の敵部隊を阻止できるかね？」

「……侵入そのものを阻止できるかは、微妙かと思われます」

　同時に、事態に対処させられる陸軍参謀らの顔面は蒼白寸前となっている。首都防空にしたところでせいぜいが、鈍重な爆撃機程度を想定していた防空体制だ。本土南端部にレーダーサイトをはじめとする警戒陣地は構築しているが……俊敏な魔導師が長駆して大隊規模か連隊規模で襲撃してくるという想定はされていない。

　万が一、連邦が受けた攻撃と同規模の攻撃を受けた場合、首都上空への侵入阻止は極めて困難となりかねない。

　そうなればどうなるか？　連邦の醜態を連合王国が同じように晒すということになる。考えただけでも、恐ろしい事態になるだろう。そして、参謀らはその可能性が排除できないことに気が付ける。

　……気が付けるがために、彼らの気分は果てしなく沈まざるを得ないのだ。

「では、我々が連邦のような醜態を晒しうるというのかね？」

「現状では、その公算が必ずしも拭えないかと……」

　誰だって、そんなことぐらいは言われずともわかる。そんな苛立ちを込めて、首相はデスクを叩きつけて愚痴を断つ。必要なのは、対応策だ。

「結構だ。対応策を聞きたい」

　欲しいものがあれば、聞いてやる。だから、早く言いたまえ。さもなくば、全責任を何かあれば貴様にとらせてやろう。そんな視線を受ければどんな高級軍人とて観念して素直に必要な物資を口にせざるをえない。

「防空網の強化が最優先になります。追加で戦闘機部隊と魔導師部隊を本国防衛軍団に配置していただきたく」

　実際、陸軍参謀総長の転身は軽やかと評すべき迅速さだった。つい先日までは、ある程度の自信を見せていたにもかかわらず判断の切り替えだけは素早い。

　いや、教訓を学ぶことにかけては才能があるというべきか。古典に拘泥し、学ばない将官よりはよほどましかと首相はとりあえず評価した。

「しかし、そうなれば南方大陸に回せる戦力に限界が出ます！　内海艦隊と現地の南方大陸方面司令部からは、すでに連名で再三の要請が！」

「アレクまでは、まだ戦略的緩衝地域があります。共和国のために我々が犠牲となることもないかと」

　外務卿が慌てて抗議するが、陸軍の反応は冷淡なままだ。まあ、連中にしてみれば外務省の面子に配慮する程度の義理はある。だが、自分達の面子を深刻に蹂躙される危機を敢えて引き受けるまでの義理でもないということだろう。

　南方大陸でひたすら増援を求める自由共和国の要請を伝えてくる外務省には外務省の理屈と立場がある。同盟国を戦列から離脱させぬ取り組みだ。大切なことは陸軍とて理解している。だが、陸軍には陸軍の理屈と関心があるのだ。

「同意しますが、限度があります」

　その点で、陸軍よりは微妙な留保を加えたのは海軍軍令部であった。その姿勢をみるにつれ、連中は内海艦隊と共和国残存艦隊の合流した戦力を評価しているのだったなと列席者は思い出す。

　少なくとも、運河と植民地防衛のためにはある程度戦略的緩衝地帯を維持したいのだ。そのためにはある程度、ある程度だが共和国の残骸に戦ってもらうに越したこともない。

　……まあ、こんなことを考えているからいつも共和国に嫌われるのだ。お互い様だが。

「逆に、我々が同じことを試みるのはどうかね？」

　少し話題を変えよう。そう考えたのだろう。大蔵卿が、柔軟なアイデアを提示することで取り敢えず別方向からの検討を提言する。

「……うむ、悪くない提案だと私は思うが」

　せっかくの助け船だ。乗っておくことにしよう。そう判断し、とりあえず議論に組み込む。

「難しいかと思われます。少なくとも、判明している帝国軍の配備状況だけでも連中、首都に三個大隊規模の魔導部隊を配置しているようです」

　だが、軍は即答した。この様子からして、連中も一度は同じことを検討したらしい。結論が出ていたからこそ、わざわざ提案しなかったのだろう。

「……ずいぶんと大盤振る舞いだな」

「教導隊、技術廠しょう、補充大隊の様です」

　それにしても、よっぽど連中には余剰戦力があるのだろうか？　思わず呆れかけた閣僚らを代表して第一海軍卿が溜息を吐つく。一応、首都にいる理由に納得がいく部隊だとしてもどうしてこんなところにいるのかと歎きたくもなるのだろう。

「とりわけ、教導隊の実力は本物だと推測されます。補充大隊はともかく、教導隊に要撃された場合、同数ではまず突破を期待できません」

　加えて、情報部の駄目押しが入る。報告書に記載されている情報から察するに、精鋭中の精鋭が集められたのが教導隊。前線に出てくる機会そのものは少ないものの、実戦経験豊富な士官らで構成されているために現場慣れはしているらしい。

　むしろ、消耗していないために下手な部隊よりも精強との分析すらあるほど。

「そのための奇襲では？」

　今更ながら、話を聞いていた大蔵卿が疑念を提起。確かに、そのための奇襲だ。連邦に対する帝国の襲撃も奇襲に近いと大枠で判明している以上、可能性はあるのではないか。

　そんな趣旨の疑念が込められた発言。

　とはいえ、そうした発言が出るのは文民からだ。

「ライン戦を通じて旧ライン方面には対空警戒線が帝国によって既に構築済みです。運用されている迎撃網に一切感知されずに突破するのは困難かと」

　ライン戦線を少しでも知っていれば。つまり、軍人であれば誰でもあの戦線の防御陣地を知っているということを勘案すれば。誰だろうと、奇襲が困難だということはわかる話。

　そもそも、ライン戦線では帝国軍ですら奇襲ではなく強行突破を図らざるを得ないほど双方の警戒網が張り巡らされていたのだ。ライン戦に帝国が勝利したからと言って、そこの防御陣地をいちいち帝国が放棄する義理もない。

　どちらかといえば、警戒線は堅持しているだろう。実際、ハーバーグラム少将も再三調査させたが穴は見つかっていない。そうである以上、警戒線に感知されずに突破するのは困難。

　むしろ、警戒線に敢えて接触させるハラスメント攻撃の方が有意義だと判断せざるを得ない程だ。海軍の支援を得て、海兵魔導師を突入させる案もなくはないが成算は乏しいという結論。

　なにしろ敵航空優勢下で敵支配領域へ艦隊を長期間さらすなど論外だった。まして海兵魔導師の希少性を勘案すれば、リスクが高すぎた。

　それを考えるまでもない話として、そもそも海軍を今前線から引き抜けるはずもなし。

「こちらから仕掛けるのは、非常に困難だというのが各軍の結論であります」

　結局、連合王国にできることは時間を稼ぐこと。そして、貴重な時間で以って反攻のための力を付けることしかない。いいたくはないが、連邦と帝国が潰し合ってくれねば当面好機はないかもしれない程だ。だいぶ状況は苦しいと言える。

「……よろしい、連邦の対応は？」

　だが、それには連邦と帝国の消耗戦が絶対に必要不可欠。忌々しいことに、帝国は連邦の首都を突くことで大きく揺さぶりをかけている。連邦は後方防衛のために大量の部隊を張り付ける羽目になり、対帝国主戦線はかなり制約されることが予想された。

　実際のところ、連邦の不幸を素直に連合王国が喜べない最大の理由もそこにある。

「すでに、首都防衛部隊の再配置を完了した模様であります」

　つまり、どこからか忠誠心が高くて能力もそこそこの部隊が転用されたということだ。当然、連合王国としてみれば、それはぜひとも帝国と主戦線で殺し合ってほしい存在である。

「襲撃に参加した帝国軍部隊は、すでに離脱済みです」

「連邦は言を濁しましたが、追撃部隊は振り切られるか墜おとされたようです」

「こちらも、同じ見解です。コンタクトをロストしていると情報部は判断しました」

　そして、襲撃に参加した部隊が無事に離脱しているという知らせは再発の可能性を示唆することになる。帝国軍の精鋭が、再度首都を襲撃するかもしれないという恐怖。

　特に、連邦の様な専制国家では絶対に再発が許されないだろう。それは、政治的にも軍事的にも連邦の権威を徹底的に傷つける事態だからだ。

　まかり間違っても、連邦の軍官僚は自分の首を物理的に飛ばしたいとは思わないはず。当然、彼らが軍を運用する際にはかなりの制約が付きまとい大量の遊兵を生み出すことになる。

　ついでに、帝国軍がモスコーを襲撃して悠々と帰還との報は帝国の戦意を高揚させるに違いない。こっちの戦意は上がるはずもないことを思えば、これも軽視できない情報だ。

「情報統制は？」

「敷くだけ無駄だ。モスコーを帝国の軍靴が踏みにじったというのは既にあらゆるパブで話題の中心だよ」

　そして、情報統制を行おうにも話の衝撃力が強すぎた。すでにパブに派遣した部下らから、ハーバーグラム少将は散々帝国が蹂躙する様を多種多様な表現で報告されている。

　曰く、帝国軍は悠々とモスコー上空で国歌を歌って意気揚々と国旗を掲揚した。

　曰く、帝国軍は革命の記念の地で赤旗を蹴り倒して帝国国旗を突きさした。

　曰く、帝国軍は映画配給所を襲撃して赤旗をことごとく燃やす意趣返しをした。

　曰く、帝国軍は偶像崇拝反対と叫んで革命指導者記念廟ごと爆破した。

　曰く、帝国軍は革命的に考えた挙句に偶像崇拝と秘密警察の破壊を敢行した。

　曰く、帝国軍は連邦の報道声明通りしっぽを巻いて〝前に向かって〟撤退している。

　曰く、帝国軍はクレムリンで記念撮影までした。

　曰く、帝国軍は文化交流と称して記録映画『彼らは涙を信じない』を上映予定とか。

　聞けば、最後のは「泣いたところで誰も助けてはくれない」という連邦の格言を皮肉ったらしい。要するに、強かにメンツを蹴っ飛ばされて泣きっ面に蜂の連邦を笑う帝国というブラックな表現とか。

　さすがに、ハーバーグラム少将をして苦いモノを覚えさせる程、帝国の襲撃は見事だったらしい。おそらく明日には、帝国軍と連邦軍のジョークが主流になっていることだろう。当然ながら、国民はそんな間抜けな事態に自分達が巻き込まれることを断じて許さないに違いない。

　誰もが、理解している。

　本土防衛は、同盟者との連携よりも優先されねばならないということなのだ。

「……自由共和国の外務につなげ。どちらにしても、対応を検討する必要がある」

　口を開いたのは首相だった。少なくとも、それが自分の責務であると自覚し行動する点において彼は潔い。少なくとも責任者として、責任を取るということをジェントリ魂が彼に求めたのだ。

「ド・ルーゴ将軍にはすまないが、我々の本土防衛が最優先されるのは自明だ。事態に変化が生じた以上は致し方ないだろう」

　運河防衛ができるのであれば、本土防衛に部隊を転用するのもやむなし。その決断は、当然ながら自由共和国の反発を生むだろう。だが、それでもやらねば帝国に本土を直撃されかねない。そうなれば、この戦争は終わりなのだ。

「ですな。誰が伝えに行くかと思うだけで気が滅入ってしまいますが」

　……まあ、このことを伝えに行かされる外交官の気分は最悪だろう。少なくとも、連合王国の外交官にとってみれば災難の種は播まかれた。

　もっとも、今更両国の麗しい信頼関係はこの程度で変わらないという冷めた見方もあるにはあるが。曰く、この程度はいつものことだ、と。
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　苦々しい顔の男たち。

　握りしめた拳と、苦渋の表情は今なお彼らの心中が激しい苦慮に悩まされていることを如実に物語る。誰もが、このような事態をひき起こした原因に激しく頭を抱えていた。

　まるで、そのありさまは敗戦が告げられた愛国者らのように悲哀を誘う光景。夢破れた兵らが、放心するかのような涙を誘うほどの哀れさすら放ちかねなかった。

　そして。

　その彼らの深刻さとは裏腹に、彼らが頭を突き合わせて呻いているすぐ傍では人々が熱狂的な歓呼を叫んでいるのだ。

　誰もが、歴史的な偉業だと帝国軍を賛美している。一方的な宣戦布告の報復として、敵国首都を直撃した軍の果敢な行動を支持する発言。

　常日頃、軍の対応が温ぬるいと絶叫する極右が手放しで絶賛。他方、軍に批判的な極左すら沈黙するほどの献身的偉業との評価。

〝モスコーを帝国軍特殊部隊が直撃せり〟

　その一報に、帝国臣民は熱狂的に酔いしれている。いや、それこそ殆どが快挙として陶酔しているのだろう。

　だが、だからこそ。だからこそ、帝国軍参謀本部はあまりの事態に思わず放心し苦慮しているのだ。

『政治的要素からの攻撃許可申請』

　この意味するところの認識が、デグレチャフ少佐と参謀本部では決定的に乖離していた。許可を出した時、参謀本部が認識したのはせいぜい首都を威圧する程度だろうというもの。

　なにしろ、曲がりなりにも一国の首都だ。陽動として襲撃行動をとるのは、一定以上の意義がある。だから、囮おとりとしてはまあいいだろう。

　それくらいの軽い気持ち、といえば語弊があるだろうか。ともかく、事態をせいぜい示威飛行程度と考えていた。そもそも、参謀本部では首都侵入の成算すら半数の参謀らは実現可能性を疑っていたのである。

　対する実際のデグレチャフ少佐の行動は破滅的と評するほかにない。首都上空への侵入。これだけでも、連邦は相当政治的問題を内部に抱えることだろう。まあ、その程度であれば単にプロパガンダの良い材料となる程度で済む。

　そう。その程度であれば。

　一国の首都を襲撃。政治中枢・秘密警察本部・政治的象徴をことごとく粉砕するか破壊し、意気揚々と国旗を掲揚。あまつさえ、敵国首都で国歌斉唱と万歳を三唱してどこからか調達してきた機材で記録画像まで撮っている。

　わざわざ、映える映像を求めて撮影用に何度か赤旗を燃やし直しました、と報告された時は意味がわからなかった。

　なんでも、デグレチャフ少佐直々にカメラを構えて記録映像を撮影したという。形だけ見れば、幼い少女がカメラを抱えている姿には微笑ましいものがあるのかもしれない。だが、当然ながらそのとき参謀本部の面々はどうしても微笑ましいと思うことができなかった。

　むしろ、カメラという武器を構えられたという形容しがたい何かを感じるほどだ。

「……まさか、ここまでやるとは。いや、やれてしまうとはというべきか」

　報告を受けたゼートゥーア中将の表情はすぐれない。いや、真っ青だったと評するべきだろうか。思い起こせば、確かに彼女は常々徹底した連邦排撃論者だった。

　国家総力戦に際して、アカの排除と防諜を誰よりも強く主張している。

　それどころか、二正面作戦への伝統的な警鐘を鳴らしている一派でもあった。そのドグマは明確であり、片方を叩き潰す機会があれば残る片方も徹底的に叩こうというもの。内線戦略とデグレチャフ少佐が呼称した誘引撃滅戦略は対共和国では実に有効だった。

　だが、だからこそというべきだろう。戦略的にフリーハンドを得た帝国が何をするべきか？　そんな課題を与えられれば、デグレチャフ少佐は徹底的に連邦を叩くに違いない。一応、というべきか。確認のために政治的配慮とやらを確認したのだろう。

　おかげで、一切歯止めなく破壊活動を敢行し連邦の面子を完膚なきまでに粉砕し埋葬した。一言で言えば〝やりすぎた〟。

「……間違いない大功です。敵首都直撃ともなれば、参加部隊に対して勲一等を認めねばならないでしょう。ですが、第二〇三航空魔導大隊は明らかにやりすぎました。彼らは、有能であると同時に限りないトラブルメーカーでもあります」

　敵国首都を直撃。同時に、帝国の旗を一時的にせよ、その地に掲げさせたということは間違いなく戦功第一。わざわざ、大隊長自らカメラを手にとりその記録までする徹底ぶり。

　少なくとも、戦意高揚や陽動という初期目的は完全に達成していると言える。

「連邦との和解案は？」

「……この状況下で、模索できるとお考えですか？　中立国での接触ひとつとっても、外務省は相当に難航するであろうと最高統帥府で腐していますよ」

「だろうな」

　早期終結を願う参謀本部にとっては凶報極まりなかった。まだしも、緊密な関係を有していた連邦軍との交渉による停戦の模索。その試みは、わずか数日で完全に途絶えたのだ。

　面子を何より重んじる相手の顔を蹴り飛ばすどころか、蹂躙する行為。

　帝国臣民は喝采を叫ぶが、その喝采の声すら参謀らには頭痛の種に他ならない。講和など言い出せる雰囲気ではないし、明日にでも連邦に城下の盟ちかいを結ばせてやろうという声すらある。

　こんな状況では、ただでさえ難しい交渉がほとんど実現可能性の欠如したものとなるだろう。チェスで言えば、初めから詰んでいるようなもの。

「情報としては、当面講和可能性は皆無であると判断いたします」

　今さら、という感じで情報部がどこか諦めを漂わせる声で情勢分析を纏める。これでは、国境防衛に終始してなんとか落とし所を探ろうという外交畑の努力を無意味と評するようなものだ。つい先日までは、なんとか国境を防衛せよと主張していたにもかかわらずである。

「作戦としては、多少主戦線が楽になると判断します。ですが、突破後の抵抗は熾烈を極めるかと」

「戦務としては、中立国への連邦圧力増大を懸念せざるを得ません」

　純戦術的には大成功だろう。確かに、主戦線の援護としては十分すぎる陽動だった。だが、戦略としてみれば帝国軍参謀本部は自らが許可した襲撃行動でのたうちまわる結果になっている。

　連邦軍は面子にかけて戦争に取り組むことだろう。いや、連邦という国家そのものが本気で戦争に取り組んでくるのだ。ある意味では、共和国残党及び連合王国という敵を抱えていたところに第二戦線を形成されるに等しい。

「情報部も同意です。同時に、親帝国派の影響力が急激に低下しているため情報収集に支障が」

　そして、脈々と形成してきた親帝国派はこの襲撃で根こそぎ一掃されたことだろう。

　連邦との融和は、もはや望むべくもない。

「……で、いかがされますか？　まさか、あの連邦に攻め込む計画でも？」

　当然、解決策は連邦を叩いて下すということになる。だが一体どうやれというのだろうか。連邦の国土はまともな将校なら、それだけで兵站のことを思わざるを得ないほど広大だ。

　そんなところに、反帝国感情に包まれたナショナリストがうようよ。兵站線の確保だけで帝国軍は出血死しかねない。

「論外極まる。兵站線がそれだけで崩壊するぞ」

　そこに居並ぶ参謀らの総意がこの言葉に込められている。だからこそ、彼らは連邦とことを構えたくなかった。挑発するような真似すら、可能な限り各方面軍に通達してまで自重させていたのだ。

「……だが、賽さいは投げられた」

　そう。もはや、後戻りができない段階へ強制的に押し上げられてしまっている。帝国は、その小さな勝利の対価として大きな犠牲を払うことになるだろう。

「東部でも包囲撃滅による敵出血死を狙う、これしかないでしょう」

　デグレチャフが帰還次第、奴を締め上げてやる。そう内心で誓ったレルゲン大佐は採決を伺うようにゼートゥーア中将に視線を向けた。

　どの道、他に選択肢はいくつもない。

　やはり、狂犬だった。いや、狂った獅子だ。

　そう思いながら、レルゲン大佐は可決される自らの案を寒々しい思いで見つめていた。

　大戦争。

　どこまでも、拡大していく大戦争。その第二幕を自分達がこじ開けてしまうという悪寒と共に。









解説



【ドゥーリットル】　「空母から発艦した陸上爆撃機」で東京を爆撃してのけたヤンキー魂の塊ども。たぶん、陸上機を空母から発進させるのはこいつらぐらい。
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　帝都の参謀本部が内奥、作戦会議室。

　東部にて連邦との戦闘状態に突入して十日。机に広げられた地図に書き込まれた戦況は、その十日でいかほどに帝国軍が下がったかを教えてくれる。

　国境線より東部方面軍の防衛線が徐々に押し下げられているというのは、たびたび書き加えられた修正で如実であった。無論、連邦の第一撃により押し込まれうるというのは帝国軍参謀本部も覚悟してはいた。

　敵が膨大であるという事実を認識し、対応策も用意していたのだ。それでも、前線の報告と戦況の推移は襲来した正面の敵戦力が想像を遙かに上回るという恐るべき連邦軍の巨大さを否応なく表している。

　だからこそ、迎撃の作戦立案を行っていたルーデルドルフ中将はもっと兵力を東部に集中配備したかったのだが、と零さざるを得なかった。

「やはり、敵は予想以上の規模だ。東部方面軍が泣きついてきた。方面軍では戦略予備を全て吐き出したとのことだ。この調子では全戦線で慢性的な兵力不足となる。当初計画よりも後退せざるを得ないだろう」

「東部に重点配置しておくべきだった、という批判ならば甘んじて受けるとも」

　手元で葉巻を燻くゆらせつつ、しかしゼートゥーア中将は止むを得まいと返していた。

「情報部門の梃入れは必要だろうな。そんな軍事情報部が慌てて寄越した最新の敵情だ」

　いやはや、呆れた話じゃないかと続けるゼートゥーア中将の言葉。書類を差し出されたルーデルドルフ中将がぎょっとするのを眺めつつ、大軍だなとゼートゥーア中将は続けていた。

「東部正面の連邦軍だけでおおよそ百五十個師団。ダキアへ南進中の別働隊がおおよそだが二十五個師団程度だ。軍事情報部門の事前予想では、最大でも百二十前後だったというのに予想よりも五割近く敵兵力が多い」

　連邦軍は膨大であるという認識は間違っていなかった。ゼートゥーア自身、兵站に係かかわる立場としてこれほどの軍隊を即時に動かせる連邦の国力はやはり侮れないと感じざるをえない。

　なにより驚愕するのは、集中の度合いだ。連邦はその長大な国土ゆえに帝国軍よりも各方面に分散配置せざるを得ない。にもかかわらず、とゼートゥーア中将は素直に驚愕している。連邦軍が、よくもまあ一方面に百七十五個師団も投じてくるものだ。よほど、他方面での安全保障に自信があるのか、それとも更なる予備戦力があるのか？

「これで、本格動員前だというから恐ろしい。馬鹿げているとしか思えん数だな。こちらの手持ちは？」

　ルーデルドルフ中将がぼやく言葉は苦々しい。そして、ゼートゥーア中将も渋面で頷かざるを得ない。なにしろ、連邦軍はまだもう一段階ほど兵力を拡張する余地を残しているであろうという公算がある。

　連邦は奇襲攻撃を意図するに当たり、その意図を帝国に対して一瞬でも長く隠匿するように動いた。お陰で、というべきだろう。最後の安全装置であるカナリアらが鳴くまで、連邦軍の動きを帝国軍は警戒しつつも……どこかで油断してつかみ損ねていたのだ。

　徹底したことに、連邦軍は戦時体制への移行という決定的な戦闘意志を帝国に悟らせないように動員を開戦ギリギリまで控えることすらやってのけた。はぁ、というぼやきと共にゼートゥーア中将は帝国軍の直面している現実を僚友に告げる。

「東部正面ですらかなり苦しい。西方が落ち着いたことで増強されているとはいえ、東部方面軍は全軍でも六十個師団程度。旧協商連合方面から抽出した五個師団と、本国即応予備の三個機甲師団と三個歩兵師団を投じたが、それでも半数にすら及ばん」

「百個師団の大陸軍を動員できてやっと一段落、というところか」

「それについては、最新の報告が入った。状況が計画とは違うらしい」

　なに、と目線で尋ね返してくるルーデルドルフ中将にゼートゥーア中将は脇の封筒から取り出した書類を渡しつつ、簡潔に結論から口にする。

「完全な動員は難しいだろう。動かせて六十だ」

　百個師団の動員という理想とは裏腹に、帝国軍の動かせる大陸軍の実働は六割程度。戦務に携わるゼートゥーア中将は甚だ遺憾ながら、その六割とて新兵と銃後からの予備役動員で補塡した師団が少なくないと判断している。

　戦闘力に関して言うならば、額面戦力どおりにはいかないだろう。

「六十だと!?　ゼートゥーア、貴様、それでは事前の説明と違いすぎる！」

「三十は二週間もあれば追加動員できる。だが、あと十は無理だ。ライン戦線以来の西方攻勢やら何やらで、基幹要員たるべき将校下士官の動員が追い付かないだろう。とてもではないが、定数を充たせる状況にはない」

　ついでに、とゼートゥーアはそこで付け加える。

「三十にしたところで、二線級の後方警備師団として使えれば御の字だ。悪いが、火砲に至っては鹵ろ獲かくした元共和国軍のものを再利用しているに過ぎない。機関銃の装備率に至っては、ラインでの塹壕戦突入前と比較してさえ貧弱そのものだな」

「装備の件は貴様から繰り返し聞いている。それはいい。だがゼートゥーア中将、人員が足りないというのは初耳だ。何故それを伝えてくれない？」

「言いたくないが、私が知ったのもつい二十分前だ。参謀本部戦務参謀次長の管轄は、兵員の装備と訓練であり……人員に関する人事については私ではなく、我らが最高統帥府と人事局の管轄というわけだ」

　お役所仕事というやつは恐ろしいぞ、と苦笑するしかない二人だが、全く冗談じゃないというのが本音。この局面で、使える兵力が制限されるというのは苦しい台所事情だとしても、やりきれない。

　再検討が必要か、と苦渋の決断を下すルーデルドルフ中将に、一つあてがないわけではないとゼートゥーアは提案していた。

「提案なのだが……ダキア方面への増援部隊を東部正面に転用することを検討するべきではないだろうか。私が見るに、重装備の二、三個師団は東部正面に再配置できると思う」

「そうだな。進駐させている十四個師団で何とかさせればいいだろう。我々にしてみれば、ダキア全域を縦じゅう深しんとしても本土防衛上の損失は限定的だ」

　ふむ、と呟くなりゼートゥーア中将は友軍の手持ちと、連邦軍諸部隊の進撃予想ルートを机に広げた地図へ書き込み黙考する。

　東部方面は、正面が広すぎて塹壕による縦深陣地を作れるほどの兵力はなし。兵員密度から言って、東部で塹壕を掘っても前線が広すぎて守り切れない。

　となれば、目下のところ東部軍にできるのは遅滞戦闘に主眼を置いた後退戦あるのみ。適切なタイミングに居て迎撃を見計らうべき段階がポイントであった。

「ルーデルドルフ中将、貴官の見解を伺う前に状況を整理したい。我々が直面している敵侵攻軍の群は主として三つ。北部のノルデンへ向かいつつあるＡ集団。東部国境線を突破し、本国をつく構えを示すＢ集団。そして、ダキア方面への移動を開始しつつあるＣ集団だ」

「見立てに同意する」

「貴官はどこを主攻とみるかね？」

「数で言えば、Ｂ集団が圧倒的に主力だな。おおよそ百個師団相当。展開領域を思えば妥当な数だろうがＡ、Ｃ集団を合計した七十五個師団よりも尚なお多い」

　呻くような声を零すルーデルドルフ中将の指摘に、ゼートゥーア中将もまた重々しく頷く。偵察機が持ち帰った写真と、前線の報告、それにシギント情報を統合した敵情は呆れるほど多勢の連邦軍がなだれ込んできているという結論に至らざるを得ないものだ。

　帝国軍の強みである内線戦略による各個撃破という可能性に対し、分散させてなお帝国軍主力部隊と数的に張り合える敵軍というのは正まさしく帝国軍参謀本部が恐れてやまない悪夢だ。

「……物量に任せての多方面での進撃。物量飽和による人海戦術。いずれも、帝国軍の限られた戦力を圧倒し、こちらの戦線を力ずくで押し込むという観点では非常に有用な戦略であるのは間違いない」

　ゆっくりと椅子に腰を下ろし、葉巻を燻らせながらゼートゥーアは彼我の戦力差を踏まえた策を連邦がとるのも道理かと嘯く。

「机上のプランとしては、と付け足すべきだろうがな」

　貴様もやるか、とルーデルドルフに葉巻を差し出すゼートゥーア中将は、しかし、ぼそり、と彼の思うところを付け足さずにはおれないのだが。

　実際、連邦軍が帝国軍と同錬度で同等程度の装備状況ならば帝国軍東部防衛線は今日にでも瓦解していただろう。だが、実際は『敵の数が多すぎる』とぶつぶつ言いながら防衛戦闘で、きちんと組織的に後退戦闘中。

　意味するところは、これまた帝国軍にとっては予想外にも……連邦軍の装備・訓練状況が想定以上に劣悪らしいという強烈な示唆だ。数だけの巨人であるならば、帝国軍にとってそれは脅威ではあっても……致命的ではない。

「よく言うよ、ゼートゥーア中将」

「そうでもないだろう、ルーデルドルフ中将」

　にやり、と微笑み返してくる悪友をお互いにみやる彼ら。彼らには、やれるだろうなという自信と確信が漂っている。全く参謀本部の参謀将校という人種は性格が悪くて仕方がない。帝国軍の参謀教育は、良くも悪くもただ才を求めるという典型例だろう。

「さて、少し真面目に話すが……ある意味で我々に馴染みのある想定集ということになる。内線戦略の想定通り、敵の侵攻部隊をそれぞれ各個撃破するぞ」

　だが、そこでややゼートゥーア中将の癇に障ったのはルーデルドルフ中将の自信に満ちた言葉だった。力強く、だからこそゼートゥーア中将にとって眉を顰めるに足るもの。

　薄々と感じているのだが、参謀本部の作戦担当らはどうにも……一撃解決に拘りすぎる傾向がある。理解できなくもないのだが、彼らは「長期的な視点」を「作戦の自由度」という要素で考えすぎるというのがゼートゥーアの悩みの種だ。

「まず、北東部におけるＡ集団の撃滅だ。叩けるところから叩き、ついでＢ集団だ。Ｃ集団はダキア方面において牽制を兼ねて撃破してしまいたい」

「同意する。まず、Ａ集団を大陸軍で叩き潰し、返す刀でＢ集団を東部軍と大陸軍で撃滅する。しかし、この際ダキア方面のＣ集団は放置してその分の戦力も東部方面軍に回すべきではないのか？　戦力の集中は大原則だ」

「ゼートゥーア、正気か？　戦力比でいえば、一番ダキア方面の部隊に無理をさせることになる。半数の手持ちで頑張れというのはまだしも、そこから手勢を引き抜くとなればさすがにダキア方面は停滞するぞ」

　増援を東部中央に転用するぐらいであれば兎も角だ、と否定的な言葉を口にするルーデルドルフ中将。彼の言わんとするところは、やはりどこまでも一撃で敵を倒すこと。戦線を停滞させる、という時間がかかる方策へは否定的であった。

「言わんとするところは理解できるが、ダキア方面ではそもそも攻勢に転じる余裕がないはずだ。放置して問題ないだろう」

「鉄道線が限られているにせよ、ダキアで戦域機動ができるというのは我々帝国軍自身がダキアを制圧するときに示しただろうが」

「その時に使った馬ば匹ひつは、大半を貴様が共和国のどこかで失っている」

　わかるだろう、馬匹がないのだとゼートゥーア中将は繰り返す。それは、ライン戦線において攻勢を行う際にゼートゥーアがルーデルドルフに念を押したことと同じだ。

　各方面から徴発し、用意した馬匹を酷使して辛うじて成し遂げた補給の確保。馬匹の余剰など、どこを探しても見つからない。

「……となると、そういう話か」

「ダキア方面のインフラ整備は非常に限定的だ。本国とは比較にもならない。この状況下、帝国東部国境線での機動遊撃戦には賛成だがダキア方面においては遅滞戦闘を主としてはどうか？　陣地防御で塹壕戦に引き込めば時間は稼げるはずだ」

　内線戦略を意図して編制されている帝国軍にとって、長距離進攻戦はそれだけで重大な負荷に等しい。今や、鉄道の整備されていない地域で機動力を発揮するのは帝国軍にとって過重な負担だった。

　だからこそ、とゼートゥーア中将は作戦担当らが嫌がることを承知で口にせざるを得ない。

「ゼートゥーア、それは本気か？」

「もちろんだ」

　それ以外にないのだ、と。

　意志を込めた言葉でもって、ゼートゥーア中将は続く言葉を断言する。

「遅滞戦闘、消耗抑制、戦線保持。これが我々のダキアで取りうる現実的で唯一の選択肢だと信じる次第だ」

「反対させてもらうぞ。作戦を預かる立場として断言させてもらう。そのような選択肢を作戦担当者が認めることは、まず、ありえない」

「……理由は？」

　溜息を零しつつ、ゼートゥーア中将はわかりきった反論を待つために、敢えてゆっくりとした口調でルーデルドルフ中将へ視線を向ける。

「ゼートゥーア。我俺の関係だからはっきり言うぞ！」

「おう」

「内線戦略の肝は兵力をなるべく柔軟に移動しえる戦略的余裕だ！　ダキアに、連邦軍を一部とはいえ拘束し続けるだけの兵力を張り付け続けるべきか？　答えは、否、否、否！　そんな兵力の無駄遣いは、許容できるわけがない！」

　貴様とて、わかっているだろうと続けられる言葉に頷きつつも、ゼートゥーア中将としては、反駁を口にせざるを得ない。

　彼自身、元来は作戦畑に籍を置いたこともある。ルーデルドルフ中将の言わんとするところも、危惧している兵力の非効率的な配置も、それこそ、作戦に際しての主導権確保の必要性も理解できる。

　内線戦略とは、とどのつまりは薄氷の上でなるべく安全に走り抜ける為にありとあらゆる工夫を凝らした職人芸なのだ。少しでも、不確定要素や無駄を省いての効率化。参謀将校ならば、誰だろうとも頭に徹底して叩き込まれた大原則は、ゼートゥーア中将とて痛いほど理解し、己の骨肉として止まない。

　だが、彼は兵站もわかるのだ。

「インフラストラクチャーの不備を軽視しすぎだ。鉄道線一つとっても、鉄道課が発狂するほど未整備なんだぞ。航空戦力と魔導部隊で徹底して焦土戦を想定すれば、ダキアに必要な戦力は存外、少ないはずだ」

「焦土戦に航空戦力を割くと？　反対だ。航空艦隊は、集中運用したい。特に、東部正面に迫っているＢ集団を拘束し続けるために。戦力差を勘案すれば、航空戦力は東部正面へ集中して投じなければ、東の防備は一瞬で瓦解しかねん」

「ダキア方面に必要な航空戦力は決して無駄ではない。東部の防空を軽視するわけではないが、爆撃部隊を護衛する程度の航空戦力も確保できないものか？」

　東部防空と、ダキアの焦土化による戦線停滞策。どちらにしても、鍵を握るのは航空部隊であり……どの方面軍も渇望して止まないだけに配分には参謀本部も苦慮している。

　厄介なことに、単に兵力の多寡以上の議論が彼らの頭を悩ませていた。古今東西、新兵器に対する軍関係者が抱く悩み。すなわち、運用方針を巡る迷走にほかならない。

　ゼートゥーアとルーデルドルフの二人ですら一致できないように、航空戦力を如何にして運用するかという方針を巡る議論は厄介な要素であった。

「戦務の要請を配慮するに吝やぶさかではないが、各個撃破に手間取ることがどれほど戦局全般を悪化させると思う？　時間だ、ゼートゥーア。我々には時間の余裕がないのだ」

「遅滞戦闘を行えるだけの縦深は東部国境にもとより用意されているだろう。そのための国防計画と、国境統制だ。航空戦力の運用によって、敵の足止めを行うことぐらいは別に不可能でもなんでもない」

「ゼートゥーア、貴様が示すその見解を否定はしない。だが、やはり我々の担当する作戦の観点から言えばどうしても苦しいのだ。国境線では全軍が遅滞戦闘へ移っているが、物量の差はやはり大きい。大きすぎる」

　航空機を防空任務と制空権確保に充当し、地上軍の速やかな作戦行動を支援させるべきと信じるルーデルドルフ中将の意見は、決戦の最適化を図るという点では正しい。

　が、それへ反駁するゼートゥーア中将の見解も間違いではない。航空戦力は、地上軍と協力するにせよ空軍単独でも一定の成果を出すという能力もないではないのだ。取り分け、敵の進軍を阻害することに関しては、と。

　平行線に近い議論だが、いつものことでもあった。だからこそ、ルーデルドルフ中将がやれやれと零すのは彼ら作戦担当の本音。

「ダキアの半分ほどでも相手が素人ならば、と思ってしまう。それぐらいの間抜けならば正面からでも追い返せるのだろうがなぁ……」

「無理だろう。確かに連邦軍の錬度は決して高くはない。だが、それでも曲がりなりとはいえ列強の軍だな。国境警備隊レベルの装備と人員で追い返せとも言えん」

「わかっている。やはり、大陸軍と各部署からの抽出戦力で包囲殲滅し、無力化するほかにないだろう。ならばこそ、即戦力となる部隊が欲しい。有り体に言おう。更なる戦力をどこからでも良いから抽出して欲しい」

「限界までリストは提示したはずだが」

　これ以上は、出せないぞと釘を刺すゼートゥーア中将。だが、そっぽを向いて聞いていない素振りを示すルーデルドルフ中将は、唐突に己の都合を語り始めていた。

「もうひと搾りしてもらいたい。ゼートゥーア中将、貴様の管轄下に予備兵力やプールされている部隊があるだろう」

「冗談じゃない！　一線級の部隊たりえるのは試験隊や教導隊程度だぞ！　帝都防衛に使うことすら本来は望ましくない！　錬成や研究に携わる部隊を前線に投じろというのか!?　それともそれ以外か？　残っている余剰部隊は全て学兵だぞ！　錬成すら修了していない繰り上げ徴兵された子供を、前線に送れというのか!?」

「本国防衛が優先されてしかるべきだろう。危機に直面している東部方面に可能な限りの増援を求めるべきと信じる」

「ルーデルドルフ、私とて、本国の防衛が最優先であるということに反論はない。しかし、だ。あえて言わせて貰うが、本国の敵をたたき出すことを優先しすぎだ。戦略的柔軟性を本国が喪失してしまう。西方占領地域への連合王国反攻という可能性も皆無ではない！」

　貴様とて、知っているだろうとゼートゥーア中将は険しい表情のままに西方で起きている状況の変化を告げざるを得ない。

「連合王国陸軍とて、もはや張り子の虎ではないのだ！　見落としの多い間抜けな軍事情報部が確認しただけでも、既に五十個師団が徴兵されて訓練を受けている！　逃げ出した共和国軍残党と、連合王国植民地／各自治領からの志願兵を加味すれば優に二十個師団はここへ追加されるのだぞ！」

　戦力化が急速に進む連合王国軍を無視することは余りにも危険が大きい。西方に駐屯している帝国軍はライン戦線を経験した猛者らだが、再編や東部への増強という要素もあって必ずしも精強無比と安心して眠れるほどではないのだ。

　西方における彼我の海軍戦力差を加味すれば、帝国軍は受動的な防御体制を整える必要がある。そうなると、東部方面に全力を投じるにはためらいが出てこざるをえない状況だ。

「西方の兵力事情は、私も承知している。ギリギリだが、必要最小限は残す。だが、その必要最小限にはあれだけが必要なのだ」

「論外だ！」

　いいか、とゼートゥーア中将が滔とう々とうと論理を展開し、しかし、と現場の見解から反論を繰り返すルーデルドルフ中将。

　彼らの議論は、究極的には立場の違いという要素も絡んでくる。前線において、一刻も早い勝利を求める作戦のルーデルドルフ中将。対するは、後方における選択肢を温存したい戦務のゼートゥーア中将。

　お互いに相手の言い分も理解できるが、しかし、と埒の明かない議論を延々と繰り広げたところで遂にたまりかねた、とばかりにルーデルドルフ中将は一言、吐き捨てた。

「ゼートゥーア中将。貴官は、一つ忘れているらしい」

「何をだね？」

　ああそれはだな、と立ち上がりながら傍の窓を指差し、見たまえと促すなり、ルーデルドルフ中将は手をこぶしに握り締め、それをこれでもかと窓ガラスへ打ち付ける。

　強化ガラスとはいえ、結局のところガラスはガラス。

「戦争のやり方というのは、こうやるのだ！」

　ぱりん、という透き通った軽快な音を立て、砕けたガラス。
















　その破片で拳が傷つくことすらいとわずにルーデルドルフ中将はこれだ、とゼートゥーア中将に拳を突き出して断言していた。

「衝撃力だ！　拳が傷つくことを厭うて勝てるものか！」

「そんなやり方で、腕を壊されてはたまらん。既に帝国軍は、貴様の拳のようにボロボロなのだぞ」

　どこまでも、淡々としたゼートゥーア中将の眼差しを前にして、しかし、ルーデルドルフ中将もまたふん、と返す。

「はっ、ならば、何の問題もない。この腕でも、ボクシングぐらいは十分に務まるとも」

「やれやれ、相変わらずの蛮族思考だ」

「ゼートゥーア教授も同じじゃないか。退役して、研究室にでも籠ったらどうだね？」

　かつて、士官学校で散々にからかわれた沈着さと謹厳実直さのゼートゥーアに、行動あるのみと独断専行すら辞さないルーデルドルフ。だが、お互いに長い付き合いで、だからこそ腹というのは分かっている。

「古い付き合いというのは、厄介極まりないな。さて、そこまでされればこちらも異論は中々はさみにくい」

　そこまでいうのであればな、と遂にゼートゥーア中将は兜を脱いでいた。

「だが、ルーデルドルフ、それでも私は自分の職務に従って警告しよう」

　協力は惜しまないが、と一言挟んだ上でゼートゥーア中将は苦しい兵站事情についてざっくりと釘を刺しなおす。

「作戦の意向は理解するが、限界がある。兵站を担当する人間として、これだけは言わせてもらいたい。航空優勢を確保できなければ、ダキア方面の兵站はおぼつかない。それこそ、第二〇三航空魔導大隊が実践したように、隙を衝つかれればこちらの兵站デポを連邦空軍に吹き飛ばされかねないほどだぞ！」

「連邦の空軍力は、旧態依然としているはずだ。特に航空魔導師を含む複数の旧帝政士官が粛清されて以来、高度な作戦能力はないと」

「兵站デポを要塞と勘違いしていないか？　砲弾や燃料を含む可燃物が山積みなのだ。空爆に対して、呆れるほど脆弱なのだぞ」

　理解できたが、対応策はないのかと目線で問うてくるルーデルドルフへ、分かってはいるがとゼートゥーアは返し、付け加える。

「全力で取り組んでこれだ。いいか、ルーデルドルフ中将、作戦の意向は理解している。我々も全力で支援体制を構築する。かつてと同じように、だ。だからこそ言わせて欲しい。我々が無理だ、ということの意味を」

　兵站線の維持に関する限り、帝国軍は最初から国内での内線戦略ドクトリンに従って最適化されている。言い換えれば、国内の防衛戦に関する限りは相当の負荷に耐えうる基盤が相当な年月を掛けて整備されているということ。

　だが、それは長い時間と予算を投じて東部国境に築かれたインフラあっての話。ダキア方面におけるインフラ網というのは、全くの未整備だ。

　本質的に帝国軍は鉄道線に依存しすぎている。その実態を一番痛感しているのは責任者であるゼートゥーアだろう。改良しようにも、鉄道に代わる代替手段は陸路ではせいぜいが馬と車。

　車を増やそうにも石油が足りず、タイヤ用のゴムは欠乏。

　自前で確保できる馬匹にしたところで農業を初めとする他分野と競合するのだ。一体、この状況でどうやって改善しろというのか。叫びたくなるとはこのことだろう。

「貴様がそういうならば、そうなのだろうとは理解できる」

「では？」

「だが、駄目だ。帝国には、これ以上、敵に先んじて殴られるということを許容できる政治的な素地が殆どない」

　ああ、成る程とそこでゼートゥーア中将は自分達の直面している問題がどこにあるのかを理解する。

「……ノルデンとダキアでは上手く殴り返せたが、一度ではあるが、ライン戦線では虚を衝かれた影響、というわけか」

　その通りだと頷くルーデルドルフ中将の表情。どこか辟易としたものが浮かびつつある表情だが、無理もない話だった。参謀本部に今いる人員は、前任者の失態を尻拭いして何とかライン戦線における危機的状況を打破したのだ。

　それが今尚、前任者の残した不毛かつ無益な前例によって足を引っ張られる。過去に失敗した参謀本部は、もう一度同じ失敗をすることが許されない。……言い換えるならば、国土を失陥することは政治的に許容されえない。

　やれやれ、と嘆く程度は許されるだろう。

「連邦軍の素行も悪いらしい。国境線では、相当だろう。逃げ遅れた避難民からとてつもない噂話が宮中の話題を占めている始末だ」

「宮中に？　確認を取りたいが、間違いないのか」

「東部出身者を中心に、政府高官にまで届いたらしい。ゼートゥーア、我々はお陰で民草を守ることも出来ない無能扱いを被る」

　政治的事情を無視できないと語るルーデルドルフ中将に対し、ゼートゥーア中将も理解を示しつつ、しかし、戦争は戦争だぞと言葉を返す。

「放置しておけばよい。我々は、評判のために戦うわけではないだろう」

「政治介入される前に、軍事力の適切な行使が望まれていると我々は判断している」

「軍人が政治判断すべきではないだろう。逆も然しかり。お互いに上手くやっているものを乱すべきとは思わんが」

　それは、あくまでも軍務官僚として長らく官僚らとの相互信頼に重きを置いていたゼートゥーアならではの断言だった。

　彼もまた、合理性と理性に信を置く軍人であるのだ。言いかえれば、合理的な人間特有のちょっとした錯誤を犯す。……そんな馬鹿なことを、まともな人間ならば考えもしないだろう、と。無邪気に信じられるのだ。

「……一つ、伝えておくべきだと思う」

「何事か？」

「貴様のところの第二〇三航空魔導大隊は、モスコーで『やりすぎた』という評価を政府内部で数人が口にしていた。後方からの風当たりには気をつけておけ」

　だから、ゼートゥーア中将はその瞬間に、ルーデルドルフ中将が口にする言葉の意味を然さ程ほど深刻に解してはいなかった。

「ああ、なるほど」

「ん？　気付いていたのか？」

「いや、貴様のところのレルゲン大佐にも似たようなことを言われてね」

　些か以上に優秀である魔導将校だが、理解は難しい。危ぶむ気持ちも理解できなくないがね、と頷きながらゼートゥーア中将は苦笑して応じる。

「行動が過激に見えることまで否定はしないがね」

　実際、自分の言動がどう解釈されるかにはやや無頓着だったなとそこでゼートゥーアは思い出す。

　デグレチャフ少佐は、良くも悪くも軍人の流儀に馴染みすぎている。あの年齢ではただただ軍だけが人生経験になるので、少し思考が他者には理解しにくいのも無理はないだろうが。

「私のところのデグレチャフ少佐は本質的に有能な魔道将校で天性の参謀将校だ。アレが、『それを必要とする』と判断したのであれば、私は『適切な軍事力の行使』であったと信じて疑わない。実力は、ルーデルドルフ、貴様も知っているだろう？」

「軍事の領域でならば、だ」

「はははっ、ははははははははは」

「突然、どうしたゼートゥーア？」

「私も、似たようなことを思ったよ。狂犬だとな。だが、今にして思えば奴は戦略が専門だ。畑としていえば、政治を理解し、その上で軍事力を合理的に行使しうる、ある種、参謀将校の理想形だぞ？」

　呟きつつ、少し違うなとゼートゥーア中将は一言付け足していた。

「むしろ、参謀将校として国家理性へどこまでも忠実に暴力を正しい行使方法で振るうという観点で言えばデグレチャフ少佐は完璧だ。あと十歳ほど歳を重ねていれば、今すぐにでも参謀本部の作戦局に奪われないよう戦務で課長職を用意するところだろう」

　実際、軍しか知らない子供にしては、驚くべき知性だ。アレならば、自分の後を託しても安心して眠ることが出来る才幹だろう。何より、実戦経験豊富でありながら、戦術次元よりも戦略次元の勝敗に酷く拘泥する性質は参謀将校として理想的である。

　ゆくゆくは、参謀将校本流を歩ませたいものだと語るその口は本気であった。

「随分と高く買っているのだな」

「それだけの才能を見せているのだ。貴様とて、軍大学の審議でデグレチャフ少佐を高く推薦しただろう？」

「軍人として有能と思ったまでだ。そして、貴官がそこまで高く評価しているということも了解だ。……そうだな、一つ、第二〇三航空魔導大隊には誤解を解く役目でも任せてみるか」

　ああ、話はそうなるのかとゼートゥーア中将も得心して頷く。また、戦力として無心されるわけか、と。

「機動遊撃任務を任せてみたい。無論、先鋒としてであるが」

「構わないが、セオリー通りであれば現地に通じている部隊を選ぶべきだ。この場合、東部国境の駐屯経験の長い東部方面軍選抜に任せるべきではないのか？」

「東部方面軍には実戦経験が不足しがちだ。こと、突発事態に対する対応能力という点で不安が残る」

　はき捨てられた一言に、確かに、とゼートゥーア中将も同意する。

「これで、第二〇三航空魔導大隊は全方面コンプリートだったか？　まったく、感謝するぞゼートゥーア中将。参謀本部直轄の機動兵力だが、貴様の肝いりで編成された部隊は随分と使い勝手が良い」

「柔軟に戦力を抽出できる喜びは、戦務の悲願だ。ゆくゆくは、戦略予備に使える参謀本部予備兵力集団を確保したいものだが」

「それも、今後の課題というやつだな」

「違いない。さて、Ａ集団、Ｂ集団の敵を連続して叩く方策は如何いかがかな？」

「抜かりないさ。ある意味、本領発揮だ。内線戦略がらみで計画は、入念に構築済み。鉄道ダイヤへの要望まで出来上がっているぞ」

　任せてもらおうと請け負ってみせるルーデルドルフに対して、期待しているぞとゼートゥーアは軽く頷く。お互い、奴ならばやれるだろうという信頼で結ばれた古い付き合いだ。それ以上の言葉は必要ない。

「仕事の速いことだ。では、鉄道課に無理を言うので菓子折りでも用意しておいてくれたまえ」
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　モスコー襲撃以来、ほぼ十日間にわたって遊撃戦闘任務をそつなくこなしつつ、意気揚々と友軍支配地域に凱旋した第二〇三航空魔導大隊。英雄のご帰還だ。

　基地に降着するなり、彼らは待ち構えていた後方要員らとこれでもかと乾杯を叫び、祝杯を乾ほす。

　基地司令官さえも、差し入れだと秘蔵のボトルを寄越すほどに盛況となった祝勝会。だが何よりも部隊員らを狂喜させたのは、直属の上官が今日は羽目を外してよしと黙認してくれたことだろう。

　常日頃は軍規が息をしているように規則順守を要求するデグレチャフ少佐。乾杯の音頭を少佐は儀礼的に取ったところで、『急な不予』と称してあっさりと退室。

　平然とした口調で『二十四時間は絶対に治らない病気に違いない』と称し『軍務以外で起こすな』といい含めながら、だ。

　これ幸いと彼らは大隊長の健康を記念して乾杯する……と次々にボトルを乾していく。

　流石に指揮官としての自制心が残ったヴァイス大尉が当直役ということで……有り体に言えば、残りの将兵は愛しいビールとの再会を心から堪能する。

　かくして、彼らは平穏な夢を……幸せな寝床で満喫するはずだった。温かな寝床での穏やかな睡眠。静謐なそれは、しかし、半日もしないところで破られてしまう。

「総員、起こーし！」

　ラッパの音と、第二〇三航空魔導大隊の人員であれば入隊して数日のうちに聞きなれる妙に可愛らしくも恐怖すべき声によって遮られるその瞬間に。

　かくして、デグレチャフ少佐と付き合いの長いヴァイス大尉とセレブリャコーフ中尉が飛び起きて装具一式を担いで大隊司令部にはせ参じたとき、二日酔いだろうが何だろうが大隊は戦闘態勢を整え始める。

「大隊集結せよ！　大隊集結せよ！」

「ヴァイス大尉殿？　……なんの騒ぎでありますか？」

「いいところにいた、グランツ中尉！　直ちに、大隊総員をかき集めろ」

「ですが……」

　寝起きでいまいち頭が回っていないらしいグランツ中尉と、蹴飛ばして起こしたらしいヴァイス大尉の組み合わせを見つけるなり、ターニャは将校がこのテイタラクかと激怒していた。

　兵士らに自由に飲めとは確かに言った。

　だが、グランツ中尉にはどうにも甘いところがあるらしい。将校の分際で、暢気に酒瓶を抱いてごろ寝していたのだろう。昨晩の祝勝会で散々に満喫して、そのまま転がったにせよ……今の今までとは良い度胸だ。

「グランツ中尉！　ライン戦線で貴官を鍛錬したと信じていたが、どうやら足りなかったようだ！　再教育してやるぞ」

「あの、しょ、少佐殿!?」

「たたき起こせ。十五分やる。十五分後にブリーフィングだ」

「は、はっ！」

　有無を言わさないターニャの眼光に事態がただならぬ事を理解したのだろう。寝起き気味の呆ほうけた頭ながら、グランツ中尉は咄嗟に立ち上がり命令に応答する程度の知性を示していた。

「任せる、中尉」

「了解！」

「セレブリャコーフ中尉、本国から緊急だ。東部方面軍の担当者から、関係資料を受理してもらいたい。司令部へこれをもっていけば、出してくれる手筈となっている」

「直ちに！　失礼致します！」

　ほうほうの体で駆け出していくグランツ中尉と、きびきびと駆けていくセレブリャコーフ中尉。まぁ、彼らも使えるようになってはいるのだ。

　人材を育てるのは一朝一夕にはいかない。

　だから、今の危機には自分達で対応するしかないのだが。

　全く、押し付ける相手に事欠くとは自分も運がなかった。

　東部方面情勢に関する軍一般通達と、参謀本部からの待機命令。

　第二〇三航空魔導大隊司令部で不機嫌そうに代用珈琲を啜りつつ、地図をヴァイス大尉と共に凝視するターニャの心中は、表情そのものであった。

　開戦以来、東部の情勢は遅滞防御からの反撃を念頭において後退戦へ移行している。なればこそ、前線が下がっていることそのものは……十分に許容しえる。

　が、問題は速度とペースだ。押し込まれるほどに前線が後退することまで是といえるかといえば、これまた甚だ疑わしい。

「……東部国境は大荒れだな」

「致し方ありません。東部方面軍とて、この数量差では後退を強いられるのも道理であります。ある程度わかってはいましたが、連邦軍は流石に数が……」

「共産主義者は畑で採れるのかと疑いたくなる物量だ。それにしたところで、呆れるほどの兵力をよくもまあ纏めたものだがな」

　ヴァイス大尉と共に零す愚痴は、つい先ほど受け取ったばかりの戦局情報に対するぼやき。分かる限りにおいて、東部方面における帝国と連邦の師団比率は実に一：二というひらきをみせているらしい。

「戦術を物量という戦略で圧倒するとはこのことです。我々の想像以上に、連邦軍というのは整備されているようですね。なんとも厄介な」

　だが、ヴァイス大尉が渋面で呟いた一言にターニャは急に笑い出していた。いわれてみれば、心配しすぎたなと自らの杞憂を笑い飛ばしたくなるとはこのことだろう。

「……ははは、ヴァイス大尉。貴官は優秀な軍人だが、優秀な軍人であるが故に大切なことを忘れるらしい」

　きょとん、とした表情のヴァイス大尉へターニャは知らないのも無理はないがね、と続けて答える。

「覚えておくといいさ、大尉。戦争に後方のごたごたを持ち込んだ連中には勝ち目がないのだ。帝国では参謀本部と政府が上手く折り合いを付けてくれるがね。故に我が軍では失念しがちであるが、軍人というのは国内政治と無縁ではいられない」

「存じ上げているつもりでありましたが」

「連邦軍は、両手両足を縛られた巨人さ。目を突く事とて容易かろうよ」

　政治将校が監督し、後方のモスコーに従属し、揚句、誰もが敗北を認めたがらない恐るべき構造の指揮系統だ。劣悪さでいえば、旧軍のつじーんの下で戦うのと同じぐらいに過酷で、むちゃぐち将軍の管轄下にある部隊と同様だ。

　……数と火力さえ除けば、彼らはさして恐ろしくない。無論、その二つだけでも十分に警戒が必要なのは違いないが。

「そうして眼が見えなくなって、両手両足を縛られた巨人を殺すと？」

「殺さねばならんのだ。縛いましめがほどけてしまう前にな」

　そこでターニャは入室許可を求める部下の声におや、と顔を上げる。

　入り口へ視線を向けるなり『入れ！』と返し、顔を出した伝令役の兵士より受け取るのは、グランツ中尉が部隊を集結させたという報告。ターニャはよろしいと返し、出撃待機を折り返しで告げるように命じ、順調であるのは良いことだが、と呟く。

　踵きびすを返し、退室していく伝令を見送るターニャの心境は参謀本部の命令があるまで情勢の理解に努める腹だった。良くも悪くも、共産主義者を相手にするとあれば念入りに準備しておくに越したことはないのだ、と。

「……デグレチャフ少佐殿！　東部軍より緊急です」

　だが、手持ちの資料を検討する最中、ターニャの思索は血相を変えて帰参したセレブリャコーフ中尉の悲鳴染みた報告によって遮られるところとなる。

「何事か？」

「東部軍で遅滞戦闘の殿しんがりを務めている第三、第三十二両師団がティゲンホーフ市にて包囲されつつあり、解囲のため打通を必要としていると！」

「地図を寄越せ。戦局を判断したい」

　だが、そこへ飛び込んでくるのは軍司令部の伝令兵。

「デグレチャフ少佐殿！　参謀本部より軍令です！　機動遊撃戦へ備え、第二〇三航空魔導大隊は直ちに長距離進発態勢を整えよと！」

「ご苦労！　確かに受け取った」

　手短に言葉を返し、ターニャは通信文をひったくると、ざっと目を通すなり板ばさみの立場だなと頭を抱える。

「少し待て、セレブリャコーフ中尉」

　はっ、と押し黙る部下を前にターニャは状況と手札をしばし黙考していた。

　救援依頼は断りたいところだが、どのみち機動遊撃任務を参謀本部が望んでいるとあれば、酷使させられるであろう遊撃任務を忌避するための口実として使えるかどうかが肝心であった。動き回り、酷使させられるとあらばなるべく最小限の労力でことを済ませるべきだろう。

　さて、ここで問題。ティゲンホーフにて囲まれている友軍を救うという大義名分があれば、機動遊撃戦を避けられるだろうか？

　一瞬だけ、誘惑にさらされるも……考慮した末にターニャは首を振る。結論としては、まずありえないだろう。軍全体を救うためにならば、友軍師団の損害が多少出たところで全軍を救うために戻れと重ねて命じられるに違いない。

「ティゲンホーフに籠る友軍救援も、大事ではあるが……」

「はい、少佐殿。ですが参謀本部の命令は、我々に対して作戦に備えての速やかな出撃用意を命じています」

　ゼートゥーア中将にせよ、ルーデルドルフ中将にせよ、参謀本部の参謀将校というのは損害の最小化という概念を忌避しても、実行まで忌避する性格ではない。彼らが損切りを躊躇うのは道徳的理由であって、道徳と現実の要請をひっくり返すほど感情を表に出すタイプではないのだ。必要な物事の優先順位を混同する上官でないことそのものは喜ばしいだろう。

　だが、この場合は友軍救援を口実に任務を辞退もできない。

「残念ではありますが……ティゲンホーフの友軍は」

　ヴァイス大尉が慨嘆がちに、しかし、言いにくい友軍を見捨てる決断を促す一言を口にしかけたところで、ターニャは待て、とくぎを刺す。

　本国の参謀本部がそれを命じるのであれば、やはり東部方面軍に属する師団の救援要請を無視するか、謝絶するのが正しいのだろう。順当に考えれば、だ。

　しかし、一つ気になることがあった。ティゲンホーフの位置だ。地図上の配置を確認する限りでは包囲されている二つの師団が籠るティゲンホーフは面白い位置を占有している。見れば見るほど、緊要地形（＊）といっていいだろう。

「いや、これは面白い位置にある」

「……しかし、陸の孤島でありますが」

「ティゲンホーフは確かに、いささか孤立しているな」

　ヴァイス大尉の指摘は正しい。ティゲンホーフは、東部国境から後退する友軍部隊が偶たま々たま籠っただけの後方都市だ。当初の防衛計画よりも前線が後退しているということもあり、友軍部隊がこの周辺に集積拠点を構築しているという器用さを期待するのも無理だろう。

「だが、位置は悪くない。副官、詳細な市街地の地図を見つけて来い。申し送りでグランツ中尉を呼び出すのも忘れるな」

　了解、と言い残して駆け出すセレブリャコーフ中尉が頼んだものを探してくれる間に、ターニャはいくばくか状況を精査するべく地図へ向かう。

「見ての通りだ、ヴァイス大尉。参謀本部が全面的な後退戦を意図していない限り、ティゲンホーフは死活的な位置になり得るのでは？」

「……仰る通りではあります。しかし、既に敵の重囲下にある以上救援は困難かと」

　ティゲンホーフ市そのものが、防御しやすい川沿いの都市ということもさりながら……海に近いというのが良い。加えて東部国境からある程度の距離があり、交通の要衝へも非常に近いのだ。かつては、港湾都市からの貿易路に位置したであろう都市というべきだろうか。

　これならば、海上からの支援も受けやすい土地柄で……しかも、機動戦において主たる争奪戦の対象たる交通の要衝も圧迫できる。

「我らが同胞が立てこもっているということを忘れてもらっては困る。ここにいるのは、帝国軍と同胞市民諸君だ。ティゲンホーフは、連邦の街ではないぞ」

「失礼いたしました」

「現実問題としては、ヴァイス大尉、貴官の指摘も正しいだろう。実際、重囲下にあるのは間違いない。だが、事実をもう一つ指摘させてくれ。ティゲンホーフは、いまだに陥落したわけでもないのだ」

　二個師団が、自国の都市に籠城しているとなれば後方支援も多少は期待できた。都市住民とて、市街戦になれば多少は抵抗能力がある。いや、重砲兵が都市市街地ごと焼き尽くすつもりであれば無益な抵抗だろうが……。

　ゼートゥーア中将の手配りでさえ、対共和国戦で進撃中に重砲兵を帯同するのは不可能であった。攻城用の重砲兵は、どうしても落ち着いてから何とか運び込む有様だ。

「お、お待たせいたしました」

「ご苦労、ヴィーシャ……って、これは？」

「はい、大尉殿。東部軍より地図と一緒に航空写真の資料を受け取りました。救援を求めている部隊の状況を理解してほしいとのことです」

　ヴァイス大尉の疑問に応じるセレブリャコーフ中尉が差し出すのは、びっしりと付箋が添付され分類された航空写真。

　……十分な数がないだろう状況で、こちらにまわしてくれるという東部軍の意図は分かりやすい。救援に猫の手でも借りたい状況なのだろう。

「ご苦労。グランツ中尉は？」

「現在、東部軍の連絡将校につかまっています。救援要請の嘆願はひっきりなしでして……必要であれば、お通しいたしましょうか？」

「少し待ってもらえ」

　友軍の救援など、本来であれば……自分の仕事ではない。だが、共産主義者という邪悪へ共に対峙するフリーダムファイターに対しては誠実であるべきだ。自由と市場の為に戦う戦士たちを見捨てる自由主義者は、自由主義者ではない。

　共産主義に対し、一歩たりとも退ひかぬという心構えと姿勢なくして、世界は守れないのだ。

　であれば、とターニャは腹を括る。

「ヴァイス大尉、航空写真と航空偵察の結果を全て並べてくれ。第三、第三十二両師団が送って寄越している詳報もみてみよう」

　救援の成算があるならば、ティゲンホーフは救援されるべきであった。セレブリャコーフ中尉とヴァイス大尉の両名に対し、ターニャは地図を見たまえと促す。

「救援を前提に、我々でティゲンホーフ周辺の状況を検討したい」

　少なくとも、ターニャの信じる自由主義陣営であればそのようにしただろう。核戦争の脅威なき今、共産主義者を食い止める為には善良な人々が武器をとって、体を張るべき瞬間だ。無論、その戦列においてターニャが身を挺すべき理由は限られるといえば限られる。後ろから支えることも道理だ。

　だが、手を貸せる位置に居て傍観するのは全く許され難い。である以上、協力できるならば手を貸すのは義務だ。

「少佐殿、何をお探しですか？」

「重砲だよ、大尉。我々がラインで経験して学んだことであるが……後方陣地から前線への重砲搬送はえてして遅れるものだ。私は連邦軍とて例外でないことを期待している」

「真まことに僭越ながら、デグレチャフ少佐殿。作戦行動に際して敵の失態を過度に当て込むべきではないかと」

　ヴァイス大尉のいちいち尤もな言葉に対し、ターニャは道理だと笑う。確かに、敵が愚かであることと、愚かであることを期待するのとでは意味が全く違う。同じように見えるにしても、仮想敵を過小評価するリスクはあまりにも甚大だ。

「無論、悲観的に備えて楽観的に行動するべきという大原則を軽視するつもりはない。駄目で元々というつもりでもある」

　だが、とそこでターニャはわずかばかりの確信を滲ませながら言葉を続ける。

「懐かしの共和国制圧戦では、重砲がないものと思えと厳命されたじゃないか。勝利したが為に、帝国軍ですら忘れられがちだが……重砲というのはどうしようもなく足が遅い。肝心なときには間に合わんのだ」

　足の遅い砲兵というのは、いつも決定的な局面に間に合わない。防衛の誉れであり、攻撃にも貢献するが……肝心の攻勢ではいつでも火力がかゆいところに届かない。

「あのゼートゥーア中将閣下が苦労して手配されてなお不足しがちだったのだぞ？　前進中の歩兵部隊に重砲が帯同できるかどうか、一つ連邦軍の状況を伺ってみようではないか」

　暫しばらく資料とにらみ合った末に、ターニャはわが意を得たりとばかりに口を開く。

「敵重砲の進出は遅れている模様。……判断材料は二点。重砲の存在が航空偵察で見た限りでは確認されず、友軍が砲撃された報告もなしというものだ」

　希望的観測であった敵重砲の不在。

　だが、この状況であれば実際に存在しない蓋然性も低くはない。少なくとも、存在が確認されていないという事実は信頼が置けるものだろう。

「包囲戦を想定しての進軍ではありませんね」

　ターニャと同じく地図をにらんでいたヴァイス大尉がいけますねと頷いた瞬間に、ターニャは我が意を得たりと呟く。

　共産主義者は火力主義の軍隊を好むのだろうが、今ばかりは、彼ら自慢の火砲もなし。戦争において、彼らの得意分野である火砲が存在せず、我の得意とする機動戦の余地が残されているのであれば話は簡単だ。自分の得意なことを、不得意な相手に強要させてやればよい。

「であるならば、だ。ヴァイス大尉、我々にとってティゲンホーフは予想よりも遙かに使い勝手のいい前進拠点たりえるのではないか？」

「機動遊撃戦に際しての前進拠点として、でありますね。確かに、仰る通り敵重砲が進出していない状況であれば……」

　叩けるだろうと呟くターニャとヴァイスを他所よそに地図を黙然と凝視していたセレブリャコーフ中尉がそこで初めて慎重論を口にする。

「お待ちください。たしかに装備状況はそのように見えるかもしれませんが可能性を排除すべきでしょうか？　たとえば、連邦国境線沿いにはいくつか動きがあります。列車砲を含む長射程の部隊が展開している可能性をご考慮ください」

「セレブリャコーフ中尉。列車砲が進出してくるとは考えにくい。敵も航空優勢を確保できない戦域で、デカ物を運用するほど間抜けか？」

「意図の問題ではなく、能力の問題をご考慮ください」

　連邦軍は、列車砲を国境線沿いに多数展開済み。先だって第二〇三航空魔導大隊が交戦というよりも蹂躙した連邦軍部隊も、列車砲を装備した砲兵部隊だった。そして、とセレブリャコーフ中尉は深刻そうな表情で言葉をつづける。

「ライン戦線でも、後方に展開した敵列車砲の存在は深刻な脅威でした。べトンで固めた砲兵陣地や通信壕ですら、列車砲の直撃には耐えかねていた事実をご考慮ください」

　確かに、とターニャにせよヴァイス大尉にせよ否定しかねる事実だった。ライン戦線での経験を思い出したのかヴァイス大尉が苦い表情を浮かべ、ターニャもそういえばとワルシャワでドーラが猛威を振るったなという事実に思い至る。

「少佐殿。ティゲンホーフの防備はライン戦線のそれに比較して遙かに貧弱です。翻って敵列車砲の配置予想図が正しければ、我々は敵射程圏に捉えられる公算が大であります」

　長距離進出している重砲が乏しいとはいえ、列車砲の射程は長大だ。ぎりぎり、射程圏に取り込まれるのではないかというセレブリャコーフ中尉の指摘は正しい。

　一瞬、救援の前提である敵火砲の未進出が崩れるかと危惧したところで、ターニャは漸くああ、と思い至る。

「セレブリャコーフ中尉が指摘するように敵重砲が存在する可能性を考慮するのは正しいが、敵重砲が深刻な脅威たり得るとは思わない。中尉、貴官はラインに染まりすぎたな」

「失礼ですが、少佐殿。セレブリャコーフ中尉が染まりすぎているとは？」

「ヴァイス大尉。貴官も同じ口か」

　経験に学びすぎたな、とターニャはそこで苦笑する。

「単純だ、諸君。間接射撃というのは、実のところを言えば類まれな連携があって初めて可能となるのだ。思い出したまえ。ライン戦線において、帝国も共和国も双方が最前線付近に砲兵観測要員を配備し、あるいは我々のような航空魔導師が観測要員として敵に狙われながらデータを取ることで初めて効力射を叩き出せたという事実を」

　大砲というのは、やみくもに発砲したところで……当たらないのだ。いちいち照準を調整し、弾着を確認してくれる観測要員なしでは事実上、砲弾の無駄遣いに等しい。例外があるとすれば、厳密に地図で位置を特定できるパリのような大都市へ、『だいたいそこらへんに弾着すればいいや』と割り切ってパリ砲でぶっ放す時ぐらいだ。

「ああ、そういわれてみればそうでした。当たり前すぎて、間接射撃というのは何時でも存在するものかと」

「そういうことだ、ヴァイス大尉。前線の報告をよく精査すれば、地上部隊が一番恐れる観測魔導師の存在が確認されていない」

「連邦軍の砲兵は集団運用すると伺っていますが……逆に言えば前線部隊が観測手段を持ち合わせているかどうかは疑わしいということになりますね」

　少佐殿の仰る通りですと頷くヴァイス大尉と、納得の色を浮かべるセレブリャコーフ中尉。そして、ターニャ自身も万が一、敵の観測魔導師が出てくれば大隊総力でそいつを排除しなければという優先順位を再確認できただけに満足していた。

　……機動遊撃任務と、東部方面軍の第三師団と第三十二師団を救援するのは矛盾しない。両師団は、敵の波状攻撃に吞み込まれ孤立した点であるが……言い換えれば、飛び石として敵後方線を襲う為の経由地たりえる。

「二個師団救援は、参謀本部の意図する機動遊撃戦に資するところ大であると判断する。本国に申請を出すぞ」

　リスクとリターンを考え、尚かつそれを望ましいと決断できるのであれば、やらない道理はない。

　救援だ、と力を込めてターニャは断言する。

　これに、ヴァイス大尉もセレブリャコーフ中尉も喜ばしげに賛意を示してくれたことはターニャにとって部隊の総意がぶれていないという望ましい兆候であった。

　部下の将校らは、相変わらず戦意旺盛であり、同時に難しい局面でも彼らを頼れるという安心材料がターニャとしては喜ばしかった。

　それと、とターニャはついでだとばかりに、セレブリャコーフ中尉へ医薬品の手配を指示していた。

「セレブリャコーフ中尉、部隊に医療物資を担げるだけ担がせろ。長距離進軍を前提とするが、空中より投下もありえるので落下傘を括り付けさせておけ」

　つまるところ、とターニャは独白する。

「人助け、か」

「少佐殿？」

　いかがされましたか、と訊ねてくるセレブリャコーフ中尉へターニャは我らしからぬことだがと応じる。

「いや、窮地にある友軍に足りないものをと思っただけだ。ウィスキーや煙草を運んでも喜ばれるだろうが、最前線に必要なのは医薬品だろうと思ってな」

　第一、我々には酒も煙草も手持ちがないからなぁとつづけたターニャは、しかし、意外なヴァイス大尉の一言に眉を顰めるところとなっていた。

「違いありません。ですが、大隊公庫にしまい込んである南方大陸土産の酒があったはずです」

「ヴァイス大尉、何のことだ？　私は、それを知らないぞ」

　ちょっとした土産物ならば、それぞれの大隊要員が帰還時にぶら下げて帰ってきているし、軍用郵便で送ることもできただろうが……大隊公庫に酒だと？　そんな支出を承認した覚えはなく、決裁した覚えのない酒を大隊公庫に放り込まれているということがターニャにとってはちょっとした戸惑いですらある。

「南方大陸派遣軍の幕僚本部から大隊要員がポーカーで巻き上げまして私が預かっていました。いや、さすが司令部です。よいものが揃っている」

「失望したぞ、大尉。貴官は将校としてこのような賭博に手を出さない真面目な人間だと思っていたのだがな」

　詳細な説明を求めるぞ、というターニャの険しい視線にさらされたヴァイス大尉は、ああ、実はとやや慌て気味に口を開く。

「実のところを申し上げると、巻き上げたのはセレブリャコーフ中尉でありまして」

「なに？　本当か？」

「ええと、ほんのお遊びのつもりでして……」

　ちょっと、遊んだら大勝ちしたのでその場のノリで貰ってきたのを、使い道がなかったので大隊公庫に放り込んでいただけですと頭を下げてくるセレブリャコーフ中尉。それ以上の追及を一先ず有事ということでターニャは棚上げするも、いずれ部下と話をつけなければなと心の備忘録に記す羽目になっていた。

　とはいえ、それらは友軍の救援という作戦目的を達成してからの話だ。ターニャの提案へは、速やかな友軍救援を善しとする旨と共に参謀本部から承認が与えられる。正式な軍事行動としてのそれである以上、各方面への調整もまた参謀本部の担当。

　武器弾薬については、東部方面軍の協力もありセレブリャコーフ中尉が武器弾薬を完全に手配。グランツ中尉らが現地に関する資料を事前に東部の参謀らから教わったところで、ターニャは部隊に作戦目的と行程に関する詳細を提示する。

　つまるところ、希望の宅配に赴くというわけだ、という一言で説明を終えるターニャに対し、さすがのベテランらはこぞって奮起。友軍の危機あらば駆けつけるぞ、魔導師の本懐とばかりに誰もがやりましょうと唱和する部隊の戦意は旺盛そのもの。

　普通ならば、魔導師の疲労を撥ね上げるということで誰もが嫌がる輸送任務もまた当然の任務として文句ひとつ言わずに医薬品や補給物資を彼らは背負う。

　予想外だった、というよりも予期しなかった追加物資をターニャらが受け取ったのは進発に備えて部隊を滑走路に並べた瞬間だった。ターニャの指示通りに多数の医薬品を背負った第二〇三航空魔導大隊を見送る東部方面軍の参謀らが、思い出したように取り出したのは酒瓶や煙草の類。できることならば、前線の仲間に届けてほしいという彼らの申し出をターニャは重量過多になると公式には拒絶するも、将兵の自由意思を尊重すると宣言。

　若干の帳簿外物資として公式には私物扱いとなる酒瓶や煙草を将兵らが行李に封入し、いつもよりも若干盛大な見送りの声に送られながら第二〇三航空魔導大隊は離陸し、一路、包囲されているティゲンホーフ方面へと進発を開始する。

　目的は、もとより解囲。

　遭遇戦を前提として、戦闘隊形を保ったまま全速で敵支配領域に侵攻するというのは第二〇三航空魔導大隊にとってかつてのラインと南方大陸で大いに経験を積んで技量を磨いた捜索撃滅戦の本分を発揮する機会であった。

　増強魔導大隊という一つの金槌は、かくして、帝国軍という使い手が力の限り振り下ろした衝撃のままに連邦軍にぶつかる。

　結論から言えば、第二〇三航空魔導大隊は完璧な時宜で、包囲中の連邦軍部隊側面を強襲することに成功した。

「前進、前進！　突っ切れ！」

　部隊の前面でターニャが怒号し、友軍に襲い掛かっている連邦軍へ側面から蹂躙戦とばかりに対地襲撃を開始。

「制圧射撃用意！　目標任意！」

　組織的戦闘を許すまじとばかりに、ターニャの号令一下、周囲にばらまかれる爆裂術式に混じり地上へ容赦なく降り注ぐ光学系狙撃術式で指揮官と思しき将校らを片っ端から排除。

　地上よりの応射に対しては、組織的な反撃でない限り意図的に無視した第二〇三航空魔導大隊は、かくして我が物顔で戦場を跋扈する。

　銃弾が飛び交う戦場にあって、防殻を纏った魔導師とて油断すれば撃ち落とされるのは事実だ。だがしかし、組織的でない銃撃など、天文学的な確率で当たれば御の字。

　組織的戦闘を行う能力の瓦解した連邦軍を蹴散らすことなど、ライン戦線で共和国軍と戯れつづけた精兵らにしてみれば児戯も同然だ。

「少佐殿、あちらを！」

　そして、セレブリャコーフ中尉に促されて崩れている敵軍の一角へと視線を向けたターニャは頃合い良しと頷く。

「友軍か！　良いタイミングだ！」

　包囲されているとはいえ、友軍の戦闘力は依然として健在。ならば、敵が瓦解したところを叩くのは道理だ。即応して飛び出してきたと思しき友軍魔導師らが連邦軍の頭上に術式を降り注ぎ始めたところで、ターニャは連邦軍の潰かい走そうを確信する。

「呼応しろ！　打通だ！　こじ開ける！」

　火力を一点に集中させ、友軍の突破を支援しつつ合流するべく動くターニャら第二〇三航空魔導大隊と、機敏にこちらの意図を汲んで咄嗟の連携を示してくれる友軍部隊。

　かくして突破と合流は、実に容易く完遂される。

　お互いにプロであるからこそ成し遂げ得た連携だと満足しつつ、ターニャは満面の笑みを浮かべる指揮官と思しき将校へ歩み寄って挨拶を交わす。

「第三師団所属第二十三魔導大隊、ホーフェン少佐だ！　よくぞ来てくれた！　九死に一生を得た想いだぞ！」

「遅参は真に申し訳なく。参謀本部直属第二〇三航空魔導大隊、デグレチャフ少佐です。反攻作戦が発令されて、ようやくの思いで駆けつけることができ、ホッとしていますよ。それにしても、この重囲下、よくぞご無事で」

　ホーフェンと名乗った少佐と握手を交わしつつ、ターニャはお互いの健闘を称えあう。無論、形式的には儀礼的なやり取りではあるものの、しかし、感謝と賞賛は本物だ。形骸化する儀礼と異なり、こと前線での共通経験というのは将校を団結させるのだ。

「敵重砲が進出する前で命拾いした」

「間に合って何よりです。遅刻厳禁を士官学校で叩きこまれた身としては、遅刻という単語には恐怖すら覚えますよ」

　ひやひやしたぞと笑うホーフェン少佐と、間に合わなかったらどんな[image: ]責があるかも分かりませんからと応じるターニャ。その間にも互いに将校として、お互いを瀬踏みしてもいるのだが、結果は両者にとって満足のいくものである。

「師団司令部はどちらに？」

　さて、とばかりにターニャは自分達の状況についてホーフェン少佐へと単刀直入に切り出す。軍令を受けて救援に来たのは確かだが、それ以上に次の作戦にそなえねばならないのだ。

「案内させよう。こちらは残敵をある程度牽制するが、貴官らは？」

「参謀本部から更なる進出命令を受けています。後続の為にも、おそらくは切り込みを命じられるものかと」

「先ほどの戦いで拝見した貴隊の錬度ならば、むべなるかな、というところだ。デグレチャフ少佐、貴官とその大隊には感謝している。よくぞ、この包囲を突破して来援してくれた。酒を貴官におごれないのは残念だが、作戦が一段落すれば君の部下には私から奢おごらせてくれ」

　自分達の機動遊撃戦完遂まで、守り抜いてみせるという請け負いをまた何とも粋に言い表したものだとターニャはホーフェン少佐の笑顔に苦笑する。

「僭越ながら、私の部下は大酒のみでして。悪いことに、普段節制している分、飲むときはとことん飲むのですよ。南方戦線で、ビールを得るためだけに敵輸送部隊を襲撃したこともある筋金入りでして……ホーフェン少佐殿を破産させないかと危惧しております」

「はは、そいつは愉快な酒飲みだ。よしきた、うちの大隊将校総出で奢ってやる。好きなだけ、飲んでみせろ！」

　さりげない動作一つ一つが、ベテランとしての配慮と機智に富んでいる同僚というのは仕事をやる上でかけがえのないパートナーだ。まったく、経験豊富な将校というのは一人いるだけで物事をかくまでもスムーズに進めてくれるわけだ。

「それは愉快そうです。ああ、これはつまらないものですが」

　上手くやっていきたいと好感を抱ける仲間に対しては、ターニャとて歩み寄ろうというもの。さりげなくだが、ターニャはお近づきのしるしにと、参謀らに託されていたボトルと煙草の詰め合わせをホーフェン少佐へ差し出していた。

「ははは、貴官とうまい酒が飲めないのが残念だ。お互い、生き残って貴官が長じたときにでもご馳走させてくれ」

「それは楽しみですね。では、小官はこれで」

「ご苦労。破産させられないことを願っているさ」

　プロらしく、お互いに敬意をもって敬礼を交わして別れを告げるとターニャはさて仕事を続けようと部下を引き連れながら颯爽と戦場を後にする。

　その背中を見送るホーフェン少佐は、やれやれ、と表情を崩すなり空を見上げて噂は本当だったかと一人呟いていた。

「大隊長、いかがされましたか？」

「……参謀本部に年齢不詳の将校がいるという眉唾物の風聞が本当だったとは夢にも思わなかった」

　きょとん、とした表情の部下は、そういえば救援に来たデグレチャフ少佐以下第二〇三航空魔導大隊の戦友諸君とは顔を合わせていなかった。

　ホーフェン少佐は苦笑しながら、自分が目の当たりにしたものについて部下に説明する。

　子供の将校がいたぞ、と。

「は？」

「いや、先ほど救援に来てくれた指揮官と会ったが……なんといえばよいのかな？　俺の娘と同じぐらいに見えたぞ」

「いやいや、冗談でしょう？　参謀本部の参謀将校殿なのですよね？　軍大学を出ている以上、どう考えても、二十代後半は堅いですよ」

　きょとんとした表情でご冗談でしょうと返してくる部下に、何と説明したものかと迷いつつもホーフェン少佐は本当にそれを見てしまったのだがな、と返すよりほかになかった。

　確かに、部下のいう通りなのだ。士官学校や軍大学を経て、参謀将校として参謀徽章をぶら下げられる人間は、若手であってさえ三十代前半も珍しくない。

　十歳の自分の娘と同じ年頃に見えた、と呟いたところで何人が信じてくれることやら。

「やれやれ、戦場伝説というのには意外な真理もあるのだな」

「はぁ」

「いや、そんなことより仕事だ、仕事。苦労して追い返した敵が態勢を立て直す前に、蹴散らしてしまうぞ」
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「打通成功！　打通成功です！」

　第二〇三航空魔導大隊からなる先遣部隊が、ティゲンホーフにたどりついたという報告。一時は全滅かと覚悟していた第三、第三十二両師団は救われるだろう。

　神のご加護に深く感謝するとは、正しくこのことだ。

「敵の重砲は!?」

「確認されておりません！　第二〇三航空魔導大隊によれば接敵したのは少数の機械化部隊を除けば全て標準程度の歩兵装備だと」

「素晴らしい！　これならば、勝てるぞ！」

　それでも、参謀本部のルーデルドルフ作戦参謀次長ほど感謝した人間もまた稀に違いない。

　ひとえに連邦軍の火力支援如何いかんでは第三、第三十二両師団とティゲンホーフ市街地の両方を失うこととなりかねなかったのだ。

　だが、往々にして最悪を覚悟したところで運命は帝国に微笑むらしい。蓋を開けてみれば連邦軍の強大な対地砲撃能力は湿りきっている。

「ゼートゥーアに頼んだ砲弾は潤沢にある。鉄道線もこちらは使い放題。……やれやれ、これは勝利の後始末の方が面倒そうだな」

「ルーデルドルフ中将閣下？」

　第二〇三航空魔導大隊が見事に遣り遂げてくれた友軍救援任務。敵に包囲された都市を救援しただけだが、これで……帝国へ侵攻するであろう連邦軍は動脈硬化だ。後方から補給線が襲撃されるという脅威は将兵にとって悪夢だろう。

　包囲された拠点とて、他部隊と連結さえ出来れば反攻の攻撃拠点たりえる。存外、戦域の広大な東部においては重要な教訓に違いない。

　勝ちがほぼ見える状況ともなれば、いささか饒舌にもなろうというものだ。付け加えれば、以前、少しゼートゥーア中将と交わした砲兵の機動運用という発想にも考えが至る。

「敵の砲兵が展開する前に、敵の歩兵部隊を叩いてしまえれば……くそ、やはり自由自在に動ける自走用の砲があればと思ってしまう。大砲の唯一の欠点である足の遅さはいかんともしがたいが……」

　重たい大砲と、優れた火力。どちらを優先するかという永遠のジレンマは解消できないが、とルーデルドルフ中将はそこで苦笑する。

　……と頭を抱えていたところへの数少ない朗報である。ルーデルドルフ中将は正しく神に感謝する筆頭の一人であった。







　気の緩みは、往々にして勝ち戦を悲惨な結末に導くものである……いや、あったと過去形で語るべきだろう。少なくとも、ルーデルドルフ自身はそう信じるに足る理由に事欠かない。

　帝国軍参謀本部が従来想定し、対処計画を用意してきた内線機動の利を生かした防衛戦。しかも、ある程度ながら事前に敵が示した攻勢の兆候をつかんでいる。

「……勝ち戦を前にして、参謀将校は意外にやることがないのだと驚いている。正直に言えば、机の英雄というのはすわりが悪くて仕方がない。ノルデンでも、ラインでもそうだったが前線の将兵と共にあるほうが随分と気楽だ」

　備えあれば憂い無し。

　至言ではあるが、同時に、備えるまでの努力を信じて、結果を待たねばならない身だ。将兵の生命に責任を負うというのは楽ではない。筆不精な人ですら、部下の遺族へ書く手紙だけは書きなれてしまうという不愉快な慣れを経験している。

「成功を、そして友軍の損害が少ないことを願うばかりだ」

「はい、中将閣下」

　ですが、とそこで幾人かが賢さかしげに言葉を続ける。

「幸いにして友軍は重砲の支援をある程度受けられる上に、航空優勢は紛れもなく友軍航空艦隊のものです。ティゲンホーフ方面から増援を借りて敵を挟撃するという選択肢もないではありません。この上で更に必要があればですが。彼我の火力差は明瞭かと思われますが」

　空を押さえ、火力をそろえ、地理的要素を味方につけて圧倒的な数の敵に対抗する。王道の展開だが、王道というのは使い古されるには相応の理由もあるものだ。

「問題は、連邦軍が分散進撃しつつあるという一点です。おそらく進撃路と補給の兼ね合いが大きいかとは思われますが、偽装の可能性も排除できない奇妙な動きがいくつか報告されています」

「ええい、面倒な。一ヶ所にまとまってくれればこちらもやりやすいものを。全く、下手な小細工を行う連中め」

「ルーデルドルフ閣下、非常に僭越ながら申し上げます。連邦軍の攻勢計画そのものは決して無能というわけでもありません」

　ルーデルドルフ中将自身、違いないと苦笑しつつ、言外に吐かれなかった言葉を汲み取ってみせる。

「計画そのものは、確かに厄介であるには違いない」

　開戦以来、地図上で示されている連邦軍の進軍ルートは精緻にして、かなり熱心に用意されていたと分かるものだ。実際問題、嫌なルートを進んでいる。奇襲攻撃からの大規模侵攻という派手さもさることながら、運用に関してはその実手堅い。

「が、肝心な連邦軍の錬度を考慮に入れていないな。……奇妙な話だが、一流の知性が、何故か自軍の実情とは無縁に立案した計画のように思えるが」

　問題は、かしこから感じられる微妙なちぐはぐさ。奇襲効果を優先して既存計画を流用したからではないかとも考えられるが……国境付近に展開している自軍部隊の状況ぐらいは流石に把握しているはずだった。

　そうなると、よほど秘匿性を重視したプランか、ほかに使えるものがないので流用したかのどちらかだろう。だが、それ以上を考えるのは彼の仕事ではなかった。後は、ゼートゥーアあたりがやるべき仕事である。

　やれやれ、とルーデルドルフは煙草を咥くわえながら机に広げられた状況を書き込んだ地図へ視線をやって自分の専門に気を向けなおす。

「意外な点が、生きるということか。……抵抗拠点として、都市がこれほど有効とは」

　口から零れ出るのは、国際条約に縛られない都市への正面攻撃がいかに厄介かという事実への賛嘆だ。

「……アレーヌを除けば我々帝国軍は、市街戦の経験が乏しい、か。敵も同じだが、まさか国際条約を無視して端はなから市街地を攻撃してくるとは」

「法律上、連邦軍は陸戦法規に調印していないとのことですが」

「そりゃ、厄介な」

　何故ですか、と疑問を表情に張り付かせる参謀にルーデルドルフは呆れ果てるように思わず指摘していた。

「捕虜はどうするのかね」

「は？　捕虜、でありますか」

　ぽかんとした参謀に、この戦争、ルールがないのだぞとルーデルドルフは嚙み砕いて説明してやる。……紙切れにしたところで、明示されている規範と基準が東部の戦争には適用されないのだ。

「国際法上、連邦軍と我々帝国軍の殴り合いを制限するルールはない。一応、戦務の方から『国際法』の規定を念の為に準用せよと今回は言ってきているがね。相互主義が通じる相手かどうか疑わしいよ」

「連邦の共産党とやらが、進歩主義者であることを願うばかりですが」

「……銃殺と内ゲバの専門家にはまず期待しないほうが精神衛生に良さそうだ」
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　帝国軍がＢ集団と命名した連邦軍の集団を、連邦軍側呼称では主攻集団という。その主攻集団は開戦以来、帝国領土の制圧並びに帝国軍の撃滅を目標として猪突猛進を本懐とばかりに帝国東部国境を突破。

　遅滞戦闘を展開する帝国軍東部方面軍の抵抗を数で押し切り、損害を厭うことなくひとえに前進し続ける彼ら。しかし、将校らの表情に浮かぶのは高揚とは無縁の形容しがたい奇妙な緊張感そのものだった。

　そして、前進しているからこそ……彼らはますます渋面を険しくせざるを得なくなっていく。連邦軍主攻集団の頭脳というべき司令部が開催した作戦会議に、参加している将軍や参謀らの表情に至っては、決壊寸前であった。

「したがって我が軍は現在のところ、前進に際して相応の抵抗に直面しつつありますが、一方で、帝国軍諸部隊は後退しつつあり、我が軍は依然として前進することは可能です」

「重砲の到着を待つことが理想的ではありますが、一方で必要とあらば革命の為に挺身する覚悟と意欲に富む将兵らがいます。むろん、彼らのように忠勇な将兵に掩えん護ごの為の砲があることが望ましいとは思いますが」

　作戦会議なのだから、報告されるべきは戦争について。

　さて、ここで一つ。

　当たり前だが、報告とは誤解を招かぬように簡明にして適切な言い回しが絶対に必要不可欠である。即席栽培されて配属された連邦軍将校らの大多数ですらこの原則については徹底されているほどだ（実践できるかどうかは別問題にせよ）。

「同志将軍諸兄。失礼ながら、戦局はいかがなっているのですか？」

「同志政治委員。報告をお聞きになられた通りでは？」

　実際、多言を浪費するという性格の持ち主で、高級将校や政治将校としてこの場に参加できるほどに連邦軍は素人というわけでもない。問題があるとすれば、彼らは素人でも愚者でもないということそのものにあるのだろう。

「それで、戦局に関する同志将軍諸君の見解は？」

「党の指示については、同志政治将校。同志諸君らが、専門家だと思うが」

「軍事に関する政治的側面については、無論、我々の担当でありますが」

　もってまわった迂遠な言葉を言外に込めてのやり取り。

「……大分、作戦会議も白熱しているところだ。諸君、少し、気を楽にしよう」

　ぽつぽつと吐かれる言葉が途絶えた気まずい瞬間に、座長が機転を利かせた一言。全参加者は、救われたとばかりに立ち上がり、お互いにやれやれという表情で肩を寄せて身内話を始める。

　ひそひそと。しかし、つい先ほどまでよりは明らかに活気付いた作戦会議室で誰もがちらり、と自分達以外が同じように探り合っていることを理解したうえでの気の重いやり取り。

　……いや、誰もが心中では溜息交じりに頭を抱えているのだ。

　帝国軍を圧迫しているという本国の発表は、限りない事実誤認だろう、と。

　確かに、初期の攻勢で国境を越えたのは事実だ。

　帝国軍部隊が後退しているのも事実である。

　だが、と連邦軍でマトモな軍事知識を持つ人間は、本国ことモスコー宛に送られていく報告文に施された文飾に恐怖していた。

　個々の次元では、まあ保身なのだろう。少々勇ましいことを書く程度だ。

　前線の連中が、どういう思いでこれを書いたかは、連邦軍の置かれた特殊な政治的環境を思えば容易に理解できる。だが、理解できるだけに……後方でどう変質して伝わるかも容易に想像がつくのだ！

　大方は『帝国軍は大部分の士気が瓦解。現在、狂信的な抵抗を排除して前進中』だろう。

　つまり、帝国軍は敗走しており、連邦軍は頑固な敵の狂信者を少し押し倒しながら快調に前進中というところだ。

　現実離れ、というほかにない。

「……それで、実態は？」

「貴様のところと大して変わらん。帝国軍の連中、予想以上に動きが早い」

　組織的抵抗を粉砕できていない状況で、なおかつ敵は帝国軍の東部方面軍だけなのだ。帝国軍の軍事ドクトリンと地理的状況に思いを馳せれば、大陸軍の増援が到来するとなると厄介極まりない事態は免れ得ない。

　そして、最悪なことにおそらく……と幾人かは暗澹たる思いで口に出すわけにはいかない一言を吞み込むのだ。

『事前想定よりも遙かに迅速な敵大陸軍の来援』という兆候がかしこにみえていた。

「航空戦で勝てないのも辛すぎる。……数少ない魔導部隊がこの状況ではあるが、やむをえない事情モスコー防空目的で転出しているのも、仕方ないとは理解しているが、厳しいぞ」

「……魔導部隊、か」

「厄介な連中だとは知っていたつもりだが、聞くと見るとでは大違いだ。政治将校連中め、何が、砲兵よりも火力に劣り、航空機よりも足が遅く、歩兵よりも数が少ないが故に恐れるにはたらん、だ」

「言葉が過ぎる、少し、気をつけろ。……だが、貴官の意見に同意だ。魔導部隊が後方で暴れまわるお陰で、タダでさえ苦しい補給事情が崩壊寸前だ」

　そして、モスコーにはいつでも損害軽微と報告されている航空戦の損害が、ジワジワと連邦軍の戦力を蝕むしばんでいく。

　精強を誇る帝国軍航空艦隊と、劣勢を強いられている連邦軍の空軍戦力。いや、まだ辛うじてではあるが、上空掩護を提供できるだけ連邦の空軍部隊は奮戦しているといいえる。

　究極のツケというべきは魔導戦力だ。過去のしがらみは決して小さくなく、連邦においては魔導戦力の整備がどうしようもなく遅れている。従って、旧態依然とした部隊を少数運用できるのが連邦軍の限界となっている。

「ああ、そうだ。一つ聞きたいが……政治将校殿が、魔導部隊をこちらにまわすように申請したという噂、本当か？」

「チョバルコフ政治将校のことなら、事実らしい。……お陰で彼は、本国から事情聴取のためとやらで、内務人民委員部に連行されていったさ」

　その本当に限られた手駒が、取り上げられた際は流石に限界だった。残された数少ない部隊を残すように、と誰かが抗議したという噂は噂ではない。

　悲しいかな、現実は噂よりもより過酷なのだ。異議申し立てを行った人間は、本国につれていかれ、現実離れした報告を聞かされた新しい政治将校殿が一人追加されるという寸法だろう。

「……ああ、なるほど」

　溜息交じりに零されるのは、マトモな感覚を持った人間が、勇気を奮って現実について言及した瞬間に潰されるという現状への嘆き。

　彼らとて、近代的な教育を受けた職業軍人だ。イデオロギー教育（＊）が偏重されているとはいえ、前線で戦えば、自分達の装備が敵に劣るという事実はイヤでも理解できる。問題は、会議室の空気を見れば分かるようにたった一つ。

　党の決定に、彼らは異議を挟めない。……それどころか、党の認識へ疑義すらも呈するべきではない。こそこそと会議室の各所で、監視役の政治将校を憚るようにして会話している将校らにとって歯がゆい限りだが……それが連邦軍の現実だ。

「残っている政治将校連中は、状況を理解しているのだろう？」

「理解しているに決まっている。奴らが幾らアホのようにイデオロギーを信奉しているからといって、この状況を理解できないものか」

「……退く、と彼らが言ってさえくれれば。深入りすることなく此処で停止する、といってさえくれれば」

　帝国軍の後退、というのは共和国軍がやられたように、えてして戦術的後退の類と見るべきだという点で、将軍らの誰もが一致している。

　彼らに言わせれば、地図を見れば一目瞭然なのだ。

　綺麗な半月のようにくぼんだ中央部に殺到する連邦軍部隊だが、右端と左端の点というべき帝国軍防衛線部隊は異様に強固な抵抗を誇っている。特に、一時は完全に包囲したはずのティゲンホーフには新手の魔導部隊が増援として到着。

　今尚、こちらが攻撃しているのは事実だが……徐々に帝国軍の包囲網に突っ込んでいくような悪寒すら最近では感じられる。

　軍人の本音としてならば、今すぐに停止して防備を整えなおしたい。だが、と彼らはその意図を口にすることをどうしようもなくためらう。

　口を開けば、最初に進軍停止を口にすれば、決して共産党はその反逆者を許さないだろうと彼らは知っているのだ！

　まして、モスコーが帝国軍魔導部隊に襲撃された後のこと。さぞかし、モスコーの党幹部らは責任を押し付けるべき生贄を渇望していることだろう。そんなところで、目を付けられたくないと彼らは思わず恐怖してしまう。

　だから、ちらりと誰もが縋すがる様に政治将校を見てしまうのだ。

　党の意向を体現する存在である彼らが、こちらの苦しい現状を理解して一言、先に言ってくれれば助かるものを、と。

　もっとも、片方があることを思っているとき、もう片方も同じことを考えるのである。

　人間というのは、大体が似たような生き物であり、思考もまた似たような過程を経るものが多い。ちらちらと先ほどから物言わぬ視線に見つめられる政治将校らにとって、連邦軍将校らの魂胆は見え透いていた。

「……状況は？」

「非常に危機的です。前線は威勢のいい報告ばかり寄越していますが、視察に行けば一目瞭然だ。帝国軍は瓦解しているのではなく……おそらく、単純に増援到着までこちらをおびき出す目的で退いているに違いありません」

　モスコーに送られる報告とは裏腹に、前線の状況が「モスコーの見たい現実」とは乖離しているという事実。

　政治将校らとて、軍事教育は受けている。

　多少現場を見て歩き、将兵らに嫌がられながらも話を聞き出せば……連邦軍の置かれた状況は誤解のしようがない。

「地図をみれば、一目瞭然、か。こちらの行きたいところには頑固な防備。敵が我々を進ませたいところはすかすか」

　苦々しくはき捨てられた言葉と、無言で吹かされる無数の煙草。煙と共に、言葉に出来ない苛立ちが空を舞う中で彼らは絶望的な状況に思わず頭を抱えたくなってしまう。

「……これで、将軍連中が引くといってくれれば」

「モスコーを説得できるかどうかは、未知数。ですが、既成事実さえ作れてしまえば……」

「難しいだろう。将軍連中め、我々にもう一度口火を切らせるつもりだぞ」

　責任を、敗北という報告をモスコーに齎もたらす責任を、一体誰が引き受けるべきか。

　連邦軍の主攻集団司令部を引き裂くのは、つまるところモスコーににらまれたくないという彼らの本音と恐怖がすべてだった。報告すれば、あるいはモスコーも考えを改めてくれるやも知れない。だが、モスコーを帝国軍魔導部隊が蹂躙とでも言うべき傍若無人さで暴れまわって、しかも、それを取り逃がしているのだ。

「既にチョバルコフ政治将校が先頭に立っただろう！　次は、連邦軍の連中が負担を担うべきだ！　第一、軍事戦略に関する限りは連中の問題だろう？」

　この状況下、党が魔導部隊をモスコー防衛の為に転用するというのに異議を唱えただけでも、政治将校らとしては前線に対して最大限に出来る義務を果たした……少なくとも、彼らの身内を生贄に差し出すということはやってのけたつもりだった。

　次は、貴様らだ。

　立場柄、彼らが口に出すわけにはいかない禁句だが、それが政治将校らの抱いている切実な本音である。

「……しかし、打開策は必要です。軍のためにも、他ならぬ我々自身のためにも」

　思わず吐き出されたうめき声が、しかし彼らの苦しい立場を雄弁に物語るものだ。

　政治将校らにとって現状で、声を上げることの危険性は明白である。だが、彼らは無為無策であるという批判もまた同時に恐ろしい。

　無謀な攻撃を連邦軍部隊が継続した場合になにが起こり得るか？

　内務人民委員部に、睨まれることになれば、我が身の終わりだ。敗北すれば、待ち構えている処分を想像できれば気が進まないことこの上ない。彼らはモスコーに住まう党官僚や党幹部の思考法を相当に理解し、かつ恐怖せざるをえないのだ。

　もがき、あがき、そして彼らは一つだけ道を見つける。

「一つだけ朗報がありました。ティゲンホーフに展開している部隊は、帝国軍の参謀本部直属部隊という報告も上がっています」

　彼らの窮状は、手元の資料で打開策を模索していた一人の仲間が見つけた報告。敵軍の所属を調べた報告書の記載事項に彼らは活路を見出す。

「参謀本部直属部隊？」

「例の部隊です。あれをなした、といえばよろしいでしょうか？」

　モスコーを直撃し、連邦と共産党の面子と権威をこれでもかと盛大に粉砕した帝国軍の魔導部隊。その実行犯がティゲンホーフに入ったのか、と聞いた時点で彼らは一つの言い訳を見つけていた。

「……ティゲンホーフを攻撃するように提案しましょう。上手くやれば、包囲の危機も遠のく上に我々が軍に必要なことをなしているという証明にも使えます」
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「しょ、少佐殿！」

　ティゲンホーフで割り当てられた民家に寝起きしていたターニャは、その晩、同じ民家で寝起きしていたセレブリャコーフ中尉によって文字通りたたき起こされた。

「セレブリャコーフ中尉？　何事だ」

「攻勢です！　連邦軍に、動きがありました！」

　血相を変えたセレブリャコーフ中尉の様子を見れば、ただ事ではないと一目瞭然であった。

　危機を悟ったターニャは、即座に薄い毛布を放り投げて飛び起きる。幸いというべきか、不幸にもというべきか、子供用の寝巻きなどどこにもない以上、寝巻きも軍服だ。寝起きの低血圧度合いも忌々しいことではあるが、悠長なことを言っている余裕はなかった。

　用意しておいたコップから冷めた珈琲を喉に流し込むと、ターニャは手短に状況についてセレブリャコーフ中尉へと質問を投げる。

「敵の規模は？」

「……航空艦隊によれば、最低でも八個師団以上ではないか、と」

「何？　最低でも、八？」

　こちらが二個師団で籠る地域へ最も楽観的に見積もって四倍からなる敵師団らの攻勢だ。ある程度の数を揃えての攻勢は間違いないだろうと踏んでいたターニャだが、それを聞いた瞬間、流石に尋ね返していた。幾らなんでも、数が多すぎる。

　ターニャは帝国の航空艦隊の偵察機が寄越した報告の真偽を一瞬疑って、いや、と首を振る。

「大規模攻勢だと？　この局面で、連邦軍がこちらにこれほどの戦力を回せば確かに側面の防衛は可能だが……我々の機動作戦が読まれているということか？」

　敵が動きを変じているとあらば、並大抵の事情ではないはずだった。ターニャの知る限り、共産主義者の思考や指揮系統の硬直性は伝説的。

　連中が、これまでがむしゃらに突破を図ろうとしている中央部戦線を放置してまで、戦線の側面に位置するティゲンホーフへ大規模攻勢を展開してくるとは、完全に想定外だった。

「中央部分の攻勢すら停滞するというのに……これほどの大胆な兵力の配置転換とは情報漏れと解釈するべきか？　いや、それにしては動きが遅すぎる。やはり、敵がこちらの意図を読んだ上での対応ということか？」

　帝国軍の腹が機動遊撃戦による連邦軍の包囲撃滅であるのは誰でも想像がつく。伝統的に、帝国軍参謀本部はカンネーの信者とでもいうべき、包囲撃滅戦の信徒だ。となれば、連邦軍とてそれを警戒しているというのは妥当だろう。

　情報漏れであるにしても、ティゲンホーフを基点としての機動遊撃戦というのはターニャが上申して先ほど決定されたばかり。

　……おそらくは、敵が包囲されるとすればどこが危ういかを見極めたのだろう。

　それにしても、赤軍と同様に連邦軍は作戦行動に際して、硬直した指揮系統に従って動くでくの坊どもと侮ったのが完全な失策だった。

　共産主義者とて、臨機応変に対応することができるのであれば……これからの戦いは、共産主義者相手の戦争も一筋縄ではいかない。

「っと、それどころではない。敵情について、友軍は？」

「はい、両師団の師団司令部では大規模攻勢の兆候と判断されているとのことです。ヴァイス大尉が外に控えていらっしゃいますが」

「……気を使わせたか」

　性別を気にする繊細さが部下のウォーモンガー（＊）にあることがちょっとした驚きだ。だが、行動すべき時期に動くのを忘れてはいけない。

「すまん、遅れた！」

　飛び出しつつ、戸外で完全装備のヴァイス大尉を見かけるなりターニャは自分の役割を完全に理解した。

「状況は聞いている。私はひとまず合同師団司令部へ向かうぞ。この状況だ。師団長閣下らの方針を確認してくる」

　自分達は到着して間もない増援部隊。ティゲンホーフの防衛とて、本来であれば両師団と後続の増援部隊が到着するまでの支援程度しか想定していない。

　ならば、いかにして動くかという一事から確認しなければ戦争どころではなかった。もどかしいが、敵軍がまさかこれほど迅速に動けまいと読んだターニャのミスだった。共産主義者の傾向を愚かと笑った我が身の甘さよと歯嚙みするばかり。

「ヴァイス大尉、それまでの間、部隊を委任する！　即時出撃の用意を整えつつ、敵前衛に先立つ防空戦闘に備えろ」

「はっ、直ちにスクランブル態勢へ移行いたします！」

「貴官が必要と信じれば、私の指示を待たずに迎撃を行っても構わん。ただし、進出距離は都市防衛を念頭に置け。制空権を狙うにしても、邀撃以上はだめだ。大隊を無駄には損耗させたくない」

「了解です、少佐殿！」

　頼むぞ、と言い残すとターニャはその足で第三、第三十二の合同師団司令部に駆け込み、到着した瞬間に改めて愕然とする羽目になっていた。

　航空偵察が示すのは、敵の歩兵師団からなる複数の部隊が迫っているという兆候。呆れたことに、連邦軍は重装備をはじめから無視して軽装備の部隊による市街地殴り込みを敢行する腹ときている。

　深刻なことに、防衛側の防衛状況は僅か二個師団。それも定数を割り込んで後退中だった師団だ。自分の第二〇三航空魔導大隊が搬送してきた医薬品を受領するまで、彼らはほとんど孤立状態にあったことを思えば状況は過酷極まりない。

　第一に全方面からのアプローチを防げるほどの兵力密度を期待することは難しかった。

　こうなると、市街地での防衛戦闘だろう。大多数の市民が疎開しているとはいえ、残っている市民を守りながら連邦軍の波状攻撃をしのぐとなれば厄介極まりない。

　まして、連邦はそもそも幾つかの国際条約に調印していない。彼らは、国際法が通じる相手ではないのだ。

「……つまり、我が大隊は都市防衛の為に前進。あえて、敵を釣ることによって、ティゲンホーフ郊外で遅滞戦闘を敢行する」

　故に、部隊に戻ったターニャはヴァイス大尉、セレブリャコーフ／グランツ両中尉に憮然としつつもやむをえない措置として迎撃策を説明していた。といっても、別に高度な作戦機動が出来るほど敵情を把握しているわけでもない。

　前進し、敵の状況を把握しつつ、ある程度の時間稼ぎ。伝統的な軽騎兵の役割を、現代の魔導大隊が担うというのは順当な帰結というべきだろう。

「よろしいのですか？　我々は参謀本部より、機動戦の前衛として指定されています。ここで遅滞戦闘にエネルギーを食われた場合、当初の予定は完全に瓦解いたしますが」

「突破どころか、側面の進出拠点が食われる寸前だ。迎撃するしかない。参謀本部も、我々の状況を汲み取ってくれるだろう」

　それに、とターニャはいっそ半ば開き直った勢いで微笑む。

「敵の予備兵力はここに全部出てきた、と解釈することも出来る。しのぎきれば、後のない連邦軍を料理するだけだぞ」

「剛毅ですね。ですが、流石に、厳しいかと」

「おいおいグランツ中尉。ライン戦線を忘れたのか？　師団どころか軍団相手に暴れまわった君なんだ。出来なくなどないだろう。サボる為に厳しいというならば、君一人で頑張らせてもいいのだぞ？」

「大尉殿、その辺で可愛がりはやめてやってください」

「やれやれ、グランツ中尉。面倒くさがりは、戦場以外で発揮したまえ。勤労精神を貴官は少し学ぶべきだぞ」

　肩を叩かれて悄しょう然ぜんとするグランツ中尉のお陰で部隊には、圧倒的多数の連邦軍を相手にするというのにちょっとした笑いが満ちる余裕さえ出てきている。気持ちに余裕があるのはいいことだ。とりわけ、難しい仕事をするときは適度な緊張感と、適度な心の落ち着きが望ましい。

　焦りは、いつもミスの原因なのだ。

「さて、我が大隊の諸君。いつものように、敵の邪魔をする。学校で教わることだが、人の嫌がることを積極的にやりましょう、というやつだ」

　なにしろ、とターニャはほくそ笑みながら続ける。

「私は、良い子だからな。人の嫌がることを率先してやりますとも」

「はははは、仰るとおりです」

「だろう？　さて、ヴァイス大尉。行動を開始する。敵は我々の想像以上に柔軟な連邦軍だ。さて、お手並み拝見といこうじゃないか」

　共産主義者は、優秀な敵だ。

　ならば、油断なく余念なく、二度と邪魔をされないように、安心して明日の朝を迎えられるように殺してやらねば。

　イデオロギーで人間を殺せる連中相手だ。危害原理も知らないようなアホ共相手に、負けるわけになどいかない。




　意気込みも新たに飛び立った第二〇三航空魔導大隊は一路進軍しつつあるという連邦軍部隊との接触を求めて前進。程なくして有視界にて敵軍前衛と思しき部隊を目視したところで、しかしターニャは酷く困惑するところとなっていた。

「馬鹿な。この距離になっても、敵航空魔導部隊が展開していない？」

　理由は、ぼやいた言葉がすべてだ。

　警戒を担当している副官のセレブリャコーフ中尉に視線を向けるも、見当たりませんとばかりに首を振られる始末。

「中尉、ここはダキア上空ではないのだぞ！」

「仰ることは理解しております。ですが、少佐殿……反応、いずれもありません。少佐殿の方で感知されたものはないのですか？」

　ないぞ、と返すターニャだが啞然とする余りその言葉はどこか力が入っていなかった。

　だが解せぬという表情で報告してくるセレブリャコーフ中尉にしても、ターニャと同じ気持ちだろう。敵地後方に浸透したならばいざ知らず、威力偵察をかねて敵正面付近に展開しているのである。

　威力偵察である以上、敵の対応を探るのが仕事で、つまるところ連邦軍魔導部隊と一戦交える覚悟を済ませていたのにこれだ。迎撃されない、というのは流石にターニャとしても想像さえしていなかった。

「伏撃を警戒すべきなのは同じだが……引き込むのが目的なのか？　連邦軍なんだぞ？　航空兵力や魔導戦力を持たないダキアと同じで対地攻撃を無防備に受けるなどありえるのか？」

　なにしろ、敵は攻め寄せてくるのだ。重砲が乏しい以上、補う為にも航空・魔導戦力がある限り投じられるものとばかり予想していた。それが、常道だし、制空権なき戦いなど一方的蹂躙なのは間違いない。

　一度ぶつかって敵の力量を探ろうとターニャが考えたのも、ひとえに敵戦力の規模と決意を見定める為。だが、肩透かしときている。ここで相手の考えを理解しようにも、ターニャなりに判断しようにも、連邦軍魔導部隊とやりあった経験がないのでは致命的だった。

　戦術が予想できないのだ。

「こうも露骨に飛んでいるのだぞ？　邀撃されないとは……伏撃に警戒しつつ、対地攻撃用意。敵が伏せている可能性を潰す」

　慎重に、しかし、臆することなく叩くのみ。

　予想される敵の対応を幾通りか検討し、敵がいる場合、居ない場合のどちらにも対応できるようターニャは腹を括る。

『フェアリー01より大隊へ通達！　中隊毎ごとに対地襲撃用意だ！　側面に留意を忘れるな。中隊相互に支援を保ちつつ、常に対空警戒を怠るな！』

　いうならば、両手にハンマーを持ったモグラ叩きで、片手だけを使うというやつに近い。いくぞ、と一声張り上げるとターニャはライフルを手に突撃用意と振ってみせる。

『突撃隊列を形成！　中隊総員、私に続け！』

　ゆっくりとまとまっていた部隊が、号令と共に急速に降下を開始。一番危険な降下後の離脱に備え、後方には肉壁ならぬ掩護要員の隊員ら。指揮官先頭とは、まったくいいものだと笑いながらターニャはぐんぐんと高度を下げ、敵の眼すら見えるほどの至近距離で待ち望んだ好機をつかむ。

　慌てふためく敵地上軍からの応射は限定的。なれども、指揮官が何処にいるかは混乱する敵を見ていればこそ容易に特定できる。

　直卒している中隊の各員が煌きらめかせる銃口をそろえ、術弾を今か今かと放とうとする中、ターニャはこれぞ天佑とばかりに声を轟かせる。

『爆裂術式、私に続き発現せよ！　対地攻撃、今っ！』

　術式を九七式で演算し、適切な座標にて発現。

　絶好のタイミングで放たれたそれは、狙い通り敵歩兵らのど真ん中、辛うじて統制を保っていた一角を文字通りに吹き飛ばす。

　ターニャの発現した術式による閃光に爆音、そして連鎖して放たれる随行中隊の爆裂術式は対地襲撃の精華とでもいうべき模範的な密度で殺到。誘爆する破片が飛び散る地上の状況は、戦果確認役に問うまでもなく戦果ありと認められるだろう。……随分とあっけなく、敵は粉砕できる。

　逃げ惑う地上の敵兵。統制を乱して逃げ出すダキア兵さながらだ。まったく、あの懐かしいダキアのワンサイドゲームを思い出す。

　だが、とターニャはそこで自制心を働かせると手を引っ込めるべく無線でまくし立てていた。

『離脱！　離脱！』

『08より、01。対空砲火、密度は限定的です！　反復攻撃を申請します！』

『却下だ08！　戦果拡張は我々の目的ではない！　離脱用意！』

　無線に飛び込んでくるのは、部下からの戦果拡張を求める申請。

　戦闘に、コミーを蹴散らす喜びに浸るのは悪いことではない。だが、好きなことにかまけられるほど戦場というのは幸せには出来ていないのだ。

「少佐殿!?」

「地上を叩けるだけ叩きましょう！　再攻撃を！」

　気持ちは理解できるが、しかし、目的と手段を混同してはいけないとターニャは苦笑するだけの余裕すらあった。

　何だかんだで、第二〇三航空魔導大隊の兵員らは本質的にはウォーモンガーだ。敵を見れば、喰らいつくことしか念頭にない。

　戦意を滾たぎらせるのは悪くないが……戦意は適切に行使されなければ無意味なのだ。

『フェアリー01より大隊各位！　離脱用意！　離脱用意だ！　中隊毎に離脱する。再集結後、敵戦線に一当てする。敵航空魔導戦力の索敵撃滅を最優先に心得よ！』

　振り返るな、と怒号しつつターニャは追撃に警戒した態勢を保ちつつ空域で集結と各員の装備を確認。

　手際よく再集結は整うものの、ターニャはそこで目ざとく地上に心惹かれているらしいヴァイス大尉の顔を見出すことになる。彼も、コミーを叩いておくべきと信じるわけだ。

　戦意過剰というべきか、それとも見事な敢闘精神か。だが、ヴァイス大尉は常識ある人間で直接は上官に疑義も呈しにくいのだろう。ここは上司の方で気を使ってやらねばならないのだろう。仕方ないな、と肩を竦すくめながらターニャは器用にヴァイス大尉を呼び寄せ声をかける。

「副長。君も、対地攻撃を再開すべきと信じる口か？」

「……宜しいのですか、少佐殿。おそらく、エアカバーのない部隊はこれだけです。今、叩かねば後ほど友軍が苦労しますが」

　離脱に不満があるのかと直截に尋ねるターニャに、反論するヴァイス大尉。彼の言い分も正しい。実際、ターニャ自身、敵の手落ちという可能性を考えなかったわけではないのだ。だが、同じように考えたからこそ、ターニャは退くのだ。

　気掛かりなのは、損害に対する帝国と連邦の感覚差。

「それが罠かもしれないだろう。共産主義者のことだ。損害担当師団と我々が戯れている間に本命を投じてくる可能性も否定できん」

　米海軍ですら、レーダーピケット艦を損害担当艦じみた使い方で本隊防衛に使うのが戦場の現実だ。共産主義者が相手である以上、適当な部隊を囮にする間に本命の部隊が帝国軍部隊を襲う可能性は否定できない。

「さて、捜索撃滅行程を継続しよう。上手くいくことを願うばかりだ」

　そう告げ、ターニャは私に続けと連邦軍の進撃路と思しき街道にそって幾度となく地上襲撃を繰り返す。

　戦果は莫大で、しかし、敵も雲うん霞かのごとくとはこのことだろう。

　地上に新手の敵師団を認めること、実に七度。なれど、第二〇三航空魔導大隊はそのいずれにおいても敵航空戦力および魔導戦力と接敵せず。捜索撃滅戦を企図し、敵戦力誘引の誘蛾灯として暴れど、暴威を地上に降り注げど敵影なし。

　その旨をティゲンホーフ市に籠る第三、第三十二両師団へと告げたところでターニャは地上に新手と思しき軍勢を視認。まだいるのか、とほとんど辟易した思いだった。

「新手、か。連邦軍め、いよいよ何を考えている？　これだけの戦力を徒いたずらに対地攻撃の標的として晒すだと？　考えられん」

　八個師団程度、惜しくもないと本気で考えているのだとすれば予備兵力の程が気になる。連邦軍の数は自分達の担当管区だけで一体どれくらいいるのだろうか。

　いや、とターニャはそこで思考を切り替え、疲労困憊した体に鞭打ち対地襲撃隊列を形成。初志貫徹とばかり地上襲撃とそれによる敵魔導戦力のつり出しを続行すべく本日八度目となる師団への対地襲撃作戦を敢行する。

　相変わらずの戦果。

　第二〇三航空魔導大隊も連邦軍の対空迎撃を受けなれたのだろう。射程ギリギリで数分遊ゆう弋よくし、敵の射撃陣地が焦りから発砲し始めたところで標的を観察する余裕も見せ始めていた。

　癖なのだろうか？

　どうにも、連邦軍は射程に入るまでは意外に盲射を自制する一方で射程ギリギリであろうと全力射撃を選択する傾向がある。こういう敵軍の癖は覚えておくと意外に役立つ。心のメモ帳に全力で焼き付けつつ、ターニャは部隊に脱落がなく集結を完了したというセレブリャコーフ中尉の疲れ果てた声に頷く。

「ご苦労、セレブリャコーフ中尉。損耗なしというが、疲労はどうだ？」

「……少佐殿、流石に、疲れました」

　滅多に弱音を口にしようともしないセレブリャコーフ中尉が疲労を認める。潮時か、とターニャは第二〇三航空魔導大隊の強靭な戦闘継続能力とて限界に近づいている事実を受け入れざるを得なかった。

　ある種の強行偵察である以上、武器弾薬とて戦闘を前提に担いでいる。加えてもとより部隊は航空魔導大隊。術弾を使わずとも、宝珠だけでやろうと思えば幾つかの対地攻撃オプションは可能だ。騙し騙し手数の上限を引き伸ばすことで戦闘を続けてきたが……流石に部下の疲労と弾薬消耗は危険域寸前だった。

「今の師団は？」

「やはり、これまでに確認した七個師団とは別の新手かと。……航空艦隊の偵察も、馬鹿にしたものではありませんね」

「これで八個師団か」

　セレブリャコーフ中尉と会話しつつ、やはり敵戦力が八個師団は下らないという事実にターニャはだからこそ分からないと零す。

「敵の航空戦力はどこにいるというのだろうな。頭の痛い問題だ」

「……失礼ながら、少佐殿。その……ここまで叩いても出てこないということは、ひょっとすればです。ひょっとすれば……ここにはいないのではありませんか？」

　セレブリャコーフ中尉の言葉に、ターニャは一瞬、きょとんとしていた。連邦軍に航空魔導戦力がいないと？

　ありえないとばかりにターニャは笑い飛ばしていた。

「セレブリャコーフ中尉、だが、そんなことがありえるとは想像もできん。攻勢に出ているのは、連邦軍だ」

　それに、とターニャは続ける。軍全体が前近代以前のダキア軍と違い、連邦軍は共産主義者の軍隊とはいえ曲がりなりにも列強の一国だ。彼らも質はともかくとして航空戦力を運用しており、実際に帝国軍各部隊と交戦してまずまずの戦力だと報告されていた。

「東部方面に展開している航空艦隊の戦闘報告を読んだかね。彼らによれば、友軍航空艦隊は、目下、敵魔導部隊を含む航空戦力と航空優勢を巡って戦闘中なのだぞ！」

「はい、少佐殿。ですが、その理屈に従えば連邦軍も航空優勢を理解しているはずです」

　それは、その通りであるとターニャも頷く。優勢に戦局を進めているとはいえ、航空戦の状況も中々厳しいと聞いている。特に、航空戦力の大部分が連合王国を睨んで西方に重点配備されている状況だ。東部方面軍とて、決して少ないわけではないが……連邦の正面戦力を全て受け止めるとなれば中々厳しい。

「ここまで我々は放置されています。……その、私もいろいろと連邦の立場で考えるようにしてみましたが、それでも理由は戦力が不在という以外に皆目見当もつきません」

「……道理だ。だが……いや、貴官が正しい」

　そうなると、しくじったなとターニャは自身の見通しが甘いことに臍をかんでいた。こんなことであれば、捜索という要素に拘らずに地上襲撃に全力を傾注すべきだったか、と。

　結果論であるのは否めないが、好機を逸したのは歯がゆい。

　今から再攻撃を敢行しようにも、部隊の戦力は控えめに形容しても疲労困憊しきっている。彼らを酷使すれば、あるいは再攻撃も可能だろうが本分を発揮できる状態ではない。

　第二〇三航空魔導大隊のような精鋭を、無意味に疲労した状態で敵に突っ込ませることをターニャの合理的な利害計算は無益な犠牲だと峻しゅん拒きょしている。残念極まりないことだが、休養と補給が欠かせないだろう。

「離脱する。……補給と休養をティゲンホーフに依頼しろ。地上戦力に対する襲撃任務については、友軍魔導部隊に一任する」

　ああ、とそこでターニャは言葉を続ける。

「第二十三魔導大隊のホーフェン少佐殿におごり酒は辞退だと伝えてくれ」

　了解しました、と苦笑するセレブリャコーフ中尉と、げんなりとした表情で応じるグランツ中尉。

　グランツは、どうやら立派なアルコール偏愛症状を示しているらしい。宜しからぬことだな、とターニャはなんとなく考える。過剰な飲酒は、道徳に反するし、そこで個人の嗜好とはいえもう少し健康に気を使うべきではと口を挟みかけている自分に気が付き、すこぶる驚愕していた。

　自分が、他人の自由に、干渉しようとしていた？

　……それも、道徳という胡散臭い判断基準で？
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　ターニャ・フォン・デグレチャフ魔導少佐が自身の精神状態について葛藤しながら部隊をティゲンホーフに戻したのとほぼ同時刻。

　参謀本部に詰めていたルーデルドルフ中将は、連邦軍がティゲンホーフへ迫りつつあるという急報でたたき起こされ、続報で敵戦力を第二〇三航空魔導大隊が存分に迎撃したという報告にほくそ笑んでいた。

　第二〇三航空魔導大隊が縦横無尽に殴った敵師団は、優に八個。ティゲンホーフに籠っていた当初の二個師団だけであれば陥落も危ぶまれる戦力差であったが……いやはや、結果的にせよ機動防御の真髄をデグレチャフ少佐は発揮したらしい。

　当人としては、敵魔導戦力をつり出すべく行動し、不在に気が付くことが遅れたと謝罪まで報告書に添えていたが……完璧主義の弊害だろう。奇妙な謝罪だとルーデルドルフ中将をして苦笑させたほどだ。

　莫大な質量の敵軍を相手取り、進軍すらおぼつかないようにかき乱し、敵魔導戦力の不在まで証明したのだ。揚句、連邦軍が動かせるであろう予備戦力をこうまでも立ち往生させた。

「素晴らしい！　見事だ！」

　彼は、その瞬間に勝利を確信しえたのだ。

　我、勝てり、と。

　為すべきは、ただ一つ。

　兵力の奔流を流し込むのだ。帝国の動かしうる兵力を、ただただ疲弊しきった連邦軍の脆弱化した弱点へと。









解説



【緊要地形】　軍事地理学上、なんとしても取らなきゃあかん要地。たとえるならば、山崎の戦いの天王山、旅順要塞戦の二〇三高地。取られたら負けます。

ただし、戦史においてはこの緊要地形を餌に、敵をつり出したナポレオンという変態もいます。プラッツェン高地っていう要衝を放棄して、敵がほいほい出てきたところをガツンってやっつけるんですね。……普通、できない。




【イデオロギー教育】　正しい社会主義建設のために、党の政治理論を勉強しよう！　え？　僕ら軍隊だから関係ない!?　反逆だ！　っていう愉快な授業。

なお、兵士達には『部屋の中での訓練』ということで案外と評判は悪くない模様。座っているだけで終わるので。




【ウォーモンガー】　戦闘狂のこと。島津的なアトモスフィア。
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　レルゲン大佐は、参謀将校として自分の職務に誇りを抱いている。軍人として、士官として、そして何より人間として自身の義務を誠実に果たすことこそが責務だと信じて疑わないのだ。だからこそ、というべきだろう。

　暗澹たる思いでレルゲン大佐は、本日何度目になるかすら分からない溜息を心中で零す。許されるなら今すぐにでもアルコールと煙草に逃げたい気分とはこのことだろう。そう思うのは、自分だけではあるまい。

　実に、馬鹿馬鹿しい顚末だ。

　政治の要請で、軍部が足を引っ張られる。茶番劇だと分かっていて、道化役を幾人もの高級将校に演じさせなければならない立場。

　査問会議というのは、濫用されがちだなと盛大に溜息を零しつつ、レルゲン大佐は用意されている自分の席に着く。着座するなりちらりと会場を見渡せば、左右に並んだ顔はことごとく痙攣気味。表情から察するに、誰もが不承不承この場にいることは一目瞭然だ。

　参謀本部の高級将官に、実務を担当する参謀将校ら。東部戦線が小康状態にあるとはいえ、彼らの時間は有限だ。あまりにも貴重な時間を、意味の分からない愚行に浪費させられる彼らの苛立ちはレルゲン大佐とてよく理解できた。

　だからだろう。開廷を告げる木槌の音が、さっさと終わらせようという呼びかけにすら、聞こえてしまうのだ。

「揃ったな？　よろしい、始めよう」

　なにしろ、開廷を告げるのがゼートゥーア中将なのだ。あるいは、それが中将閣下の本音やもしれない。

「では、デグレチャフ少佐。只今をもって、本査問会議は貴官の軍事行動に対して最高統帥府より寄せられている疑義を査問するものとする」

　無理もない話だ。何もかもが異例の査問会議だろう。通常であれば、功績として審議されるべき連邦首都直撃作戦の実行者が迂遠ながらも問責されているのだ。

　軍の論理で言えば、許される話ではない。だからこそ、当初は猛烈に参謀本部が一丸となって反駁したという経緯がある。押し切られたのは、ひとえに後方の文官連中が戦争というものを理解していないからだろう。

　査問会議の司会役をゼートゥーア中将が務めていることからして、結論は無罪と決まっているようなものだ。にもかかわらず、不要不急の案件が問題視され、揚句、アリバイ作りのためとはいえ査問会議を必要とする時点で参謀本部と政府や政治家との間には越え難い溝があるのだろう。

　いや、無理もないか、とレルゲン大佐は留保つきながらもこの事態を受け入れる。

　この問題の原因は、デグレチャフ少佐の行動が過激に見えることにつきる。

　軍事的にみて敵首都直撃は合理的な行動だった。参謀将校ならば、誰しも非常に重要な貢献を為したと頷きうる。だが、政治的に見れば論争を呼ばざるを得ない部分が存在すると指摘されれば、レルゲン大佐には政治の理屈が理解できてしまう。

　敵の面子を蹴り飛ばすという趣旨からして、敵国のシンボルへの攻撃は避け難かった。政治家にしてみれば、それが連邦を刺激したと考えているのだろう。……本末転倒としかいえないが、しかし、そういわれれば否定も出来ぬことではある。

「本査問会議に際し、デグレチャフ少佐。貴官に対して寄せられている疑義は、『過剰な市街地での軍事作戦』と『独断専行じみた軍事行動』である。なお、貴官はこれらを事実としてみとめるかね？」

　いみじくも、たった今ゼートゥーア中将が棒読みしたように『過剰』でありすぎる上に、『独断専行』であるという批判も理屈の上ではひねくり出せてしまうのだ。

　もっとも、この場に臨席している将校らの大半はそれがこじつけに過ぎないと一蹴することだろう。レルゲン大佐自身、直属の上司であるルーデルドルフ中将から厳命されている『デグレチャフ少佐他の免責』を達成することには自信がある。

　連邦の首都モスコーを直撃する軍事行動は、必要だった。それが、レルゲンの信じて疑わない結論だ。

「中将閣下。小官は呈されている二点の疑念に対し、驚きと共に名誉にかけてそのような事実はないことを宣誓いたします」

「結構。では、デグレチャフ少佐。貴官に寄せられている疑義のうち、先に処理すべきは独断専行の疑義である」

　誰もが、威嚇目的なり陽動目的なりと考えていた第二〇三航空魔導大隊の作戦行動は、確かに予想通り威嚇と陽動を目的とした長距離襲撃作戦であり、本質的にハラスメント攻撃とでもいうべきものから逸脱してはいない。

　独断専行にしたところで、参謀本部の将校らは問われれば『命令の範疇である』と誰もが口を揃えることだろう。何故ならば、与えられた命令の目的を達成しているのだ。それは、現場の工夫であってなんら命令違反ではない。

　だからこそ、司会役のゼートゥーア中将も分かっているとばかりに頷くのだろう。

「検事、始めろ」

　それまでの身内に向けるような穏やかな語り口から一変しての、険しい催促声。

　まぁ、隠すまでもない話だ。ゼートゥーア中将が険しい声を軍司法官に向ける時点で彼の本意は明瞭だ。他ならぬゼートゥーア中将自身が、あの第二〇三航空魔導大隊の設立に与くみしているのである。査問会議にしたところで、監督者責任という名目で参謀本部がねじ込まなければ到底彼に司会役など与えられないだろう。

「ああ、検事。忘れる前に一つ警告しておくが、傍聴者の退席は認められん。将校の名誉に対する疑義提示である以上、私は帝国軍将校としてすべての将校の前で、デグレチャフ少佐の名誉が審議されることを望むものとする」

　分かっているだろうが、とゼートゥーア中将が続ける言葉は帝国軍に身を置く軍の司法官にしてみればやり難にくいことこの上ない言葉。

「私個人としては、必要と諸君のどちらかが希望するのであれば査問の記録を公示することも辞さないつもりである。よろしい。では、始めたまえ」

　どこまでも、徹底したやり方。最高統帥府の意向を汲んだ軍司法官が口を開こうとする前の強烈極まりない先制だ。

　この事実は、ゼートゥーア中将他、帝国軍参謀本部の参謀将校らが揃って査問会議に抵抗していることを裏付けるものだろう。しかし、もう一方にはそれ程の抵抗と反対にも関わらずこの査問会議は強行されている。

　デグレチャフ少佐の身をすすぐことで、以後の名誉に対する批判から保護するためだ。最終的にはそのような目的で参謀本部内部と東部方面軍からの激烈な反対を乗り越えたにせよ、最高統帥府が示したデグレチャフ少佐への対応はあまりにも激烈だろう。

「では、独断専行の件について始めさせていただきます……」

　そうして、軍司法官が列挙する疑義を一つ一つ見る限り、やはりかとレルゲン大佐としては嘆息せざるを得ない。

　査問会議の会議場に張り詰めている将校らの怒り。査問される当事者として、謹厳実直そのものという姿勢を保っているデグレチャフ少佐の内心とて似たようなものだとは容易に類推がつくことだろう。

「……頭が痛くなるような問題だ」

　レルゲン大佐にとって、この査問会議においてデグレチャフ少佐を咎める結論が出てこないのは自明だ。司会役のゼートゥーア中将と、居並ぶ将校らの視線を押し切ってまで、デグレチャフ少佐に将校としての名誉や資質があり得ないと結論付けられる人間が何人いるだろうか？

　査問委員長に至っては、名目だけだろうが参謀総長が充てられるという具合だ。実質的な職務を担う司会役を務めるゼートゥーア中将からして、参謀本部の大黒柱と評されるほど。

　その面々全員が、腹の底でこの査問会議を茶番だとみなしているのはあからさまだろう。ゼートゥーア中将に至っては、抗議の意図なのだろうが検事を務める軍司法官の発言中、手元の葉巻ケースに視線を向け、隣の人間から火を借り始める始末。

　査問会議を馬鹿馬鹿しいと主張する将校らの大多数は、冷笑をこれでもかと発言する検事にいちいち浴びせ、弁護役の発言にはいちいち頷いてみせるほどだ。拍手を浴びせ始めるお調子者まで出ている。

　静粛に、と木槌をならすゼートゥーア中将ですら義務的に木槌を叩くという時点で、喜劇さが際立つのは避けられない。

　だからこそ、だ。やはりレルゲン大佐はぼやいてしまう。

「……避けられなかったのかね。この査問会議そのものを」

　レルゲン大佐は忸怩たる後悔の念に駆られてやまない。

　なにしろ、幾度となくその危険性は示唆されていたのだ。軍と後方の意識乖離は深刻極まりない、と。だからこそ自分では、よほど気を付けているつもりだった。

　極力、後方の人間とも戦局に関する意見を交換し、軍の立場と銃後の事情を見落とさないように努めていた。作戦担当の参謀将校としてはやや逸脱した行為かもしれないが、円滑な軍事行動には統一した後方というのが必要なのは間違いないのだと信じていた。そして、侵攻してきた連邦軍を機動遊撃戦で撃滅した際は、前線と銃後の連携は疑いの余地なく機能していると誇らしげに祝杯を掲げたものだ。

　それが、この顚末。眼前で猛然と反駁する弁護人に、圧倒される軍の司法官という構造に至ったのは何故だろうか？　これほどに不協和音をばら撒く査問会議を避けることが出来なかったのは頗すこぶる遺憾でしかありえない。

　なにしろ、見ているだけで結論は分かりきっている。淡々と、それこそ感情を押し殺して侮辱的な質問に逐一応答していくデグレチャフ少佐。名目だけの中立で、検事役にねちねちと嫌味を浴びせる司会役。そして、士官と参謀将校の名誉に対する不当な攻撃には断固として立ち向かわんと決意を隠そうともしない弁護側だ。

　独断専行の件については、参謀将校らが一様に問題なしと公式記録で宣言。過剰な攻撃については、弁護側が軍関連施設への攻撃に関する判例と軍の通知を引用して逆に検事側を猛攻撃する始末だ。

　曰く、『民間施設を避け、党並びに軍関係施設への限定攻撃に限った努力を公式に賞賛すべきではないか』と公式に記録へ残させるほどだ。

　ぐっしょりと脂汗を垂らす検事役が机に身を寄りかからせ、反論の言葉も絶え絶えになったところで、漸くゼートゥーア中将はこの茶番劇に幕を下ろす。

「さて、議論は尽くされたようだな」

　各員が、各々に詳細を論じたと思う、と形式的な一文を口にした末に、ゼートゥーア中将は本題を口にする。

「本査問会議は、次のごとく結論付ける。ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐、貴官に対する疑義は以上で反論が成立したものと見なす」

　茶番は終わりだと裁決を下すゼートゥーア中将の語り口と、それを当然とばかりに頷く将校ら。……多くの将校がそろいもそろって実戦経験に与えられる野戦従軍章を正装の上にぶら下げているのは暗黙の裡うちに前線の憤りを表明するということだろうか。

「ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐。貴官の名誉は疑いを免れた。以上をもって、本査問会議を終了する。更なる奮戦と挺身のあらんことを。以上だ」

　ひとまずは、無事に完了した案件というべき帰結。

　だが、退室して次の仕事へと赴くレルゲン大佐の心境は酷く気が重い。どこまでも見誤っていたというほかにないのだ。

『最高統帥府』、とりわけ『外交部門』と『内閣』がモスコー襲撃と、それ以前にデグレチャフ少佐が行った軍事行動に対して憤りを表明するどころか、査問を求めるほどに軍と感覚に乖離をきたしているとは。

　……第一報を耳にした時は、信じがたいと叫んだものだ。冷静さを取り戻したところでレルゲン大佐は漸く、問題の本質をつかみつつある。彼自身、デグレチャフ少佐がややもすれば戦果を挙げるために強硬策を敢行することを知っている。危ぶむこともある。だが、違うのだ。

　レルゲン大佐自身にすら危ぶむ意図こそあれども、デグレチャフ少佐の手段を危惧するのであって、彼女が達成しようとする目的を咎めるという発想はあまりない。実際、ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐は人格に対する疑いを除けば帝国軍将校としては模範的といいえるほど優秀である。

「……私も、知らず知らずのうちにデグレチャフ少佐の思考法になじんでしまったのだろうか？　だとすれば……彼女は正しいのか？」

　モスコーを叩くことができれば、結果、必然的に東部国境線に展開している連邦軍部隊をいくばくかでも引き抜くことが出来るだろう、と。

「ある意味で、ライン戦線の再現を望んだのか。……実際、上手くやったというほかにない。お陰で、東部正面の敵航空戦力を大幅に引き抜かせられたんだぞ。大手柄でこそあれ、問題とすべき要素はない」

　……軍人の視点でみれば、と追記すればだが。

　敵国の重要施設や重要拠点を長駆して襲撃することで、敵に後方の防備を固める必要性を押し付け、結果的に有限な軍事資源を最前線に回させないようなハラスメント攻撃。

　帝国軍にとってみれば、モスコーをいつでも攻撃できると示すことで、連邦軍の兵力をモスコー方面に張り付けたのだ。

　デグレチャフ少佐にモスコー攻撃作戦を許可したことであれほど厄介ごとを引き起こすとはレルゲン大佐自身想定外もよいところ。だから、この内輪もめに戸惑わざるをえなかった。

　そして、困惑から回復するなり悟って頭を抱えている。おそらく帝国の後方は、戦前の論理に今なお支配されているのだ。新聞やラジオの報道で考えを変えるのではなく、戦前の論理でそれを判断しているのだ！

　なんという、ピントのずれた議論だろうか。

　戦争は軍人が、銃後の支えで戦い抜くものだ。だが、最近では軍が戦争を管轄し、後方は軍がどのような状況にあるのかに無頓着。

　よくいえば、軍を信頼しているのだろうが……悪く言えば、理解できていない。

「いずれ、なんとかしなければ厄介なことになりそうだが……」

　いや、とそこで彼は言葉をつづける。

「まずは、デグレチャフ少佐の身柄か」

　レルゲン大佐は、それとなく気分を切り替えつつ目の前の事態に気持ちを向け直す。

　さしあたり、査問委員会がデグレチャフの経歴を照会し問題がないことを証明した。それに応じて、各種資料が委員に配布されると同時にデグレチャフに対しては公的記録に放免が記載される旨が通達されている。

　これで、デグレチャフ少佐に問題行動はなかったと公式に記録される。軍が、後方に、そして最高統帥府の威光に拒否をたたきつけた構造だ。銃後と前線が感覚の違いで衝突するにしても、もう少し穏やかな形で落とし込めれば幸いだったのだがとレルゲン大佐としては反省するばかり。

　しかし、同時に『配慮』とやらでデグレチャフ少佐と第二〇三航空魔導大隊の新しい任地を考えなければならず、希望を聞き取るのは面識があるからという理由で自分がまかされた。まぁ、良い機会である。少なくともその真意を把握し、理解できる好機であるのは間違いないのだから。

　デグレチャフ少佐を待たせていた参謀本部の一室に足を踏み入れる際、彼はウーガ少佐をつれてくればよかったやもしれん、とそこで漸く気が付く。軍大学の同期がいれば、不本意な査問でささくれだっている奴も少しは落ち着くか、と。

　なれども、既に時遅し。

　立ち上がって、此方へ相変わらず几帳面に教本通りの敬礼を寄越すのはデグレチャフ少佐。ご苦労と苦笑しながら答礼するレルゲン大佐。

「先ほど以来だな。待たせたな、少佐」

　いえ、お構いなくと続けるデグレチャフ少佐は、案に相違して意外に落ち着いていた。

「結構。では、貴官の配属先について少し話そう。希望はあるかね？」

　だが、告げられたデグレチャフ少佐の希望に、思わずレルゲン大佐は驚きのあまり仰のけ反るところとなる。

「最前線勤務以外を志望する……以上に間違いはないな？」

「はっ、ございません」

　淡々と回答するデグレチャフ少佐の瞳には、躊躇いも駆け引きもない。あのデグレチャフ少佐が、この状況で最前線勤務を……望まない？　これが、新兵やら余人であれば前線を恐れたのかと窘たしなめもできるが、ライン方面で共和国軍司令部に突入した猛者が忌避するとなれば事情はまったく異なる。

　だから意思の確認は、あくまでも事務手続き。いわば前座にすぎない。

「結構。では、少佐。貴官に対して回答を求めたい疑義がある」

「はっ、お伺いいたします」

「個人的な会話だと思ってくれて構わない。デグレチャフ少佐、貴官ほどの軍人が何故最前線を厭うのだね？」

　知りたいのは、ただ一つ。理由だ。レルゲン自身の関心もそこにある。いや、そこにしかないと言えよう。

　だからこそ、戸惑いながらレルゲン大佐は尋ねざるを得ない。

『なぜ、錆さび銀ぎんとまで恐れられる彼女が、よりにもよって後方勤務など志望するのか』というごくごく真っ当な疑念を。

「はい、大佐殿。至極簡潔に申し上げますと、最前線勤務に小官は憂いています。後方勤務を志望するのは、ひとえに一身上の理由であります。申し遅れましたが、この件について後任の推薦が。第二〇三航空魔導大隊の指揮官人事でありますが。次席指揮官のヴァイス大尉を後任指揮官として推薦させて頂ければ幸いであります」

　その知らせは、瞬く間に参謀本部を駆け巡る。曰く、第二〇三航空魔導大隊の大隊長、ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐は後方勤務を切望。理由は、戦功に対する査問会議にほとほと愛想が尽きたから。

　一瞬、道理だと誰もが頷きかける話は、しかし、関係者にしてみれば冗談ではない。その筆頭が、彼、ゼートゥーア中将である。

　レルゲンの送った報告を受け取るなり、レルゲンの執務室にターニャを訪ねて飛び込んできたゼートゥーア中将の第一声は強張っていた。

「……本音でいこう。これは、何だね？」

　手にしたのは、つい先ほどレルゲン大佐自身が書きなぐったデグレチャフ少佐から聞き出した配属希望先。

　後方を望むという一文が記載されたそれを、デグレチャフ少佐が平然と見つめたところで、初めてゼートゥーア中将は手にした一式の報告書を地面にたたきつける。

　まともな感覚を持つ将校ならば、顔面蒼白とならざるを得ないような速度での態度。ゼートゥーア中将の怒りを表すかのように、その紙束は勢いよく地面にぶちまけられヒラヒラと紙が舞う。大凡、軍に奉職して以来初めてみるような激怒の発露だ。

　訓練小隊付き軍曹とて、ここまで顕著に怒りの表情を表すことか。はっきりと言って、これほど人間が激怒できるのかと思うほど。

　だが。

　気がつく者は、さらに驚嘆しただろう。……デグレチャフ少佐は、それを啞然と見据えている。淡々とでもなく、否定されて激怒するでもなく、啞然と。

　あの、あの戦闘人形が。人間の形をした化け物が。まるで、驚愕しているかの如き表情を浮かべているのだ。

「答えたまえ、少佐。貴官は、一体いかなる理由により軍務を放棄するのかね？」

「閣下、ご質問の意図が小官には理解致しかねます」

　質問の意図は明瞭。はっきりと言って、後方からの干渉があったにせよ、言動は許容されるコードをはるかに踏み越えていた。

　いったいどのような意図から、このように軍と参謀本部の面子を否定し、あまつさえ蹂躙するような口撃が行われるのだろうか？

「重ねて問おう。貴官は、東部勤務を望まないどころか、本土、もしくは西方における非戦闘任務を志願すると？」

「はい、中将閣下。小官としては、軍務に際して引き続き全力を尽くす所存であります。軍務の放棄という閣下の疑念は、小官にとって驚きであると申し上げさせてください」

「すまんが、それは、理解できないということか」

「はい、閣下、その通りであります。小官は、理解が及びません」

　半ば軍務を放棄するような申請に申し開きはないのか？　レルゲンですら、暗黙裡に込められるゼートゥーア中将が言わんとする質問の意図をはっきりと理解できる。

　にもかかわらず。

　にもかかわらずだ。

　質問の意図を理解しかねるだと？

　思いもよらないデグレチャフ少佐の回答。それによって思わず、誰も彼もが一瞬にして凍りつく。こいつは、デグレチャフ少佐は何を言っている？　眼の前の存在が急に理解しがたい化け生しょうに思えてならない。一体、今何を口にした？

「……何？　理解しかねる？　文字どおりの意味だぞ、少佐。何故、二つ名をぶら下げる貴様のような精鋭が、後方勤務を志望するのかね？」

　そう。

　まさに、そこなのだ。

　ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐という一魔導師の軍歴は、彼女にとって半ば人生も同然である。彼女は、あのなりで既に半生を軍と共に過ごし、その多くは最前線の鉄火場だ。

　それが最前線勤務を忌避し始める？

　いかなる心境の変化だと尋ねるというよりも、半ば問い詰めるようなゼートゥーア中将の言葉はやむことを知らず、だからこそだろう。

　遂に観念したように、デグレチャフ少佐はぼそり、とその心情を吐露する。

「閣下、小官の受諾した御命令は連邦首都を直撃せよでありました。小官は参謀本部の命に従ったにすぎません。そのような命令に従い、査問を開かれる状況下において小官は戦闘任務に服する資質そのものに疑義が呈されていると理解しております」

「……本気で言っているのかね？」

「もちろんであります、閣下」

　だが、その点に関してデグレチャフ少佐の回答はある意味で子供のような、自分の正しさに拘る頑かたくなさであり、軍人としてみれば、深刻極まりない不信感の吐露でもあった。

　容姿だけを見るならば、初めてのお使いを果たした子供が自信満々に胸を張るようなもの。頼まれたジャガイモを間違いなく買ってきたよと言わんばかりの雰囲気だ。

　……まるでこの場に似つかわしくない雰囲気。

「では、貴様のこの言説は参謀本部の命令に従って行動した結果によって生じた査問会議を受けて、行われたというのか」

　よく見ると、ゼートゥーア中将のこめかみが痙攣ぎみである。いや、見るまでもないことかとレルゲンは苦笑する。誰だって、今の閣下の真ん前に立ちたくはないだろう。あのゼートゥーア閣下が全身で激怒の意を露わにしているのだから。

「はい、閣下。東部主戦線援護のために、小官に命じられた陽動任務を遂行いたしました。ですが、小官は基本的な軍務行動一つとっても疑義を提示される将校である以上、作戦行動に従事するべき適性は欠落しているかと」

「……自分の主張していることの意味に気がついていないのかね？　それとも、実際には理解した上で火遊びしているのかね？」

　火薬庫で火遊びする連中を眺めるのはこんな気分に違いない。いつ爆発するのかとはらはら。ドキドキというよりも、胃がキリキリする感覚だ。

　今日ここに居合わせたレルゲン大佐は、わが身の不幸を嘆くしかない。運が良ければ、ワインよりも強いウィスキーでも飲んで忘れるほかにないだろう。

　……忘れられるのならば、だが。

「はい、いいえ閣下。小官は軍人であり、軍人としての行動規範に従うほかにないと思い、信じる次第であります」

　聞かれたことが、質問の意図が理解できないとばかりに応える少佐。後ろめたいことは一切ないとばかりに。それでいて、何故上官に問い詰められるのかを全く理解できずに困惑する表情がそこには貼り付いている。

「少佐、私の質問にそれ以上何か応えることはあるかね？」

　対する中将。

　これ以上、怒りという感情を一個人の顔面に顕現させるのは不可能という水準まで怒りを満ち溢れさせている。

　できることならば、半径百メートル圏内には絶対に近づきたくない状況だ。

　こんな時にすら、そんなことが頭をよぎるものか。

　……レルゲン大佐は頭の片隅で、どことなく思考が逃避しつつあるのを実感しながらもそれを禁じえないでいた。

「閣下、先ほどから申し上げておりますが小官にはそれ以上にお答えすることはありません」

「……少佐、私は貴官の戦略眼を高く評価している」

　ほとんど、ほとんど驚嘆するべき自制心でゼートゥーア中将は辛うじてながらも暴発を抑え込んだ。

　鋼の精神という形容すら、熔解せしめんほどの激怒をもってしてである。おそらく、その一事をもってして後世の史家からは賛嘆されてしかるべきそれだ。

「光栄であります閣下」

　そこで、しれっとのたまえる少佐も後世の史家にしてみれば特筆に値することだろう。

　正直に言おう。言葉が通じるということが、これほど不気味だと思ったことはない。一体、目の前の少佐の言葉は何を意味しているのか理解の範疇外だ。

　まるで子供の駄々じゃないか、とぼやきかけたところでふとレルゲン大佐は気が付く。

　……子供の駄々？

　いや、まさかと思いかけたレルゲン大佐だがちらりと視線をデグレチャフ少佐に向ければ膨れ顔。淡々とゼートゥーア中将に相対しているデグレチャフ少佐は、しかし、体格差からゼートゥーア中将を見上げている。

　忘れがちだが、彼女は、デグレチャフ少佐は……小さい。

　それこそ人生経験が乏しく、軍での経験が大半となれば度々の査問で自身の適性に疑念が提示されているとなれば……いや、流石に反抗期ということはないだろうが。

　冗談だよな、と急に困惑が酷くなったレルゲン大佐。

「一つ問うが、モスコー襲撃による軍事的意義に関し、貴官の思うところを詳つまびらかに申告したまえ」

「はっ、東部主戦線の援護として最適でありました。同時に、連邦に消耗を強いる第一歩となったと自負しております」

　抑制のきいた返事と、見事なまでの能面面づらでゼートゥーア中将に相対するデグレチャフ少佐の心境は容易に想像がつくものではない。

　実際のところ、自負していると断言したところは彼女の本心だろう。だが、だからこそレルゲン大佐は思わず、咄嗟に痛み止めを欲したくなる。

　自負していながら、それを貶けなされて脹ふくれているのじゃないだろうか。

　これが。よりにもよって、こんな精神性の軍人が一個魔導大隊を統率する化け物なのだとすれば、酷い皮肉だ。銀翼を柏で持っている代物。正に英雄とでも形容するしかない戦果。

　されども白銀という二つ名は、おそらくあまりにも実態から乖離している。優雅な白銀というよりは、返り血で錆びついた錆銀とでもいうべきおぞましい存在。

　それでいて、その中身は怒られたから前線には行きたくないと駄々をこねる子供なのか？

「結構だ。貴官の存念は理解した」

「光栄です」

　レルゲンとしては、もはや、何を言うべきかも分からないやり取り。だが、眼前では何かを理解したらしいゼートゥーア中将が何故か話題を唐突に切り替え始める。

　脈絡が読めず、困惑するばかりのレルゲンはもはや黙って傍観するほかにない。

「さて、貴官の希望する後方勤務だが……その前に何点か貴官の意向を確認しよう」

　はっ、と応じるターニャへ対し、ゼートゥーア中将は好こう々こう爺や然とした表情で頷く。

　では質問だが、と彼はそこで爆弾を投じる。

「貴官に早期講和の可能性を聞きたい」

「論外であります。そもそも、検討すら無意味であるかと思われます」

　は？　と思わず疑問がレルゲン大佐の口から漏れていた。

「そのように貴官が信ずるに至る理由は？」

「まず、前提があります。連邦は我が国に対し、我々が知る限りにおいて開戦を決断する合理的な理由が存在しません。よろしいでしょうか？」

「続けたまえ」

　話の流れが読めずに困惑したレルゲン大佐は脇に置かれ、ただただデグレチャフ少佐とゼートゥーア中将だけが何事かを得心したように会話を進める。

　傍で拝聴しているレルゲンにしても、デグレチャフ少佐が指摘するように連邦が開戦を決断した理由は理解し損ねていた。連邦が帝国を殴るのであれば、もっと早くから殴りかかってくるべきなのだ。戦意があるとすれば……何故、帝国が共和国を倒すまで傍観していたのか説明がつかない。

　偶発的な国境衝突さえ、双方が慎むべく努力していたことは特筆に値するだろう。だからこそ、レルゲン大佐を含め参謀本部の参謀将校らは第一報に対して一様に『何故!?』と叫んだほど困惑した。

「合理的な理由がない。閣下、少なくとも我々が知る限りにおいてであります」

「我々が、知る限りにおいて？」

「その通りです、閣下。調査の進展があれども、我々には理解できない理由があるのでしょう」

　実際、レルゲン大佐の知る限りにおいても調査は進んでいない。無理からぬことで、現状においては意図よりも侵攻への対応が優先されている。帝国軍参謀本部においても、全面的な調査は人手不足で棚上げとされている。敵が迫りつつある状況、火急の情勢とあらば悠長に分析するよりも撃退に全力を注ぐのはやむをえない選択だ。

「従って、我々は既存のパラダイムで交渉すべきではありません。パラダイムを把握しえぬ以上、我々がかの国に交渉できる点すら不明なのです」

「第一撃をしのげば、活路は見出せるとする見解もあるがね」

「……失礼ながら、連邦にとって停戦は死を意味しかねません。何故ならば、連邦のような政治制度では統治機構はその失敗を是認できないからです」

　故に、ちょっとした雑談の感覚で話されるだろうと考えていたレルゲン大佐は会話の先行きに眉を顰める。……これでは、雑談というよりも戦略鼎てい談だんだ。それも、飛び切りにリアリズムの漂う本物の戦略次元で、だ。

　デグレチャフ少佐は単純明瞭な回答を導き出す。不明である以上、我々がそれでもって交渉することは不可能。なにより、根本原因が分からない以上究明しようがない、と。

　そして、ゼートゥーア中将はすべてを理解したように、だろうなと頷いてみせる。

「故に、早期停戦のための交渉などは完全な幻想です。おそらく、前線レベルでの小規模な停戦交渉の接触ですら困難極まるかと」

「その困難極まる可能性というのは尤もな指摘だがね。事実上、連邦の面子から早期講和を不可能としたのは貴様のモスコー直撃ではないのか？」

　その努力をほとんどたった一撃で以って葬り去ったのが、あの首都直撃だった。

　厳密に言うならば、軍事的には必要な一手であった。東部防衛には不可欠な行動であったと評価できるだろう。だが、余りにも高くつくのではないのか？

　面子を蹴り飛ばされ、踏みにじられ、木っ端みじんにされた連邦は引けなくなっただろう。高らかに高揚した我が国の戦意は、そう簡単に矛を収めることを許容しない。勝利を求めて、さらなる戦果を求めて、世論が高まっている。

　その事態を生み出したのは、デグレチャフ少佐の行動ではないのか？　少なくとも、責任の一端はあるのではないか。

「はい、いいえ閣下」

　ゼートゥーア中将の問いは、理屈はさておき感情レベルではレルゲン大佐がデグレチャフ少佐へ漠然と抱いていた疑問でもあった。

　デグレチャフという異常者を知ってしまった本能の警告とでも形容すべきであろうか？　彼女が口にするであろう回答は、何故かろくでもないものである。そのことだけはレルゲン大佐にとって不思議と予想できてしまった。

「ふむ……では、少佐。貴官の存念を聞こうか」

　問いかけるゼートゥーア中将の言葉がパンドラの箱に手を伸ばすかに思えて仕方がない一瞬。ほとんど未知の感情だ。聞きたいという思いと、聞きたくないという悲鳴の様な感情。軍に入った時から、国家のために戦うことは覚悟していたつもりだった。

「閣下、連邦は我々とは異なる視点で世界を見ております。本質的に排他的かつ被害妄想に至る傾向が強い国家です」

「……それで？」

「従って、彼らの行動原理は生存に重きが置かれるでしょう。帝国そのものへの恐怖。あるいは、攻撃されることへの恐怖。だからこそ、生存のため、先制攻撃に彼らが出たと仮定すれば一定の合理性を見出すことが可能です」

　だが、これは何だ？　この目の前で淡々と回答するデグレチャフ少佐はなんなのだ？

　混乱する頭でレルゲン大佐は懸命に乱れがちな思考を整理する。彼女は、ターニャ・フォン・デグレチャフ少佐。魔導士官にして、参謀将校課程を修了した参謀将校。

　そして、子供。

　……何かが、おかしいのだ。にもかかわらず、彼女の存在はまるでそれが自然であるかのようにそこに存在している。これが国家の望んだ軍人の最終形態だとでもいうのだろうか？

　分析の視点は明瞭。少なくとも、連邦独特の世界観について彼女は専門家として既に参謀本部内で一定の名声を確立済み。

　いや、戦略家としてというべきだろうか。総力戦やそれに伴う兵站の新概念は参謀本部を打ちのめしている。消耗によって敵国を出血死に追い込むという名誉も人間味もなげうった戦略は恐ろしく有効に機能した。

　共和国軍野戦軍撃滅と出血死に伴う軍崩壊はみているこちらが啞然とするほど。断首戦術の成功や、ライン戦線での活躍は戦略家としての手腕のみならず卓越した野戦将校であることも証明している。

「突き詰めてゆけば、感情です。閣下、彼らが行動を起こす最大の理由は〝恐怖〟であります。軍事行動とてその例外ではありません」

　その最も戦場の空気を理解する将校が、だ。鋭敏な戦略眼で、居並ぶ軍の俊英を圧倒する才能が、だ。

　仮に、真実に迫っていたら我々はどうすればよいのか？

「つまり、どういうことがいいたいのかね？」

「閣下、帝国の存在が連邦にとって最も早はや〝耐え難い恐怖〟なのであります。である以上、連邦が矛を収めるには我々が滅ぶしかありません」

　なるほど、とゼートゥーア中将は苦笑する。恐怖か、と口に出す彼は言葉を吟味するように一瞬だけ沈黙し、一つの問いを放っていた。

「概ね理解できるが、一つだけ疑問がある」

「何でありましょうか？」

「単純だ。少佐、連邦は何故共和国と我々が戦う最中に背中を刺さなかったのだ？　帝国が恐怖の対象であるならば、真っ先に行動すべきだろうに」

　道理だな、とレルゲン大佐も頷く疑問。だが、デグレチャフ少佐は至極ごもっともな疑問ではありますが、と微笑んでみせるのだ。

「仰るとおりです。ですが、それは軍事行動における合理的判断でしょう。閣下、強大な帝国が共和国すら倒す姿勢に連邦が恐怖していたとすれば如何でしょうか？」

　……それが意味するものは、つまり。

　思考が否定し得ない恐るべき可能性に至ったとき、レルゲン大佐は遂に口を挟んでしまっていた。

「ゼートゥーア閣下。横合いから口を挟む失礼をご容赦ください」

　構わんさ、と上官が促してくれるのを幸いと、レルゲン大佐は疑問を口にする。

「連邦の連中、我々と戦うことが恐ろしくて共和国を見殺しに、揚句、強大な帝国に単体で対峙することに耐え切れなくなったと!?　そんな、そんな馬鹿げた理屈がありえるとでもいうのか!?」

「レルゲン大佐殿、全ては仮説であります。ですが、小官の見るところ、ある種の必然かと。彼らは、生存の為に必死でしょう。おそらく、我々と奴らのどちらかが死に絶えるまで戦い抜く覚悟を固めていると思われますが」

「どうあっても、穏便な講和はありえないと？」

　大戦争。どこまでも、拡大していく大戦争。

　頭をよぎるのは、何故眼の前の少佐があどけない笑みを浮かべているのかという疑問。

　何故笑えるのだろうか？　何故、そこまで穏やかにこちらに微笑む？

「はい、大佐殿」

　まるで、よく我が意を得てくれた。そう言わんばかりの口調で紡がれる肯定の答え。

　それが、事実でないと思いたい。しかし一方では、それが事実であるのだという考えが何処からともなく湧いてくる。

　おぞましい大戦争。また、またラインのような地獄を造れというのか？

「講和の成立自体、絶望的であります。我らが滅ぶか、奴らが滅ぶか。もはや、二つに一つしかありえません」

「殲滅戦争だと？」

「総力戦とは、元来がそういうものなのではありませんか？」

　迷いどころか、躊躇なき回答。

　確信が満ち溢れ、疑うことのない口調にあるのは自明のことを述べている人間特有の物腰。こんな事態に対して確信を持って答えられるとは……見誤っていた。

　よほど先の事も見えない救いようのない馬鹿か、狂った現実に適合した狂人だけに違いない。

　そこまで考えてようやくレルゲン大佐は真に恐怖する。

　現実が狂っている。で、あるならば狂っている現実の中では奴が。

　狂っているデグレチャフ少佐の方が理を有するのではないのか？　すなわち、イカれた世界で狂った理屈を解するのではないか、と。

　あるいは、その可能性を考慮すればこそゼートゥーア中将は怒りを抑え込めたのやもしれん。そう判断したレルゲン大佐は咄嗟に気を引き締めて合理性を検討し得る程度の気構えを取り戻す。先入観を捨て、単純に理解しようという姿勢。

　もちろん、彼とて確固たる個人であり完全に事象を理解できるとまでは思えない。

　それでもだ。一から違うパラダイムの世界を理解しようという努力ができたこと。それは、少なくとも帝国高級軍人の知的柔軟性を限りなく良い形で発露したと言える。

　おお、おお、神よ。何故、何故貴方はこのような事態をお許しになられるのですか？

「デグレチャフ少佐。貴官は、状況が危機的であることを理解し、その上で後方勤務を望むという。率直に聞こう。……何がしたいのだ？」

「戦力は適切に運用されなければなりません。私は、どこまでも戦力の適切な運用に貢献する方策が必要となる時期に備えたいと」

「……二ヶ月やろう」

「はっ？」

「私の権限で以って西方戦線に配属する。完全な後方配置とは言わないが、西方戦線であれば戦技研究に努めつつ戦訓調査に励めるだろう。二ヶ月後に存念をレポートにまとめて戦略研究室に提出したまえ。ソレ如何で貴官の配属に関する裁決を出す」

　ああ、畜生とレルゲン大佐は上官の意図を読んでいた。デグレチャフ少佐の戦略眼は狂っていようとも確実なのだ。ならば、それを見極めてやろうという意図だろう。狂気の世界を狂気で分析したソレを見て使い道を決めるご意向に違いない。
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　モスコーの地下壕薄暗い地底の会議場。集まった党員の面々は、文字通り党の枢要たる錚そう々そうたる面々。なれども、というべきだろう。それほどの力と権威を纏ったノーメンクラトゥーラ（＊）である彼らはたった一人を除いて顔面蒼白で、ほとんど魂を飛ばしたように怯えながら列席しているに過ぎない。

　一党独裁の国家で、偉大なる独裁者と党の面子を蹴り飛ばされた大惨事。モスコーを直撃されたとあらば、とてもではないが……嵐程度では収まらないだろう。

　まして、西方に進撃した連邦軍は、よりにもよって主攻集団が帝国軍の反撃に直面し甚大な損害を被って壊滅しつつある。ここまで帝国軍に連邦軍がいいように嬲なぶられている状況下で、穏健な政治的解決というのは絶望的といってよい。

　誰もがまだ、覚えているのだ。つい数年前までの大粛清で、この党中央に席を持っていた同僚や前任者が何人『反革命罪』を『自白』させられて、粛清されたかを。

　これほどの大惨事となれば、誰かが確実に責任を取らされる。過失があろうとなかろうと、だ。連邦軍や国防関係の担当者に至っては、家族に別れを告げてこの場に臨んでいる人間も一人や二人ではない。

　悲壮な覚悟と諦観交じりに列席している参加者にとって、事態に心底激怒している同志ヨセフ書記長の存在は正しく悪夢の再来を想起させるに十分。だが、何より恐怖すべきはニコニコ笑っている粛清執行官のロリヤの存在だ。

　血に餓えたような組み合わせの二人を見れば、今日、ここで死ぬのだと早とちりしてもおかしくない程に、場の空気は凍りついている。

「同志書記長、発言の許可を願います」

「ふむ、何かね？」

「目には目を、歯には歯を。我々は、このような事態を招いた連中に対し、人民の怒りを見せ付けなければなりません」

　ああ、と誰かが己の運命を嘆くその瞬間。

　次に来るのは、裏切り者と責任者に対する糾弾だろうと誰もが覚悟を決めたまさにその時、ロリヤは誰にとっても予想外な一言を放つ。

「なればこそ、我々には人民の団結が必要かと」

「……同志ロリヤ、団結、と口にしたのかね？」

「はい、同志書記長。母なる祖国は、危機にあります。従って、我々は団結せねばなりません。西方大攻勢の頓挫と、モスコーに対する帝国軍の攻撃は、我々を団結させるでしょう。我々は、一つの祖国、一つの党、一つの勝利を求めて戦わねばなりません」

　てっきり、粛清なり、処分なり、処刑なり、処理なりを言い出すに違いない。誰もが、責任者となることを恐れて凍りついたその時。

　同志ロリヤは誰もが予想もしない言葉を続けた。それは、同志ヨセフ書記長にとってすら予想外となる言葉。

「我々は、イデアを求めます。であるならば、そのイデアを共に追いかけるべく名誉を失った元同志諸君に贖罪の機会を与えることもよしとすべきでしょう。我々は、今や、大同小異を乗り越えて、母なる祖国、母なる党、そして党の勝利を求めるべき危機に直面しているのです」

　発言を続けるロリヤ内務人民委員は、その瞬間、愕然としていた誰にとっても予想外の一言を口にする。

「目には目を、歯には歯を。従って、我々は目的の為にならば旧体制に与した咎で収容している魔導師を使うことを提案いたします。それに、収監されている将校の再登用と指揮権の回復もです」

　思わず、書記長ですら一瞬呆けさせる発言。粛清でも、責任者の処断でもない実に建設的な提言。よりにもよって、あのロリヤから！

　同僚の政治委員からすら鬼畜と密かに思われている彼が。よりにもよって、あのロリヤが。彼が建設的な提言をするなど、まさかありえるのだろうかと思わず何人もが人前にもかかわらず動揺するほどだ。

　もしも、もしも、ここが、眼をそらせばそれだけで反逆の意思ありと断じる同志ヨセフ書記長の前でなければ、誰もが隣の人間と向き合って正気かとお互い目配せしてしまうほどの違和感。それほど彼の態度は衝撃的だった。

「……同志ロリヤ、それを、同志は本気で仰っているのですか？　奴らは、反革命分子ではありませんか！」

　辛うじて、精神の動揺をある程度抑え込んだ党員から出されるのはイデオロギー上の発言。少なくとも、何も言わずに黙りこんで策謀していると思われたくないがためのもの。列席者にとってありがたいことに、少なくとも発言は全員の頭を再起動させる契機となる。

「逆に考えたまえ。反革命分子同士、殺し合わせればよろしい。我々が使うべき人民の財産である弾の無駄が省ける」

　だが、同志ロリヤの回答は明瞭だった。一瞬の躊躇いもない実に明確な考え。

　そこには、まったく躊躇いが感じられない程だ。まさか、同志書記長の御意向でもあるのだろうか？　ここで、この独裁国家でこれほどまでに自分の意志だけで発言し得るものか？

　思わず、誰もかれもが疑念に駆られるほどの自信に満ち溢れた態度。

「いつ裏切るかもわからない連中ですぞ！」

「それを監督するための政治将校ではないのかね？　私が思うに、同志政治将校諸君はその手の反動的策動に果敢かつ積極的に立ち向かっている」

　これが──。

　これが、つい先日まで、自身の監督する政治将校に率先して告発させて、魔導師の大半をシルドベリアの収容所送りか銃殺にしていた男の発言だろうか。まるで、何を自明のことを聞いているとばかりに聞き返してくる姿からは想像もつかない程だ。

「……いや、反対です。危険すぎる」

　ぼそり、と列席者の一人が零すように……これは時計を巻き戻す行為で、連邦と共産党にとって余りにもリスクが大きすぎる。

　どう答えるのが正しいのだろうか？

　ここに至って、旗き幟しをどちらにつけるかということを全員が考えざるを得ない問題と化していた。だが、間違うわけにはいかないのだ。

　ここで同志ヨセフ書記長の勘かん気きを被れば、一生が即座に閉じることになりかねない。少なくとも破滅は避けられないだろう。どう答えるべきか。いや、そもそも、同志ロリヤの真意はどこにあるのかを探らねばならない。彼は、いや、書記長は何を考えている？

「危険すぎる？　今、危険すぎると言ったが、では次は襲撃を阻止できるのだろうね？」

「……なんですと？」

「我々の同志責任者は現有戦力で十分とでもいうつもりかね？　だとすれば、今回阻止できなかった責任を私は問わねばならないのだが」

　だが、のんびりと思考するための時間的猶予は不機嫌そうなロリヤの一言によって一瞬で吹き飛ばされる。

　……反対すれば、現有戦力でのモスコー防衛を押し付けられる。押し付けられるが、それが可能だというならば今回の原因は怠慢となるだろう。そうなれば、可能と発言したにもかかわらず出来ないのは怠慢と受け取られる。待っているのは、良くて収容所だ。

「同志ヨセフ書記長、どうでしょう。ここは、同志諸君の意見を聞きたいと思いますが」

「そうしたまえ、同志。……帝国に勝つためだ。手段は選ばんでよい」

　ここに至って、列席した政治委員達は覚悟を決めた。他に選択肢はないとも言えよう。

　叛はん徒ととして自分達が粛清していた連中を、国家の敵と断じた連中を。外敵と戦わせるために解き放つ決断に同意するしかないのだ。そうでなければおそらく、いや、間違いなく自分達の誰かが国軍を破壊した不穏分子として粛清されかねない。

　……あるいは、すでにめどが付けられているのやもしれないのだ。

『全会一致』

　その日。

　連邦の政治局は全会一致でもって国家の敵と断じられていた魔導士官や軍人の釈放と軍部への編入を決定。躊躇なく、彼らは決断し行動した。

　帝国に対抗するために、彼らの行動原理である〝政治〟すら捻じ曲げて。まあ、原理原則というのは最優先事項に従うものである。

　連邦において、それは極めて単純かつ明瞭であった。粛清されるか、従うかである。その二択以外に、連邦に選択肢は存在しない。

　いや、それどころか二択あるのは幸福な部類ですらあるだろう。

　なにしろ、大半の連邦国民は、上によってそれを決められるのだから。
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　とある国の、とある工場。

　資本主義の総本山と呼ばれるにふさわしい国家の工場で、ジョンおじさんは楽しい楽しいショッピングに励んでいた。もちろん支払いは、ジョンおじさんの財布からではない。

　ジョンおじさんのお友達、フィラデル持ちだ。まあ、御国元に請求書が行くので買い過ぎは禁物。とはいえ、必要なモノは買う必要があるのだ。

　例えば、『新型トラクター』。四一・九トンながら五百馬力はまずまず。もう少し、速いトラクターも検討候補ながら防衛戦が多い連合王国は速度よりも頑丈さを求めている。

「[image: ]ジョンソン、さすがにそれはあんまりだ」

　だが、さすがに買いたいと言われて全て売れるほど合州国にも在庫があるわけではなかった。なにしろ、『新型トラクター』はようやく生産が始まったばかり。おまけに、新型ということはいろいろと企業秘密というやつもある。

　交渉を持ちかけられた担当者が渋るのは当然とも言えた。

「おや、貴社の新型トラクターを買いたいというのはそれほど無謀ですかな？」

「〝新型トラクター〟なのですよ？　〝国内の需要〟も満たせていない状況で大量に〝輸出〟とはいささか……」

　州軍などに余剰品を売るのと異なり、陸軍の需要すら満たせていない状況。そんな時に、〝中立国〟に〝トラクター〟を売り払うのはさすがに厳しい。

「タダでとは申し上げていない。お支払いはきちんとしますとも。フィラデル持ちですぞ。これほど確実な支払いもないでしょうに」

「せめて、〝旧型トラクター〟では駄目ですか？　あれなら、在庫もたくさんあります」

　もちろん、商人としては諦めが悪い。なにしろジョンおじさんのお財布は大きいのだ。ニーズがあれば、もちろん売りたいと思うのは資本主義ならずとも当然の発想。

　マネーの入ってくる話として、彼が代わりに提案するのは少し古いトラクターを買わないかという提案だった。

　幸い、在庫はすこぶる豊富にある。生産性も良好なので、追加生産も可能。生産ラインを稼働させることができれば、それはそれで嬉しい知らせとも言える。

　少なくとも売り手にしてみれば。

「おお、悲しいかな。砂漠や高温多湿の地域で使えないと聞いています。なにより、脆弱だと」

　だが、ジョンおじさんの手持ちカタログではソレは買ってはいけない品物リストに載っている。なにしろ、軟らかい上にパンチが効かないというのが本職の評価。

　そんな〝トラクター〟は〝トラクター〟ではないと一部の連中は酷評する始末。確かに、機械的信頼性が高いのは評価できるが四百馬力なのも評価を下げる一要因。

「……我が社としても本当に残念です」

　とりあえず、他を当たろう。ジョンおじさんは切り替えることもできる紳士だ。

　必要とあれば、取りあえず最悪は〝重トラクター〟でなく古い〝中トラクター〟で妥協することも検討するべきかと思いなおせる。

　同時に、別の課題を並行して解決しようという意欲もあるのだ。例えば主力戦車や主力航空機よりも高価な〝精密懐中時計〟を切実に必要としているので先にこの商談とか。

「ふむ困った。〝精密懐中時計〟はお取り扱いでないのですよね？」

「ええ、それは我々スカンク組合取り扱いですね」

　そして、カウンターパートナーとしてスカンク組合の技師がニコニコとでてきたのでジョンおじさんは気分よく相談できた。やはり売り手が親切で、技術に通じているとなるとやりやすいと思いながら。

　これが、良いカスタマーサービスだとジョンおじさんはスカンク組合を高く心中で評価する。

　すでに、ジョンおじさんの心中では、本国に送るレポートで高く評価するつもりだった。

「率直におたずねしますが、〝６Ｆ型耐水精密懐中時計〟はどれほど取り扱われていますかな？」

　船に乗っている連中が、ぜひともという６Ｆ型。まあ、大人気らしい。

　海の潮風でさびたりしない上に、動作信頼性が高いので船に乗る連中は喉から手が出るほど欲しいと言ってきた。

　買ってきてほしいリスト筆頭でもある。

「〝６Ｆ型〟ですか？　あれは、まだ生産ラインに乗ったばかり。正直、発売できるのは当分先の話になります」

　だが、悲しいことにやはりかの国でもまだまだ数が足りないらしい。やれやれ、あれも駄目これも駄目。これではまともに使える物は、いつになれば買えることかとジョンおじさんはしょんぼり。

　しかし、嬉しいことにスカンク組合は売り込みにかける熱意が違った。

「ですが、〝４Ｕ型汎用精密懐中時計〟はいかがでしょうか？」

　それは、やや不人気とされるタイプ。しかし市場の評判とは裏腹に、ジョンおじさんのリストでは割と高く評価されていた。

　もちろん海や悪天候という状況下へ特化してはいないし性能もほどほど。だが、同時に大体のことに使用できるとして緊急輸入用としては４Ｕも悪くないなぁというところなのだ。

「おや、在庫がおありで？」

「ええ、五百ほど。必要とあれば、明日にでも納品いたしますよ」

　幸いにもスカンク組合はいささか不人気故にこの〝精密懐中時計〟を大量に抱え込んでいた。

　捨てる神あれば拾う神あり。ジョンおじさんは、躊躇うことなく即座に購入を決断する。同時に、この金払いの良さがスカンク組合におまけをつけさせる意思を湧かせた。

「素晴らしい。ところで、他にめぼしいものは？」

「コンペ落ちで良ければ、〝Ｇ－58モデル試作精密懐中時計〟がいくつか。性能は本採用の物とも遜色ありませんよ？」

　おまけとして新型に匹敵するものを彼らは持ち出すことにしたのだ。ジョンおじさんは買い物にけちけちしない性格。

　そして、スカンク組合は技術者だった。造ってみたら、試したいというのが彼らの性質。故に、とりあえず売りこんでみようとスカンク組合のエージェントが思ったことは両者にとって幸運だった。

「面白い。どうちがうのですかな？」

「安定性重視で、拡張性が乏しい上に製造コストが高騰いたしまして」

　新型として、ためしに作ってみた。結果は、まずまず。しかし、コストやら拡張性やらを徹底的に検証された結果スカンク組合の試作は採用されなかったのだ。

　本採用とやらが安定性を欠くときに、拡張性とはこれいかにとこっそりスカンク組合が不満を持っていたのも大きい。まあ、要するに見返してやりたいという思いがあったのだ。

　こうして、ジョンおじさんは予想以上に良いモノを提示されるという幸運に恵まれることになる。デパートの店員から、こっそり秘蔵の商品を紹介されるようなものだろう。ブランドにこだわりがない彼は実に鷹揚に購入を決める。

「あの性能で安定とは。ふむ、在庫を全て頂いても？」

「先行試作ロット二十点でよろしければ明日にでも。運用データを頂けるのであれば、原価だけで結構です」

　なじみ客になってもらえるに違いない。そう判断し、即座に値引きを提案。商売人としても、スカンク組合のエージェントは実に有能だった。

　実際に使ってみた感覚が欲しい。そう思っていたところなのだ。テスト代金を払わずに済むどころか、開発コストの一部でも回収できれば。未来志向の発想で、データをスカンク組合は求め、ジョンおじさんは経費削減に成功。

「おや、これはありがたい」

「いえいえ、お使いになった感想に期待させていただきます」

　本国へは、最上級の賞賛をレポートにしたためよう。そう決断しつつ、ジョンおじさんはホクホク顔で契約書を差し出してくるスカンク組合のエージェントに、にこりと微笑むとペンをとりだす。

　そして、鮮やかな筆跡で〝ジョンソン〟とサイン。素晴らしい契約だった、と彼は後にすばらしい友情に感謝しながら述べたと言われる。







[image: ]　　　統一暦一九二六年四月十八日　連合王国ホートン・バード訓練基地　　　[image: ]




　久々の自由時間に、家族への手紙でもしたためたまえと上官に促された訓練兵らの中に彼女、メアリー・スーの姿も交じっていた。

　幾人かにからかわれながらも、各自がそれぞれに思い思いの宛先へ久しぶりの便りを書き連ねるちょっとした息抜きの時間。常日頃は細かい部分まで指導してくる教官連もこの時ばかりは、口くち喧やかましくない。

　割り当てられた兵舎の一角で、自分だけのまあまあプライバシーも確保できる隅っこの机を何とか確保したメアリーは軍支給の軍用便箋に小さいなぁと零しながらも、丁寧に丸い字で手紙を書き起こしていく。

『拝啓、お母様、お婆様、私は連合王国の土地で今日も元気にやっています。そちらは、いかがお過ごしですか？　お二人とも、どうぞお体にはご自愛ください。

　っと、少し硬くなってしまいましたが、軍隊で言葉遣いも大分しつけられた思いです。でも、こちらでの生活は思っていた以上に充実しています。

　悩みの種があるとすれば、食事でしょうか。最近は、少し慣れてきましたが相変わらずです。軍隊なので、量だけは沢山あるのですが、お婆様と一緒に焼いたアップルパイが恋しいです』

　ここまで筆を進めたところで、うーんとうなり声を零すと、筆をとめてメアリーは苦笑していた。アップルパイは、恋しいじゃなくて、実はここ暫く夢にも見てしまいますと正直に書くべきだったかな、と。

　実際、連合王国に上陸して以来、軍人としてメアリーも様々な訓練で、辛い思いをしたり、きつい思いをしたりもしたが……何よりもこたえたのは実のところを言えば訓練ではなく食事だった。

　好みの問題といえばそれまでで、好き嫌いを言うべきでないというのはメアリーも承知している。多くの人々が戦争で苦しんでいる最中、諸君に三食を与えるのはひとえに国防の為であり云々という隊付き教官らのお説教を聞くまでもなく、申し訳ないという感情はメアリーに最初から備わっていた。

「でも、美味しくないんだよ……。ほんと、自分で料理させてくれないのはなんでなんだろう？」

　合州国にいたときは、協商連合の食文化と違うがために戸惑った部分はあったにせよ、お婆ちゃんの料理は優しい味でメアリーはあの味が好きだった。果物をご近所さんからいただいて、そして、お母さんに食べてもらおうと思いながらお婆ちゃんと料理したものだ。

　ずいぶん昔のように感じるのも無理はないなぁ、とこれまでのメニューを思い出しながらメアリーは苦笑する。

「ほんと、こっちについてからは三食似たようなものばっかり。……体重は心配しなくていいのだけど、それ以外はなんだかなぁ……」

　軍隊とは、そういうものなのかと思わないでもないが、しかし、朝昼晩の三食が毎日同じとなるとちょっとげんなりしてくるのだ。

　訓練も疲れると言えば疲れるけれど……なんだろうか、充実感のある疲労なのは間違いない。翻って、とメアリーはあまり思い出したくない煮込み豆を思い出す。甘いものが食べたいなぁとちょっとだけ、ちょっとだけではあるけれども、甘味を恋しがってしまうのだ。

　さらに言えば、メアリーが期待していた紅茶の方は味わえていない。なんとなれば、連合王国に展開している『派遣義勇軍』である自分達には、旧協商連合圏や合州国出身が飲みなれているだろうという理由で珈琲が特別に支給される始末。変なところで、誰かが気を利かせてくれたとか。

「間違っているというか、ちょっと違うというか……」

　厄介者扱いされるよりは、気を使ってもらえるだけましなのかもしれないなと思いつつ、できれば紅茶とクッキーを試してみたいのだけどなぁとメアリーは夢想する。

　だが、そんな思いは一瞬で忘れさられてしまう。

　何気ない一日が過ぎ去れば、翌日からはまた絶えざる訓練の日々。特に、此処暫く徹底されているのは射撃だった。

　その射撃訓練に際して口酸っぱく彼女らが叩きこまれているのは、銃をきちんと目標に照準することの大切さと、目測をきちんと覚えるようにという二点だ。

　理由については、銃を渡されて構えた瞬間にメアリーも納得できた。

　簡単そうで、意外に銃は重たい。そして、百メートルを狙うときの狙い方を教本で読んで実践しようにも、実際に百メートルがどこら辺りかを学ばない限り、自分ではしっかり百メートルを狙うつもりで五十メートルの的を狙ったり、二百メートルの的を狙ってしまうのだ。

　散々失敗した挙句、教官からお前は今まで二百メートルを狙っていたぞと冷やかされることもしばしば。的との距離感を身につけさせるべく、こっそりと教官らは的の距離を百メートルから頻繁にずらしているという噂をメアリーは無理もないと思いながら聞いている。

　試験会場として設けられた射撃スペースに一人ずつ入るように促され、順次実包の銃声が聞こえてくるところからして実弾射撃。

　軍人というのは、待機に慣れるのも仕事だと座学で教わったが、このように手持ち無沙汰の時間というのがメアリーは少し苦手だった。

　でも、と彼女は今日だけはまだ重たいライフルを担いで待機しろといわれていないだけマシかもなぁと苦笑する。

　そわそわと周囲を見渡してしまえば、めざとく控えている指導係こと教官が雷を落としてくる。二、三度の失敗でそれは学んでいるので、そっと目立たぬ程度に視線を動かすも、おしゃべりが出来る雰囲気でもなし。

　時間がかかるのを承知で、待機させられる姿勢も試験対象になるのだろうと覚悟するしかないかなぁと、メアリーは今日もどんよりな空を恨めしげに仰ぐ。

　小雨になれば、射撃の条件は悪化するし……何よりびしょぬれになっても演習は継続されるのだ。こればっかりは、合州国の募兵事務所で格好よく忠誠宣誓をした時には予期すらしていなかった一面だ。

　清潔で秩序に満ちていたお婆ちゃんの家を出たとき、頭では色々と大変なことがあるだろうと考えていたが、想像とは得てして全くあてにならないものらしい。

「……メアリー、そろそろよ」

　ぽんぽん、と訓練生仲間から肩を叩かれたメアリーはそこできょとんとする。試験というからには長引くだろうと思っていたメアリーが、慌てて列を確認するといつの間にかテンポよく待ち人数が減っていたらしい。

　ありがと、とメアリーは頭を切り替える。

　のんびりしていた故郷への想いを胸中にしまうと、思い出すのは魔導師用の操典。散々読み返し、連合王国についてからは延々と演習で叩き込まれたそれを確認して自分はきっちりやれると彼女はほんのりとだが自信を得ていた。

　ライフルの操作は未だに少し重量に負担を感じるものの、正確な動作には自信がある。

「次っ！　メアリー・スー訓練生！」

　はい、とハキハキとした返事を返すとメアリーは小走りで試験会場として用意されていた射撃スペースに向かいつつ、その途上で置かれている銃と標的を一瞥。

　いつも通りのスペースに、いつも通りのライフル。なぜか、普段自分達が使っている銃は保管した上で射撃演習用のものを使うと聞いていたのだが……見る限り普通だった。

　余りきょろきょろ視線を彷徨さまよわせるわけにもいかず、そのままメアリーは担当教官の前に立つ。

「結構。では、スー訓練兵！　射撃評価演習を開始する」

　幸いにして、というべきだろう。よく分からない理由でお小言を貰うこともなく、さっさとブースに入れとばかりに教官は視線を射撃ブースに動かす。釣られて視線を動かしかけるも、メアリーはそこで手順と細則を思い出していた。

「はい！　メアリー・スー訓練兵、射撃ブースの使用許可を願います」

「許可する」

　ここは軍隊。許可なく射撃をすべからずということなのだろう。重々しく、引っかからなかったのは高評価だと呟く教官はしたり顔で射撃ブースに入りたまえと頷く。

「実技試験ということで、標的までの距離は目視で測りたまえ。当然ながら、誤差を貴官が修正するものと期待する」

　当然ながら、我々の期待を裏切らないでもらいたいとさり気なくプレッシャーを教官が掛けてくるのは、常套手段。

　メアリーとて、何度も引っかかっていれば流石にその程度は軽く受け流せる。

「これまでの教練における成果を存分に発揮するように。よろしい、では任意にて撃ち方はじめ！」

　はい、と威勢よく返事をしたメアリーの様子に、教官はつまらなそうに開始を告げる。

　射撃ブースに足を踏み入れたメアリーは、そこで規定通りに安全を確認。空から薬やっ莢きょうも転がっていないし、あからさまな罠のようなものは無し。配布されている実包も目視できる限りは全て正常。

　メアリーは目標までの距離を目視で測ろうと照準を合わせるべく銃を構えたところで、ふと、気が付く。

　試験ということで一人一人射撃を行わされているが、標的が動かされるような時間はなかったなぁと。
















　ということは、最初から射撃は皆同一条件になるようにしてもらえているのだろう。となると、日ごろの成果を発揮して射撃技量を発揮できるかの試験なのだろう。

　あれ、とそこでメアリーは別の違和感に気が付く。

　銃の掃除は、誰がやっているのだろうか、と。

『誤差の修正』という言葉を、自分は最初、距離を測ることだと考えていた。だが、とメアリーは思考する。

　ひょっとして……銃そのものにも『誤差』があるのではないだろうか？　いや、流石に百メートルの距離で深刻な誤差がでるかといえばちょっと疑わしい。だけれども、誤差を修正するといわれると……。

「あ、あの、教官殿！」

「何かね？　スー訓練生」

　余計なことを言わず、さっさと撃ちたまえと語るような目線に怯ひるみかけるも、メアリーは意を決して言葉をつむぐ。

「ぶ、分解清掃の道具をお借りできますでしょうか！」

「分解清掃？」

「はい、ライフルの誤差を調整したくあります！」

　じっと教官に凝視されること数秒。僅かな時間だが、メアリーにとってそれは何時間にも思えた。

　緊張で顔が引きつりそうになる過酷な時間の流れ。

　何を言い出すんだ。そんな教官の怒号すら予期できて、一体どうして自分はこんなことを口にしてしまったのだろうかとメアリーは、後悔すら覚え始めてしまう。

　謝罪の言葉が口をつきかけたところで、しかし、教官は物理的な圧力すら感じさせていた視線を和らげると笑い出す。

「宜しい、と言いたいが無用だ」

　えっ、と驚いた表情を浮かべたメアリーに教官は笑いを苦笑に転じるなり、考えてみたまえ、と呟く。

「いいかね、スー訓練生。気付いた訓練生に一々分解清掃をさせていたのでは、時間がかかる上に、後の受験者に中で時間がかかる何かがあるというヒントを与えてしまうだろう」

　だから、と教官はさり気なく傍に転がっていた木箱を指差す。叩き込まれた習慣から、思わず目線で教官の指先を追っていたメアリーはそこで漸く木箱が普段ライフルを収納しているケースと同じ大きさであることに気が付く。射撃スペースに入ったとき、銃と標的にばかり気を取られていて全く気が付いていなかった。

「観察、という点で注意を怠るな。まぁ新兵全体に通じる欠点だが視野が狭いとそこにある物を見るのではなく、あると思うものしか見つけられないものだ」

　試験前にちょっとした教示だなと嘯うそぶきつつ、刻印されていた番号を確認する教官。

　納得がいったのか、こいつだろうと微笑みながら教官が突き出してくる自分のライフルをメアリーは慌てて受け取る。

「常日頃、教範通りに自分のライフルを整備していればそれで合格だ」

　狙いをつけ、いつも通りに発砲。余り上手いとは言い難い射撃だが、それでもまずまずの結果ではあったのだろう。満足げに頷いた教官から、まずまずだなと自分の予想通りの評価を頂戴したメアリーはめでたく合格となる。

　次の課程に進むことができる人員の中に交じり、メアリーは演習を乗り切ったんだなぁとささやかながら喜びを分かち合っていた。できるのかな、と不安だった軍隊生活。色々と心配はまだまだ尽きない。だけれども、努力すれば続けられる。

　一番、苦手だった射撃でさえも……まずまずにせよ試験はパスできた。

「うーん、ちょっとホッとするかな？」

　緊張感の緩んだメアリーの一言に返ってくるのは、他愛もない仲間からの冷やかしともからかいともつかぬ言葉の数々。

「おいおいメアリー、君の成績でホッとされちゃあ、こっちは冷や冷やだぞ？」

「ははは、違いないわ。メアリー、あんた、ぽややんとした表情のくせに、案外と銃を使うのは得意なのね？」

　これまでの訓練を振り返るという名目で半休が与えられていた若者ら。宿舎でぺちゃくちゃとおしゃべりを楽しむ彼らは、このときばかりは厳しい訓練のことも忘れて歳相応にふざけあう。

　なにしろ、此処暫くはひたすら演習場と兵舎を行き来するだけの毎日。訓練、訓練、また訓練。世界には訓練しかないんじゃないかと思うぐらい厳しい毎日だったのだ。

　厳しい訓練から解放され、気が緩んだ瞬間に彼らはそれまでの欠落を補うべく語り合う。だが、良くも悪くも狭い空間を共にしている仲間内の話題など似通ってしまうものだ。だからそんな訳で彼らは、外界の噂に飢えていた。

　そんなときだ。

「おい、聞いたか？　とびきりに悪いニュースだ。近隣の連合王国軍魔導中隊が、手ひどくやられたらしいぞ？」

　ひょっこりと顔を出した訓練生仲間が告げる外部のニュースは、身近な戦局に関する知らせということもあり、居合わせていた訓練生らの関心を酷く集める。噂の出所はどこだ、と尋ねる声に返ってくるのは通信室と士官連中の噂話だぞ！　という返答。

「ラインの悪魔だとか」

「は？　なんじゃ、そりゃ」

「なんだっけな。そう、あれだ。戦場伝説じゃないのか？　いくらなんでも、その戦績は話を盛りすぎだろ？」

「ネームドだぞ？　ひょっとしたら、ありえるんじゃないのか？」

　そいつはちょっと聞き捨てならないぞと集まってきた訓練生らが、古参兵や教官連中から聞きかじった話を交わす談笑の場にあって、メアリーは苦笑しつつ自分のマグカップに入れたお茶をのんびりと啜っていた。

「メアリー？　どしたの？」

「うーん、なんていえばいいのかな。なんだか、別世界の存在みたいでついていけないよ。私なんか、飛んで攻撃するだけで精一杯だもん」

　飛行訓練で飛ぶだけ飛んで、術式を発現した際はもうくたくただった。銃にしたところで、メアリー自身の感覚ではいまいち難しい。

　君のお父さんは優秀な魔導士官だった、と幾人かから伝え聞いたが、あの家では家事一つ碌にできなかった父さんが、空を飛びながら術式を器用に展開できたと何度伝えられても、メアリーはぽかんとせざるを得ないほどだ。

「ははは、それが出来る時点で随分優秀だよ」

「そうそう、メアリーだって存外に飛べるじゃん」

　そうかなぁ、と返しつつメアリーは仲間たちと共に空を飛んだ瞬間のことを思い出す。ふわり、と飛翔して空を飛んだときは何処までも飛んでいけるかのような爽快感があった。だけど、一度教官と模擬戦を行ってみれば自分の動きがなんとノロノロとしているかをいやというほどに思い知らされるのだ。

「でもね？　私、そういう恐ろしい連中には出会いたくないなぁ」

「おいおい随分と弱気じゃないか。倒せば、間違いなくネームド撃墜で英雄だろ？　ここは、皆でどうやってしとめるかを考える方が前向きってやつさ」

　俺達だって、やれるさ、と誰かが笑う声。

「勲章貰って、自慢するってか？」

「皆、危険を軽視しすぎ。敵のネームドとやりあうんだから、皆が生き残るやり方を考えましょうよ」

「メアリー、貴女は何というか良い子ねぇ……。ほら、男ども、あんたらも見習いなさいな」

　違いない、と誰かが応じて爆笑がはじけるちょっとした空間。異郷の地にあって、協商連合系の志願兵からなる彼らは、戦場を知らぬがゆえの幸せな瞬間を楽しんでいた。




　嵐は、直すぐそこまで来ているとしても。

　この瞬間だけは、限りなく日常に近い非日常が彼・彼女らには与えられている。若者が、若者らしく、何も憚ることなく夢を、法ほ螺らを、幻想を、夢見ることができる空間。

　実戦の洗礼は、彼らにいまだ、降りかかっていない。
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【ノーメンクラトゥーラ】　共産党の人事名簿です。これに登録されていないと、要人専用の外貨ショップも使えませんし、出世もできません。でも、信じてください。共産党は、階級のない平等な社会を作ったんですよ！
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　曇り時々、魔導師日和。

　軍政下に置かれた旧共和国軍基地をたち、空路はるばるロンディニウム観光へ赴く帝国軍魔導部隊にとって、血けっ漿しょう交じりの雨とは見慣れた代物。敵地上空で被弾し、墜落すればよくて捕虜。上手く墜ちられなければ、リンチされるか落下の衝撃で目め出で度たく二階級特進だ。

　なまじ、魔導戦力は墜落しても『戦力』たりえるだけに余程うまく降伏しないと急行してきた民兵に圧殺される。悲惨な事実が確認されて以来、帝国軍魔導部隊は敵地での墜落を酷く厭うようになっている。

　在西方の帝国軍魔導部隊において、最精鋭を自他共に認める参謀本部直属第二〇三航空魔導大隊とてその例外ではない。

「空域掃討を完了と見做す！　大隊各位、集結せよ、集結せよ！」

　敵部隊との交戦後、大隊長であり自身も卓越した航空魔導師としてネームドに列せられるターニャ・フォン・デグレチャフ少佐は自分の大隊を取りまとめるべく空域へ声を張り上げていた。

「フェアリー01より、大隊各位！　損害報告！」

「少佐殿、大隊は集結を完了。脱落なし。損害は、数人が軽い被弾です。戦闘続行に支障はありません」

　副長であるヴァイス大尉よりの報告によしと頷きつつもターニャは帰路の安全を確保するぞ、と言葉を続ける。

「帰る余力があるうちに戻ろう。送り狼への警戒を厳にせよ」

「了解であります」

「ラインの塹壕線ならば、数分も飛べば友軍が収容してくれたが……下はドードーバード海峡だ。遠泳など得意でないし、敵機と敵艦がうようよする海を泳いで帰りたくはない」

　心得ておりますとばかりに頷くヴァイス大尉。彼が最後衛の警戒を直接監督すべく飛び去ったところで、ターニャはちらりと部下にいるグランツ／セレブリャコーフ両中尉へ視線を向けて考える。実力から言えば、グランツ中尉も悪くはないのだが……いかんせん、ライン戦線からの補充組は対艦戦闘経験が乏しい。

　副官が手元にいるほうが、便利ではある。だが、とターニャはやむをえない現実を受け入れる。帰り道の安全さは、多少の不便に優先されるべきだった。

「セレブリャコーフ中尉、一隊を任せる。帰路を先導しろ」

「は、はい。了解です！」

「副長！　貴様が最後尾だ！　追撃されて、尻を掘られるなよ？」

「ご安心いただきたいものです。私は、過激な異性愛原理主義者で信仰に殉じる覚悟を定めておりますので」

「信心深いのは結構なことだが、我々は神の戦士で……ああ、いや、なんでもない」

「お疲れですか、少佐殿？」

「気にするな、セレブリャコーフ中尉。帰還する。航空撃滅戦における威力偵察後に居残りをしていらぬ送り狼を送られたくもない」

「了解であります」

「……心にもない言葉が口をつくとは」

　吐き捨てた言葉に込められる思いは憎悪。ターニャ・フォン・デグレチャフにとって世界はあまりにも不条理だ。だからこそ、自分の心だけは毅然と気高くありたい。

　その最低限の一線。自分の心すら、自分の思うままにならない。心を操られるというのは、それだけに耐え難い苦痛だ。自分は、自分だ。ここにいる自分の意志は、自分だけが、この自分以外の何者にも左右されてはいけないのだ。

「私が、よりにもよってこの私が……存在Ｘを讃えかけた？　くそっ、どこまで人間を蝕めば気が済むというのだ」

　だからこそ、許し難いのだ。気を緩めれば、存在Ｘを神として讃えかねない精神汚染。戦争という非日常が日常と化す戦場にあって、ターニャは否応なくエレニウム九五式で心を蝕まれてゆく。

　ターニャの憂鬱は、しかし、飛び込んでくるヴァイス大尉からの無線で否応なく思考から蹴り出されざるをえなくなる。

「フェアリー02より、フェアリー01！　六時方向より接近する機影多数！　速度、高度からしておそらく戦闘機！　全速で突っ込んできます！」

　離脱中の第二〇三航空魔導大隊。その後方から、急速接近中の航空部隊。パズルのピースがカチリと嵌まるように、ターニャの思考は対航空部隊へと塗り替えられる。

　航空魔導師は、どこまでやっても航空機よりも低速。増速して振り切ろうとしたところで、高度を取ろうとしたところで、根本的に人では飛行機に速度・高度共に勝てない。唯一、航空機に勝る点があるとすればトリッキーな三次元機動。

「01より、大隊各位！　高度を落とすぞ！　海面に貼り付け！　三次元機動を徹底しろ！　最悪、海に飛び込んで敵戦闘機を伏撃しても構わん！　重装備の投棄用意を……」

「だ、大隊長！　お待ち下さい！」

　降下命令と重装備の投棄命令を出しかけたターニャの声は、しかし、ヴァイス大尉からの焦り交じりの声によって遮られる。

「確認が取れました。六時方向より接近中の編隊は、帰投中の友軍航空艦隊です」

「フェアリー01了解。総員、聞いての通りだ。装備の投棄はやめておけ。友軍と帰路をご一緒させてもらおう」

　何事かと続きを促すターニャの確認に返されるのは、しかし予期せぬ朗報だった。ちらり、と見えつつある編隊に視線を向ければ、先方もこちらを識別したのだろう。

　最大戦闘速度で交戦をと突っ込みかけてきた編隊の戦闘機が空戦迷彩によってかすんだ翼の識別票を見せびらかすようにバンクを振りながら、緩やかにこちらと並行して飛行するルートを取り始める。

「友軍か。識別信号を見るまで、哨戒中の敵海兵魔導部隊あたりかと怯えて仕方がなかった。心臓に来るんだよ、あんまり嫌な想いをさせてくれるな」

「こちらフェアリー01、つれない言葉に思わず泣いてしまいそうだ。こちらだって、尻を追いかけてくる貧乏狼かと怯えていたんですぞ？」

「ははは、あんたらが怯える？　悪い冗談を聞いた思いだよフェアリー01。こちらはモスキート01、貴隊のような精鋭とまたご一緒できて幸いだよ」

　無線機越しに指揮官同士が仁義をきる戦場作法。だが、その途中でターニャはモスキート01と名乗った相手の部隊に覚えがあることを思い出す。

　元々ターニャはライン戦線が一番長かった。その縁もあって、任務領域が被かぶった程度にせよ西方の部隊にはなじみがある。特に、共和国軍の奇襲に対応する時点で根こそぎ動員された部隊同士のつながりは強いものだ。

「モスキート01？　おや、ではライン以来のお隣さんですな」

　確か、西方方面軍の第一〇三航空戦闘団だ。当時、即応を強いられた一員として、ターニャは当時の戦場にいた部隊は名前だけにせよほぼ覚えている。航空優勢を確保しようと帝国、共和国が共に死闘を尽くした中で、たびたび賞賛されていた部隊として記憶している。

　実際、自分たちを敵と仮定して突っ込んでくる速度・編隊の見事さを考えれば、かつての評判どおりの錬度を保っているのだろう。西方方面に残った部隊には、なるほど、流石に実戦経験を経た古ふる強つわ者ものが多い。

「奇遇だな。しかし、この高度差では……ああ、貴隊はこの高度でも飛べるのだったな。高度を下げて支援態勢を組むか迷ったところだが」

「心配は、ご無用」

　航空魔導師のやや速度を出した状態が、戦闘機部隊の巡航速度。帰路を急がせることに異存はないとばかりに、ターニャは隊列を整えなおさせ帰投。その後も、特段、言及するべき状況にはない。帰還後の打ち合わせを済ませ、部隊の隊員らへ戦闘後の書類提出を徹底するように促した後、ターニャはちらりと壁掛け時計に視線を向けて頷く。

　グランツ中尉がウンウン頭を抱えて書類作業に悩んでいる傍ら、ヴァイス大尉とセレブリャコーフ中尉は自分の担当分を手際良く終わらせていた。ならば、手のあいた二人には別のことをやってもらうべきだろう。

「ヴァイス大尉、セレブリャコーフ中尉！　本日ご一緒に愉快なお散歩を楽しんだお友達にお礼をしておこう。二人で西方方面軍の第一〇三航空戦闘団に顔を出しておけ。大隊公庫から、少し粗品を添えてほしい」

「了解です。少佐殿は？」

「スマンが、私はこれから指揮官会合だ。どうも、合州国系の魔導部隊が確認されているらしくてな。急遽、戦闘教典に関する合同会議だ」

　なにしろ、我々は戦技研究をかねて派遣されているのだからな、とターニャは苦笑してみせる。新手が出てくるとあれば、戦闘のやり方も見直さなければならないものだ。こういうとき、各方面を経験している人間は重宝される。

　評価され、期待されるとあらば相応に働くほかにないものだ。

「我々は教導部隊と実戦部隊を兼任する特殊な検証部隊だ。第二〇三航空魔導大隊が参謀本部直属ということで便利使いされているのはやむをえんな」

「違いありません。では、小官がセレブリャコーフ中尉と共に第一〇三航空戦闘団との折衝を担当いたします。戦闘に関するヒアリングも多少は行えるかと」

「結構。ああ、残務はどうする？」

　ヴァイス大尉にせよ、セレブリャコーフ中尉にせよ戦闘後の煩雑な書類にはターニャの下で大いに習熟している。まぁ、形式に従って書式を埋めるだけのパターンを増やしておけば、それなりのものを、それなりに大量生産できるというだけではあるが。

「残務については、グランツが残っているので彼に任せることに致しましょう」

「……了解であります」

　ヴァイス大尉の言葉に暗い表情で、絶望的な戦闘命令を下された将校のように応じるグランツ中尉はなんとも若者らしい。ターニャの見るところ、グランツ中尉もまるきり適性がないわけではないが……仕事を効率的にこなすという発想が欠けている。

　生真面目な若者と評するべきか、不器用なと罵るべきか。いや、純粋に事務作業に関する限りは無能なのでターニャとしては許されるならばベテラン職員の配属を希望したいところだが……人手は貴重なのだ。

　今いるものを使うほかない以上は、グランツ中尉を励ますしかない。

「士官として、後を任せるに足る程度に成長したと喜びたまえ」

「あ、ありがとうございます！」

　厳しくも、温情ある上官を演じるにはちと貰っている給料が少ないと思わないでもない。だが、自分の仕事を増やさない為にもグランツ中尉を使い物になるまで仕込まなければならない手前、ターニャは期待していると軽いリップサービスでグランツに活を入れる。

　ターニャは指揮官会合に出るぞと告げて自分の頭にひょいと大きすぎる制帽を上手く載せようと工夫しつつ、傍らで副官として鞄を差し出しているセレブリャコーフ中尉へ手短に言葉を投げかけておく。

「セレブリャコーフ中尉、少しいいか」

「はい」

「グランツ中尉は、この手の事務が貴様ほど得意ではない。宴会後、フォローするなよ」

　貴様も程ほどに疲れを抜いておけ。航空戦闘団に挨拶をした後は、適宜、休みたまえとターニャは告げていた。

「了解です、少佐殿。しかし、理由を伺っても宜しいでしょうか？　多分ですが……ヴァイス大尉殿と小官が手伝わない場合、グランツ中尉は徹夜することになりかねませんが」

「それぐらいでいいさ。セレブリャコーフ中尉、年寄りのような言い方で余り好きになれないが……私が思うのだ。若者には、苦労させねばならん」

「は？」

　きょとんとしたセレブリャコーフ中尉が、「わ、若者に苦労……ですか？」と返してきたところで、ターニャはああ、と頷く。きっと、自分が部下に根性論を強いるタイプと勘違いされて驚かれたのだと理解し、説明の必要があるなぁと気付いたターニャは言葉を紡いでいた。

「……そんな目で見るな。別に、根性論でもなんでもない」

　我々は文字通りの調査研究部隊だからこそ、失敗を許容する余地もあるのだとターニャはそこでセレブリャコーフ中尉を安心させるように微笑む。

「失敗経験は、対応力向上のために止むをえないのだ。この余裕がある状況で、少しグランツを谷へ蹴飛ばしておかねば、次があるかもわからんだろう」

「ああ、はい、仰る通りではあります」

「部下を育てる余裕があるのは幸せなことだ。ああ、言っておくが中尉、そちらの第一〇三航空戦闘団との懇親も軽い仕事ではないぞ。何分、我々は参謀本部の直属で系列が違いすぎる。なればこそ、横の付き合いを大事にしておきたい」

　くるくる各方面に飛ばされる身を嘆きつつ、ターニャは知ち己きが戦場では一番信頼できる縁なのだからと付け加える。

「確かに、ライン戦線では周りが全て知己でしたね」

「ノルデンのときも経験したとおりだが、我々は落下傘組だ。貧乏くじを引きたくもないし、連携の不味さでしくじりたくもない」

「はい、お任せを」

　たのむぞ、とセレブリャコーフ中尉の肩を軽く叩くと、傍に控えているヴァイス大尉に耳打ちする。

「ヴァイス大尉、セレブリャコーフ中尉を手土産にまあ、向こうと上手くやりたまえ。中々聞き取り調査というのは歓迎されないが、彼女はライン戦線以来のベテランで、ついでに可愛げもある」

　調査部隊というのは、えてして忙しいところに不毛な調査を行う集団として嫌われるものだ。そりゃ、そうだ。コンサル連中というのは、えてしてハズレが多い。本当に仕事の出来る連中も居ないでもないが、尤もらしい空論を告げて金を貰う御用コンサルが圧倒的に多すぎる。

　協力した調査結果が、都合のいい台詞の継ぎ接はぎで、捻じ曲げた結論として公開されればやる気もなくなるというものだろう。

　だが、ターニャは真剣でなければならないのだ。

「我々は、戦技研究の大任を負っているのだ。大尉、データだ、データをなんとしても現場から得てほしい」

　実際問題、自身の査問会にかこつけて後方に勤務させてほしいとゼートゥーア中将に頼み込んだのだが後方配置自体は断られてしまった。とはいえ、ターニャもそれほど悲観してはいない。後方配置が難しいのは予想通り。

　妥協案として、それほど過酷ではない西方戦線に期間限定で回してもらえたのだ。この配置には概ね満足している。なにしろ喜ばしいことに、ここでの任務は戦技研究。期間後に実績次第で配属先を考慮するという言質もとっている。

　だからこそ、真剣にターニャはヴァイス大尉へ言い含める。くれぐれも、現場によろしく頼む、と。

「後方のアホどもの聞き取りと違う、ということを教えてやってくれ。我々は現実を踏まえた分析のためのデータを必要としているのだとな」

　実際、現場というのは後方の調査能力へ懐疑的になる傾向がある。

　無理もない。以前に、コンサルタントの推奨するビジネスモデルの傾向と欠陥に関する論説を読んだが、全く以ってその通り。連中の大半は、流行のビジネスモデルを無批判に布教するような存在に近い。軍の調査とて、この悪弊から逃れられない。

　ついでに言えば、現場を知らない人間というのは現場の声を理解できないのだ。『そんなはずはない』という思い込みで戦争を分析するだけの役立たずは悲しいことに枚挙にいとまがないのである。

「無論、貴官の才覚には期待しているぞ」

「はは、お褒めの言葉ですな。ですが、ありがたく」

「本気だ。レポートに期待する」

　敬意とプロフェッショナルとしての能力を持つ人間と、頭でっかちの人間では、前者にしか分からぬこともあるのだ。だからこそ、ライン戦線以来の実戦経験者二名を懇親に送り出しがてら、情報交換にあてる。

　ヴァイス大尉ならば、とターニャが信頼しているのは本心だ。彼とセレブリャコーフ中尉であれば、適切な聞き取り調査を行ってくれるだろう、と。




　実戦指揮官ほど時間を惜しんで単刀直入に本題に入る。

　時間は有限であると、社交辞令を投げ捨てて始められる指揮官会合の議題は、確認されたという新手についてだった。

「情報を総合しますと、おそらく一個連隊規模の魔導部隊が義勇軍として緊急展開中です」

「国籍は？」

　説明を、と視線で促された法務士官が色々ともってまわった法律論を展開し、ターニャがふむふむと興味深く拝聴しているそれは、しかし、現場の士官らに不評この上ない。

　結論を口にしたまえ、と促された法務士官は責任を回避しようとする人間特有の躊躇いを二、三度見せた末に、口を開く。

「連合王国軍指揮下にある合州国の国民ということになっているようです」

「それで？　この際我々にとって肝心なのは軍の所属だ。そいつらは合州国軍なのか？　それとも、連合王国軍なのか？」

　軍人として、指揮官らが一番関心を抱かざるを得ないのは、新手の部隊とやらが交戦規定において敵と明示されるものかどうか。

「……判例と法理に従えば、一国の正規軍に編入されている軍人と見做しうるかと。従って、彼らが連合王国の命令に従うのであれば、合州国に所属する軍とは見做しえません」

　にわかに注目を浴びた法務士官がおずおずと口にする答え。

『連合王国』の軍令に服する手前、連合王国軍と解釈できると指摘したところで実戦指揮官らは決まりだなと呟く。

　そんな指揮官らを前にして、法務士官らはどうやらおずおずと何か切り出しかねているらしかった。専門家の懸念を聞き落としては不味いとばかり、気が付いたターニャは何か追加でご説明をいただけますか？　と会話の水を向けていた。

　ありがたい、とばかりに何度も頷いた士官が語るのは、しかしターニャにとってすら寝耳に水とでもいうべき、捕虜の取り扱いに関する微妙な規定の存在だった。

　曰く、我が国の交戦国民でないので、捕虜規定が未整備である、と。

　だが、ターニャの知る限りにおいて、軍人とは『個人の国籍』ではなく『属する軍』によって判断されるものだ。

　フランス外人部隊のように、自国民でない兵士とて、フランス兵だ。あるいは、米国のグリーンカードソルジャー連中。彼らも、法律上は米兵だ。

「捕虜とする際の条件が微妙なので、扱いには注意せよということですか？　連合王国軍の兵士として、なぜ処遇できないのかについて説明をいただけますか」

　戦争犯罪のごたごたに巻き込まれたくない一心で、ターニャは叶う限り自身の行動を戦時国際法に準拠させている。

　だからこそ、ターニャは釈然としない。

　国籍が問題になる事例もないではないが……正直に言って、ターニャはこの状況下において国籍を問題にすべき理由が見出しえないのだ。

「私の知る限り戦時国際法は交戦者資格を認める四要素を認める限り、兵士の国籍を問題としてはいません。此れが非正規兵であるならば、国籍問題が生じえますが……」

　ターニャの疑問は、ごくごくまっとうな戦時法規に関するものだ。法律問題に関する専門家の回答を期待し、ターニャに凝視された法務士官は一瞬だけ救いを求めるように辺りに視線を走らせて、ついに観念したように溜息を零す。

　そして、彼は純粋に政治の都合です、と据わり悪げに答えを語る。

「合州国の公式見解によれば……我々と合州国は交戦状態にないものの、自国市民保護のために双方へ捕虜や負傷者に関する情報収集を行う為の人道監視団を送り込みたいと」

　思わず参加者が冷笑を浮かべるのもむべなるかなと言うべき口実。

「厚顔無恥とはこのことですな。それとも、合州国の人間は本気で？」

「さてさて、どうでしょう」

　交わされる言葉にまじるのは、どうしてもふざけているな、という苦笑。ターニャですら、思わず腐すほどに無理のある理由なのだ。『戦闘状態』にない二国間において、自国民保護の為に『人道監視団』とやらを送り込む？

　自国民の保護は大使館の仕事だろうに。

　というか、戦争に人員を派遣して交戦相手に拘束されると同時に自国民だからとしゃしゃり出てくる中立国とは、随分と『厳正』な中立姿勢だ。

　きっと、スターリン（＊）並みに『親切』で、ビスマルク（＊）並みに『誠実な仲買人』で、フーシェ（＊）のように『善良』な中立国なのだろう。クソッタレめ。

「参謀本部で我らが親愛なる参謀将校殿らが歯軋ぎしりするような提言ですね。こいつは事実上の介入宣言だ。いよいよきな臭い」

「敵が来たのだ。我々の仕事は、それで十分ではありませんか？」

「違いない」

　討つだけだと苦笑する将校らにしてみれば、話は単純な方が喜ばしい。だから、意気消沈している法務士官をよそに、彼らはならば敵として叩くまでと簡単に盛り上がり始める。

　実際、とターニャは彼らの思考には一定の理があるのは認めていた。敵を討つ。それ以上に理屈は必要ないし、理屈を持ち込むべきところでもないとするスタンスは彼らが自分の職務へ忠実であることを何よりも雄弁に物語るものだろう。

　彼らは、兵士であり戦士だ。

「まぁ、政治はお偉方と政府の仕事だ。最高統帥会議が結論をいつごろ出すかも不明だが、ともかく、目の前の敵に対処しなければならん」

　そのとおり、と賛意の上がる声にターニャはだが、眉を顰める。

　西方に展開する帝国軍の実戦指揮官らに共通した見解は、現場のものとしては正しい。問題は、ターニャの知る限りにおいて合州国に目覚めてもらっては困るのだ。刺激を避けたい、という参謀本部が微妙な態度を取っているのはイヤというほどに理解できた。

　いや、理解できるからといって気分がよくなるわけでもないのだが。現場に政治のごたごたを持ち込むことを是認できるわけがない。

「敵、と断言できますか？　下手に交戦してしまった場合、我々から攻撃を仕掛けたなどと反帝国を目的とした中立諸国や合州国世論を対象としたプロパガンダに使われはしないでしょうか？」

　ターニャは警告するような口調で、思わず指摘してしまっていた。パールハーバーを待ち望んでいたチャーチルの気持ちを考えれば、簡単な話だ。連合王国やそれこそ協商連合、大公国、共和国など帝国と交戦中の諸国は、誰もが合州国の介入を望んで止まない。

　それこそ、そのための口実を渇望しているといってもいいだろう。

「難しい問題だな」

「逆に言えば、こちらも使えるのではないか？　忌々しい連中に、こちらの一人でも落とされれば、不幸な犠牲の件について大使館にねじ込むことも出来る」

　幾人かが、敵がやるならばこちらもやり返すまで、と語りだすのは自然の流れであった。

　だが、というべきだろう。

　不幸な犠牲、という言葉を少なくともマトモな指揮官は是認しえる精神構造を持ち合わせてはいない。

　……少なくとも、今の時点では。

「そこまでだな。いささか踏み込んだ表現があったのは不適切だ」

　部下を統計の数字として数えるわけにはいくまい、という幾人もの言葉は、場における支配的な見解を物語るものだ。

「現場の指揮官が考えるべきではないだろう。我々に必要なのは、そこに連合王国指揮下の魔導連隊が存在し、我々の航空優勢確保を妨害しようとしている事実だけだ」

「では？」

「明日以降も、変更はない。既定の通り、航空撃滅戦を継続する。ただし、敵の戦力見通しを上方修正しろ。最悪、合州国の義勇軍が増加する可能性をも視野に入れる必要がある」

　結論としては、新手が出てきたことを踏まえて対応せよ、という極々事務通達的な無味乾燥な帰結。

「概ね、異議ありませんが一点だけよろしいでしょうか？」

「デグレチャフ少佐、まだ何か？」

「これは、我々が参謀本部直属の調査・研究部隊であるからの提案ではありますが、最悪に備えていっそ、合州国の義勇軍を優先的に叩けないでしょうか」

「……それは、つまりこちらから合州国の義勇軍を叩くということか」

　はい、と頷きながらターニャは言葉を紡ぐ。

「我々はかの国のドクトリンになじみがありません。一当たりし、敵に関する情報を収集することも望ましいかと」

　実際、魔導部隊に関する限り運用は国毎に相当の差異がある。帝国軍の運用方針は、ライン戦線以来、歩兵の支援から発展的に独立運用される傾向があるが、共和国軍は当初から特殊部隊として襲撃運用を是としている。

　あまり参考にならない協商連合軍の場合は、混成であるが故に指揮官の質と個性に左右されていた。だが彼らの場合は航空作戦に偏った運用が多かった、ということが特筆に値するだろう。航空戦力が不足しているが為に、端から航空戦力の補強にあてたという見方も出来る。

「我々が知りたいのは、連合王国の魔導部隊がどのように運用され、どのように戦うか、ということです。義勇軍部隊が、我々の知る連合王国部隊と同等に運用されるかだけでも確認しておきたいかと」

　そして、西方や南方で帝国軍が戦っている連合王国だが……彼らの場合、海軍と陸軍で運用が違いすぎるということに帝国軍は遅まきながら気が付いていた。

　連合王国陸軍の場合、魔導師は他兵科と共同することを前提に、空も飛べる歩兵として運用されているものの、連合王国海軍は端から独立兵科として扱こき使う姿勢を示している。

　それこそ、潜水艦から強襲発進、艦艇からの接せつ舷げん切り込み要員、あるいは海兵隊に対する海軍の近距離航空支援と何でもありだ。個々の戦闘力も高い連合王国海兵魔導師は、帝国軍にとってもやりあいたい相手ではない。

「道理だが、この状況で連合王国に展開している義勇軍部隊が果たして合州国の正規ドクトリン通りに運用されるか疑問が残るのだが」

「仰るとおりです。しかし、副次的な効果も期待できます」

　具体的には、と視線で問われたターニャははっきりと口を開いて断言していた。

「目下の状況を勘案した場合、帝国に対し、合州国は宣戦を布告しえるほどの状況ではありません。一方で、徐々に既成事実を積み上げて合州国を対帝国参戦させたいアクターが存在することも明らかでしょう」

　合州国もいずれこちらを殴ろうとしてくるだろう。

　ですから、とターニャは言葉を続ける。

「であるならば、エスカレーションの行く先をある程度、強烈な事実として合州国に叩きつけてやるのも一つの方便かと」

「検討に値する意見だ。いかがかね？」

　意見を求められた将校らは、しかし、咄嗟には答えかねたのだろう。少し考えこむ。

「政治的意図が強すぎる提案かと。戦略目的は、ドードーバード海峡の航空優勢の確保にあります。逸脱は望ましくない。なにより、連合王国部隊に休養を取る時間を長期間にわたり与える可能性が高い提案は、本来の戦略目標と矛盾します」

「いや、大戦略次元で考慮すべき提案です。合州国のちょっかいを排除できることを思えば、デグレチャフ少佐の提案はまさに慧眼でしょう」

　そして、提示される反対、賛成の双方が共に道理であった。西方の部隊に与えられているのはあくまでも、ドードーバード海峡上空の航空優勢確保。明確な軍令として示されている以上、逸脱は許されない。

　戦略に関する限り、航空優勢の確保は不可欠なのだ。問題は、デグレチャフ少佐の提案はまさに西方航空戦に資する可能性が高いという一点に他ならない。西方の航空戦力にとって、しかし合州国の邪魔を排除できるというメリットは小さくないだけに論争は自ずと白熱の度合いを増していく。

「慧眼であるという表現に、強く同意いたします。適切なタイミングで、介入の出鼻をくじけるのであれば実に望ましい。最終的にはドードーバード海峡上空の航空優勢を確保することに資する提案かと」

「異議あり！　効果に関する影響評価が一方的です。我々が、合州国市民を大量に撃墜することによる合州国世論の硬化という側面を軽視しすぎている」

「お言葉だが、合州国世論の動向がそのように動くという要素も確証はないでしょう。それこそ、無謀な派遣を行ったとして現政権に対する糾弾とて起こしうるはずだ」

　交わされる言葉は、いずれも真摯な知的営みのそれ。どちらも正しく、そうであるが故に議論は結論を出しかねる。

「なんならば、外務省を通じて中立国工作として扇動させるべきでは？」

「うーむ、そうなると、これも政治の次元で扱うべき論点ではないのですかな？」

「失礼ながら、よろしいでしょうか」

　許可を取り付けるなり、声が上擦ることのないように叶う限り平静さを装いつつターニャは立ち上がり、会議場の参加者一人一人を見つめるようにして訴えかける。

「これは、政治問題であると同時に現場に裁量権を委ねられた問題です。攻撃可能なエリアに、攻撃すべき標的がいる。下手に、後方を巻き込んで政治問題化させるよりも偶発的交戦の結果を装うべきかと」

　だからこそ、止揚しましょうとばかりにターニャは落としどころを求めて口を挟んでいた。現場の判断で処理してしまえれば、それが一番ですという提案。良くも悪くも、ターニャ・フォン・デグレチャフは法律の隙間を愛して止まない。グレーゾーン万歳。ブラックには一歩たりとも踏み込まないが、黒でないならば、それは白である。

「実に面白い提案ではあるものの、我々はあくまでも現場指揮官だ。参謀本部の戦争指導は、統一された意思に従うべきではないのか」

「参謀本部の参謀将校ならば、しかし、デグレチャフ少佐の指摘するように殴りこむのではないのか？」

「憶測での発言は、極力控えていただきたい」

　また割れかけた議論は、結局、先任将校らの仲裁によってとめられることとなる。

「そこまでにしよう。我々は軍人だ。軍人として、逸脱を求められる機会があるにせよ、これは戦理というよりも法理の世界だ」

　結論としては、と紡がれる言葉はターニャにとって予想できる常識的な答え。少し残念ではあるが、ターニャにしてもここで強いて押せるかといえば非常に難しい。グレーゾーンを歩くのは嫌いではないが、それは共犯行為でなければ、誰からブラックゾーンへ蹴飛ばされるかも分かったものではないのだ。

「デグレチャフ少佐。貴官の提言も面白い意見ではあるが、参謀本部の見解を待ちたい。我々としては、命令に変更がない限り粛々と航空撃滅戦を継続する。異論はあるかね？」

「いえ、ございません。了解であります。お時間を割いていただき、申し訳ありませんでした。では、航空撃滅戦と戦技に関する本題へ戻りましょう」

　しかたない。そんな思いを裏に秘めつつ、ターニャは物分かりの良い士官として、無粋な提言をしたことを詫びて話の本筋を本来のものへと戻していく。
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　日付が変わるほどに長引いた指揮官会合。議論が白熱しがちであった会議も無事に終わり、自室に引き下がったターニャは彼女にしては珍しく葛藤していた。

「……いっそ、私の隊だけで単独で……、いや、しかし、そうなると恨みも買うか？　リターンとリスクが……」

　未練がましいとは思いつつ、ターニャはしかし、いつになく連合王国に展開中の『自称義勇軍』とやらを叩いておくべきではないのかという疑念に苛まれていた。

「難しいな。しかし、遭遇戦に備えることだけはやっておきたい。機会さえあれば、叩いておくに越したことはないのだ」

　合州国の介入がないことが理想だが、そんな大戦がありえるだろうか？　答えは、実に単純かつ明白だろう。ありえないのだ。……であるならば、軽く叩いて下手に手を伸ばせば火傷すると示すべきだ。

「いや、合州国の世論を刺激することを考慮すべきか？　……はぁ、私は何をやっているのだろうな」

　堂々巡りの思考を自嘲しつつ、ターニャは机の上に放置していた珈琲のカップを口元に運ぶ。冷めてしまった珈琲が頭を冷ましてくれるのが、心地よい。少し冷静になれば、合州国を刺激しすぎるべきではないという先任らの理屈が正しいことも分かるのだ。

　なまじ、参謀本部の中枢に伝つ手てがあったが為に忘れがちだが、この身は一介の少佐。所詮、組織にあっては便利な歯車に過ぎない。

　……貴重ではあっても、交換が可能な部品に過ぎぬ勤め人だ。軍がそういう組織であることは端から承知しているが、だからこそ時折逃げ出したくて仕方がなくなる。

　帝国の現状を見る限り、連邦戦は戦えるだろう。少なくとも、東部戦線の状況は内線戦略が達成した戦争芸術というべき機動力と包囲運動によって激変している。敵の予備兵力次第だが、第一線に展開していた連邦軍は帝国軍という強固な防壁へぶつかり、腐った卵のように消散して果てた。

　南方大陸戦は、優秀な指揮官に率いられた少数の帝国軍が共和国残党に圧迫をかけている。そして、西方戦線では連合王国を締め上げるべく自分達が日々航空撃滅戦にいそしむ毎日だ。そもそも、帝国にしてみれば連合王国へ上陸して城下の盟を強要するに及ばず、連合王国が音を上げて講和条約を吞むだけで済む話でもある。

　……楽観的に考えれば、帝国の現状は厳しくはあっても決して絶望的と匙を投げるほどではないだろう。

「自分も騙せない楽観的願望に過ぎないのだろうがなぁ……」

　問題はたった一つ。

『全ての戦線』で相当に無理をしている帝国の国力はもはや限界も限界。攻勢限界を遙かに越えて、各方面に軍隊を展開しているのが現状だ。総動員体制を敷いて兵士数だけは膨らませているが、その内実で帝国軍は張り詰めたカエルに等しい。針の一刺しでも受ければ、破裂は避け難いだろう。

「西方が解決しない限り、帝国は東方へ全力を投じられない」

　後背に敵を抱えた状況下、対連邦戦に全力を傾注すればかつて共和国に背中を襲われたライン戦線を再現してしまう。大陸部分に関する限りでは航空優勢を確保しえている現状でさえ、散発的な擾じょう乱らん爆撃には悩まされていると聞く。

　隙を見せればそれが最後だ。

　合州国が参戦せずとも、連合王国は動員に成功した地上軍を悠々と西方に揚陸してくることだろう。

「しかし、東方戦線の巨大な圧力が存在する限り、帝国は西方で連合王国を屈服させる戦力を確保することは不可能だ」

　東部正面に、一個師団でも多く寄越せという東部の要求は至極妥当なものである。大陸軍を動員し、敵侵攻軍を大いに破ったとはいえ……やっと数的拮抗状態を確保したに過ぎない。

　ターニャは、そして、知っている。対連邦戦は泥沼だという別世界の歴史を。この状況下、帝国が活路を求めるとすれば東方において諸問題を解決する道しかない。ターニャの知る地球の歴史では、史実のドイツ帝国がそれをやりとげてはいる。東部戦線における帝政ロシア軍の撃滅と、その後の政情不安による帝政ロシアの戦線脱落。

　……しかし、とターニャは苦悩せざるを得ない。

　第一に帝政ロシアを崩壊に至らしめた過激な革命分子を送り込むという禁じ手は、共産党が連邦において確固たる権力を確立している現状では望み薄。

　第二に、帝政ロシアを下したドイツ帝国軍ですら……アメリカの物量に勝機を見出すことには成功していない。戦場でこそ拮抗を保てたにせよ……後方の疲弊は数々の記録が伝えてくれている。

「……よしんば、東方が片付いたとして。西方における安全の確保が可能だろうか？」

　思わずターニャの口から零れる疑問は不安の裏返しでもあった。多方面作戦を禁忌とする軍事戦略を裏返せば、それだけの戦線を支えるには戦力が足りないということなのだ。

　当たり前ではある。多方面で優勢に戦えるだけの軍事力を有していれば、そもそも戦略など必要ない。物量ですり潰すという単純作業で、自らよりも小粒な敵軍を蹂躙できることだろう。

　帝国軍は、精強無比だが世界を軍靴で蹂躙できるほど無限ではない。この状況下、帝国が生き残る為にはなんとしても連合王国の妨害を取り除き、連邦を屠ほふり、そして合州国の介入を招く前の早期終戦が不可欠だ。

　だが、連合王国海軍はあまりにも強大だ。いまいち信用できないイルドア海軍が味方についたところで、彼我の戦力差は巨大すぎる。こちらの全艦隊を結集させた高海艦隊が、連合王国の一方面戦力に過ぎない本国艦隊と拮抗している。この現状を思えば、艦隊決戦に期待するなど幻想も同然だろう。

　連合王国海軍がその気になりさえすれば、内海艦隊と外海艦隊、はたまたノルデン方面封鎖艦隊まで持ち出せるのだ。帝国海軍は決戦を挑んだところで『奮戦』して終わるだろう。もはや、帝国海軍に期待できるのは彼らがどのように死ぬかという次元の問題だけだ。

　この状況下、ターニャに出来ることはたった一つ。

「悪あがきか。不毛な抵抗というわけだ」

　溜息を零しつつ、一人、自室の机に愚痴を吐き出す心境のなんと救いのないことだろう。……救い？　いやはや、神という妄想に縋りたくなる時点で自分の精神衛生は途方もなく悪化し、衰弱しているに違いない。人間である以上、どこかで限界があるだろうとは予期していた。自分も所詮は、ヒトという生き物の個体なのだろう。

「……だとしても、私は教養ある市民なのだ。唯々諾々と、運命だからと運命論者じみて自分の未来を諦める？」

　それは、端的に言って。

「ありえん」

　ヒトは、人間という種は、唯々諾々と自殺してやる理由もないし、運命に殉じて悲劇の役柄を演じてやるべき理由もないのだ。

　未来を切り開く為にならば、出来ることは何であろうとも選び取る。

　机の上で握り締めていた拳をゆっくりと解ほどき、ターニャは自分の小さな手のひらをじっと凝視する。

　いかにも頼りない女児の指に、軍の訓練で附いた奇妙なタコ。戦闘を行うには、幸いにしてなんら支障はない。

　……結構なことだ、とターニャはほくそ笑んでいた。

　カードが配られたとき、その手札を嘆くか、いかに活用するかを考えるかは個人の心次第。自分の腕で、未来を摑み取る。

　それもまた、人間の特権だ。人間の条件なのだ。ならば、機会を摑み取るまで。幸せで平穏な未来を満喫する為に、労働あるのみ。

　きつい仕事であるのは間違いないが、尊厳ある生活の必要条件であるというならば、刻こっ苦くとて厭うことがあろうか？

　一人であろうとも、抗うのだ。

　決意を込めて、頷きかけたところでターニャは自分の軍服にぶら下がっている階級章の存在を思い出していた。ああ、とそこでターニャは自分の迂闊な誤りに漸く気が付く。

　いるじゃないか。

　それも、素敵にイカシタ仲間たちが。なんとも素晴らしい知らせじゃないか、とターニャは思わず手にした瓶の炭酸飲料水を飲み干しながら笑い出していた。




　だからこそ、というべきだろうか。

　翌朝、指揮下にある第二〇三航空魔導大隊の部隊員を前にして、ターニャはいつになく壮絶な決意を込めた視線で一人一人の瞳を見つめていた。帝国に殉じるつもりはない。だが、まだ逃げるほど泥舟でもない。

　共産主義一色の世界もごめんだし、自分が平和な世界の礎として倒れるのも不本意とあらば、ターニャに可能なことはたった一つ。世界を、帝国の軍靴で蹂躙することのみ。最悪の中とはいえ、選んだ道を歩くことに対し、ターニャに後悔はない。

「総員、傾注！」

　ヴァイス大尉の号令一下、一糸乱れぬ部隊の統制。相変わらず、第二〇三航空魔導大隊の隊員らは戦争に関する限り、無限の信頼を示すに足る将兵であると姿勢で物語っている。

「大隊長殿より、お言葉を頂戴する！」

「楽にしたまえ。大隊諸君、戦局に少し小波さざなみが立った。航空撃滅戦に新手の部隊とやらが、割り込んできた。順番を守らない屑共は、自由という言葉を履き違えているに違いない」

　新手がきたぞ、というターニャの言葉へ対しても一切動じることのない沈黙。人の話を黙って傾聴できるというだけでも、中々だが……悪い知らせを前にして動じることがないというのは素晴らしい。まったく、なんと頼もしい連中か。

「司令部の意向は、航空撃滅戦の速やかな遂行と航空優勢の奪取にある。これ以上、外部から介入される時間的猶予を与えるわけにはいかん。とはいえ、それは我々にとって本題ではない。我々の任務は、引き続き評価試験だ。戦技研究の一環として、諸君には対地襲撃戦闘任務を行ってもらう」

　何か、質問があるかと続けるターニャの言葉が終わるか、終わらないかのうちに飛び出してくるのは相変わらずのグランツ中尉。

「大隊長殿、質問を宜しいでしょうか！」

「かまわん、グランツ中尉」

「拝聴する限り、西方方面軍の戦闘は激烈なる一方かと。にもかかわらず我々の任務は、依然として対地襲撃へと変更されるのでありますか？」

「正しい認識だ。だが我々の任務は連合王国領空での対地攻撃任務を含むものと変更される。実際には、戦技研究の一環としてであるために、対地攻撃そのものを本分とするわけではないことに留意せよ」

「少佐殿、この状況下、我が大隊は友軍の支援に協力するべきでは？」

「単純なことだ。我が親愛なる第二〇三航空魔導大隊の戦友諸君。制空権の確保には、地上設備の破壊も含まれうる。我々の任務は、制空権確保に付随する地上襲撃の可能性を検証することになる」

　理解の色が浮かんだところで、折よく掛けられるヴァイス大尉の大声。

「大隊長よりのお言葉、以上である。総員、対地襲撃装備だ。速やかに装備を整えて出撃にそなえよ。駆け足！」

　装備一式を担いで集合だぞ、と続けるヴァイス大尉のテンポよい指示出しは全く見事な次席指揮官としてのそれ。いや、グランツ中尉やセレブリャコーフ中尉の連携も悪くない。将兵の疑問をそれとなくほぐしつつ、目の前の任務に専心させる手際は賞賛に値するだろう。

「少佐殿……しかし、実際急な予定の変更です。何があったのですか？」

「兵には伏せておけよ、ヴァイス大尉。本来であれば、貴様に漏らすのも規則上、玉虫色だが……ことがことだ」

　ターニャにしてみれば、ヴァイス大尉が居ればこそ、後任を推薦することが出来るという確信を抱ける。部隊の雰囲気も悪くない。これならば、自分が抜けた後で自分の責任問題に発展することもないだろうと安堵だ。

　だからこそ、ちらりと周囲に視線を走らせた末にターニャは数枚の資料をヴァイス大尉へと差し出す。

「……これは？　義勇軍の詳細でありますか？」

　信頼する副長、あるいは自分が後方でゆっくり勤務する為の人柱。ヴァイス大尉に対し、ターニャは可能な限り自分に渡されている情報を『引き継がせる』心構えで教え込んでいく。

「彼らは連合王国に属する合州国の市民として我々に立ち塞がるらしい。だが、敵だ。そして、我々は今後もこの手の輩を追い払い続けることになるだろう」

　あきれるほどに狡ずるい手を使う連中だ。

「だからこそ、ヴァイス大尉。現状況下では悠長な航空優勢の確保による連合王国への威圧など、有害無益だ。叩き潰すという意志と、叩き潰す為の方策が断固として実行されねばならないだろう」

「了解いたしました。少佐殿、我々の勝利は、まだまだ遠いところにあるのですね」

　ヴァイス大尉の物言い。少しばかり、言葉を重ねておくかと必要性を感じたターニャはヴァイス大尉を屈かがませると、その耳へ秘かに事実を告げる。

「勝利、か。ヴァイス大尉、貴官は良くも悪くも常識的な軍人だな。我々に必要なのは、最後に立っていたという事実以外の何ものでもないよ」

　生き残る者が、最後に立っている者が偉いのだ。その事実を、なんのてらいもなくターニャは指摘してみせる。

「最後の勝者たらんと、努める所存です」

「違いないが……勝利よりも、我が大隊の生存こそを優先したいものだ」

　素直に頷く副長の言葉に、ターニャはその通りだと頷きつつ付け足していた。叶うならば、だ。自分たちの生存こそが、勝利に優先するのだから。

「少佐殿？」

　立ち上がったヴァイス大尉が不思議そうな口調で問うてくるのをターニャは笑って誤魔化す。

「いや、愚痴だ。ヴァイス大尉、出撃に際してはいつもの通りだ。抜かりなく装備を整えさせろ。今度の任務は対地襲撃任務だぞ」

　戦技研究の一環として、第二〇三航空魔導大隊に割り当てられた新しい指示は対地攻撃に関する調査研究。基地襲撃や港湾施設への攻撃など複数の作戦行動が求められていた。上は、複数の想定状況を洗いなおすことで、効率的な対地攻撃ドクトリンへと洗練させたいのだろう。

「敵地で戦闘任務だ。弾丸が足りないからといって、取りに帰ることも出来ん」

　やるべきをやるまでだった。さぁ、出撃に備えるぞと口にしてターニャは自分自身も装備の類に手を伸ばす。もっとも、口とは裏腹にターニャの表情は些か以上に辟易したものとならざるを得ないのだが。

「しょ、少佐殿。……それは対戦車狙撃砲ですか？」

「対装甲狙撃ライフルらしい。一応、防殻を貫通することを期待できると聞くが」

　ターニャに割り当てられている装備へちらり、と視線を向けるなりヴァイス大尉があきれたように漏らす疑問。まぁ、担ぐ羽目になるターニャの身長よりも遙かに長い銃身を目の当たりにすれば誰だって同じ感想を抱くことにはなるのだろうが。

「……塹壕戦や陣地戦であれば確かに有用やもしれませんが……これは、また」

「私も同感だよ、ヴァイス大尉」

「本国の連中、航空魔導戦を対要塞攻略戦か何かと勘違いしているのではありませんか？」

　ターニャ自身、少し似たような疑念は抱いている。

「ヴァイス大尉、私はむしろ在庫を押し付けられたような気分だ。この長物だが……十四・五mm弾とはいえ単発だぞ？　いくら防殻を一撃で貫通しますといわれたところで、高機動戦の最中にどう使えというんだ？」

　いや、それを調べるのが自分の仕事なのだがとターニャも心中でぼやくほかないのだが。

　何分にも、試験任務を含む戦技研究だ。装備の類も、魔導部隊が普段使わないような代物を『航空魔導戦における実戦評価』の名目で評価するようにと求められている。

　常々思うことだが、敵地侵攻ということもあり、普段、使い道が今一つな兵器を再評価するという名目で在庫を押し付けられた気がしないでもない。

　ぶら下げた弾帯に、各種装具。

　下手なアメコミで戯画になったかのような格好なのは些かシュールではあった。

　しかし、現実である。ふざけた話で、装備の総重量がまるで全身鎧をまとうかのような重量になっているのだ。

　だが、現実とはもっとふざけたものだ。

　これほどの武器弾薬でさえ、あっという間に射耗してしまう戦場がある。……敵地で武器弾薬に不足するよりは百億倍もマシだろうとターニャを含めた全隊員はだからこそ一つでも多くの弾帯をぶら下げようと努めざるを得ない。

　だからこそ、使い物になるかどうか分からない兵器の評価試験などごめん蒙こうむりたいとつねづねターニャは願ってやまない。

　とはいえ、たった一つだけ、救いはあるのだ。かつて、エレニウム九五式の試験要員をしていた際と異なる救い。それは、まさに評価を命じられる武器の種類が既存兵器であるということだろう。

　途中で投棄しても許されるというのは、実際、ありがたい。だが、ターニャとしては些か勿体無いと思ってしまうのだ。ここで使えないにしても、ほかの場所で使えるだろうと信じるのだが。

「……税金と国力の無駄遣いだ。もう少し、使い道を本国に上申すべきだろうな。今後の検討課題だろう」

　とはいえ、それは任務を終えてから戦技研究報告書を提出する際の備考欄に書けばよい。今は、地上襲撃評価を行うことが優先されるべきだった。

「少佐殿、総員、出撃態勢を完了しております！　ご命令あり次第、総員は進発可能であります」

「ご苦労！　セレブリャコーフ中尉！　管制に気象状況について詳細の確認を行っておけ！」

　手際よく出撃前のルーチンワークを部下に割り振り、半ばぼやきつつもターニャは自分の状況を戯画的に笑う。袋一杯の武器弾薬に、自分の身長よりも長い対装甲狙撃ライフル。手榴弾から、地上施設破壊用の爆薬にそれこそ最新の指向性爆薬まで少量ながら支給される大盤振る舞い。贅沢な戦争がやれることだろう。資源の浪費もこの上ないと思わないでもないところだ。

　逆に言えば、自分の使える手札が多いということでもある。全体の効率には良くないが、現場としてみればありがたいというジレンマだろうと苦笑し、ターニャはそれを一先ず受け入れて任務へと飛び立つ。

　引き連れるは、いつもの精鋭ら。第二〇三航空魔導大隊は一路、事前計画通りに連合王国本土への地上襲撃任務評価試験を行うべく空路を向かっていた。しかし、出撃から程なくして、雲行きが怪しくなり始める。

　ターニャは重装備を担いできたことを早くも後悔し始めていた。

　気象予報のデータが足りていない為か、ドードーバード上空に関する軍の気象予報はムラが目立つ。理解してはいたが、雲量、風速、湿度のいずれも予報より大幅な悪化を示すとなれば文句の一つも言いたくなるものだ。
















「フェアリー01よりガルバ・コントロール。フェアリー01より、ガルバ・コントロール。応答願う！」

　気象情報を求めるべくノイズ交じりの無線機へ呼びかけど、呼びかけど応答は無し。

「ダメだな……空電か？　にしたところで、この電波状況は最悪に近い」

　ターニャは無益な呼びかけを更に数回繰り返し、地上管制との接触すら難しいかと渋々状況が難しいことを認めるに至る。

「フェアリー02より、フェアリー01。聞こえますか？」

　辛うじてだな、と返しつつターニャは直接会話できる距離まで詰めてヴァイス大尉と善後策を協議する。無線機の不調というよりは、空域の障害。雲量が多い上に、些いささか雨がち。通信を行うには最悪の天候だった。

「短距離用の部隊内通信で、この音質か。雑音が酷すぎる。とてもではないが、長距離通信に適した状況とは言い難いな」

「帰投されますか？　この気象状況では、飛行中止とまではいかずとも作戦中止が勧告されてもおかしくはありませんが」

「道理だが……中止命令は確認されていない。加えて、我が大隊は無線封鎖環境下での作戦経験が豊富だ。地上管制が、我々は作戦行動を継続していると仮定する公算は大きい。ここで離脱すれば、友軍に混乱を生みかねんだろう」

　現場の判断を否定するわけではない。だが、ターニャは現場が独自に判断した結果、しっちゃかめっちゃかになる事例をいやというほど知っているのだ。

「友軍の波状攻撃に混じって対地襲撃を行うだけということを考えれば、我々は我々のペースで作戦を行うぞ」

「了解です。視界が悪い状況ということを考慮し、隊列を詰めて、通信を緊密にしてはいかがでありましょうか？」

　一瞬、頷きかけたところでターニャは待ったと口を挟む。

「……いや、だめだ。奇襲を受けた際のリスクが跳ね上がる」

　確かに密集すれば統制はマシになる。だが、地上設備の充実した監視拠点ならばこの悪天候でも自分たちを捕捉しうるだろう。

　なにしろ無線傍受技術の精度に関して連合王国の評価は非常に高い。待ち構えられて地上襲撃中に上をとられるリスクは、許容し難い代物だろう。

「そうだな隊列の維持を厳に命じつつ、索敵警戒を強化。協商連合艦隊との不意遭遇を思い出せ。同じ失敗を繰り返すわけにはいかんぞ。警戒を厳に。戦闘隊形を保ったまま、襲撃行程を完遂する」

「了解しました、少佐殿」

「ああ、まて。この電波状況だ。会かい敵てきまで無線封鎖を行おう。この天候だ、敵のレーダーサイト群もノイズ交じりだろうが……なるべく楽をしたいものだ」

「楽をするための努力でありますね。了解いたしました！」

　苦労して分かっているリスクを避けるか、苦労を厭うて避けられるリスクを背負うかならば前者だ。それだけの錬度、それだけの経験を第二〇三航空魔導大隊は兼ねそなえている。
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　初期訓練の修了と同時に部隊としての訓練を受けていたメアリーら。良くも悪くも、実戦が近付くのを肌で感じるようになりつつはあった。誰もが来るべき日が来るであろうとぼんやりとではあるが、感じていたのだ。

　だが、彼女にとってその日は……あまりにも唐突に訪れた。

「状況を説明する！　二分前に南方レーダーサイト群と、感知ラインが南端防空ラインへの帝国軍航空魔導部隊並びに、大規模な航空編隊の接近を感知した！」

　いつもならば、落ち着き払った部隊長が強張った表情で読み上げる最新の情勢。二分前、南端防空ラインという単語を頭で理解した瞬間、メアリーは思わず体が強張っていた。防空線として日々叩き込まれている空域図。

　記憶が定かであれば……今から迎撃に間に合う部隊は自分たちのような後方で待機中の部隊のみ。もう、本土の防空部隊が組織的に迎撃するには入り込まれすぎていた。

「時間に余裕がない！　不味いことに敵魔導部隊の反応からして、帝国軍最精鋭の可能性が高いとのことだ！」

　指揮官の将校らですら、浮足立つ凶報だった。本来であれば、もう少し落ち着き払った空気で進められるブリーフィングでさえ、どこか落ち着きがない。

　なんだかなぁと不安に駆られたメアリーはそこでふと、壁際で自分たちを観察しているらしい士官の姿に違和感を抱く。覚えのない将校、階級章は中佐殿。服装からして、連合王国の海兵魔導士官だろうか？

「部隊長、敵情報は？」

「同定は暫定だがラインの悪魔と伝えられている」

「ラインの悪魔？」

　なんだそれは、と顔面に疑問を貼り付けた士官の一人と裏腹に、メアリーはその名前に聞き覚えがあった。この前、皆で討ち取る、討ち取らないと話題になっていた帝国軍のネームド。けれど、話の対象がひょっこりと自分たちの空間に殴りこみをかけてくるなんて。

「連合王国の担当官曰く、ネームドの中でもずば抜けて危険度の高いネームドとのことだ。初確認されたのはノルデン方面。以来、ライン戦線、ダキア方面、南方大陸、未確認ながら対連邦への投入も囁ささやかれる古強者らしい」

　伝聞か、と眉を顰めた指揮官ら。そんな強張った場へ、壁際で煙草を悠々と吹かしていたあの連合王国軍の海兵魔導士官は飄ひょう々ひょうと口を開く。

「失礼、宜しいだろうか？」

「貴官は？」

　尤もな疑問を口にする将校らへ、部隊長がああ、と応じる。

「紹介が遅れたな。こちらは、連合王国海兵魔導部隊のドレイク中佐だ。当面の作戦行動では、連合王国海兵魔導部隊との合同作戦も多いだろう。何かあれば、極力緊密に協力してことをはこんでくれ」

　部隊長は漸く思い出したようにドレイクと紹介された中佐へと場を譲る。あの手際のよい部隊長でさえ、今日ばかりはどこか手際が乱れている。

　……実戦が近付いているのだな、とメアリーはそこで漸く自分もドキドキして緊張しているという事実に思い至る。

「ご紹介に与あずかった連絡担当将校のドレイク中佐だ。合州国の諸君におかれては、留意願いたいのだが……ラインの悪魔は『ライン戦線』で共和国軍将兵を震え上がらせた本物のネームドだ。戦場のありがちな噂話と片付けず、深刻かつ重大な脅威と認識して対応を願いたい」

「……ドレイク中佐、君がそこまで言うとは。それほどのものなのかね？」

　訝しげな部隊長の問いかけ。過剰だろう、と顔が口ほどに物を語るとは多分ああいう表情を言うのだろう。

「失礼ながら、大佐殿。想像以上とお考えください。アレは、指揮能力、個人戦闘力のいずれにおいても卓越した魔導将校です。そのくせ、部隊も実によく動く」

「指揮能力も卓越していると？」

「はっきりといえば、どちらもでしょう。確認されている例の魔導部隊も厄介きわまりない。同数であれば、退避を強くお勧めします。戦闘高度八〇〇〇で、一個大隊が一糸乱れず完全な有機体として襲い掛かってくるという戦術的脅威は悪夢に近い」

　だが、ドレイク中佐の回答はこの上なく明確だった。帝国軍のネームドへの警戒を促す口調は真剣そのもの。誇張も、冗談も抜きにこの人は、ラインの悪魔を恐れて警戒しているのだ。

「ドレイク中佐殿、質問を宜しいでしょうか！」

「ああ、と、貴官は？」

「メアリー・スー少尉であります！」

「かまわんよ、少尉。なにかね？」

　メアリーにとって、だから、その質問は殆ど自然に口を突いて出ていた。

「逃げられない場合、私たちはいかにすべきでしょうか？」

「良い質問だ。墜ちたまえ」

　は、と疑問を浮かべかけたメアリーへ、ドレイクは簡単な話だぞと言葉を続ける。

「幸い、こちらは本土防衛戦なのだ。敵地と違い友軍が回収してくれる。生きてさえいれば、傷を癒して、また戦列に加わることもできるだろう。だからこそ、死なないことを重視し、潔く墜ちたまえ」

　いいかね、と嚙み砕いて説明されたところでメアリーは漸くその意を理解する。連合王国上空ということは、連合王国軍にとってホームグラウンド。生きていれば、勝ちなのだ。墜落したところで、生きていれば、次の戦場に挑むことが出来る。

「ドレイク中佐の言葉を聞いたか！　諸君、迎撃戦の利が我々にはある」

　ああ、と頷く部隊長が声を張り上げてメアリーたちを激励する。

「忘れないように。我らの背後には、連合王国の人々がいるのだ。故郷を我々は一度失っている。二度も繰り返したくはない。ここは守るべき人々と友邦の国土だ。連合王国の人士から笑われることのないように、努めようではないか」

「「「「はっ」」」」







「ガルバ・コントロールよりフェアリー大隊、ガルバ・コントロールよりフェアリー大隊、緊急。応答されたし。繰り返す、緊急。応答されたし」

「フェアリー01、よりガルバ・コントロール。コンタクト。酷い通信状況だ。だが、会話そのものに支障はない」

　電波状況が復活するなり、飛び込んでくる管制官の呼びかけ。雑音混じりに交わすやり取りだが、地上管制がこちらとコンタクトを確立した瞬間に安堵の息を吐いたことをターニャの耳は確かに拾っていた。

「ガルバ・コントロール了解。こちらは、ガルバ15」

「フェアリー01了解。ガルバ15、どうぞ」

「この悪天候と通信状況の悪化で各隊がバラバラに行動してしまっている。既定の作戦計画は中止された。繰り返す、既定の作戦計画は中止された」

　ああ、なるほどとターニャはそこで地上管制がこちらを呼び出し続けていた理由をおおよそ特定する。統一的な作戦行動が気象条件の悪化によって崩れた手前、仕切りなおしということを考えているのだろう、と。

「フェアリー01よりガルバ15。作戦中止了解。帰投許可を」

　基地に戻る許可はすんなりと下りるだろう。そんな見通しを抱いていたターニャの願望は、しかし、あっけなく崩れ去る。

「ガルバ15よりフェアリー01。すまないが、帰投は許可できない。フェアリー大隊には新しい任務が発令される」

　友軍部隊に作戦中止命令が発令されている状況下での追加命令？　ろくでもない何事を告げられるのかと心中で秘かに身構えたターニャであるが、しかし、彼女でさえも管制官が口にした次の言葉には思わず凍り付いていた。

「第一一四航空爆撃団の指揮官機が撃墜され、南東α13管区内へ不時着した。貴隊が進出してくれているのは不幸中の幸いだ。搭乗員五名の戦闘捜索救難任務へ従事されたし」

　詳細な情報をこちらに無線越しで送ろうとしてくる管制官の口ぶりは、命令が確定したと信じて疑わない口調だ。だが、ターニャに言わせてもらえればそんな無茶ぶりを受けなければならない道理などない。

「フェアリー01よりガルバ15。貴官に警告しておくと我が大隊と第一一四航空爆撃団では通信コードが違う！　通信が成立しない状況での救助任務、それも敵地でとなればとても成算がおぼつかない」

　友軍支配領域での捜索救難任務ならばいざ知らず。連合王国本土で、墜落した友軍のパイロットらを捜し求めてうろうろ徘徊するなど無謀そのもの。

「第一、我が大隊の任務は対地襲撃の評価だぞ！　救助の必要性は理解する。だが、我が大隊には戦闘捜索救難任務用の装備すら持ち合わせがない！」

　なにより、肝心の救助用装備など持ち合わせにない。こんな状況で友軍の捜索救難など無謀極まりないと文句を続けようとしたターニャだが、地上管制官の焦るような言葉で二の句を継ぐことは遮られる。

「ガルバ15より、フェアリー01。事情は了解している。しかし、近隣の魔導部隊には敵地での作戦行動経験そのものが乏しい。空域で最も練達しているのは貴隊だ」

　折悪く、というべきだろうか。航空魔導師の大半が東部に引き抜かれ、西方の航空艦隊の戦力とて万全でない状況は地上司令部に選択肢をほとんど与えないのだろう。

「フェアリー01、了解。直ちにＲＴＢし、装備を調整後に戦闘捜索救難任務へ従事する」

「ガルバ15より、フェアリー01。申し訳ないが、軍令だ。可及的速やかに戦闘捜索救難任務へ従事されたし」

「フェアリー01より、ガルバ15。我が隊の行動権を理解した上での軍令か」

「正式な軍令だ。参謀本部の許可も下りている。……すまないが、よろしくお願いしたい」

　……馬鹿な、と返しかけたターニャはそこで反論を吞み込む。真偽の程は確認できないが、正式な通信で参謀本部の許可を得た指示といわれた以上は……従わざるをえない。

　裏をかいてやり過ごす手法がないではないが……ここで友軍を見捨てて戻り、参謀本部の勘気を被れば自分はタダではすまない。いや、西方方面軍の評価を落とすだけで、戦技研究への協力も随分と渋られることになるだろう。

「フェアリー01了解。救出任務に取り掛かる。……帰還後は、ガルバ・コントロールのおごりだ。覚悟していただきたい」

　仕事の付き合いというのは、実に不愉快だ。やりたくもないことを、こうして迂遠な社会的圧力で強制されるのだから。だが、やるからには全力で取り組むしかない。

　せいぜい、生きて戻ったときには連中から毟むしり取ってやる。

「大尉、聞いていたな？　お偉いさんの回収だ」

「了解です。しかし、これはまた……厄介な」

　傍でヴァイス大尉が零し、隣で警戒中のセレブリャコーフ中尉とグランツ中尉が揃って頭を抱える無理難題。友軍を救出しろといわれるのは簡単だが、どこに落ちたかも分からない友軍を捜し出して、敵地から救出だ。

　専任の部隊を使えといいたくなる類の任務。精鋭とはいえ、戦闘任務部隊である第二〇三航空魔導大隊に適した任務ではないといってよいだろう。

「重装備を直ちに投棄。評価用の機材も、地上捜索に転用だ。転用できないものは、重装備と共に爆破処理する」

「はい、少佐殿。しかし、敵地での戦闘捜索救難任務ともなると……」

「私が一隊を率いて直ちょく掩えんに当たる。グランツかセレブリャコーフを貸してやる。ヴァイス大尉、貴官は直ちに捜索要員を選抜しろ」

「しかし、宜しいのですか？」

「逆にしろと？　部下の背中ぐらい、守ってみせるとも」

　何が悲しくて、逃げられない地上に降りなければならないのだ。ヴァイス大尉の掩護を信じないわけではないが、万が一に逃げられるポジションを捨てるぐらいならば、有能な副長を失うリスクを冒すほうがマシなのだ。

　……褒められた発想ではないなぁと最近、反省しないわけでもないのだが。

「了解です。では、グランツ中尉をお借りしたく」

「セレブリャコーフ中尉でなくてよいのか？　彼女の方がライン戦線でこの手の経験は豊富だ。グランツ中尉よりも慣れているはずだが」

「ですが、少佐殿のペアです。ここは、編成を保つべきかと」

「……よし隊を二分する。ヴァイス大尉、捜索は一任する。セレブリャコーフ中尉、貴官は私の副官として直掩につけ。我々は空中掩護を行う」

「了解です！」




　かくして、壮絶な覚悟でもって面倒な地上捜索任務に割り当てられたヴァイス大尉とグランツ中尉だが、飛び込んでくるのは状況が刻一刻と悪化しているという知らせ。

「ヴァイス大尉殿、友軍管制より悪い知らせです。連合王国軍、二個航空魔導大隊がこちらへ急速接近中。さらに、地上軍の移動が確認されました」

　グランツ中尉の重苦しい言葉に、ヴァイス大尉は思わず天を仰ぐ。遊弋しているデグレチャフ少佐以下二個中隊の存在は頼もしい。

　だが、時間は自分たちの味方ではないと改めて意識させられてしまう。当たり前といえば当たり前ではあった。ここは、敵地なのだ。悠長にのんびりしていれば、敵の増援が湧き出てくるのは自明の話。

「悪い知らせというやつは、まったく……。大隊長殿は？」

「迎撃戦を取られるおつもりのようです。セレブリャコーフ中尉とデグレチャフ少佐殿の各中隊が囮となるので、引き続き捜索に従事せよと」

「発見、か」

　苦々しい一声を零し、溜息を吐き出しつつもヴァイス大尉は与えられた無理難題へ零しかけるそれ以上の不平不満は吞み込む。辛うじて、地上に墜落した機体の残骸は見つけられたが、それだけだ。

「残骸の周りに移動した形跡はあるが、軍用犬もなしに捜せるものでもないだろう。グランツ中尉、足跡は？」

「見つけられなくはありません。ですが、これを追っていくのですか？　我が大隊にこの手の追跡任務は……」

　無理ですよ、と言葉を紡ぎかけ、紡ぐわけにもいかずに沈黙するグランツ中尉。彼の肩を無言で軽く叩きつつ、ヴァイス大尉はこればかりはなと胸中で溜息を零す。

　大隊指揮官のターニャ・フォン・デグレチャフ少佐殿はいつでも無理難題を実力でこじ開けてゆく方だ。付き従っているヴァイス自身、デグレチャフ少佐殿ならばこの任務を完遂してみせるのではないかとどこかで期待している。

　友軍の救出。……軍人の誇りであり、仲間に対する義務。

　そんな感傷的な想いは、しかし、リアリストとしてのヴァイス大尉とは矛盾したものでもある。ヴァイス大尉の積み重ねてきた経験と戦訓は、無理なものを無理と判ずることの大切さもまた教えてくれている。これ以上の地上捜索はリスクが大きいばかり。大隊にとって、看過できない消耗を招きうるだろう。

　グランツ中尉とて口には出さないのだろうが、薄々とは感じているのだろう。彼が気まずげに沈黙を保ったまま、何事かを訴えるように自分を見つめてくることを思えば察するのは容易い。

　実際、ヴァイス自身の判断でも捜索の中断を視野に入れるべき頃合いであった。

「……フェアリー01より、大隊各位。直ちに集結せよ。繰り返す、直ちに集結せよ」

「お呼びとあらば、上がろう」

　あるいは、撤退に関する話かと早合点してデグレチャフ少佐の元へ向かう二人。だから、彼らは。ヴァイス大尉とグランツ中尉は、次の瞬間に心底驚愕する。




「「は？」」

　今なんと仰いましたか、と返してくるヴァイス大尉とグランツ中尉の間抜け顔。物分かりが悪いというべきだろうが、あるいは実戦経験が理解を阻害するのかもしれない。

　そうであるならば、嚙み砕かねばわからんかとターニャは判断し、つい今しがた傍受に成功した警察無線の存在を再度説明し始める。

「連合王国の警察無線だ。連中、墜落した帝国軍機の搭乗員を確保したらしい。まったく、迂闊なことだ。重要な内容の警察無線が垂れ流されているとは」

「いや、その……警察無線を傍受されるという事態を想定していないのは、無理もないことかとは思いますが」

「ふむ、ヴァイス大尉の言う通りではあるな。……予想外だが、朗報には違いない。我々が捜す手間を省いてくれた上に、所在地と移送目的地まで明らかになっている」

　これならばいけるだろう。その確信と共にターニャは断を下す。

「セレブリャコーフ中尉、私を除けば貴官が一番経験豊富だ。ライン戦線での友軍救出経験からして、どうみるか？　貴官の思う敵戦力の推定と必要な戦力を申告せよ」

「民兵ないし治安維持用の警察戦力です。一個小隊もあれば制圧は可能かと」

「妥当な分析だが、敵の失態に期待しすぎるな。パッケージの護送を考えれば、一個中隊は投じる価値がある。セレブリャコーフ中尉。中隊を預ける。貴官が直卒しろ。なんとしても、確保する」

「はい、少佐殿、お任せください」

　打てば響くような快諾の返答。何をすべきか理解し、何をなせるかを把握している指揮官にまで、セレブリャコーフ中尉が育ってくれたのだ。ヴィーシャの嬢ちゃんと古参兵にからかわれていた昔の彼女を知っているターニャとしても、人的資本の見事な成長を喜ばしく歓迎したいほどであった。

　……やはり、人間とは学習する生き物なのだ。自分の力で、自分で考えて。

　こんな戦場にあって、私的な感情を抱く自分はやはり軍人には向いていないのだろう。本質的な事柄に思いを馳せつつも、ターニャとしては余念を頭から放り出し、目の前の課題へ取り組むことへ意識を傾注する。

「グランツ中尉、セレブリャコーフ中尉の部隊を掩護しろ。間違っても、パッケージに当てるなよ」

「了解です」

　見つけた捕虜の救出。連合王国の警官連中には申し訳ないが……彼らでは、第二〇三航空魔導大隊の将兵を押し返すことなど不可能だろう。

「結構。ヴァイス大尉、貴官は私と残りの面子で接近中の敵航空魔導部隊の邀撃戦だ。我々は、当該空域を確保する。ただし、貴官が地上掩護の責任者だ。邀撃は私が担当しよう」

　手際よく指示を出し続けるターニャだが、悩みの種は途絶えない。

　現状における最大の問題は、実のところパッケージを確保した後にある。より正確に言えば……いかにして、パッケージを後送するかという一点だ。

　負傷した魔導将校であれば、同じ魔導師が抱えて後送することも可能だろう。

　だが、第一一四航空爆撃団の高級将校殿らは、空に慣れているとはいえパイロット。彼らは、パイロットとして空を飛ぶことは慣れているだろう。だが、それは航空機の内部環境でという但し書きがつく。

　彼らを担いで生身で空を飛ぶ？　負傷していたらどうするのか？　いや、そもそも怪我のない状況であったとしてもリスクは途方もないだろう。もはや生身の高級将校を抱えて飛ぶというのは双方にとって罰ゲームだ。

　万が一の事故を思えば、最悪の場合を覚悟する必要がある。

　というか、無理だろう。かといって、救出を命令されている以上、失敗するわけにもいかない。こうなると如何にして飛行機に乗せるかだ。救助機を要請するべきか？　いや、とてもではないが来てくれるとは思えない。

　敵地上空に侵入して着陸するなど……と考えたところでターニャは破顔していた。ああ、なんだ。簡単じゃないか、前例があるぞと。

「副長！」

「はっ！」

「第一〇三航空戦闘団は近くに居るな？　無線周波数を寄越せ！」

　一体何のためにですか、と疑問を浮かべているヴァイス大尉へ、ターニャは笑う。その時が来れば、直にわかるだろうから、と。

「フェアリー01、こちらはモスキート01だ。電波状況は酷いの一言に尽きる。だが何とか聞こえるぞ、どうぞ」

「感謝する、モスキート01。率直に申し上げると特務に協力を願いたい。貴隊から、三機、燃料に余裕のある腕利きをお借りしたいのだが」

　かくして、無線機越しに呼び出されたモスキート01にターニャは単刀直入な要求を突きつけていた。

　ほんの一瞬で返される返事は快諾。この点で帝国の誇る現場指揮官同士の連帯は完璧に機能していた。

「了解だ、フェアリー01。貴官の技量と評判を信じるとしよう。三機だな？　ケッテ戦術だが……特務とあらばシュバルムで挑むべきだな。四機出す。一個小隊を貸し出すんだ、帰ったら奢ってくれよ」

「フェアリー01より、モスキート01。奢ってやりたいのは山々だが、特務を命じたガルバ・コントロールの担当官名で領収書をきってくれ。こんな無茶苦茶を命じられた私のささやかな支払い依頼を拒むほど、狭量でもあるまいと信じるよ」

「はっ、よくいうよ！」

　軽い言葉の応酬だが、お互いに技量は信頼し合える程度に戦場は長い。ターニャの見る限り、これこそが帝国軍という軍事機構の持つ偉大さだ。現場の裁量権を認めつつ、大目標の為に全体が連携できる奇跡。この一体感が一度失われてしまえば、帝国軍は文字通りに張り子の虎となりうるのだろうが。

「フェアリー02より、フェアリー01。四時方向より、友軍戦闘機です。事前の通告どおり、四機接近中」

「フェアリー01了解。モスキートには、頭が上がらないな」

　程なくして、ターニャはヴァイス大尉より要請した友軍機が接近中との報告を受け取り、よしよしと相好を崩す。

　曲芸じみたやり方だが、戦闘機で敵飛行場に降下して飛行場を焼き討ち襲撃したパイロットさえ世の中には居るのだ。敵地に着陸して友軍パイロットを回収することとて、不可能ではないだろう。

「フェアリー大隊、応答されたし。こちら、モスキート06、こちらモスキート06」

「こちらフェアリー01。コンタクト正常。通信状況に支障無しと判断する。モスキート06、協力に感謝を」

「いえいえ、ただ酒の為に労働に勤しめとの軍令です。どうぞ、ご用命を」

　パイロットの燃料はアルコールか、と苦笑しつつターニャは状況を説明しようと口を開きかけ、そこで空域全般に響く警報に遮られた。

「緊急！　大隊各位、警戒されたし！　我、二個大隊の敵魔導部隊を感知！　警告のあった部隊です！　事前情報どおり高度六〇〇〇！　我が方に対して急速接近中！」

　警戒中の部下が張り上げる警報。ちらり、と索敵へ意識を向ければ確かに反応多数。事前の情報どおり、二個魔導大隊。それも、厄介なことにホームグラウンドの連中だ。

「迎撃用意！　邀撃隊は、直ちに迎撃に向かう！　モスキート06、そちらは退避を願う！　貴隊は極力戦闘を避けていただきたい！」

「何故ですか!?」

「事情を説明する時間が足りない。しばし、待たれよ！」

「大隊長、セレブリャコーフ中尉がパッケージを確保した、と」

「……このタイミングでか。くそっ、少し遅かった！　パッケージの状況は？」

「深刻な負傷はありません。ですが、多少の打撲と足の捻挫があるそうです」

　高度を取るぞ、とターニャが叫びかけたところでヴァイス大尉が報告する朗報。……はっきりといえば、回収できただけ良かった。だが、もう少し早ければ交戦も避けられたのだがと微妙な気分になる知らせだろう。

「朗報だが、くそっ、敵地なのだぞ。長時間は……」

　迫り来るは、敵の二個航空魔導大隊。手持ちは、一個航空魔導大隊。しかも、お邪魔なパッケージつき。この状況下で、なんとかして回収して帰れといわれれば頭を抱えて投げ出したくなるのも無理はない。

　だが、ターニャは諦めるわけにはいかないのだ。

　なんとしても、この場を切り抜ける。その上で、馬鹿げた任務を二度と命じられないように各所へ実績と共に苦情をねじ込むという仕事を済ませないことには納得もできない。

　……となると、逃げる為にも優先順位を明瞭にすることが不可欠。この場合、パッケージを後送することを最優先に考えるほかにないだろう。

「副長、貴様の隊で『短距離滑走路』を確保しろ。航空機が下りられるならば、広場だろうと公園だろうと、なんでもかまわない。なんならば、そこらの畑でもいい！　グランツ、セレブリャコーフの両中尉も自由に使え」

「はっ!?　よ、宜しいのですか!?」

　敵を前にして、三個中隊を別任務に割り当てるというターニャの判断に対し、許される限りの抑制を交えつつ、異論を提示してくるヴァイス大尉の判断は実に良識的だ。確かに、精鋭を自負する第二〇三航空魔導大隊とて……一個中隊で二個大隊と交戦するのは教本ならば即座に『指揮官適性』に大きな×が付けられる失態だろう。

　無理は先刻承知。道理を捻じ曲げてでも、なんとかやり遂げなければならないという事情が世の中にはあるのだ。

「一個中隊で敵二個魔導大隊と遣りあう愚は先刻承知だ！　だが、パッケージを確保せよというのが本国からの指示である以上、無視できない！」

「……まさか、とは思いますが……友軍機を呼んだのは？」

「敵地に着陸してもらうのだ！　我が大隊でカバーしなければ、道義に悖もとる！　なんとしても、安全な着陸地点を確保し、離陸まで支援しろ！」

　勘が良いなと微笑むターニャだが、対してヴァイス大尉は無茶ですとばかりに顔を顰めてみせるほどだ。何が言いたいのかは、ターニャならずとも容易に想像がつく。敵地に着陸しろと仰るのですか、と顔に書いてあるぞと指摘したくなることだろう。

　だが、二人の会話は飛び込んできた無線によって棚上げにされる。

「モスキート06より、フェアリー01。それは、我々に敵地強行着陸をお望みと解釈してもよろしいのか？」

「フェアリー01より、モスキート06。聞いてのとおりだ。我々は、墜落した第一一四航空爆撃団の要員を回収しなければならない」

　ごねられるかと覚悟していたターニャは伝家の宝刀、軍権を抜くことも辞さない構えではあった。反論をねじ伏せてでも、と考えていた彼女はしかし拍子抜けすることになる。

「任せていただきたい！」

　無線機越しに返ってくるのは誇らしげな力強い言葉による快諾。

「パイロットを魔導師の方々に拾っていただくのだ。我々が、我々も一働きしてこそ！　感謝しますぞ！　よくぞ、我々を頼ってくださった！」

　ターニャは航空戦闘団の人員はこの手の冒険精神に富んでいると喜びつつ、自分の判断が正しかったことを改めて確信する。

「モスキート06より、フェアリー01。過度のご配慮に感極まる想いだ。仲間を拾うために、貴隊が赤絨毯を敷いてくれる必要はない！　場所を教えてくれれば、我々が後は片付ける！　支援は、最小限に願いたい！」

「フェアリー01より、モスキート06。お申し出には感謝するが、パッケージの安全確保もある。貴隊の二次遭難を避けるためにも、我々は最大限の配慮を図るべきだろう。速やかな離脱を心がけていただきたい」

「……モスキート06了解！」

　感極まったといわんばかりの返答は、実に意欲的で素晴らしい。自分の仕事を弁わきまえた素晴らしい熱意。労働者の模範とは、まさにこれだ。その瞬間ばかりはターニャも思わず微笑んでしまっていた。物分かりよく挑戦心にとんだ同僚と、ごちゃごちゃ言わない部下。

　これで、有能なのだ。働く上で、これほど望ましい条件もない。

「聞いてのとおりだ、副長。一刻も早く、着陸地点を確保したまえ」

「了解！」

　さっさと取り掛かれ、と促すターニャの命令へ、短く応じるなり飛び出していくヴァイス大尉はきっと命令を遣り遂げるだろう。パッケージを確保しているセレブリャコーフ中尉は間に合うだろう。グランツ中尉とて、両者の掩護ぐらいは出来るはずだ。

　後は、モスキートの連中が上手く着陸できれば事足りる。

　要するに、だ。ターニャの仕事は信じて送り出した部下と仲間が結果を出すまでの時間稼ぎ。誰にでも出来る簡単な仕事である。

「さて、二個大隊相手に一個中隊か。高度差が二〇〇〇あるとすれば……上方から崩してやるとしよう」

　要は嫌がらせだ。足止め程度ならば、別に真面目に戦争をするわけでもないのだから可能だ。幸い、率いる中隊の兵士らも古参。殆ど人員に損耗を出していない第二〇三航空魔導大隊の古強者どもはこういう局面では素晴らしく輝く。

「……ははは、簡単な仕事じゃないか。諸君、少し、お邪魔虫になってお客様と遊んでやろう！」







　その無線交信を第三者が聞いていれば、必死に呼びかける声が懸命な懇願以外の何物でもないと判断しただろう。

「パイレーツ01より、ヤンキー大隊司令へ。緊急。直ちに、高度を上昇されたし。繰り返す、直ちに高度を上昇されたし」

　実際、その通りであるとヤンキー大隊へ呼びかけるドレイク中佐は認めるに吝かでない。

「ヤンキー01より、パイレーツ01。申し訳ないが、事情を説明されたし。実用高度限界を突破するのは、戦闘継続時間に重大な支障をきたす恐れがある」

「パイレーツ01より、ヤンキー01！　敵魔導中隊の接近に留意されたし。反応からして、ネームド。高度は八〇〇〇ですぞ！」

「貴官の言わんとするところを了解した。しかし、たった一個中隊だ。我々全体を吊り上げて、疲労させようとする敵の遅滞戦術ではないのか？」

　ああ、くそ、とドレイク中佐はそこで心中、随分と悠長なことをのたまう友軍の編隊に頭を抱える。なまじっか、義勇軍の自立的運用という合州国側の要望に留意したが為に……二個魔導大隊の指揮官相手に延々と無益な議論を続けるほかないのは苦痛でしかない。

　だが、かといって、無理強いも出来ないのだ。

　本来であれば……連合王国魔導部隊が支援に附くはずだが連携にしくじり、自分の意を汲んでくれる部隊もなし。

　手札がブタでカードゲームを迫られるようなものだ。やってられない。

「大隊長！　重ねて、要請します。せめて、高度八〇〇〇の敵を防ぐ為に二個中隊は防御のために上げていただきたい！」

「……ヤンキー01より、パイレーツ01。貴官の助言は、そこまでにしてもらいたい。二個大隊の統制射撃で迎撃するほうが、二個中隊に無理をさせるよりも、遙かに有意義だろう」

　苦々しい声で、暗にそれ以上は控えろと釘を刺されたところでドレイク中佐は匙を投げかけていた。高度八〇〇〇で遅滞戦闘を試みる連中を、かっこよくこのヤンキー大隊らが蹴散らす夢でも見ているのだろうか？

　部隊長殿には申し訳ないが、自分の原隊である海兵魔導部隊ですら翻弄された『ラインの悪魔』相手に、ヤンキー大隊で戦争が挑めるという発想はナンセンスの塊だ。

　だが、翻意を求め続けるしかないドレイク中佐は非常に苦しい立場にある。致命的なのは、急な着任後の邀撃ということだ。信頼関係を構築しえていない初顔合わせの段階で、クドクドと反論を口にする無意味さをドレイク中佐は痛感してやまない。

「パイレーツ01、君の経験は尊重するが我々には我々のドクトリンがあることを理解し、尊重してもらいたいものだ」

　取り付く島もないとはこのことだろう。実戦経験の乏しい指揮官の補佐役として自分が派遣されているということを、すっかり余計なお目付け役と解釈しているらしい。

　胸中でドレイク中佐はぼやきたくなる気持ちを抑えながら、状況を懸命に考慮する。自分の仕事は、ヤンキー大隊の損害最小化。この際、『ラインの悪魔』にはお帰り願えればほかに何も望まない。

　……ドレイク中佐にとって、問題は『ラインの悪魔』が離脱を図るどころか、中隊を率いてこちらに反航戦で突っ込んでくる現状だ。

　遅滞戦闘という防衛的な役割だとヤンキー連中は判断している。能動的にこちらを狩りにきているのだと、なぜわからないのだ？

　あのラインの悪魔が高速接近中という事態を、どうすればかくまでも楽観的に追い払ってみせると豪語できる？

「パイレーツ01、了解。無礼をお許しください。しかし、万が一に備え、貴官が指揮を執れない状況に備えた対応指示を小官がとることを非常時にはご許可願いたいのですが」

　どうか、と重ねて言葉を続けたドレイク中佐にとってこれが無礼な申し出であることは理解できている。名目上、指揮系統が同じにせよ義勇軍は内実で合州国の正規軍。自分が、指揮権を行使すればお偉方は引っくり返るに違いない。

「……私が墜落した場合は、そのようにしたまえ」

「感謝します、ヤンキー01」

「無用だ。だが、そのような申告があったことを私は記録せざるを得ない。……貴官の資質を疑うわけではないが、連絡担当官としてはやや不向きであると記録することになるだろう」

「了解です」

　だけれども、ドレイク中佐にとってみれば必要なことは明らかな措置であった。この最悪の状況における一番マシなろくでもない未来という意味で。

　ドレイク中佐は最善を尽くした。

　彼の立場でなしうる限りのベストを尽くし、損害の最小化に努めるという上では、譴けん責せきや処分を恐れずに己の良心に忠実であった。

　だが、だからこそ。

「て、敵中隊、なおも高度を上げています！」

「何っ!?　高度九五〇〇!?」

「と、突撃隊列を形成中!?」

「迎撃用意！　落ち着け！　小手先に翻弄されることなく、彼我の戦力差を考慮しろ！　こちらが数で勝るのだ！」

　忸怩たる思いで、ドレイク中佐は合州国の連中が破滅的な戦闘に突入していく道に同道せざるを得ない。こんな馬鹿げたことをやめろといえぬ己の不甲斐なさ。

　止めることの出来ないこと、それだけでなんと無力さを感じることだろうか？

「統制射撃用意！　弾幕で蜂の巣にしてやれ！」

「射撃用意！」

　合州国の魔導部隊が示す対応は、訓練と教本通りの見事な一糸乱れぬもの。実戦経験の乏しい連中が示すにしては、最良とでもいうべき反応だ。

　だが、ちらりと敵の動きに視線を向けたドレイク中佐は溜息を零していた。

「……間に合わんか」

　直上より突入してくる敵魔導中隊は、文字通り格上だ。一見するとバラバラに突撃しているようで、ツーマンセルを強固に維持している。高度九五〇〇から、最大戦闘速度で突入しつつ、相互の掩護をこうも容易く維持してみせる？

　統制射撃で、どこまで対抗できるか……と考えかけたところでドレイク中佐ははたと我が目を見開き、漸くヤンキー大隊の犯した根本的な失策に気が付く。

　……統制射撃ともなれば、部隊員が自由に機動できない。海兵魔導大隊であれば適宜、兵員らが距離を自分で調整しえる。

　だが……訓練生上がりの彼らは『射撃の統制を保つ』べく『持ち場を保ってしまう』。ヤンキー大隊にとって致命的なことに。

　持ち場を保つということは、緊密な距離を保つということであり……。

「いかん！」

　咄嗟に、越権を犯してでも散開を命じかけたドレイク中佐は、しかし、間に合わない。

「射撃開始！」

　部隊長の命令と同時に伸びる火線。あきれたことに、二個大隊規模の火線とは思えないほど貧弱でまばらな射撃。……これで、敵にこちらの錬度が読まれたなとドレイク中佐が覚悟を固めた瞬間のことだ。

　敵中隊が突撃隊列のまま応射。ただし……高機動戦を想定しての光学系術式ではなく単純に破壊力と衝撃力に特化した爆裂術式の三連。当たるはずもないと笑い飛ばすべき選択肢だが、まとまって飛んでいるヤンキー大隊にとっては話が違う。

　部隊内通信に飛び交う悲鳴と、急速に拡大していくパニック。沈静すべき指揮官や下士官連中からして、浮足立っているのは明らかだった。

「くそっ！　一撃で中隊は持っていかれた！　こちらパイレーツ01！　緊急です。ヤンキー01、ヤンキー01！　応答されたし！」

　状況を沈静化しようと無線に呼びかけるドレイク中佐には、しかし確信があった。

「……とことん祟たたってくれる連中だ！　徹底して、初撃で頭を刈りにきやがった！」

　指揮系統を叩き潰し、混戦に持ち込んでの乱戦。帝国軍魔導部隊のなかでも、ラインの悪魔が率いる部隊が最も得意とする斬首戦術だ。

　忌々しいことに、理屈は知っていても対抗手段が乏しいだけに凶悪極まりない。ちらり、と視線を向ければヤンキー大隊の指揮系統をずたずたに切り裂きつつある敵魔導中隊。彼我の数的差などまるで冗談のようにひっくり返されている。

　あえて形容するならば、敵は一個の群体であるかのようにまとまりを持った衝撃力として動ける中隊だ。敵ながら、いっそ天晴れだった。突入してきた帝国軍魔導中隊は自由自在に術式をばら撒きつつ、有機的なつながりでもあるかのように衝撃を一方向へ整えてみせる様。

　同じ魔導部隊として自分の原隊である海兵魔導部隊ですら成し遂げられるか疑わしい技量を軽々と示している。とはいえ、感心してばかりもいられない。

　なにしろ、自分たちは現在進行形でしてやられている側なのだ。お見事、などと悠長に賞賛している余裕はドレイク中佐にもない。

「ヤンキー大隊各位！　こちらはパイレーツ01！　ヤンキー01が指揮権を行使できなくなったと判断する！　大隊の指揮権に対し、私が緊急の指示を下す！」

「ヤンキー05より、パイレーツ01、貴官の指揮権は我々に対しては……」

　面倒な議論を吹っかけられかけた瞬間、ドレイク中佐は思いつく限りの言葉で神の理不尽さに抗議の言葉を発しかけ、しかし、次の瞬間に手のひらをひっくり返す羽目になる。

「ロイド、この馬鹿野郎！　貴様は、すっこんでいろ！」

　合理的な人間が生き残っていたこと。その人間が、頑固者よりも上位の先任順序であること。不幸中の幸いと、まさに神へ感謝すべき瞬間であった。

「ヤンキー03より、パイレーツ01、了解だ。貴官の対応策は？」

「乱戦に持ち込まれては、損害が大きすぎる！　直ちに、離脱の用意を」

「了解した！　聞いたな!?　総員、離脱だ！　一時離脱！　距離をとり、隊列を再編する！　これ以上の損害を無駄に出すわけにはいかないぞ！」

　バラバラの状況、加えて指揮系統が崩れてしまっているが故の混乱。だが……最低限、数で勝っているのだ。逃げるだけならば、まずまず出来るだろう。

「各士官は、部下を後退させろ！　新人共、逃げるんだ！　ベテラン共、指揮官連中は後衛戦闘用意！　新人共を逃がせ！」

　それが、ドレイク中佐にとって現状で望みうる最大限の期待。




　だが、対峙する側にしてみればそうは問屋がおろさない。

「大隊長、敵が距離を取るようです！」

「……弱兵とみて少し嬲なぶってみるつもりだったが。切り替えが早い。予想以上に、対応が機敏だ。私としたことが、見誤ったか」

　舌打ち交じりにぼやくは、敵が態勢を立て直す素早さ。

　ターニャにしてみれば、連合王国の部隊にしては珍しく錬度が低いことから訓練部隊か二線級部隊あたりだろうと見積もったのだが。ふたを開けてみれば弱兵ながらも、指揮系統は驚くほど判断が早い。……案外と、古参兵士や教官連中が補佐についているということだろうか？

「少佐殿、いかがされますか？」

「今更引けるか！　混戦に持ち込み続けるしかあるまい。喰らいつき続けろ！　距離を取られては、何のために切り込んだかわからなくなるぞ！」

　混戦に持ち込むのだ、と叫び率先して切り込むも敵の反応が段違いに良くなっていることは明白。どう動いてよいか戸惑うことが、敵に殆どない。……単純に、錬度の低い連中が逃げて、マトモな連中が殿を務めるだけの単純な役割分担でも混乱を押さえ込むというのには最適解。

　衝撃と畏怖で敵を瓦解させるのは望み薄だった。それでも、混乱を拡張できる限りは拡張しようと第二〇三航空魔導大隊の精鋭らは即興で射撃を逃げるルーキー共へと集中。

　判断としては悪くなかった。……先陣を切ったターニャが、一番面倒な敵を引き受けなければならないという大問題さえ除けば、だが。

「なんとめんどうな!?」

　舌打ちしつつ、反航戦ですれちがいざまに何度か術式を直撃させつつ、追いすがることで、ターニャはなんとか逃亡を図る敵魔導師の背中を射程に捉え始める。

　こちらに気付いてもいない迂闊な敵魔導師に対し、死角というべき斜め上から短機関銃の一掃射を叩き込むべく術式を術弾に封入。この近距離、外しようがないだろうと思ったことがターニャにとってケチの附き始めだった。

　射線に飛び込んできたのは、防殻を最大限にまで強化した敵魔導士官。部下を庇おうという心意気は見事で、一掃射し終えたターニャに対し、一矢報いんとばかりにその部下が術式を数発も寄越してみせるほど。

　幸いにして狙いの甘い盲射だったために、これといって対応が必要ではないにせよ最初の標的をしとめ損ねたのは失敗であった。

「あァアアア[image: ]」

　驚いて目を見開いていた標的が、ゆっくりと墜ちていく魔導将校に目を向け、ついでこちらに視線をむけるなり、怒りの感情を露わにするや、無我夢中と形容すべき速度で突っ込んでくる。

　手元には、術弾を撃ちつくした短機関銃。対して突っ込んでくるのは、奇声を張り上げつつこちらに魔導刃を掲げる敵魔導師。

　あきれた突貫だが、困ったことにこれもまたターニャにとって危険である。支援を求めようにも、自分の戦闘機動になれていて、フォローを務めてくれるセレブリャコーフ中尉は地上でパッケージを支援中だ。

　部下の連中も分散して追撃中で直には手近に掩護を期待するのは望み薄。こうなると独力で対応せざるを得ず、嫌いな格闘戦だ。ターニャとしては真に不本意ながらしぶしぶ魔導刃を発現しかけ、はたと気が付く。

「まったく、いつぞやを思い出す不愉快な経験だ」

　いつだったか、とターニャの頭をよぎるのは協商連合の海兵魔導師と思しき直掩連中に洋上で近接戦に持ち込まれた不愉快な経験。この状況下で銃剣格闘に持ち込まれれば纏わりつかれるだけで身動きが取れなくなる。

　あの時は銃剣で解決したが、経験に拘りすぎるのは悪手だ。短機関銃に銃剣はついていないし、かといって真面目に敵兵と切り結ぶのは余り好みでもない。

　であるならば、いっそ、と判断を改めたターニャの動きは機敏だった。即座に短機関銃から空となった弾倉を引き抜き、敵魔導師へ投擲。何を投げつけられたのか分からず、咄嗟に受身で守りを固めようと敵が身構えた瞬間に取ったとターニャはほくそ笑む。

　何も起こらないことに呆けたらしい迂闊な敵魔導師へ向けて、急加速するなり銃剣術の要領で木製の銃床を構えたターニャはそのまま突貫。

　敵の腹部に木製のストックを加速した速度と共にお見舞いする。

「ぐっ……」

　うめき声と、手に来る反動からして数本どころか確実に骨は貰った。常人ならば、これで即死だろうが……流石に防殻を展開している魔導師相手には、少々威力が足りていないらしい。やはり、近接戦はと考えたところでターニャは漸く敵兵の顔を識別する。

　苦悶して酸素を求めるように喘ぐうめき声は意外に甲高い。

　見れば相手はまだ成人していないようなうら若き女性。女性の腹部にこれでもかと木製とはいえ銃床を叩き込んでしまったのはよくないことだと、ターニャは善意で以って反省する。

　だが、こればかりは戦場の習い。

　出てこなければ、というやつだ。

　戦場に武装して出てくる時点で男女というくくりに意味はない。敵を殺すか、殺されるか。

　いや、ターニャ個人の身も蓋もない見解として女性や子供を保護する交戦規定があるのであれば、自分にも適用して欲しいところではあるのだが。




　さて、面倒な格闘戦だが何とか距離をとって……と考えたところでターニャはたった今の一撃が、何故か敵兵に重大な衝撃を及ぼしたということに漸く気が付く。

　ぽかん、とした表情で自分の突き出した短機関銃を眺める敵兵。

　たった今まで、戦意を滾らせていたとも思えぬ変貌振りだ。余りの変化にターニャ自身、一瞬だけだが敵の動きが理解できずにいた。だが、流石に経験というのは自分を裏切らない。戸惑う頭とは裏腹に、規律訓練されたターニャの体は敵が動きを止めた瞬間になすべき事を覚えている。

　戦いなれたターニャの手足は脳の混乱をよそに、やるべきことは単純だと短機関銃に新たな弾倉をぶち込むなり、初弾を手際よく装塡。

　集弾率に問題がある短機関銃とて、この密接した距離でぶっ放せば動揺していようが、混乱していようが、外しようがない。

「さようなら、というところかな？」

「あ、あな、貴方は!!」

　何事かをほざく敵兵に向けて、トリガーを引く。軽快な動作音と発砲音が空に響き、一瞬遅れて着弾した弾丸が敵魔導師の防御膜を貫通。防殻に直撃し、数ヶ所から飛散する血肉として空に紅い花を咲かすも、しかし、不十分だった。

　経験則上、致命傷でないのは一目瞭然。

「ちっ、頑丈な」

　ワンマガジン撃ち込んで致命傷を与えられないとは相手の防殻を侮ったか、それとも短機関銃は威力不足かとターニャは舌打ちしつつ距離をとる。

「01、右下です！」

　同時に、部下の叫び声に従い体を空中で捻るとこちらに光学系狙撃術式を発現しようとする敵魔導師の姿。殆ど条件反射でターニャは回避機動を取りつつ周囲を確認。

「そこまでだ！　彼女らをやらせはせんぞ！　やらせはせん！」

　敵は単独で、叫びつつ接近中。こちらの気を引くことで、離脱支援を行おうという心意気だろうか？　術式の展開速度こそ並だが、狙い、密度共に実に精密そのもので射手の資質がいかに高いかを雄弁に物語ってくれる。この状況で光学系狙撃術式を選ぶ判断力も評価の対象だろう。確かに、混戦状態で彼我が入り乱れるときは誤射を恐れるのは正しい戦術だ。だが、とターニャはそこでほくそ笑む。

　だが、前提条件が違うのだ。ターニャは敵を落とせばそれでいい。対して、連中は足手まといを守りつつ戦うという無理をしている。

　あまりにも教科書的な士官の模範像に過ぎる。

　ひらり、と軽やかに交わすと即座に反撃。躊躇うことなく爆裂術式を形成し、発現。カバーに入ろうとしていた敵兵が爆風に吞まれたのを確認したところで、ターニャは撃破を確信する。反応喪失に加えて頭部からの落下。無力化は確実だ。

　止めを刺すべくしとめ損ねていた先ほどの魔導師へ照準を合わせようとしたところで、しかし、ターニャは目標を喪失していることに気が付く。

　降下されたか、そもそも墜落したかのどちらかだろうが……殺せたという手ごたえはなかった。思った以上に優秀だった、ということだろう。

「頑丈で、しかも逃げ足が速い。殺しておきたかった」

　戦場で生き残る『腕のいい魔導師』の大前提は、生きて戻って経験を積み重ねることができるという当たり前のことができる人種だ。

　逃がした魚は存外、大物になりえるだろう。勿体無いことをしたな、とターニャは色々な意味で悔やみたい気持ちが自分にあることを認めざるを得なかった。

　だが、後悔はそこまでだ。仕留め切れなかったかと舌打ちしつつ、スコアを逃したなとターニャは溜息を零すと頭かぶりを振る。

「下がるぞ！　これ以上は泥沼だ。撤退用意！」

　逃した獲物のことは、その時点でターニャの脳内で棚上げされて蹴り出されていた。

　割り切りが肝心なのだ。

　ターニャの思考は早くも指揮官として部隊の状況に切り替えられる。ちらり、と見た限り部隊は奮戦し続けているが……何分にも空戦だ。空での戦闘はほんの数分で地上戦では想像できないほど疲弊を生む。そして疲労はミスの発生確率を加速度的に増加させる。

「限界に留意せよ！　各自、脱落した場合フォローは至難だ。ペアごとに支援を密にしつつ、離脱に備えろ！」

　状況が状況なので、簡単に引くわけにもいかず、踏みとどまるのも面倒な状況。遅滞戦闘とは、元来がそういうものだ。

「お待たせいたしました、01！　部隊はパッケージを無事に離陸させることに成功しました！　パッケージは全速離脱中です！」

「結構！　こちらも引くぞ！　速やかに合流せよ、各隊で相互に掩護しつつ離脱する！」

「了解いたしました！」

　だからこそ、待望の任務成功の報告を受け取ると同時にターニャは離脱を決断する。

「任務は果たした！　これ以上の戦闘は、リスクが高すぎる！　中隊各位、最後に置き土産だ！　最大出力で、爆裂術式二連！」

　号令と同時に敵を蹴散らすというよりは、追撃速度を削ぐ為だけに煙とノイズをばら撒き一目散に離脱を開始。

「離脱する！　脱落者は、拾えんぞ！」

「ここで墜ちる間抜けなぞ、我らが大隊員ではありませんよ！」

「なに、ペットを拾うなといわれるヤツでしょう？」

「ああ、拾ってきたのを元のところに返して来いというヤツに違いない！」

　軽口を叩く部隊の士気は軒けん昂こうそのもの。状況について言うならば、損耗無し。重装備というか、対地攻撃兵装を投棄したことによる始末書ぐらいだろうか？

　その手の揉め事は、ガルバ・コントロールに押し付けて始末させれば良いだろう。元々、連中の無理難題に付き合っての任務変更。

　……まぁ、敵地における戦闘救難任務に関する知見を一つ積み重ねることができたことで善しとすべきだろうとターニャは前向きに考える。

　魔導部隊ならば、対地襲撃に加えて被撃墜者をトンボ釣りすることも可能だ。これも、ある意味では新領域を切り開く運用法ということが出来なくもない。

「各員、面白がるのは結構だが無駄口を叩くな！　離脱だ、離脱！」

「「「「了解！」」」」







　メアリー・スーはその日、初めて本気で憎悪した。

　地に墜ちるのは痛い。

「……父さんの」

　銃で撃たれるのは、もっと痛い。

「……あれは、父さんの銃だ」

　だけど、心の痛みに比べれば。この、自分で抑えきれない憎しみに比べれば。

「……父さんの、私の父さんの仇！」

　彼女は、メアリー・スーは忘れない。父親に、自分が贈った銃を。父が戦死した日、失われただろうと思ったあれを。

　……父の温かな手を。

　それが、父の手に握られるべきそれが。

　よりにもよって、帝国軍人に。あの、悪魔に振り回されている。

「撃ったな！　よくも、よくも！　私が、父さんに贈った銃を、貴様が！」

　神様、どうしてなのですか？

「許さない。……絶対に。絶対に、あいつだけは！」

　神様、どうか、私に力を。

　……あの悪魔を殺す力を、私にください。









解説



【スターリン】　鋼鉄の男、同志スターリン。ソビエトの指導者。おそらく、世界で一番ソビエト人民とソビエトの将軍を倒した。




【ビスマルク】　プロイセン製外交マシーン。ドイツを作った手腕は、ちょっと頭がおかしい。

三段階で述べるならばまず巧みな外交努力で、デンマークとの戦いにオーストリアを引きずり込み、イギリスの介入を排除。

ついでに、デンマークから分捕った領地の管理権で揉めさせることでオーストリアを殴りつつ、フランスとロシアに中立を守らせる。で、最後はオーストリアに好意的中立を保たせたままフランスを殴り、フランスの王宮でドイツ皇帝の即位式だぜ！




【フーシェ】　フランスの誇る風見鶏。なんと、あのフランス革命に最初から最後まで参加し、生き残ったどころか勝ち馬に乗り続けた『秘密警察の長官』です！　……ほんと、なんで生き延びられたんでしょうね？
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　帝都の郊外にある参謀本部管理下にある軍施設。この静かで、穏やかな一角においてターニャ・フォン・デグレチャフ中佐はまさしく待望していた後方要員としてのデスクワークに従事していた。

　処理するのは、つい先日まで従事していた西方航空戦を踏まえての戦技研究報告書。適材適所こそがこの世の理ことわりであり、自分は後方で分析に従事したいなぁというのがターニャの願望だ。

　その願望をかなえるためには、いかなる組織においてもまずもって重視されてしかるべき実績で支えていかねばならないだろう。

　実績を作り、そして着実に自分の居場所を後方に獲得する。第一歩として、戦略研究室で成果を出すのだ、とターニャは潑はつ剌らつとした表情で割り当てられた仮の執務室で今日も今日とて資料を整理する。

　ターニャの見る限り、帝国軍の現状を一言で言い表すならば四面楚歌。

　親愛なる帝国臣民の皆々様とやらと、帝国の誇る最高統帥府の偉大な知性とやらは、戦局が日々一進一退を続ける状況に見えるらしいが……眼鏡の度が合っていないのだろう。ターニャとしては現実を直視できない眼球ごと交換することを強くお勧めしたい。

　帝国軍が極めて意気軒高に戦線を維持しているのは事実だ。

　だが、戦線を維持できるということと、戦争に勝てるということは全く別次元の問題だということを誰か指摘するだけの良識を持ち得てはいないのだろうか？

　溜息まじりに放置していたカップを手に取り、冷めてしまった珈琲を流し込みながらターニャは珈琲一つとっても状況は悪化するばかりなのだがな、と苦い表情を浮かべてしまう。

　今いる施設は、参謀本部の保養施設。良くも悪くも、貴族趣味を引きずっている帝国軍参謀本部だけに、珈琲の質についても代用品を置かない程度には配慮してくれている。

　だが、輸入が途切れ途切れなのだろう。連合王国海軍や共和国海軍などの残党が制海権を確保している状況ではやむを得ないにしても……こんな香りの飛んだ古い豆しか手に入らないというのが帝国のカフェイン事情を物語る。

　手に入る珈琲の質は、開戦以来年々と悪化しているが、これこそが戦局のバロメーターとして何よりも雄弁だろう。実際、年を重ねるごとに敵は増強される一方であるのだ。

　たとえば、西方における合州国のプレゼンス増大は無視できないペースだろう。連中のせいで珈琲豆が手に入りにくくなっているという証拠の一例としては、たとえば連合王国に派遣された合州国先遣隊とでもいうべき義勇軍を自称する正規軍部隊だ。

　ターニャ自身、珈琲の恨みをぶつけてやるぞとばかりに殴り合ってきたが存外、予想以上に精強であったことに危機感を抱かざるをえなかった。

　が、帝国軍参謀本部は兎も角として最高統帥府は事の深刻さを理解できていないようだ。参謀本部の依頼で経緯と詳細を記した公式報告書を緊急で最高統帥府宛に送付したが、反応は何とも鈍い。

　どうにも過小評価されているようで、ターニャもこの鈍感さに対しては頭を抱えている。

　鈍感力というのは、場合によりけりだろう。帝国という国家の状況はあまり芳しくない。この状況を甘受し続ければ、ゆでガエル待ったなし。

　やれやれ、とターニャは零さざるを得ない。

　個人的な事柄に視線をむければ、ターニャはめでたく昇進していることを喜びたいところだが中々素直に喜べないだけにむず痒いものだ。

　いや、喜ばしいことは喜ばしいのである。それは間違いない。

　南方における機動遊撃戦、東部戦線における初期の対応行動と、西方航空戦での調査・研究活動などの実績を踏まえたうえでターニャが作成した『今次大戦における部隊運用と作戦機動』が無事に受理され、魔導中佐への昇進が決まったのは、労働の成果が報われたという喜びに満ちている。

　内示ながら、先だってゼートゥーア中将からは賞賛の言葉と共に参謀本部に戦務と作戦の両者が合同で新設する参謀本部戦略研究室への参画を期待する旨の連絡もあった。

　これで、戦争に勝てるか致命的な敗戦が避けられれば、とターニャは願うばかりだ。

　敗北した国家の高級軍人や軍歴では、傭兵稼業以外に大して使い道がない。貴重な時間を費やし、自己の軍歴を磨いているのだ。人的資本投資を無駄にしないためにも、帝国軍にはぜひとも頑張ってもらいたいところだとターニャは期待している。

　その期待、という点でターニャは自分の次に第二〇三航空魔導大隊を指揮するであろう将校にも大いに期待しているのだ。現時点で第二〇三航空魔導大隊後任人事については、これといって指示が出ていないが……前回推薦した通りにヴァイス大尉に引き継がれることだろう。唯一、問題があるとすれば彼の階級ぐらいだ。

　何分にも彼の昇進ペースもそれなりに早い。帝国軍の軍制上はヴァイス大尉が少佐に昇進することを前提に彼を大隊指揮官とする人事となるだろうが……少し時間が必要ということである。

　ターニャの時は、大隊の編成を口実に、制度の抜け穴をゼートゥーア閣下が突くことで大尉から少佐へ特進したようなものだ。さすがに、何度も裏技は使えないのだろう。

　融通の利かないことだ、とターニャは自分の机へ溜息を零しつつ、人の足を引っ張る連中が多すぎるなと、零したい心情を何とか吞み込む。

　とはいえ、後方のデスクワーク組から昇進ペースについてとやかく言われぬためにも、もうしばらくは名目上でも、自分が大隊指揮官の席に座って副長に経験を積ませるしかない。

　ターニャは面倒ながら必要な根回しに留意を怠らない。

　とはいえ、悪い仕事ではなかった。

　西方航空戦などで一定の戦果を挙げたターニャら第二〇三航空魔導大隊の要員は、定例ローテーションに従って帝都の参謀本部管轄宿舎で休養中。

　参謀本部直属であることが幸いして、参謀将校らぐらいしか使わない保養施設を思う存分部下は満喫しているところだ。

　我が身について語るならば、自身の労作である『今次大戦における部隊運用と作戦機動』に関する参謀本部の査読が済むまでの間、戦略研究室から送られてくる資料の整理という、機密取り扱い資格を除けば、誰でもできるようなデスクワークだ。

　無論、信頼という要素を軽視することは誰にもできないのも事実だが。ちらり、と机に広げられている書類に視線を向ければ、すべてが機密の印鑑を押された取り扱い注意の機密書類ばかり。

　こういう機密概要にアクセスできるのは、ありがたいことだった。

　帝国軍参謀本部が各方面より収集した情報の分析を通じて、帝国軍の状況と対外情勢についての知見を深めるという意味ではなかなか面白い仕事でターニャは気に入っている。なにより、最前線勤務と異なり、定時で上がれることが一番の喜びだ。

　夜間邀撃警戒任務や、不規則な浸透部隊迎撃任務から解放された穏やかで危険のない睡眠をターニャは毎晩、満喫している。規則正しい生活こそが、ターニャにとっては日常への回帰を意味する第一歩。

　そして、適切な生活リズムに従っての事務作業は順調な成果を結実させるものだ。

　たとえば、一番直近の仕事でいえば、『連邦対外行動の源泉』という専門家向けの小冊子だろうか？

　共産主義と共産党というイデオロギーに染まった連中が、内実はイデオロギーよりもパワーポリティクスの信徒であるという部外者からしてみれば意外な一面を糾弾したものだ。性質からして、専門家や外交畑の人間が目にする程度かとあまり期待していなかったが、帝国軍関係者を含む各方面よりなかなか良い反響を得ることができたらしい。

　どうやら無事に才覚が認められたということになるのだろうとターニャとしても、ほっとする思いだ。デスクワークや情報分析に自信があれど、実績を積み上げることができるのは喜ばしい限り。

　ええ、一生デスクワークするつもりですよ。やはり適材適所こそがこの世の理。人材管理は、いかなる組織においてもまずもって重視されてしかるべきモノ。

　西方戦線から戻された手前、半ば休養のようなものだが……自発的な勤務の一環としてターニャはこつこつと書類に目を通していた。破綻がどうしようもなければ、最悪の場合に備えて財産をため込みつつ敗戦直後の亡命も考慮できるだろうなぁと考えつつだが。

　しかしながら、というべきだろう。幸いにして前線の報告によれば、主戦線は辛うじて拮抗状態に持ちこめているらしい。

　大変結構なことであるというべき状況は、前線における彼我の損耗比率で圧倒的な優勢を保っているという分析に裏付けられている。

　損耗比率は実に七：一を維持。

　さらに、と付け加えておくならば、この損耗比率は馬鹿げた誇大報告と化した台湾沖航空戦（＊）のように粗雑極まりない統計とは別次元の厳密さでもって測定されている。

　参謀本部の将校らが現地に足を運び、自軍部隊の損耗はさておき、敵軍の損耗は捕虜と実際に確認された死体数で見積もっているという代物だ。

　いくら畑で兵隊がとれる連邦だろうともこの損耗比率は大きな打撃に違いない。

　だからこそ、ターニャとしてはこの状況が続くのであれば勝てなくはないが、負けることもないだろうと安心できている。

　懸念があるとすれば、やはり世界最大の武器庫たる合州国が後ろから襲ってくることだ。

　幸か不幸か、帝国の産業界は合州国と良好な関係を維持しているが、先端分野を含む複数の産業では競合関係にもある。向こうの産業界が戦争に反対してくれれば良いが、軍産複合体というのは、世間一般に思われているほどに政治への影響力は強くない。

　加えて軍需産業は、戦争で儲かる……という半ば誤解ながら、もう一面では真実でもある要素に向き合わねばならないのだ。具体的には、軍需産業の母体である企業総体としてみれば洒落しゃれにならない赤字でも、従業員個人や、軍の取引先は散々に儲かるだろうという問題だ。この手の人間が散々に参戦を煽ることも予期しておかねば、と思うだけでターニャは暗澹たる思いに駆られていく。

　対連邦という東部戦線を抱えつつ、なおかつ叩き切れていない連合王国と対峙する西方戦線。この二正面を抱えた状態で兵器廠しょうと称されるだけの工業生産力を誇る合州国が敵に加わっては絶望あるのみ。

　帝国の外交課題は彼かの国を戦時工業体制に移行させることなく穏便に宥なだめることだろう。土下座外交でも良い。手段を選ばず、かの国の民意を慰撫して破滅までの時間を稼ぐことを提言しておきたいところだ。

　なにしろ合州国の政治体制は当然の如く民主主義。民主主義国家が開戦する時は、本当に怒った時なのだ。つまり、合州国を怒らせては本当におしまい。逆に言えば、彼の国の有権者諸氏を激怒させない限りにおいて戦争は回避可能だ。

　今度のペーパーはそのことを主眼に置いて帝国の戦略的外交でも論じてみるつもりだった。

　だが、そのことについてメモを作成していたターニャの作業は、予期せぬ来客によって妨げられることとなる。

「デグレチャフ中佐殿、宜しいでしょうか」

「構わない。入りたまえ、ヴァイス大尉」

　つい数日前、実質的に実戦部隊指揮官を任せたはずのヴァイス大尉。

　面倒事一式を部隊ごと纏めてターニャが押し付けた副長は、公式にはまだターニャの指揮下にあるにせよ、相当の裁量権をゆだねられている。

　元より同部隊の次席指揮官だ。

　引き継ぎは円満に行えているだけに、人事ローテーションに従って後方地域にて休暇中のターニャをヴァイス大尉が急遽訪ねてくる理由が思い当たらない。

　ヴァイス大尉には、自分が指揮官になったつもりで采配をとれと言い含めてあるのだ。

　休養再編中に指揮官として部下を教育するために自主性に委ねる、とターニャは表向き参謀本部に説明し許可を得た、ある種公式の試用期間だ。

　彼が後任指揮官として早めに承認されるように、ターニャは手数を惜しんでいないし、彼が自分のところに顔を出すというのは……本当に何事だろうか？

「はっ、失礼いたします。本日は、中佐殿にお願いがあって参上いたしました」

「私にかね？　図れる便宜であれば協力は惜しまないとも。それとも、人手を引き抜くなという要請かね？　流石にセレブリャコーフ中尉は副官だが、それ以外は部隊から引き抜くつもりもないぞ」

　自慢ではないが、第二〇三航空魔導大隊は精鋭だ。そのようにターニャが叩き上げた。

　実戦を経た彼らは、帝国軍参謀本部直属としてどこにも恥じることのない百戦錬磨の精鋭らとして勇を振るうことだろう。

　この手の部隊にとって一番厄介な内部対立や個人的な反目もターニャが知る限りにおいては皆無に近い。

　いうならば、アットホームな大隊である。

「デグレチャフ中佐殿から頂戴した諸もろ々もろのご配慮には、まことに感謝しております。ですが中佐殿、小官がお願いにあがったのは、それらに関連しつつも完全な別件であります」

「それでは、今日はどうした？　まさか、今更教導隊に教えを請いに来るほどの技量でもあるまい。貴官の技量は私が保証するぞ」

　ヴァイス大尉自身、実戦経験豊富な尉官であり帝国軍でも稀有なことに東西南北すべての戦線を経験している古強者だ。さらに、自分の下とはいえ部隊の運用経験にしても折り紙つき。

　ありがとうございます、と頭を下げるヴァイス大尉だが、表情を窺う限り彼は話を切り出しにくそうで言葉を探しあぐねているようであった。

「ヴァイス大尉、私と貴官の仲だ。私の権限で叶う限りの配慮は惜しまない。言いにくいことであれば強いて聞き出そうとは思わないが……ぜひ胸襟を開いてくれればと思う」

　だからこそ、ターニャはよき上司として部下の悩みに対し真摯に向き合うという姿勢を示してみせる。

　協力できることならば協力しても良いと思う程度にターニャは鷹揚だ。

　尤も、信用していればこその骨折りだが。

　上司としてみれば、時間をかけても惜しくない部下と、一秒たりともかけたくない部下がいるものだ。前者はヴァイス大尉のように自分で考え、更に相談できる有為の人材。後者は、マニュアルに記載されているところを読まずに勝手な自己判断するタイプのアホだ。

「過分なお言葉、感に堪えません」

「貴官は、優秀な副長だった。何かあるかね？」

　ターニャ・フォン・デグレチャフはだから、機能性という一事で気に入っている部下に対しては親身になれるのだ。マトモな部下からの、思慮にとんだ意見を撥ね除のけるほど愚者にはならない、という意味の親切さだが。

　だが、意外な親切さという点でターニャのそれは本物だ。だからこそヴァイス大尉も、そこで意を決したとばかりに口を開く。

「中佐殿の戦闘団に、ぜひ二〇三を。我々は、引き続き中佐殿の指揮下で戦うことを要員一同揃って切望致します」

　是非に、とターニャを見つめるヴァイス大尉の双眼は真摯で本気だ。冗談ではないな、と受け止めるターニャだが、しかし……困惑して問い返していた。

「戦闘団？　悪いが、大尉。私には心当たりがない。貴官が言っている戦闘団への加入志願というのは……何の話かね？」

　いったい、何のことか？　さっぱり理解できないとばかりにターニャは首を傾げていた。自分は『後方』の『戦略研究室』へ配属されるはずだ。自分の指揮下で戦いたいと志願してくれるのは光栄だ。

　が、ターニャ自身は前線に出るつもりもないし、戦闘団とやらを率いる見込みも皆無。志願されたところで、申し訳ないが理解できぬと返すほかない。

　正直に言えばターニャ自身の進路は、第二〇三航空魔導大隊のそれとは実戦畑で交わるものではないはずなのだ。

「むしろ、私から聞かせてもらいたいのだが大尉。戦闘団というのは私が報告書で提言している戦闘団かね？　あれは、まだ参謀本部で査読中のはずだ。それに数ある提案の一つにすぎない。何か誤解があるのではないのかね？」

「ご安心ください中佐殿。漏らす真似はいたしません」

　徹底して否定するターニャの姿勢は、しかしヴァイス大尉にとっては『機密保持』を重んじる厳格さなればと思い込めるらしい。小官とて軍人であり、中佐殿のお立場は失礼ながらお察しいたしますと頷かれたところでターニャは返す言葉を見つけかねている。

　軍務に厳格な中佐殿が、韜とう晦かいされるのはむしろ想定内だとばかりに頷くヴァイス大尉と、機密保持だろうと部下の大尉が解釈していることに戸惑うばかりのターニャ。

　一体、その奇妙な話の出所は……とターニャがヴァイスを問い詰めようとした瞬間のことだった。

　その瞬間に神の悪戯いたずらが働く。

　ノックと共に、ターニャを呼び出すのは参謀本部から保養施設に配属されている保安要員の一人。何事か、と入室を促すターニャに若い兵士はきびきびとした動作でターニャに呼び出しがかかっていることを告げる。

「中佐殿、参謀本部のゼートゥーア中将閣下よりお電話です」

「なに？　すぐ行く。すまないが大尉、しばし後だ」

　ターニャは持ち前のワンコール精神を発揮し、即座に飛んでいく。ヴァイス大尉に断って部屋を後にしたターニャは、半ば駆け足で通信室へと飛び込むなり受話器を取る。

「はい、こちらはデグレチャフ中佐であります」

　傍受される危険性が乏しいために施設間連絡用の電話程度は参謀本部も採用していた。

　まあ、各人のデスクに一台というわけにはいかないが。それでも、企業戦士にはなじみ深い受話器だ。お待たせしてしまい申し訳ありませんと詫びるターニャに、ゼートゥーア中将は無用だと笑いながら返してくれる。

「御苦労中佐。単刀直入に言おう。貴官のレポートは認められた。参謀本部戦略研究室は貴官の提言を全面的に採用するだろう」

　大変光栄であります、と答えるターニャの心境はその瞬間は晴れがましいものであった。物分かりのいい上司、正当に評価されるというこそばゆい具合。

「従って、デグレチャフ中佐。貴官は、貴官の提言通りに研究を行うべきだろうと参謀本部の戦務並びに作戦両局は合意する」

　まさしく、それが自分の望みだ。調査研究活動に専従できるという喜びよ、とターニャは心中でガッツポーズをイメージしつつ、表面上は頷いてみせる程度に自重する。根回しに励んだ甲斐があったものだな、と。

「デグレチャフ中佐、ここからの内容は内示だが……参謀本部は貴官が調査研究活動に専従することをよしとする」

「ありがとうございます。ゼートゥーア閣下。小官も最大限に軍務へ邁進する所存であります」

「結構だ。貴官の提唱する『今次大戦における部隊運用と作戦機動』については私も大いに期待している。より厳密な調査や検証ができれば全軍への成果反映も惜しむつもりはない。デグレチャフ中佐、頑張ってもらいたい」

　無論です、と受話器越しに意気込んでみせたターニャは、だから、次にゼートゥーアからかけられる言葉に文字通り凍りつく。

「舞台としては、東部戦線を考えている。貴官のことだ。なじみ深い南方大陸を志望するだろうが……こればかりはロメール将軍に我々から謝罪しておこう。緊迫する東部での戦闘団運用の実績が必要なのだ。貴官には東部へ戻ってもらう」

　一瞬だけだが、ターニャは受話器に手を伸ばして電話をとったことを早くも大後悔し始めていた。

　何かが、食い違っていた。自分の要望と、参謀本部の構想には致命的に齟齬がある。前にも感じたことだが、ゼートゥーア閣下には調査研究活動の一環として後方での勤務を望んでいると度々伝えたはずなのだ。

　それが……前線で実戦検証!?　出来ることならば、一生聞きたくなかった命令だ。転勤を命じる業務命令だって、これほど衝撃を齎もたらすことはないだろう。

　面倒な査問会議を乗り切り、西方で約二ヶ月のフィールドワーク。今月から、漸く念願にして満願である後方勤務を得たというのに。僅か、二週間少しで再配置の命令？

　朝令暮改の人事が禁忌とされる理由について、参謀本部が知らないとでもいうつもりなのだろうか？

　胸中に湧き上がるのは、言葉にしてはいけない憤り。だが、さしものターニャをしても自制するのは実に過酷極まりなかった。

　だが、受話器越しに叫び返したいという衝動をターニャは辛うじて抑え込む。受話器を握り締める手に奇妙な力が加わりつつも、表向きは不本意ながら転勤命令を受けた軍人として完璧に自制。

「……御命令とあれば無論異存ありません。所属は？」

　行きたくないが、行けと言われれば軍人に拒否権なぞない。

　それこそ、調査だけならば後方でもやれるだろうとか、便利屋扱いするなとか叫ばないのと同じだ。

　それでもターニャは自分が直面している危機をまだ甘く見ていた。

　さしものターニャとて東部に戻ってもらう、という一言で思考が鈍っていたのだ。

　戦闘団運用の実績などという恐ろしい一言を平然とゼートゥーア中将が口に出していることの意味をターニャ自身、つかみ損ねていた。

　行けと言われれば、軍人に拒否権は原則認められていないのだ。サイレントネイビーならぬサイレントアーミーとしてターニャは統制に服するしかない。

　そして、電話先の相手であるゼートゥーア中将はこちらが喜ぶだろうとばかりに話を続ける。最近の中将閣下が何を考えているのかいまいち読めないターニャにとっては、これは判断が難しい。

「喜びたまえ。戦闘団を新編させてやる」

　喜べと言われても、というのがターニャのまっとうな本音である。

　そもそも前線に送り返されたくないのだ。

　ターニャ・フォン・デグレチャフ中佐としては、好き好んで最前線に飛び込むべき理由など皆無。文化的かつ比較的にせよ安全な後方から一歩も出たくないというのが切実な願いだ。

　いや、反共の戦いに従事するのは善良な市民としての義務として、まだやぶさかではない。しかし、だ。積極的にリスクをとるべきなのかと考える次第なのだ……と一瞬だけターニャは珍しく現実逃避していた。

　なんとなれば、というべきだろうか。コミーを叩き潰すのは愉快だが、危険を冒すのは別の人間にやってほしい。

　他人に頼っても批判されない程度には、国家へ献身したつもりでもある。

「戦闘団の件でありますか？」

　だが、軍人であり組織人でもあるターニャは完全に不満を吞み込む。言いたい不満を言うだけで、一日潰せるとしても、だ。それでは命令が撤回できない。ならば建設的な要素を見出すべきという知恵がターニャにはあるのだ。

　とりあえず、〝新編〟と〝戦闘団〟という要素は時間を稼ぐ口実になるのではないのだろうか？　以前、大隊を編成するように命じられた時のことを思い出しながら何とか前向きな姿勢をターニャは保つ。

「そうだ。貴様が報告書の中で提案したカンプグルッペ・ドクトリンを実際に現場で発案者に試行させてやる。成果を出してみせろ。部隊としては、適切な運用が為される限りにおいて貴官の独自裁量権を極力尊重しよう」

　ああ、とターニャはそこで齟齬の原因を理解する。

　ゼートゥーア閣下が二ヶ月ほども西方で遊ばせてくれたのは、後方に配属する為ではなく……実戦で調査研究活動を行う素地を形成しろ、ということだったのだ。

　そんなところへ、帝国も戦闘団を編成するべきではないかとターニャは提出した『今次大戦における部隊運用と作戦機動』で具申したばかりだ。かつての第二次世界大戦でドイツ軍が示した統合運用の事例は兵力をいかに的確に運用するかという教訓に富んでいる。

　それはそれは、さぞかしきっと、ゼートゥーア中将やルーデルドルフ中将閣下に喜ばれたことだろう。優秀なお二方のことだ。提案を素晴らしい思いつきとして実戦という現場で実験してみる気になったのだろう。

　畜生め。

　こんなことならば、もう少し後から報告書を出すべきだったか？

　後悔先にたたずとはよく言ったものである。やはり、ゼートゥーア中将閣下の意向を最近読み違えていることといい、注意力が散漫だと切実にターニャは反省する。

　……次からこそは上手くやりたいものである。

「基幹部隊は貴様の古巣である第二〇三航空魔導大隊を宛がう。当たり前だが、取り上げたりはしない。安心したまえ。歩兵大隊と砲兵中隊に加えて多少の人事裁量権は認めてやろう。候補リストは後ほど正式な命令と共に届ける」

　とりあえず、ヴァイス大尉の話はよくわかったとターニャは得心の表情を浮かべながらゼートゥーア中将に了解ですと返す。

　前線配属が断れない話ならば、古巣でよくわかる部隊が使えるのは歓迎できる話だ。上がそのことを配慮してくれるというのは、まあ配慮が得られているということ。一応とはいえ、感謝すべきか。ひとまず、どの程度物分かりが良いかを調べねば。

「失礼ながら、編成期限は？　何ヶ月を頂けるのでしょうか？」

「すまんな、中佐。これは電話だ。私としても貴官に対して説明したいところだが、規則により電話では詳細を説明できない」

「で……では？」

「はっきりさせよう。私は、貴官へ時間を用意できないことを告げねばならん。反論も異議も不服申し立てもなしだ。理解したまえ」

　機密保持であれば、致し方ありませんと返すターニャは、しかし、そこで続くゼートゥーア中将の一言に凍り付いた。

「五日だ」

　耳から飛び込んできた音に、一瞬ながらターニャは凍りつく。

　理解できなかった。理解したくなかった。理解する気も、さすがに生まれなかった。

「は？　た、大変失礼致します、中将閣下。閣下は、今、何と、仰いました？」

「五日だといった。貴官の技量に期待するや実に大だ。帝都にて部隊を五日以内に編成し、本日より十日以内には東部戦区へと着任せよ。戦闘団の戦線投入は前線の事情に左右されるが遅くとも今日より約三週間後、七月十六日前後を予定している」

　一瞬ばかり、聞き違いの可能性を考慮して聞き返すが答えは変わらない。

　ここに今誰かいれば、愕然としている〝錆銀〟という大変希少な光景を目にすることが出来ただろう。

　まあ、それを喜ぶかどうかは人間性に対する極めて微妙な問題があるのだろうが。

　……誰だって、化け物が愕然としているという光景を心理的に解釈するのは愉快ではないだろうから。

　ともあれ、無理難題はターニャの頭を強烈にシェイクしていた。

　五日……たった五日!?

　そこから、三週間で実戦投入というのはほとんど夢物語に違いない。いや遅くとも、ということは最悪の場合、現地到着から程なく最前線勤務ということもありえる。そうなれば、文字通りに十日後には実戦か。ほんの数日程度の猶予しかないではないか。

　かき集め、移動させ、そして実戦投入までの期間がほとんど不可能な水準。いくらなんでも、実現可能性の欠片も見当たらない無茶な命令も良いところ。そんな命令を受諾すれば、誰であろうとも耳を疑うことになるだろう。

　いや、疑わざるを得ない。

　間違いなく、帝国軍の全指揮官が自分と同じ反応をすることだろう。

「閣下、御命令とあれば全力を尽くす所存でありますが……」

　絶対に間にあうわけがない、無理難題どころか、不可能。暗にそんなニュアンスをこめて、命令の撤回を求めたのは、むしろ穏便な抗議だと言えるほど。

　最前線で戦闘を前提とする戦闘団を編成しろと言われていることの是非は、この際棚上げしよう。ターニャが問いたいのは極々単純な一点だ。

　そもそも、新設の部隊単位を一体どうやって作れというのか。

「中佐。無理を言っているのは理解しているが、貴官自身が『戦闘団とは臨時編制であり、その速やかな編成に際する調査研究が望まれる』と書いているはずだ。戦時において、速やかなる編成に関して参謀本部はどこまで最速化できるかを知りたい。無論、無茶だとは承知しているが為にこの際は試験的な措置として〝多少〟は大目に見る。手段は問わずに、やってのけろ」

「……了解いたしました」

　だが、悲しいかな。ターニャの縋るような反論に対して受話器越しにゼートゥーア中将が返してくるのは誤解の余地なき軍令という命令だった。

　一度命令がでれば、それは、軍という組織機構において絶対的な権威を発動する。

　なにしろ軍というのは、世界で一番上意下達の徹底が叩きこまれる組織。ぐちゃぐちゃと部下の反論を聞かずに済むのはいいが、上からの命令とあらばこれまた否応を言わせてくれないのである。

　命令するときは楽なのだが、皮肉も抗議も全て吞み込まざるを得ない立場としては実に泣きたい。自由を束縛されているという点において、これだから軍事国家というやつはと叫びたくなるほどに。

　比較対象としてコミーよりましと結論付けるぐらいしか、よいところが探せないのだ。とはいえ、とターニャは既に腹をくくっていた。所与の条件で職務を励行しなければならないのだ。そうである以上、泣き言を言うよりも前向きに働こう。

　嫌なことでも、やらねばならないのならば、片付けてしまう方がよほど生産的なのだから。

「結成式は六日後に行う。新編の部隊だ。おめでとう、帝国軍初にして参謀本部直属の戦闘団ということになる」

　貴官の第二〇三航空魔導大隊を中核として引き続き各部門より、部隊を参謀本部直属に借り入れる形になるぞと続けるゼートゥーア中将。つまるところ、参謀本部が手隙の部隊をいくつか見繕ってくれているのだろうと思えばターニャの気持ちも少しは楽になった。

　なるほど、と電話口で相槌を打つターニャへ、ゼートゥーア中将は忘れるところだったと口にしながら、事務的に伝える。

「コードは〝サラマンダー〟だ。従って、貴官が指揮する部隊の通称はサラマンダー戦闘団ということになる。公式には参謀本部直属試験戦闘団という名前だが、さすがに味気ないということでコードが設定されている」

「大げさな名称ですな。さぞかし、強そうに聞こえてまいります」

　勇ましげなのは好ましいことですと返答しつつも、しかし、ターニャの頭をよぎるのは短い時間的猶予とサラマンダーという名前の組み合わせ。

　……歴史の皮肉だろうか？　なぜか、国民戦闘機という言葉が頭をよぎる。

　ちりちりと微かすかながら感じられる嫌な予感は、そして、正しい。

「全くだ。貴官のことだと信頼しているが、我々が待望して止まない成果が得られることを期待させてもらう。貴様の部隊以外は、なんといっても新兵に毛が生えた連中だ。うまくやってくれたまえ」

　は、と答える間もなかった。言いたいことは言い終えたとばかり、ゼートゥーア中将からの電話は一方的に切られる。

　数秒ほど、呆然と受話器を握りしめて歎なげきたい衝動に駆られるもターニャは鋼の精神でもって取りあえずやるべきことを確認する。

　時間が無い以上、行動を開始するべきだ。となれば、寸刻たりとも無駄にはできない。即座に執務室へとんぼ返りし、待たせてある元部下へ悪魔の微笑みを浮かべることにする。

「……ヴァイス大尉、喜べ。許可が出たぞ。当分は地獄に連れて行ってやる」

「はっ、お供いたします戦闘団長殿！」

　すがすがしい微笑みと共に、敬礼で応じるヴァイス大尉はまったくもって得難い部下だ。人材としてみれば、経験豊富で信頼のおける稀有な存在。だが、悲しいかな。こいつも、自分から自発的に戦場や最前線勤務を志願する戦闘狂だ。

　こんな有為な人材でさえ、戦闘を愛好するに至ったのはやはり帝国の制度と文化が根本的な要因に違いない。

　いやはや。やはり、嘆かわしいことだが現実は無情である。

　世の中には悪魔がいこそすれども、善なる神は存在しないに違いない。
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　みなさん、こんにちは。あるいはこんばんはでしょうか？

　こちらはＷＴＮ特派員アンドリューです。

　今日はブラック・フライデーでクリスマス商戦が繰り広げられているニューヤークより、放送をお届けいたします。もうすぐクリスマス、ええ、クリスマスです。ご覧になってください、この人出！

　私も、たくさんプレゼントを子供たちや妻に買って帰るつもりですよ。本当のところを言えば、ＷＴＮのお仕事なんて忘れてショッピングに走りだしたいくらいです。

　でも、残念ながら私のボスは許してくれないでしょう。そういうわけで、趣味と実益を兼ねてお仕事です。もちろんテーマはいつもの謎とき。ええ、クリスマス前だからと言って、やることは変わりません。

　ご安心を。とはいえ、何か面白い小話が子供たちにあればよいなぁと皆さんお思いではありませんか？　そこで、我々ＷＴＮ特別取材班がおすすめするのが「サラマンダー」です。

　良い子にしていないと妖精さんが悪戯するぞというクリスマスの脅し程度ではビビらなくなったお子様にぜひ！

　なにしろ、強面の軍人ですら怯えてしまうほどインパクトのある噂です。私達をミドルイーストで護衛してくれた恐れ知らずのＰＭＣ要員達から聞いた、彼らの怖いものリスト筆頭にあるものだそうですよ！

　それほどの恐怖が「サラマンダー」伝説だとか。

　聞いた話ですが、なんでも、「サラマンダー」は大変賢く加えて愛くるしい外見をしているそうです。可愛がっていると、実によく懐いてくれるとか。シェパードの様に信頼できるファミリーの一員になってくれますね。

　ときどきおねだりや悪戯をしますが、まあ皆大目に見てあげてしまう存在だそうです。さすがに、やりすぎると怒ったレーゲンおばさんに怒鳴りつけられてしまいますが。

　まあ、そんなこんなでも皆が結局「サラマンダー」を可愛がってしまいます。やっぱり、頼りになるシェパードの上に愛くるしいとなればつい、ね？

　それが気がつけば、いつの間にかだんだん「サラマンダー」のお願い事や悪戯が度を越してくるようになります。でも、怒って[image: ]りつけてくれるしっかり者のレーゲンおばさんのことを皆疎ましがってしまったらどうなるでしょうか？

　そうです。

　だれも、「サラマンダー」を止めることができなくなっていたのです！　もちろん「サラマンダー」は皆のことが大好きで大切に思ってはいます。

　でも、悲しいことに良いことと悪いことを教えてくれる人がいなかった。

　こうして、「サラマンダー」は自分が皆から嫌われてしまっていることに気が付けません。やがて、誰もが愛想を尽かしてしまいます。

　でも、といわせてください。

　悲しいことに「サラマンダー」は、よく見るととても強そうでした。なにしろシェパードに似ているのです。

　皆が考え始めました。いったい、どうするべきだろうか？　と。

　ここからの結末は、語り手によって様々。

　でも、親御さんたちはこのお話を通じて子供たちにこう言えるはずでしょう。

「トム、君も『サラマンダー』になっていないかい？　と」

　ちなみに、私にこのストーリーを教えてくれた元軍人に聞いてみました。

　すると、彼曰くやはり「サラマンダー」は子供のことらしいです。軍人であっても誰もが家庭をもつ人間ですからね。中には銃後にお子さんを残されていて、ついつい甘やかしてしまってという話を耳にしたこともあります。

　やっぱり子供のことで様々な悩みを抱えているのは古今東西、両親に付きまとう悩みというわけでしょうね。

　というわけで、本日の教訓は『子供達を甘やかしすぎないこと』ですね。アンドリューとの約束です。

　さて、ではこの伝説の物語はどこから来たと思いますか？

　正解は、なんと戦場物語だそうです。

　あの大戦で兵士たちの間に広がったストーリー。この由来は？

　真実は、先ほどちょろりと話したように出征兵士たちが残してきた家族や子供達のことを思ってということのようです。つまり会えない分、どうしてもプレゼントを贈って甘やかし過ぎた彼ら。

　戦争が終わって帰国してみたら、どうしようもなく我がままになった子供にショックを受けるという話らしいですね。こうして、帰国後初のクリスマスで「サラマンダー」となった我が子をしつけるという逸話ができたということです。

　まあ、戦争が今日に残した物語と絡めてみました。たまには、変わったアプローチも皆さまに楽しんでいただけたのではないかと思います。

　では、ごきげんよう。







[image: ]　　　統一暦一九二六年六月二十七日　参謀本部本舎　　　[image: ]




　帝都の参謀本部専用保養施設から急遽参謀本部本舎へと転居し、早々に与えられた執務室でターニャはままならぬ状況を示す書類の束と懸命に格闘していた。

　つい先だってゼートゥーア中将が言い残していた『新兵に毛が生えた連中』という恐るべき一言に恐怖していたターニャは、無意識な現実逃避の手段として部隊の設立に必要な手続きを猛然と処理することで一時的に恐怖から逃れていたのだ。

　だが、遂にその恐怖を受け入れなければならない瞬間がターニャに訪れる。

　使い走りとして、参謀本部中をかけまわらされていたグランツ中尉が入室許可を求めたとき、ターニャも覚悟は決めていた。グランツ中尉がご近所の戦務から受領したばかりの封筒をターニャの机へそっと差し出した瞬間、来るべきものが来たと悟ったのだ。

　ご丁寧に封ふう緘かん措置の施された封筒を受け取り開封したターニャは、しかし、覚悟もむなしく瞬時に顔面を強張らせる。一瞬、白磁の様な指をわなわなとふるわせるとリストを怨敵であるかのように睨みつける。

　グランツ中尉が届けてくれたリストは、ゼートゥーア中将の言葉に恐怖したターニャが照会した参謀本部の手元にある部隊で融通が可能な兵員一覧。

　新兵に毛が生えた連中という一言に恐怖していただけに、ターニャとしても相当に酷い割り当てが来るだろうということ自体は覚悟していた。覚悟していたつもりであった。

　しかしふたを開けてみれば、覚悟のほども飛散して消散しようというものだ。

「宛がわれるのが……よりにもよって……実戦を経験していない後備兵からなる新編歩兵大隊及び、補充砲兵中隊？」

　震える声でターニャが呟きつつ、見間違いでないのかと書類を凝視するが視覚が捉える文字に変化はなし。傍に控えているグランツ中尉が気を使って、何も言わずにいてくれることが辛うじてターニャに自制心を発揮させるが、叶うことならばリストを破り捨てて屑籠に放り込みたいとはこのことだった。

「き、機甲戦力で妥協しているのに……妥協しているのに、この新編歩兵大隊だと？」

　事前に知らされている限り、サラマンダー戦闘団は第二〇三航空魔導大隊を基幹として工兵任務に対応可能な歩兵部隊と支援担当の砲兵中隊が歩兵戦力として宛がわれる計画であった。加えて新編ながら装甲中隊が与えられるということになっている。

　こちらは、選択肢がないらしい。それにしても、新編の素人を与えられるとはこれいかに。一応、これから激戦地と名高い東部に放り込まれる身としては抗議もしたいところ。ラインで面倒を見ていたグランツ君らですら、まだ訓練を受けたうえで放り込まれていた。

　それがいまどきの連中ときたら、促成栽培すら生ぬるい急速錬成というありさま。

「……冗談ではない」

　思うところがないではなかったが、しかし戦況がひっ迫していると説明されれば受け入れるしかない。だから、せめてまともな歩兵をとターニャは切望していたのだが……提示された書類の候補では話にならなかった。

　我慢にも、限界という言葉がある。

　あまりにひどいリストを手にしていたターニャの端麗な顔はみるみる歪み、その表情は頭痛をこらえるかのような様に急変。

「冗談ではない！　戦争に使えもしない歩兵と火砲だと!?　弾除よけにも使えるか怪しいではないか！　参謀本部の参謀将校連中ときたら、私をリサイクル工場か何かと勘違いしているんじゃないだろうな!?」

　爆発するターニャの傍で直立不動を保っているグランツ中尉が、思わず表情を引き攣らせる。

　いや、それも無理がない程、状況が悪かったのだ。

　役に立つかどうかも不明な新編部隊。加えて、火力の中核となるべき補充砲兵中隊に至っては旧式の砲も良いところ。文字通り、補充要員をかき集めたのだろう。

　まあ、完全な新編よりはマシだがそれでも装備・質の面で不安が残る。そこまで考えて、ターニャはそれ以上の思考に意味を見出し得なかった。

　これ以上は愚痴になると判断。いやはや、足で稼ぐのは銀行員だと思っていたのだがと独り言をつぶやきつつ立ち上がる。仕方がないとばかりに、部隊の相談をするために参謀本部内部で頑張って足で稼ぐべくターニャは行動を開始した。

　軍に入ってまで足で稼ぐことになるとは夢にも思わなかった、と心中で嘆きつつ、ターニャは引き攣った顔でつき従うグランツ中尉をお供に備品を管理している参謀本部装備課へと突進。

　居合わせた装備課で班長クラスの少佐をつかまえるなり、ターニャはその悠長な仕事ぶりを目ざとく咎めつつ、即座に穏やかな物腰ながらも一歩も引かぬ覚悟で断固たる抗議をねじ込む。

　曰く、参謀本部の調査研究活動に必要な装備が揃えられない限り、とてもではないが参謀本部よりの期待にも応じかねる、と。

　無論、ターニャとて組織機構において積極的に後方のスタッフともめごとを起こしたいと望んでいるわけではない。なればこそ、抗議にしたところで陳情の形式から逸脱するようなマネは極力自重してのやり取りではあったのだ。

　……うかつな装備課の班長が余計なひと言を零すまでは。

「そうはおっしゃってもですね、中佐殿。我々とて前線の苦労をわからないというわけではありませんし、常々骨身を削って努力してはいます。お分かりいただきたいものですな。最大限、兵員の質で充当できるものは配慮しております」

　ゆったりとしたソファーの上で、本物の珈琲を飲みながら困惑顔で装備課の少佐が戯たわ言ごとをほざいた瞬間、ほう、と呟いたデグレチャフ中佐の隣に控えていたグランツ中尉は無意識のうちに一歩横へ下がっていた。そして、装備課の回答にデグレチャフ中佐殿はお怒りになられたと後日、グランツ中尉はひっそり他人へ漏らすことになる。

「……素晴らしい冗談を聞いた思いだ」

　官僚的答弁、それも疲れ切った官僚ではなく、いかにも後方で元気そうな後方士官のそれ。

　一応は、儀礼的な笑みを張りつかせていたターニャの我慢も激怒によってあっさりと沸点に到達していた。形ばかりの儀礼をかなぐり捨てるなり、能面となって一歩担当官へと近づきターニャは殺意を込めて口を開く。

「ベテランを欠いた大隊？　これで最大限努力しているというのであれば、貴官を猫にでも交換させる方がまだマシだ」

　リストに載せられた兵員の大半は、予備役か徴兵されたばかりの新兵。基幹要員となるべきベテランは、基本的に軍の考課で最低基準の連中ばかり。少し使い物になりそうな下士官もいないではないが、ラインで負傷し復帰したばかりの連中だ。

　体力の衰えや現場を離れていたことを思えば、頭を抱えたくなる現状。正直、これなら邪魔にならない人形の方がデコイ代わりに使えてましだ。

「しかも、十五cmは十五cmでも新型でなく旧式？　それでは肝心の射程が劣ること甚だしい。なんなら、装備課と我が大隊で実弾演習してみるかね？」

　撃ち合えば、一瞬で理解できるのだがねと続けながらターニャは顔面蒼白となりつつある装備課の少佐相手に殺意の波動を浴びせかける。

　ただでさえ中身ではなく十五cmという表記だけ見たとしか思えない短慮には、耐えかねていたのだ。こともあろうに、それを……最大限努力したと称するアホがいるとすればターニャにとってそいつは最早度し難い給料泥棒以下。

　射程の短い旧式で火力を構築しろと要求するのは狂気の沙汰だ。ライン戦線で散々に敵重砲の制圧下で苦しめられた経験のあるターニャとしては、対抗できる砲兵火力が制限されるという一事に対して苦々しいものが込められる。

　それを強要してくるということは、それ即ち。

「いいかね、少佐。私は、私の部隊に過酷な装備を押し付けてくる間抜けが、こうもふんぞり返って努力しているという言葉をほざくことが耐え難い」

　塹壕戦を経験したことのない後方の連中には、アウトレンジで一方的に叩かれる恐怖など理解もできないのだろう。

「し、失礼ながら中佐殿！　我々とて、最大限に……」

「最大限に努力してこれかね？　冗談ではない。帝国軍参謀本部の装備課に必要なのは口ではなく実戦経験だ。機甲中隊は火砲に比べれば幾分かはマシ。とはいえ、Ⅳ号のＤ型？　打撃力欠如に加えて装甲も撃たれ弱いじゃないか！」

　機甲部隊への割り当て装備について、何も知らないとでも思ったのかねとターニャは憤りを隠すことなくぶつけていく。

　すでに訓練部隊用や後方警備用である古い型のⅣ号戦車を割り当てられるとは！　これが教導隊や後方警備部隊ならばいざ知らず、最前線で調査研究活動という名目にて酷使される戦闘団の装備となれば我慢できなかった。

　ターニャの赴任先は、占領地ではなく最前線。パルチザンは対戦車砲や重砲を持ちださないかもしれないが、主戦線では敵の重砲に航空戦力や魔導師まで機甲部隊の装甲なにするものぞとばかりに出張ってくる。

「……南方大陸割り当て分のＧ型に余剰はないか？」

　最低でも、現役のＧ型でも割り当てられない限り前線ではモノの数にも数えられない。そして、幸いにもターニャはつい先日ロメール軍団長と私信を交換する機会があった。

　軍団長から耳にしたのは、補給の途絶に対する憤りと補給状況の悪化に関する危惧。それによれば、装甲車両の消耗は極めて低レベルなれども燃料と弾薬の補充が緊急に必要らしい。

　ところが装備課の連中、余っている車両と燃料、弾薬の割合を変えようともせずに送ってくると愚痴が書かれていた。そこまで官僚的ではありますまいと返事を書いたのであるが、いやはや。まさか、全くその通りだとは。

「無茶を仰らないでください、中佐殿！　すでに、余剰物資など何処にもありません！」

　対する回答は、実にシンプル。余剰物資はないと。だが、ターニャは知っている。

　ロメール閣下が、つい二日前に送ってくださった返信に、二個中隊規模のＧ型ではなく燃料が欲しいと送って拒まれたという愚痴があることを。

「南方大陸軍集団の第五軽師団には貸しがある。連中割り当てのＧ型をこちらにもらいたい。船ではその分燃料でも送りたまえ」

　ターニャは必要な装備を得られてハッピー。ロメール閣下は緊急に必要な燃料の補給を獲得できてハッピー。誰もがハッピーになる功利主義的合理性による提案。

　考えてみよう。誰も損をしない取引。そんな取引を断るのは、コミー位だ。合理性のない拒絶は、全く理解しがたい。

　人間、幸福追求を怠ってはそれまでだ。

「本気でおっしゃっているのですか!?　むちゃくちゃですよ！　いったい、どれほどの規則違反を強要されるおつもりですか！」

　規則違反？　とターニャは鼻で笑い飛ばしつつ、心中で『そんなものは、いかようにでもやりくりできるだろう』と笑い飛ばす。規則とは、存外、穴を探せば自分のやりたいことを正当化する理由に満ち溢れているものだ。

「いや、彼らは今の名前が第二十一装甲師団だったか？　ともかく現場の裁量権でこちらに回せるはずだ。事情説明にしても南方大陸戦線を管轄されているロメール閣下への話は私自身で付ける」

「付けられるなら、付けていただきたいものです」

　責任はだれが取るのか？　そんな表情をしていた少佐が、口を滑らせた。まったく迂闊な奴だとばかりにターニャは言質を摑んでほくそ笑む。

「そうか、じゃあ決まりだな」

　交渉に際して、答弁に際してぼやかすこともできないとは！

　ニヤリと素敵な微笑みを浮かべるとターニャはつい先日届いたばかりのロメール将軍の手紙を懐から取り出す。

「失礼ですが、中佐殿。こちらは？」

「私信だが、まあ結構。貴官にはきちんと読ませてやるから、さっそくだが出すものを出してもらおう」

「はっ？」

　呆けた間抜けの鼻先にターニャは、つい先ほど話をつけてやると言った親愛なる南方大陸派遣軍団長直筆のお手紙を突きつけてやる。

　先日受け取った時は、こんなことに使うとは夢にも思わなかった。だが、人の縁というのは予期せぬところで役に立つものだ。結局、人間社会というのは人の縁であるなぁと実感しつつもロメール将軍とのご縁に感謝。

　そして事態を理解できていないらしい彼のために、ターニャは優しくそこを読み上げてあげることにした。

「ロメール閣下の言葉を教えてやろう。〝どの道届かないのであれば、戦友が使いたまえとすら思う〟とのことだ。ところで、私はロメール閣下に砲弾や燃料を割り当てるように貴官に提案する」

　は、と凍りつく相手に向かい突きつけるは切り札。

「戦務参謀次長ゼートゥーア閣下より認められた権限により提案した案だが……棄却されるべき理由があればご教示願いたいな」

　少々ならば強引でも良い。

　適当にやれとは、そういうことだ。

　暗黙の裡にではあるが、ゼートゥーア中将から出された手形をターニャは振りかざし、装備課班長の悠長な表情がさっと強張るところで漸く自分の言葉を相手が理解し始めている手ごたえを感じ取っていた。

「さて、もう一度確認しようか、少佐。私の協力要請を理解して、尊重して貰えるのであればまことにありがたいが」

　軍団長が同意した戦力融通に参謀本部戦務ボスの裏付けを持った参謀本部直属戦闘団の指揮官からの要請だ。

「も、もちろん我々装備課といたしましても、叶う限りのご協力をさせていただければとは思います。ですが、中佐殿」

「ですが、中佐殿？」

　何かあるのかねとばかりに視線で問うターニャの前に、装備課の班長はあっけなく沈黙。反論がないということは、不服従にさえ気を付けておけばいくらでも酷使できるということをターニャに感じ取らせてくれる。

　官僚主義的な装備課の装備管理班から一個中隊分のＧ型を巻き上げる程度は問題ないだろう。少なくとも、彼らが言い出した条件はクリアしているのだ。

　だが、そこでターニャはふと思い至る。

　どのみち、彼とはうまくやれない。そうであるならば、ゼロサムゲームとして取れるだけ要求してみるのも悪くはないだろう、と。

「ついでだ」

　行動あるのみだ。なにしろ、聞いてみるだけならばタダなのである。

「西方大進撃時に分捕った共和国からの鹵ろ獲かく品についても、少佐、貴官に協力を要請したい。確か車両があったはずだがいかがかな？」

「は？　あ、いえ、はい、確かに」

「装甲車がリザーブにあるはずですな。よろしい、それも出していただきたい。どのみち鹵獲品ということは、軍部隊が正式に使用しているわけではないから可能なはずだ」

「し、失礼ですがデグレチャフ中佐殿。中佐殿の部隊は歩兵戦力と機甲部隊を既にお持ちです。装甲車は、定数上……」

　規則への明確な違反はしかねます、とまくし立てはじめる少佐には申し訳ないが、ターニャとて規則は細則に至るまで理解している。

　鬼の首を取ったように、それはできないとふんぞり返る彼には悪いが。

「自走砲に改修してもらいたい。規則上、『兵器の現地改修』は『部隊指揮官』の認可があればできたはずだな。装甲車は、歩兵用の装備ではなく旧式火砲の改良に使う。燃料と車両を速やかに提供してもらおうか」

　旧式の大砲を新型に変えろというのはさすがに無理難題だが、改良努力については指揮官個人の裁量権が認められているのだ。共和国軍から分捕った装甲車に大砲を据え付けて自走砲とするのは改良に違いない。

　どうせ、使い道がないから保管しているに違いない車両だから、ターニャの供出要請は参謀本部の戦務担当が却下するに足る合理的な理由がない限り認められるだろう。そうなれば、燃料を食うので当然ながら補給物資の割り当ても増える。

　こればかりは、賭けかもしれないが、どのみち東部はエスティ油田の近くなので東部方面軍に借りることもターニャとしては期待している。防衛戦となれば、いくらでも汲みだされたばかりの新鮮なオイルを車両に飲ませることができるだろう。

　その点では、南方大陸の連中と違って燃料の心配はあまり要らない。うむ、考えれば考えるほど理にかなっている。

「む、無茶を仰らないでください、中佐殿！」

「結構、君達に改良まで頼むことはやめておこう。自分たちでやるとも。だから、装甲車を倉庫から出していただきたい」

　改修しろと装備課に要求するのは確かに無茶かもしれないと反省。彼らの仕事は管理であって、改造ではないと言われればそれはそうかもしれない。一応、反論に理を認めたので引き下がることにする。

　技術廠あたりをせっついて、突貫工程で改修させるしかないだろうとターニャはあたりをつけていた。幸いというべきか、技術廠には腐れ縁が沢山ある。それこそ、シューゲル技師あたりをつつけば、神を称賛する悪癖は兎も角として技量は確実だ。

　教導隊つながりでいくばくか、自走砲の実戦試験という名目をおしとおせば現地改修費用くらいは教導隊の負担にすることも期待できた。だから、つべこべ言わずに出すものを出せとターニャは手を差し出しながら、さぁと促す。

「そんなむちゃくちゃな」

「いや、ぜひとも貰いたい」

「中佐殿、お言葉ではありますがそのようなことは……」

　だが、なぜか相手は物わかりがよくないらしい。

　ターニャが謙虚な態度で話しかけているというにもかかわらず。相手の態度は頑固そのもので、できません、できませんと繰り返すばかり。

　だから、ターニャは小さく頷くとその一言を切り出していた。

「少佐、単刀直入にいこう。ヤーかね？　ナインかね？」
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　命令に関連して、部下が発令直後に嘆願に来るというのはままある話だ。参謀本部に勤めている将校ならば、だれしも命令を遂行するためには戦力が足りませんと泣き付いてくる部下からの請願を経験したことがあるに違いない。

　だが、さすがのゼートゥーア中将をしても来訪者の要求は理解できなかった。

　より正確を期すならば、要求そのものは理解できたにせよ、かくも厚かましい要求はほとんど初めてで理解の範疇外だったというべきだろうか。

「……補充魔導中隊が欲しい？」

　啞然とした表情でゼートゥーア中将は、呟いていた。

　自分の目が故障していない限り、どこからどう読んでも要望書には、一個魔導中隊の増派依頼と書かれている。そこに誤解の余地はない。文章の体裁に誤りがあるわけでもなく、書類としては完璧なソレ。

　ソレをゆっくりと机に置くと最近疲労がたまりつつあるゼートゥーア中将はゆっくりと顔を上げる。眼の前には、直立不動で立ち並ぶデグレチャフ中佐と中尉の階級章を張り付けた女性。中尉の方は、デグレチャフ中佐に連行されてきたのだから、ええと、確かセレブリャコーフ中尉とかいった副官だろう。

「冗談かね？　デグレチャフ中佐」

　だからこそ、ゼートゥーア中将は思わず意図を理解しかねるなと返していた。なにしろ、第二〇三航空魔導大隊を戦闘団の基幹としてサラマンダー戦闘団は編成される。

「はっ、失礼ながら冗談ではありません、ゼートゥーア中将閣下。小官の判断する限り、限られた戦力の統合運用には絶対に中隊規模の魔導部隊は必要不可欠であります」

「中佐、君はすでに増強大隊を有している。言い換えれば、並ぶもののない最強の矛を持っているのではないのかね？　そこから、中隊程度いくらでも引き抜き給え」

　それだけで、ほとんど連隊か旅団並みの戦力たりえる増強魔導大隊を指揮下に収めている戦闘団だ。ここに新編とはいえ歩兵大隊と装甲・砲兵各一個中隊を付けてやるというのにさらに増強しろというのか？

　それは、ほとんど事実上独立増強混成旅団並みの戦力を寄越せと言っているに等しく思えてしまう。はっきり言って戦力過剰にも程がある。一介の中佐に預けられるべき戦力ではない。

「ご明察のとおりであります。ですが、叶うならば弱くとも盾も必要なのであります」

　だが、彼女はこちらの咎めるような声にも全く気にした様子がない。その姿を見ている限りでは必要だと本当に確信しているように見えてくる。

　この戦況で一個魔導中隊を捻出しろと平然で要求してくる神経が信じられん。

「無茶を言う」

「無茶を言えとのことでしたので」

　確かに、多少は許すと言ったがこれはどうか。いや……本当に必要ならば考えないでもないが、魔導部隊については第二〇三航空魔導大隊が増強大隊なのだ。使える魔導師を渇望している作戦の連中からの、中隊を寄越せという声を抑えるだけでも一苦労だったのだが。

「使える魔導部隊はほとんど前線だ」

　やりすぎて扱いに困り果てた増強大隊が完全定数を充足させられていたのも、帝都で吞気に休養を満喫できたのも、その武勲が巨大であればこそだが、だからこそ前線に欲しいという声も小さくはない。

「言うまでもないが、魔導部隊は急拡張がなされているが、それでもなお前線において兵力不足が嘆かれて久しいという事情を理解したまえ」

「それほどに、深刻なのでありますか？」

「第二〇三航空魔導大隊が編成された時とは事情が異なる。魔導師の不足は絶望的だ。西方戦線と東部戦線の奪い合いに近い。素質がある人間は、軒並み前線に割り当て済みで余剰は教育が終わっていない連中だけだ」

　率直に言ってしまえば、魔導師の育成状況は焼け石に水。補充中隊とはいえ、中隊規模の部隊を増強された魔導大隊持ちのサラマンダー戦闘団に宛がうなど無理難題にも限度があるのだ。

　少しでも魔法という才能があるような連中は、だいたい軍が吸い上げている。そもそも、とゼートゥーア中将は眼前のデグレチャフ中佐へちらりと視線を向けながら心中でぼやく。

　彼女は極端な例にせよ、魔導戦力拡張のため積極的に素質がある人間は兎に角手当たり次第に軍は取り込む努力を行ってきていた。魔導師の余剰人員というもの自体が、実は帝国では乏しいのだ。

　他国は徴兵努力の進展で未使用の人材グループを活用できることだろうが、帝国は既にその努力を行ったうえで人手不足に苦しんでいる。まあ、次世代の未発掘である才能ある連中もいるかもしれないが、成長するまでにはどうしても時間がかかるだろう。

　眼の前ですました顔をしているデグレチャフ中佐は流石に例外だ。

　この戦場帰りのローティーンのようにどこか壊れた子供が帝国にそれほどいるとも思えない。というか、軍人としてはともかく一個の個人としてそれは怖すぎる。

「閣下、ですが、どうしても必要です」

「理由をもう少し嚙み砕いて説明したまえ」

「閣下、金槌と床の関係であります。我が第二〇三航空魔導大隊という金槌は、床が脆ければとてもふるえたものではありません。加えて大隊は、そもそも四個中隊で動くことを前提に鍛え上げています。どうか、ご考慮を」

　なるほど、とそこでゼートゥーア中将はデグレチャフ中佐の言わんとすることは理解する。強力な金槌として、彼女は第二〇三航空魔導大隊を固めておきたいのだ。随分な我儘といえなくもないが、そもそも、デグレチャフ中佐の鍛え上げた増強大隊は四個中隊が揃って力量を発揮できるように調練されているのだろう。

「理解したが、少し待て。……心当たりがないでもないが、しかし、だ」

「はい、閣下」

　……使えるかどうか微妙だったために徴用の対象外だった連中。それと、促成栽培された魔導師が少数いるにはいる。かき集めれば大隊程度は形成できる。

　それらに手を付けるのは無理にしても、実際のところ、資質が低すぎる魔導師候補生らならば手はある。まあ中隊くらいは作れるだろう。その程度であれば、引き抜くことも不可能ではない。

「悪いが、兵士というよりは、あれはひよっこ。それも、殻のついたひよっこもいいところだという。そういう連中を宛がうことになるが、邪魔になるだけではないのか？」

「この際、贅沢は申しません。魔導師ならば、何でもいい」

　……だが、そもそも使えるものは全て使う。その理念の提唱者であり体現者でもあるのがデグレチャフ中佐だ。生まれてから、十年とたたずに軍に飛び込んで人生を戦場で過ごす。

　この狂った世界で狂っていないという贅沢を楽しめる権利は、誰にもないのだろう。まともであるという贅沢は、戦後に楽しむしかない。

「……歩兵の直掩に使える程度の魔導師で良ければ、少しは用意できる」

「結構です。ぜひとも頂きたい」

　機動戦どころか、まともな魔導師としての訓練も完了していない新兵連中。歩兵の支援程度には使えるだろうが、苛烈ならざる戦局において限定的防戦にのみ耐えうるという評価だ。

　ある程度の損耗率上昇も許容せざるを得ないようなお粗末な部隊。

「ただし、新兵も良いところだ。おまけに、訓練も未了。教官連中は使い物にならないと評価した。本来ならば、歩兵として運用することを想定しているような連中だがそれでもよければ、だ」

　通常ならば、最低でも六ヶ月は与えられるべき訓練期間のうち半分も完了していない。促成栽培教育についてこられない魔導師未満の歩兵諸君。詰め込むことを詰め込んでいるとはいえ、術式や魔導師としての訓練はまだ始まったばかり。

　教官連中の評価では、まあ弾よけくらいにはなるかもしれないという程度。

「銃殺の経験は？」

「あるはずだが」

「ならば結構です。とりあえず、敵を殺せれば問題はありません。現地で再教育しながら使っていくつもりです」

　だが、平然とデグレチャフ中佐は人殺しの経験を訊ねてきた。

　まさに、彼女がデグレチャフという一個の異常な個人であることの証明だろう。

　人間を製品と見なし、テスト済みかと聞いてくるようなニュアンス。人間を、ここまで機能で見ることができるように育てることができるものだろうか？

　軍は確かに個人の機能に注目する組織だ。代替可能性、コスト意識といった要素は常に付きまとっている。だが、ただの人間にそれだけで判断できるようになるものだろうか？

「……分かった。即座に手配しよう。それで？　ほかにも何かあれば私が今のうちに聞いておくが」

「ありがとうございます。ですが、その他のご相談についてはサラマンダー戦闘団に配属される歩兵部隊の状況を確認するのが先決かと。ご厚意、感謝いたします」

　そして向けられるのは、丁寧な謝辞。将校として模範的態度と評するほかにない敬礼。伸びた背筋は、子供らしいあどけない顔をどこか現実離れした人形に見せる。

　誰か。

　何か、おかしいと思わないのだろうか？







　視察帰りの上官が、荒れ狂っていると知ったとき、将兵にできることはただただわが身が嵐に直面しませんようにと祈ることだ。

　その日、帝国軍でも屈指の戦闘経験を誇り、武勲に恵まれた第二〇三航空魔導大隊の将校らは、彼らが唯一恐れる上官の機嫌がハリケーンと化しているという恐るべき情報をセレブリャコーフ中尉より受信。

　どこの愚か者が、火薬庫の上で火遊びをしたのか？　そう嘆きつつ、触らぬ神に祟りなしとばかりに、大隊の将兵らは一糸乱れぬ徹底した装具点検を済ませると揃って謹厳実直な勤務に励み始める。

　最悪の状況に備えた彼らは、戦闘団の仮駐屯地に殺意に満ち溢れた中佐殿が飛び込んできたとき、咎められるような不備がないことに安堵し、連絡を寄越したセレブリャコーフ中尉の機転を心中で絶賛していた。

　いつもならば、能面のような表情でほとんど機械的に答礼してくるデグレチャフ中佐殿が感情を露骨にあらわしておられるのは、ただごとではない。

　あのデグレチャフ中佐殿の逆げき鱗りんだ。

　勘のいい連中は、これ幸いと訓練に逃げ始めた。近くにいてはたまらないとばかりにグランツ中尉らが発案した長距離低空分散襲撃演習航程へ群がりはじめる。

　姿を隠し可能な限り魔導反応を抑えて長距離飛行というハードな訓練に、普段ならば、さしもの第二〇三航空魔導大隊要員らも辟易するそれだが今日ばかりは大人気。

　だが、逃げ出せる人間はいつでも恵まれている。

　逃げ出すわけにもいかない大隊当直要員と、ヴァイス大尉は実に暗澹たる気分であっても危険な虎の檻に入らざるを得ない。

　ちらり、と上官の様子をうかがうヴァイス大尉はああ、と心の底で嘆くのだ。

「使い物にならん！　今すぐに、再訓練するか、撃ち殺してやりたい気分だ！」

　想像上の何かを脳内で銃殺しているのだろう。無意識なのだろうが、奴らを撃ち殺してやりたいという言葉を発しつつ、中佐殿のお手が腰の拳銃に伸びかけていた。

　ポーチに手を伸ばす幼い少女ならば絵になるのだろうが、小さな手が拳銃を求めて無意識に伸ばされているとあれば恐怖しか呼び起こされない。

「いったい、どうなされたのですか？」

　聞きたくないが、聞かねばもっと怖いことになりかねない。地雷だとわかってはいたが、とりあえず慎重にヴァイス大尉は口を挟む。次から、一人だけ亡命したグランツ中尉あたりをセレブリャコーフ中尉に代わって戦闘団長付き副官に推薦するかと考えながら。

「不服従に抗命だ！　信じられん！」

「……はっ？　中佐殿にでありますか」

　だが、そんな余念もデグレチャフ中佐の怒り狂った言葉で吹き飛んでいた。

　不服従に……抗命？　よりにもよって、軍規には人一倍拘られるデグレチャフ中佐殿相手に、というのがヴァイス大尉には信じかねた。顔面をほとんど怒りで真っ赤に染め上げた中佐殿の表情からすると、本当に何かがあったのだろう。

『抗命＝銃殺』に何の躊躇いも見せないという中佐殿にわざわざ不服従・抗命するアホが帝国軍に存在していた、という事実が驚きだった。ヴァイス大尉はその点について、真剣に驚いている。

　正直、巻き添えを食らった自分たちはいい迷惑だが、偉大なるアホと呼んでやりたい。というか、どうしてそういう連中が生きているのだろうかとすら考えている。

　意味がわからない。何があったか、説明しろ。混乱しきった顔でデグレチャフ中佐殿についていったセレブリャコーフ中尉へ視線を向ける。

「歩兵将校殿一同曰く、〝我々には我々のやり方がある〟とのことであります」

　そして、引き攣った顔で答えるセレブリャコーフ中尉は、続けたまえ、とデグレチャフ中佐に促されたことで、重たい口を開く。

　何があったかをあえて淡々とした口調で語り始める。

　曰く、新編の歩兵大隊らの指揮官は中佐殿を甘く見られていた。

　曰く、自信満々にプロだからと言って中佐殿のご指示を丁重に無視した。

　曰く、指揮権に関して独自の判断権を求めた。

「信じられん思いだった。戦争に別のルールも何もあったものじゃない。そんなことも分からないのが士官だと？　帝国後方の士官連中は揃って狂っているな」

　銃殺してやりたい。そんな思いを全身で体現したデグレチャフ中佐殿が吐き捨て、隣でびくりとセレブリャコーフ中尉が身を竦ませることで、ヴァイス大尉も情景がおのずと想像できてしまっていた。さぞかし、セレブリャコーフ中尉の心臓によくない空間だったことだろう。

「いったい、誰がそんなことを？」

「全員だ！　第三三二歩兵大隊全士官がだ！」

　ヴァイス大尉がちらりと視線を隊舎内部に回せば、当直要員らが強張っているのは一目瞭然だった。

　……後方部隊の士官に碌なのが残っていないという噂は耳にしていたが。まさか、よりにもよって獅子と猫を取り違える馬鹿どもとは。

　なんということだろう。

　少しだけ、ほんのわずかにだが、無能を銃殺に処したいと口になさる中佐殿のお気持ちが理解できてしまった。

「あんな連中では話にならん。だから、代わりを手配するぞ」

「いかがされるのですか？」

　代わりを得るために……何をなさるのですか、と恐る恐る上申したヴァイス大尉は、だからこそ、次にデグレチャフ中佐から与えられた回答に凍り付いていた。

「決まっている！　親衛師団から新鋭の降下猟兵大隊をもらってこい！」

「……はっ？」

　……はっ？　親衛師団？　降下猟兵？

　一体、中佐殿は何をおっしゃっている？

「第二親衛師団は、当分休養再編だったはずだな？」

　ええ、はい、その通りであります中佐殿と返すほかないヴァイス大尉に、素晴らしいぞとデグレチャフ中佐は微笑んでいた。

「第二親衛師団司令部とはライン戦線で我々の後ろをついてくるしか能のない馬鹿だった。本物の師団をやるほうがどうかしているのだ」

　ええ、はい、御尤もであります中佐殿とヴァイス大尉も親衛師団と宮中の関係があれだという一事には同意の頷きを示す。

「戦力の有効活用だ。交換する。お飾りの防衛任務なら、馬鹿でもする振りくらいはできるはずだろう」

　ええ、はい、お言葉通りであると思います中佐殿とヴァイス大尉は盛大に頷いて同意を示した。その胸中でどうかデグレチャフ中佐が胸元の演算宝珠へ無意識に手を伸ばすのをやめてください、と願っている。

「……それを、参謀本部に申し入れるのですか？」

　どうか、どうか暴発しないで頂きたい。

　ほとんど神にすがる思いでヴァイス大尉は恐る恐るその一言を口にしていた。彼にとってみれば剣林弾雨の中に飛び込む方が、まだ楽観できたことだろう。

　なにしろその相手は、デグレチャフ中佐殿ではないのだ。

　そして、奇跡が起きた。少なくともその日、その場に居合わせた帝国軍第二〇三遊撃航空魔導大隊の司令部要員はそう信じている。

「心配無用だ。第二親衛師団の大隊長は同意済みだよ」

　つい先ほどまで、地獄の獄卒すら裸足で逃げ出しかねない表情だった中佐殿がにこやかな微笑みを浮かべられたのだ。それこそ、天使のように荘厳で素晴らしい笑顔が花開く。

「一体、どうやって説得されたのですか？」

「なに、簡単さ。あれは戦争フリークスだ。渇望していたよ。一発だ」

　……訂正。誘惑する悪魔に違いない。

　少なくとも、中佐殿は恐ろしいお方である。偉大な魔導師であらせられる。偉大な指揮官であらせられる。

　神様、どうか私達の中佐殿が私達の敵でないことを感謝させてください。

「加えて編成主任のレルゲン大佐は話がわかる方だ。問題はないだろうよ」

　心中、今度の日曜日はきちんと教会に足を運ぼうと決意するヴァイス大尉。

　そんな彼の内心をつゆ知らず、ターニャは事が順調に進むとばかりに喜ばし気に微笑む。

　なにしろ、何とか目算が立った。いやはや。イエスかノーかを迫ってみるものだとしみじみと思っている。皆イエスと言ってくれた。

『お願いします』と頭を下げることにも意味があるようだ。これで、少しは危険な前線に行っても生き残れる公算が大きくなる。

　……せめて、せめて明るい未来のために頑張ろう。生き残れれば、最低でも西の方に逃げれば希望はあるはずだ。
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　それは、ひどくおかしな光景だった。集められた目的は、新設される戦闘団の結成式。場所は、参謀本部肝いりを表してか、わざわざ参謀本部の一室を貸し与えられている。

　上の気合も十分なのだろう。列席している高官らの姿もちらほらと見えている。

　それは、いい。新しい部隊の設立という行事に来賓がいるということに過ぎない。儀礼任務も多かった親衛師団でそれはよく経験している。

「……ようこそ、大隊戦友諸君。頼りにさせてもらおう」

　だが、あれはなんだ。特注の演説台にわざわざ乗らなければ部下を見渡すどころか第一列の背に姿が隠れてしまうような指揮官。

　そんな馬鹿げた存在が、人形のような能面で、見るからに戦地がえりの殺気を漂わせる魔導師らを顎で動かしている。

　一挙一動を見逃さないように緊張した魔導師らにニヤリと微笑む姿は、ひどく違和感がある。

「中佐殿！　戦闘団長殿！　指揮官殿！」

　一心不乱に唱和する姿は、完全に上官を信頼し地獄の底まで共に進軍するような姿を想像させてしまう。

　曲がりなりにも、精鋭と評されていた我ら第二親衛師団の降下猟兵大隊らですら敬意を払わざるを得ない連中が──。

　地獄のライン戦線で曲がりなりにも勇名をはせた部隊が──。

　──たった一人の子供に全身全霊で敬意を表している。

「共に遊んだ素晴らしき大隊戦友諸君。新たな仲間が戦列に加わることを祝賀しよう」

　まるで、百戦錬磨の将校の様に微笑みすら浮かべるその姿は理解の範疇外。

「新兵諸君、ようこそ最前列へ」

　訓練将校の微笑みの様な凶悪な微笑み。

　はたして、はたしてこんな子供が浮かばせうるのかというソレ。

「私の、我々の戦場へようこそ。歓迎しよう、盛大に」

　柔らかく、それこそお人形でも抱えている方が似合いそうな手を広げて歓迎の言葉を述べる人間の形をした奇妙な存在。殺人人形とか、戦闘妖精とでもいうべき異質な何か。

　誰も。

　そこに居合わせた高官らの誰もそれに異議を申し立てない何か。ベテランの魔導師らが服従している何か人の形をした違うもの。

　何故、あの戦争フリークの大隊長がこんなのにつき従うのかと訝しがるべきではなかった。

　覚悟してくるべきだったのだ。あの、あの戦争狂が惚れ込んでいるという事実に！

「私から、諸君に期待するのはたった二つだ」

　まるで、どこかで聞いたことがあるような台詞。

「我が大隊の足を引っ張るな。追いついてみせたまえ。以上だ」

　そう言うなり、中佐殿の浮かべられる微笑み。あれが、あの人間にとっての笑うという動作なのだろう。

　本質的に、笑みとは攻撃的だとよく言ったものだ。

　間違いなく、笑うという行為は牙をむき出しにする行為そのもの。威嚇以外の何物でもない。
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　執務室で遅い食事をとりながら、前線から送られてくる報告書に眼を走らせていたゼートゥーア中将。その執務を妨げたのは、余裕のない切迫した足音だった。

　顔を上げて、入室してきた部下を見たゼートゥーア中将は一瞬訝しむような顔になる。

　優秀な才能を示して期待されている将校ことレルゲン大佐。参謀本部において、戦務と作戦の両方に揉まれるレルゲン大佐の資質については、ゼートゥーア自身も高く評価している。

　そのレルゲン大佐が、血相を変えて飛び込んでくることにゼートゥーアは少し眉を顰めつつ尋ねる。なにごとかね、と。

「ゼートゥーア中将閣下！　デグレチャフ中佐に戦闘団を任せるというのは、本気ですか!?」

　その疑問は、彼が口をひらいたことで氷解する。良くも悪くも、レルゲン大佐は軍の良識派に属する将校。言い換えればデグレチャフ中佐のややもすれば極端と取られる行動を危惧する人間だ。……査問会議でこそデグレチャフ中佐の行動を擁護してくれたが、彼は結局のところ、デグレチャフ中佐が『やらかしかねない』という一点では彼女を信じていないのだろう。

　そして、彼の懸念は概ねにおいて正しい。参謀本部内外で知られるとおり、デグレチャフ中佐を非常に高く買っていると評判のゼートゥーア自身、かつては今のレルゲン大佐と同じ危惧を抱いていたのだ。

　だが、彼に言わせればそんなことはもはや無意味だ。勝つためならばどんな劇薬でも飲むしかない。

　戦争なのだ。手段をどうこうという場合ではない。副作用でのたうち回ろうとも、すべての事柄に関しては、戦争に勝ってから後悔することだとゼートゥーア中将は割り切ることにしている。

　むしろ、とゼートゥーア中将は疑問を口にする。

「レルゲン大佐、どこで知った？　作戦に属する君がアクセスできた経緯がしりたい。戦務の中ですら機密事項のはずだが」

「閣下、失礼ながらデグレチャフ中佐は早くもやりすぎています。参謀本部直属の調査研究活動にという口実で、よりにもよって帝都に駐在する第二親衛師団の大隊を強奪したという報告がつい先ほど飛び込んできました！」

　口から、泡を飛ばす勢いでまくし立てるレルゲン大佐。彼が担当する部署に関わりがあるところでの出来事から今回の戦闘団編成を嗅ぎつけたらしい。

　まったく、そこは予想通りに優秀であるのか。そんなことを思いつつゼートゥーアは溜息をつく。

「それこそ、デグレチャフ中佐が『適当』に処理した結果だろうな」

　軍において、適当とは要するに最大限できる全ての事を活用するということだ。多少といったが、あのデグレチャフ中佐に相当の裁量権を認めると伝えた直後である。武器強奪を行われなかっただけ、よほどマシだと彼は悟りきっていた。

　統帥権干かん犯ぱんじみた行為だが、少なくともあれのことだ。逃れられる程度の名分は手配してあるのだろう。ならば、なんら問題はないということだ。

　とやかく言おうとも思えない。

「どのみち第二親衛師団は第一と揃って帝都防衛組だ。宮中との繫がりも考慮に入れれば、とても実戦投入は出来ない遊兵で、しかし、装備状況は良好なのだ。むしろ、有効活用の類と評価すべきではないのか？」

「……確かに、第二親衛師団は現状遊兵です。しかし、これは明らかな越権」

「そこまでだ。大佐、それ以上は口にすべきではないだろう」

　それ以上は、聞く気が無い。明確な意思を込めたメッセージを発して制止。

「閣下!?」

「デグレチャフ中佐は練達した野戦将校だ。親衛師団の将兵は精兵だ。……宮中との繫がりで選ばれる師団枢要とは裏腹にな。この組み合わせを最適とは思わないか？」

　ですが、と言い募ろうとするレルゲン大佐の顔へ向けてゼートゥーア中将は溜息交じりに次の言葉をぶつける。

「遊ばせておく余裕はない」

　前線からの要請は、日々深刻さを伝えている。状況を改善する方策をデグレチャフ中佐は示してみせたのだ。それも諸兵科を戦闘団として柔軟に運用するという帝国軍好みの流儀で。

　だが、それと同時にデグレチャフ中佐のレポートは優秀だが同時に今のままでは机上の空論であるのも否めない。テストされていないドクトリンでは限界もあるだろう。

「前線で実際にレポートの実用性を試行しつつ、前線の困難も緩和するためには試験運用は避け難く、発案者に一任する以外に道はない」

　分かるな、と目線で問うゼートゥーア中将に対してレルゲン大佐もまた二の句を継ぐことはない。確かな共通理解として魔導将校で、あれほど部隊指揮に卓越した士官はほとんどいないのは間違いないのだ。

　いや、皆無と言ってもいい。

　そして参謀本部直属の火消しこと第二〇三航空魔導大隊は本質的にデグレチャフ中佐にしか、使いこなせないだろう。あの傑物が鍛え上げた大隊を中核として戦闘団を試験運用するのであれば、結局のところ戦闘団長の人選もまたデグレチャフ中佐一人に帰せられる。

「ならば、今は前線に投じるべき時期と判断した。レルゲン大佐、私としては貴官ほどの参謀将校がそれ以上の説明を必要とするとは思わないがね」

「大変過分なご評価とご芳情には申し上げるべきお礼も思い至りません。ならばこそ、どうか意見具申をご容赦ください。デグレチャフ中佐とその戦闘団はせめて任地を南方大陸にすべきです！」

「あれはもう持たん。ロメール将軍は一年近く健闘しているが、やはり物量戦に引きずり込まれると苦しい」

　軽い戦局揺さぶり策として派兵された南方大陸派遣軍団。

　ゼートゥーア中将にしてみれば、政治的な事情で半ば不本意な選択肢として派遣したような連中だ。一応、戦術的勝利を連続して収めているが……予期されたように敵の物量に苦労しているという報告が飛び込んできている。

　連合王国の梃入れは相当で、我らが親愛なる同盟国ことイルドア王国の不誠実な中立政策は疑わしいことこの上なし。

　しかも厄介なことに、輸送船団に対する連合王国海軍とその海兵魔導部隊の襲撃が頻発しており、脆弱で広大な範囲に展開している帝国軍南方大陸派遣軍団の兵站事情はボロボロを通り越して壊滅状態に近い。

　ロメール将軍は優秀な機動戦術の専門家だが、根本的に地力で劣る以上、戦略的劣勢を戦術的勝利で塗り替え続けるのは望み薄だろう。

　牽制という当初目的の一撃はすでに達成されている以上、これ以上の戦力投入ということには疑問符が付いている。

「しかし、彼我の物量差は挽回可能です。それこそ、閣下が期待されているようにデグレチャフ中佐ならば南方大陸にて跳梁跋扈している連合王国の海兵魔導部隊ともやりあえるのではありませんか？」

「一時的には、その通りだろう。だが、焼け石に水だ」

　根本的に、投入される物量が違いすぎるのだ。ゼートゥーア中将は苦虫を嚙みつぶした表情で帝国軍の不甲斐なさを悔やむしかない。

「複数の報告によれば、未確認の出所から直接供給された物資が連合王国軍と共和国軍の残党、ああ、自由共和国だったかに流れ込んでいる」

　まさしく、危惧されていた通りの事態。

　デグレチャフは悪魔かと叫びたいほど、レポートが警告していた通りに合州国製の軍需物資が大量に連合王国経由を偽装して流れ込み始めている。

　実際には、直接南方大陸へ合州国から流れ込んでいるらしい。

　不味いことに、民間企業の取引を偽装してわざわざ中立船籍の船で、だ。撃沈しようにも第三国の船舶。あるいは、かの国の船舶だ。

　撃沈や臨検は、あの合州国を戦争に招きこみかねない。少なくとも、随分と前に提出されたデグレチャフ・レポートはそう主張していた。

　実際のところ、帝国軍がそうすることを合州国の上層部は望んですらいるだろうという彼女の指摘は蓋然性がかなり高い。

「……レルゲン大佐。我々は、奇妙なリークによって特定の国からの物資が南方大陸に直接送られている可能性を知っているのだ」

「は？」

「意図的なリークがあるということだ」

　つまり、帝国軍に合州国の船舶を襲って欲しいという奇妙な倒錯趣味を持つ誰かが、ご丁寧に合州国か連合王国から密告を装って帝国軍にリークしてくれているのだ。

　紛争を避けるためには陸揚げされたところを空爆するのが、唯一の方法だろう。

　だが、南方大陸においてはそれも厳しいものがある。なにしろ、高高度からの爆撃航程。命中率が乏しい以上、絨毯爆撃が唯一の対処法となる。

　帝国軍の航空艦隊は既に全力を西方と東方に割り当てている。

　この状況下、南方大陸において爆撃機をそれほど集中運用できる状況には到底ない。

　同様に魔導師の状況も切迫している。主戦線に張り付かせている彼らをまとまった単位で引き抜くことも困難だ。

　現状、打つ手なしなのだ。

「かの国の援助について、リークがある。それによれば間違いなくかなりの量が流れ込んでいるようだ。忌々しいことに止めようもない」

「合州国が南方大陸に直接物資を？　連合王国方面への展開は確認していますが……戦闘地域に直接というのは異常です。彼の国の政策と議会は名目上にせよ局外中立ではないのでありますか？」

「大統領はそうではないということだ」

　実際、合州国の善良な民衆諸氏は自分達の国を主観的には中立国だと思い込んでいるらしい。まったくはた迷惑なことだが、交戦国との商売程度は中立違反ではないということだろう。呆れたことに、彼らは帝国とも通商関係を保ち続けることを望んでさえいる。

　それだけであれば、とゼートゥーアは苦笑する。

　それだけであれば、帝国にとっても望ましい取引相手に違いない。だが彼の国の大統領閣下におかれては合州国有権者諸氏と異なった意見をお持ちらしい。

「……いかがされるおつもりですか」

「我が帝国といえども連邦と連合王国だけで手が一杯だ。これ以上は避けたい」

　結局、有効な妨害方法がない以上手を出すのは高くつくだけだ。合州国の戦争介入派が露骨な挑発を仕掛けていると考えざるを得ない。そんな毒りんごを自分から齧かじりに行く必要はないのだ。

「みすみす利敵行為を見逃すのはしゃくだがな」

　そんなわけだ。東部で勝つしかない。そのためには、如何なるタブーもないのだ。それが帝国を利するかどうか。全てはそれで考えねばならない。

「そんなわけだ。大佐。勝つためには、東部で結果を出すしかない。となれば、デグレチャフ中佐には東部戦線で暴れてもらう」

「……はっ」




　大戦中期、帝国軍参謀本部内部では戦争指導方針を巡り深刻な対立が生じていた。ライン戦線を全般的に指導したゼートゥーア将軍らからなる西方派。

　彼らは、敵軍に出血を強要し出血死させる瀉しゃ血けつ戦略を主張。

　対して、東部戦線を重視する東部軍関係者を中心とした東方派。彼らは、包囲殲滅による速戦即決による決戦戦略を主張した。

　西方派はリスクの高い決戦戦略を強く批判。特に、消耗抑制ドクトリンの信奉者であるゼートゥーア将軍は大規模攻勢計画を忌避。塹壕戦の教訓から、分散浸透襲撃や包囲戦術そのものは肯定的に評価するものの敵に対し、優勢にでないうちに攻勢に出ることには極めて懐疑的な態度を示していた。

　これに対して、東方派は連邦軍が数的優位を確保するという前提のもとで戦略を立案。その前提に立てば、西方派の主張する数的優位を確保した後の殲滅は非現実的であると主張するに至らざるをえない。

　そこで彼らが着目したのが誘引撃滅戦略と称される内線機動を活用する戦略だった。

　これは、第一次ライン戦後期に、出血させ衰弱させた共和国軍を包囲殲滅するゼートゥーア将軍の考案した手法の応用である。東方派は機動力に注目し、包囲の可能性を見出した。

　消耗抑制ドクトリンが延々と死者を積み上げるのに対し、決戦ドクトリンはただ一度の勝利で以って損害を抑制しえる。この論法によって東方派は消極的な参謀本部主流派の抑制に強く反発。連邦軍初期の奇襲攻撃によって一部崩壊した戦線から侵入した連邦軍を対象とした作戦をきっかけとして彼らは自身の理論を試みることになる。

　タンネーン・ニ・ベイクにて侵入した連邦軍四十万をわずか十五万の戦力にて包囲に成功。損耗比率は帝国軍一万五千に対し、連邦軍のそれは十五万（うち、九万強が捕虜）。

　数的劣勢から完全な殲滅には至らず、残余の離脱は許したものの東方派の理論を実証するには十分な戦果と見なされた。

　これを受けて、帝国軍東方派はさらなる戦果拡張と早期戦争終結を構想。折しも、膨大な数の犠牲者に慄おののきつつあった内閣と帝室に対し早期終戦の可能性を欲する動きが生じていた。

　参謀本部主流派として西方派は抵抗を試みたものの、東方派はタンネーン・ニ・ベイク会戦の成果を強調。

　なにより、ライン戦線で西方派が勝利に要した山の様な帝国軍将兵の遺体に対して東方派の成果はあまりにも雄弁だった。

　かくして、帝国軍参謀本部は一つの作戦を立案・実行するに至る。作戦名〝湖畔作戦〟。大規模攻勢計画による前線の押し上げ作戦。ハイリスク・ハイリターンの作戦であると強い反対がいくつも出る中で強行された作戦であった。

　発令された命令番号は第四十一号。四十一号作戦、一般には湖畔作戦として知られる東部戦線における帝国軍屈指の大攻勢である。




　帝国軍参謀本部命令第四十一号：極秘─搬送は将校により行われること。

　連邦における防衛戦闘の終わりも近い。すでに、我々はタンネーン・ニ・ベイクで連邦軍予備戦力を撃破した。状況は流動的であるが、連邦軍の余剰戦力は枯渇しつつあり、ほぼ奇襲攻撃によって獲得した優勢を喪失している。

　このような状況を背景に天候と地表状態が好転し次第、帝国軍は主導権を奪取せねばならない。目標は、連邦軍が依然保持している残存戦力を徹底的に殲滅し、加えてその最重要な敵野戦軍を可能な限り無力化することにある。

　そのため、まず主要兵力を東部の主要作戦に振り向けるものとする。また、拡大する戦線防御のために参謀本部は機動軍団を編成する。本作戦の一般方針は前面の敵を掃そう討とうし、ついで旧東部最前線における前線道路ならびに兵站拠点を奪取するものとする。

　ただし、優先目標は敵残存戦力の撃滅におく。




　そして、最後に一言そこには書きたされていた。

〝将兵諸君、反撃の時は近い〟、と。
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　居並ぶ列席者の憂鬱そうな表情。

　建設的な提案の一つも出せばよいにもかかわらず、ただ同志ヨセフ書記長の意向を汲きゅう々きゅうと気にかけるだけの無能ども。

　情けない限りだと人民と祖国と党のために今日も勤勉に働くミスター・ロリヤは嘆かわしく憂う。

　彼には夢がある。そのためには、いかなる努力も惜しんでいない。今では、連邦でも最も勤勉に努力するテクノクラートだと自負するほどだ。

　夢を追いかけてこそ、青春。いや、夢があればこそ生きがいがあるのだ。なにがしたいのかよくわからない怠惰な連中はラーゲリにいるのとどう違うというのだろうか？

　そう思いながらも、ロリヤはひとまず仕事に取り掛かる。

「以上の報告を総合いたしますと同志書記長、帝国軍は東部国境地帯に大規模な部隊を集結中であります。同志書記長が予想された通り、おそらく近々反攻作戦を開始することかと」

　聞くだけ時間の無駄だと思えるような長々しい報告。内務人民委員部の現地報告書ならば三行でまとめなければ非効率の罪でラーゲリ送り（＊）にしてやるところだ。

　思えば、連邦は非効率的すぎる。官僚主義がすでに蔓延し、遺憾ながら機構一つとっても簡潔に機能しない。同志書記長がイライラするのもよくわかる話である。

「ご苦労だった。さて、同志諸君、状況は今の通りだ。どう思う？」

　暗に解決策を求める質問。

　本来であれば、同志ヨセフ書記長の質問に応えるのは危険が多い。提言して上手くいけば権限と功績を得ることもできる。だが、なにしろ、成功しすぎれば同志書記長の地位を脅かすとして粛清の対象となりかねない。そうでなくとも、党内で足の引っ張り合いに引き込まれて没落の危険性が高まる。

　一方で、失敗すればその場で責任を取らされることとなる。そのことを考慮すれば、列席者らが真摯な覚悟を決めたまなざしで同志ヨセフを凝視しつつも、一言も口を開かずにいるのもよくわかるというものだ。

　とはいえ──。

　これでは、無能どもが雁首並べているのと同じでしかない。

　憤慨の意を込めてペンを握りしめる。そのまま書類を破らんばかりにつき立てたい衝動に駆られてしまう。全くの無駄だ。一刻を争う時に、最適とは程遠い。そのうちラーゲリに送り込んでやる、と決意。だが、ひとまずは、やるべきことを決断する。

「同志書記長、我々は今や敵を引きこむことに成功しております。ここは、彼らが下がれなくするべきでしょう」

「つまり？」

「餌を付けた針を吞み込ませてやりましょう。国境地帯を連中にくれてやるのはいかがですか？」

　連邦の国土は広大だ。しかも、都合のいいことにインフラの発展が遅れている。国としては、望ましくない限りであるが、軍隊の進軍という点を考えれば敵にとっても悪条件。

　なにより、消耗戦に引きずり込めば絶対に連邦優位なのだ。地図を見れば、子供でも分かる単純な話だろう。縦深防御に使える広大な土地が連邦に味方する。

　十人がかりで倒さねばならない強者が十人も相手にいたとしよう。百人を相手取れる十人と戦って勝つには百人では厳しいかもしれない。だが、こちらの全員である百人で相手の一人一人と十回戦えば勝てるに違いない。

　敵が薄く広がってくれれば、物量で勝てる。当然だ。敵が幾ら強かろうと、物量で圧殺できない相手は居ないのだから。

　引きずり込んで手薄になった敵をぼこぼこにしてしまえばよい。あるいは、無駄な消耗戦を強要できるところを造り出せばどうか。たとえば連中が一度獲得すれば絶対に放棄できないような政治的効果の強い都市。

　都市というのは、資源はない上に市街戦で消耗戦に持ち込めるという効果も期待できる。そして、前線に近い地域で最適に見えるのがヨセフグラードだろう。連邦軍にここの死守を命じるのはごくごく一般的に見える。

　付け加えると、帝国軍の一部もこの都市を攻略すれば絶対に手放さないだろう。我々がプロパガンダで奪還してみせると叫び続ければなおさら。そして、動きまわる組織的な軍隊と野戦に挑むならばともかく消耗戦ならば数の利がモノを言う。

　つまるところ、下がるということは連邦軍にとって戦略的な縦深を確保することに他ならない。帝国軍は空間を獲得するが、連邦軍は再編のための時間を得ることができるだろう。

「同志ロリヤ！　いくらなんでも、それは連邦の名誉にかかわります！」

「偉大な指導者、同志書記長の戦争指導の下で、よりにもよって国土を帝国軍に明け渡せと仰るのですか!?」

　だが、どうにも頭を押さえたくなるような馬鹿が湧く。見ればいかにも忠誠をことさらに強調する連中。追つい従しょうくらいしか能のない連中に足を引っ張られる不快感。

「黙りたまえ。同志書記長、続けさせて頂いてもよいでしょうか？」

　一番初めにラーゲリ送りにするリストに入れておこう。そう思いつつ、ロリヤは形式上議事進行を司る同志書記長と向き合う。少なくとも、同志ヨセフからは信頼されているのだ。

　たとえ、一時的に同志書記長にとって不快なことを申し入れるとしてもそれは忠義から。

「……ロリヤ、続けたまえ」

　そして、独裁者というやつは得てしてその手のことに敏感だ。もちろん、ロリヤは経験則上それを知りえているに過ぎないが。

　ともかく、この場の最高権力者は、手をふり立ち上がった抗議者を座らせ、ロリヤに続けさせる。

「ありがとうございます」

　心得たものだ。ロリヤも大げさに礼を述べると立ち上がり、壁に掛けられた地図の前へと足を進める。

　状況が書き込まれている地図。馬鹿どもが主張した大規模攻勢でタンネーン・ニ・ベイクで壊滅的な打撃を被ったのは痛かった。

　だが、幸いにも帝国軍も間抜けらしい。

　基本的に、衝動的に攻勢に出たがるのが軍人というやつの欠陥だ。ロリヤは心中ほくそ笑む。

　敵の陣地に攻め込むということの本質を理解できていない。

「率直に申し上げるのであれば、我々は後退することによって帝国軍に消耗戦を強要することが可能になります。さらに言えば後退することによってのみ、我々はいくつかの重要な要衝で市街戦を帝国軍に強要することも可能でしょう」

　若干の工場や交通網ということもあるが、市街戦という混戦は連邦軍の現状にとって最適だった。

　市街地ということ、ある程度の規模を持つということ。

　この点は、軍の質で劣る連邦軍にとってはより重要な意味を持つ。

「これは私見でありますが、我々が敵の得意とする土壌で戦うべき理由はありません。逆なのです。市街地のようなごく近接した戦闘でこそ我々の利点である数を使えるでしょう」

　徴兵したばかりの新兵でもそれなりに戦うには、市街戦が一番だとロリヤは請け合ってみせる。というよりも、他にマトモな戦争になる手段が思い浮かばないのだ。

　前線に派遣している政治将校の中には、彼我の消耗比率を報告させている。

　基本的に損害比率は一：五より良くなることは今のところ報告されていない。

　だが、連邦軍の規模は圧倒的である。市街地で殺し合うならば、そもそも組織的戦闘やら機動戦やら連中お得意の統制がとれた行動とやらも制約されるだろう。

　純粋に数学を研究する数学者のような眼差しでロリヤは勝利のために計算する。

「損耗比率を少しでも互角に持ち込めば、最後は帝国が音を上げます」

　少しだけ損耗比率を下げれば、彼我の損害比率は圧倒的に連邦優位に持ち込める。あるいは、逆に少しだけ連中の損耗比率を引き上げれば良い。

　ロリヤはそこで嗤わらう。

　ああ、軍人というやつは厄介な生き物だ。連中には面子やら体面といったもののほかに矜持が多すぎる。

「ですが、彼らが勝利し続ける限り土地の重要性を勝手に高めてくれるでしょう」

　ピュロスの勝利と悟って、後退できるからこそピュロスは偉大なのだ。並大抵の将軍であれば、勝利に幻惑されてさらなる戦線拡張を、さらなる戦果を追い求めてしまう。

　当然、より戦果を求めて帝国軍は連邦領土内部に攻め入ってくるに違いない。そうなれば、市街地を巡る攻防戦に相手は乗ってこざるを得なくなる。

「そうなれば、連中は後退するにできない羽目になるのです」

　そうすれば、連中は部隊を増強して守りを固める羽目になる。そう、動けなくなるのだ。機動力で包囲を得意とする連中が定点防衛に戦力を割く羽目になる。

「あとは、連邦軍が英雄的に奪還すれば完璧でしょう」

　そうなれば、数の暴力にモノを言わせてこちらが包囲してやればよいだけの話。幾人か、第三国経由で帝国に工作員を送り込んで世論を刺激してやるのも良いだろう。

　そうすれば彼らは引くに引けなくなる。

「もちろん、最後の最後まで抵抗するために督戦隊を内務から市街戦に従事する部隊へ派遣するつもりです」

　そして、敵を引きつけるための活き餌。反連邦的言説を唱える連中や、民族主義者と反動主義者を帝国軍へぶつけてすり潰す。淡々と告げるロリヤであるが、心中では静まり返って慄いている馬鹿な幹部連中を見て歎きたくなる。

　みれば、静まり返った会場でおぞましげな何かを見るような顔がちらほらと。

　こんなところで、良識ぶる偽善者ども。善人がこんなところにいるわけがないだろうと嗤いたくなる。

「これによって、連邦軍に志願させる市民の壁と収容所から放り込む連中で帝国軍と潰し合わせることができると確信しています」

　体制に忠実な将兵を温存しつつ、潜在的危険因子を排除。

「いえ、言葉を換えれば全ての連邦市民が英雄的に侵略者に対抗することになるでしょう」

　それも、粛清という形ではなく祖国のために。粛清執行人は体制の人間ではなく、なにしろ帝国軍だ。党は一切手を汚す必要はない。

　気が付いた自分の鋭さにロリヤは思わず驚いたものだった。

　人間、夢と希望のためにならば信じられない力を発揮し創造性豊かになるものだ、と。

「同志書記長の指導の下に、全ての連邦市民が反帝国主義のパルチザンとして立ち上がる。素晴らしいとは思いませんか？」

「……なるほど。提案の有効性は認めよう」

　そして、少なくともその提案は有効だと誰にでも理解できる。善悪や道徳的価値観について、咎める者は誰もいない。だから、それは、とても簡単に認められた。

「ありがとうございます」

「よろしい、同志ロリヤに一任する。ただし、失敗が許されないことは分かっているな？」

「もちろんです。お任せください」

　失敗は許さないという厳しい眼差し。背筋にひやりとするものが走るが、ロリヤは眼をそらすことなく強固な意志で見つめ返し続けた。

　彼には、夢があるのだ。

「……同志書記長閣下、代わりにと申し上げては恐縮ですが、お願いさせていただきたいことがあるのですが」

「必要な物資の手配は認めよう。他に何か？」

「あのモスコー襲撃犯です。どうか、私の手で裁かせていただきたく思います」

　あの、あの妖精が欲しい。

　何としても、何としても。

　何が何でも、自分のところに。

「極めて、そう、極めて注意を要する案件だ。断言しかねる」

　あの忌々しい事態。それをよりにもよって、同志書記長の前で口にする。それだけでも、虎の尾を踏むに等しい行為だ。実際、みれば堪えてはいるが怒りと屈辱でペンを持った手が酷く震えている。

「同志書記長閣下。では、あの幼女だけでも頂きたいのです」

　無謀だとわかってはいる。

　だが、それでも。それでも、男にはやらねばならない時がある。

「……同志ロリヤ、君の嗜好に適ったのかね？」

「もちろんです！　いや、これはあまり……適切な表現ではありませんな」

　全てをなげうってでも、やらねばならないこと。

　いわねばならない時、それが人生にはあるのだ。

「なに？」

「あれこそ、我が理想とでもいうべきものであります。ぜひとも、ぜひとも我が下で喘がせてみたいものです」

　純粋な決意と覚悟。ロリヤはただ、ひたすら懇願するしかない。

　願うしかないのか？　いや、彼は行動した。願いは許されるのだろうか？　それは、神のみぞ知ること。

　しかし、ロリヤは決断した。ロリヤはすでに決断したのだ。愚かだと笑いたければ、笑わせれば良い。

「……よろしい、憂いを除けるのであれば許そう」

「お任せください。いかなる妨害や敵を排除してでも達成してご覧に入れる所存であります」

　かくして、ロリヤは夢にみたことを達成するために必要な羽を手に入れる。会議終了と同時に、車に飛び乗ると、再建中の本部へすぐさま戻り仕事を再開。

「同志書記長閣下の御許可は頂いた。後は、後はこの手につかむだけだ」

　状況は、着実に夢を現実とすることを可能とさせていた。その充実感は、ロリヤをして年甲斐もなくわくわくさせてしまう。

　子供のような純粋に何かを楽しみにできる心。とっくの昔に失ってしまったとばかり思い込んでいたソレにロリヤは新鮮な驚きすら覚えている。

「帝国軍は上手く罠にはまりつつある。上手くやれば、あのサラマンダー戦闘団とやらも連邦内奥に引き寄せられるに違いない」

　だが、彼は同時に成熟した大人として慎重さも持ち合わせている。純粋な思いを抱えつつも、彼は我慢を覚えているのだ。もちろん、最後の楽しみを彼が期待しているのは事実だが。

「そのためにも、最大限抵抗する必要がある、か。軍の士気はどうかね？」

　努力を惜しむつもりのないロリヤはすぐさま担当官を呼び付け諮問する。彼にしてみれば、人事を尽くして天命を待つしかないのだ。ならば、後悔しないためにできることは全てやるほかにない。

「決して高いとは。一部は脱走が増加しているとの報告もあります」

「ふむ、督戦隊は予定より多めに送るべきか。内務の中から選抜せよ。できるかぎり早めに送り込みたい」

　当然、打てる手は全て手配する。

　夢追い人として、彼は理想のために自分の全てを犠牲にしている。その献身たるや、必要とあれば世界を敵に回してでも為すという覚悟。

「かしこまりました」

「それと、収容所の待遇改善を図れ」

　同時に、彼は知っている。

　夢の大切さと希望の大切さを。人間は、夢と希望がなければ人間らしく生きられないということを。

「はっ、しかしそれは……」

「十年ぶち込むよりも、一ヶ月良い扱いをして帝国軍と殺し合わせるべきだ。国家の財産は有意義に使うべきだろう」

　そんなことも理解できないのか、どうにもぐずる部下にもロリヤは寛大だ。

　彼は、夢と希望の伝道者。必要なことは、人々が幸福であること。そして、つまりは人々に含まれる自分が幸福となることである。

「つまり、囚人であろうとも有用に活用するべきだ。わかったら動きたまえ」

「し、失礼いたしました。直ちにいたします」

「必要とあれば、幾人かの収容所看守を見せしめに処罰しても良い。……進捗が遅ければ、君も対象だ」

　努力せよと彼は、皆に求める。夢を追い求める姿は、誰にとっても大切なものだと彼は知っているのだ。生き残るという夢があれば、みんなよく頑張ることだろう。

「はっ」

「なに、やるべきことをやれば何も問題はない。肝に銘じておきたまえ」

　だから、諸君。お願いだから、はやく、はやく私に見せてくれ。心中の葛藤を辛うじて抑え込みつつロリヤは願う。

「よろしい、行きたまえ」

　早く、あの妖精を私の下に連れてきたまえ。
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　みなさまごきげんよう。

　綺麗な空気と、美しい夜空はお好きですか？　微そよ風かぜが優しく私達を包み込む中、大地に横になってどこまでも続く雲を眺めてみようと思いませんか？

　過度に機械化され画一化されてしまった個性のない都市から外の世界に足を向けてみましょう。そこには、きっと素晴らしい私達の帰るべき自然が豊富に残っていると思います。

　機械に依存し、車社会になれてしまった皆さんは大地を歩くなど、どうかしていると思うかもしれませんね。

　でも、思い出してください。私達の祖先は歩いていたのです。そして、今私達も歩いています。ですから、ご先祖様に倣って外を散策しようではありませんか。

　ああ、前口上が長くなりすぎてしまいました。お恥ずかしい。

　小官は、帝国軍参謀本部派遣サラマンダー戦闘団を預かっておりますターニャ・デグレチャフ中佐であります。

　現在のお仕事は、武装したハイキング。

　やることといえば、行けども行けども泥まみれの大地をオートバイか装甲車に揺られながら進むだけのお仕事であります。

　本来任務は、作戦発動に伴い進軍する帝国東部方面軍北部集団の側面援護。参謀本部が新設したサラマンダー戦闘団としての側面警戒任務といえばよいでしょう。

　まあ、タンネーン・ニ・ベイクの戦いで東部派が侵攻してきた敵予備戦力を叩きのめしたとのこと。参謀本部は敵が出てこないという想定を立案しているらしいので、まったり行きましょう。

　ええ、まったりと。できるだけ、深入りしないように。具体的には、ピンポンダッシュくらいの勢いで。……いつでも、逃げられるように。



















（「幼女戦記④ Dabit deus his quoque finem」　了）









解説



【台湾沖航空戦】　戦果誤認における一事例。大本営は、現場部隊からの報告を総合した結果、『空母19隻、戦艦４隻、巡洋艦７隻、艦種不明15隻撃沈・撃破』と大勝利に沸きあがるも、実際は巡洋艦２隻を大破させた程度。

正直なところ、現場を知っている人間はありえない戦果と眉に唾を塗ったけれど、追い詰められると人間、信じたい報告を信じてしまうということでもあります。




【ラーゲリ送り】　強制収容して、労働させるキャンプのことです。ちなみに、奴隷労働に輝かしいソビエトは反対します。




















































あとがき







　四巻をお手に取っていただいた皆様、お待たせしてしまいました。

　ですが、初夏に出すよといって、六月！　六月です（六月末日は、疑う余地なく初夏と申し上げてよいでしょう）。従って、完璧に予定通りにお届けすることが出来たと強弁することもできなくもなくはないかなと。

　なお、紙面の都合ですべてを語ることが出来ないのが残念ではありますが、カルロ・ゼンがライトノベル作家でないという悪質なプロパガンダにご注意ください。『幼女戦記』は、紛れもないライトノベルです。定義からしてライトノベルであるのは確定的でしょう。大事なことなので、繰り返しますが、厚さも含めて完璧にライトノベルなのです。

　大切なお知らせはこれでさておき、あとがきの本題に。『幼女戦記』もついに四巻まで到達いたしました。

　実のところを言えば、ぶっとび過ぎたタイトルなので、ここまで続けられるかと不安に思う気持ちもありましたが、望外な幸運に恵まれていたようです。願わくは、引き続き皆さんにご愛顧いただければそれに勝る幸いはありません。

　今回もデザインをお願いしている椿屋事務所様、校正をお願いしている浮田様、ホビー書籍編集部の担当藤田様、そして何よりもいつも素敵なイラストを仕上げてくださるイラストレーターの篠月様には篤くお礼申し上げます。

　なお、篠月様には本当に申し訳ないことをしてしまったとこの場を借りて深くお詫び申し上げる道義的義務が自分にあると私は信じて疑いません。昔はぽかーんとされていた篠月様を、列車砲の魅力に染めました。篠月様に「対物ライフルって良いよね」と言わしめるに至ったのは、多様な要素がある中にあっても自分の責任を否定できるものではないでしょう。

　でも、仕方ないですよね。列車砲、ロマンの塊ですもん、仕方ない。

　読者の皆様、どうか、忘れないでください。

『幼女戦記』は、ロマンと趣味を凝縮し、趣味とロマンで出汁をとって、ロマンを丁寧に趣味で下ごしらえしたあれげな何かをこれでもかとふんだんに放り込んだホイホイ仕様だということを。

　そんなわけで、いよいよ物語は東部へと向かいます。担当さんには、東部戦線は「そんなに長くないですよ」とお伝えしているのであっさりと終わる予定です。

　具体的には、有史時代以来の長い人類の歴史の中のほんの一部程度なので歴史という大局的な流れからすれば短いはず。

　でも、短いからといって油断しないでください！　ホイホイ釣られてしまえば、いつの間にか列車砲のロマンに惹かれたりします。……四巻まで、お手に取っていただいた皆様には今更かもしれませんが。




二〇一五年六月　カルロ・ゼン　
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